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本書はオプションを含むすべての装
備の説明をしています。

そのため、お客様の車にはない装備の
説明が記載されている場合がありま
す。また、車の仕様変更により、内容
がお車と一致しない場合があります
のでご了承ください。

レクサス販売店で取り付けられた装
備（販売店オプション）の取り扱いに
ついては、その商品に付属の取扱説明
書をお読みください。

イラストは、記載している仕様などの
違いにより、お客様の車の装備と一致
しない場合があります。

● トヨタが国土交通省に届け出をし
た部品以外のものを装着すると、
不正改造になることがあります。

● 車高を下げたり、ワイドタイヤを
装着するなど、車の性能や機能に
適さない部品を装着すると、故障
の原因となったり、事故を起こし、
重大な傷害を受けるおそれがあり
危険です。

● ハンドルの改造は絶対にしないで
ください。ハンドルには SRSエア
バッグが内蔵されているため、不
適切に扱うと、正常に作動しなく
なったり、誤ってふくらみ、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

● 次の場合はレクサス販売店にご相
談ください。

･ タイヤ・ディスクホイール・ホイール取
り付けナットの交換

異なった種類や指定以外のものを使用す
ると、走行に悪影響をおよぼしたり、不正
改造になることがあります。

･ 電装品・無線機の取り付け・取りはずし

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故
障や車両火災など事故につながるおそれ
があり危険です。

RF 送信機の取り付けについては、P.8 も
参照してください。

● フロントウインドウガラス、およ
び運転席・助手席のドアガラスに
着色フィルム（含む透明フィルム）
などを貼り付けないでください。
視界をさまたげるばかりでなく、
不正改造につながるおそれがあり
ます。

故障診断コネクター などに、点検
整備用の故障診断装置以外の電装品
を取り付けないでください。

電子機器に悪影響をおよぼしたり、
バッテリーがあがったりするなど、思
わぬトラブルを招くおそれがありま
す。

知っておいていただき
たいこと

本書の内容について

不正改造について 故障診断コネクターなどへの電
装品取り付けについて

A
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お車には、車両の制御や操作に関する
データなどを記録するコンピュー
ターが複数装備されており、主に次の
ようなデータを記録します。
･ エンジン回転数
･ 電気モーター回転数（LC500h）
･ アクセルの操作状況
･ ブレーキの操作状況
･ 車速
･ シフトポジション
･ 駆動用電池の状態（LC500h）

グレード・オプション装備により記録
されるデータ項目は異なります。な
お、コンピューターは会話などの音声
や映像は記録しません。

● データの取り扱いについて

レクサスはコンピューターに記録さ
れたデータを車両の故障診断・研究開
発・品質の向上を目的に取得・利用す
ることがあります。

なお、次の場合を除き、レクサスは取
得したデータを第三者へ開示または
提供することはありません。

･ お車の使用者の同意（リース車は借主の
同意）がある場合

･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強制
力のある要請に基づく場合

･ 統計的な処理を行う目的で、使用者や車
両が特定されないように加工したデー
タを研究機関などに提供する場合

● G-Linkによるデータの取り扱いに
ついて

お客様がG-Link をご利用の場合、記
録データとその使用について、G-
Link 利用規約をご覧ください。

お車には、イベントデータレコーダー
（EDR）が装備されています。EDRは、
一定の衝突や衝突に近い状態（SRS
エアバッグの作動および路上障害物
との接触など）が発生した時に車両シ
ステムの作動状況に関するデータを
記録します。EDR は車両の動きや安
全システムに関するデータを短時間
記録するように作られています。ただ
し、衝突の程度と形態によっては、
データが記録されない場合がありま
す。

EDR は次のようなデータを記録しま
す。
･ 車両の各システムの作動状況
･ アクセルペダルおよびブレーキペ
ダルの操作状況

･ 車速

これらのデータは、衝突や傷害が発生
した状況を把握するのに役立ちます。

注意：EDR は衝突が発生したときに
データを記録します。通常走行時には
データは記録されません。また、個人
情報（例：氏名・性別・年齢・衝突場
所）は記録されません。ただし、事故
調査の際に法執行機関などの第三者
が、通常の手続きとして収集した個人
を特定できる種類のデータと EDR
データを組み合わせて使用すること
があります。EDR で記録されたデー
タを読み出すには、特別な装置を車両
またはEDRへ接続する必要がありま
す。レクサスにくわえ、法執行機関な
どの特別な装置を所有する第三者が
車両またはEDRに接続した場合でも
情報を読み出すことができます。

車両データの記録について イベントデータレコーダー
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● EDRデータの情報開示

次の場合を除き、レクサスは EDRで記録
されたデータを第三者へ開示することは
ありません。

･ お車の使用者の同意（リース車は借主の
同意）がある場合

･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強制
力のある要請に基づく場合

･ レクサスが訴訟で使用する場合

ただし、レクサスは

･ データを車両安全性能の研究に使用す
ることがあります。

･ 使用者・車両が特定されないデータを調
査目的で第三者に開示することがあり
ます。

お車へ RF送信機を取り付けると、次
のようなシステムに影響をおよぼす
可能性があります。

● ハイブリッドシステム

● EFI コンピュータ

● Lexus Safety System+

● ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

● VDIM（ビークルダイナミクスイン
テグレイテッドマネージメント）

● SRS エアバッグ

● シートベルトプリテンショナー

悪影響を防ぐための措置や取り付け
方法については、必ずレクサス販売店
にお問い合わせください。

ご希望により、RF送信機の取り付け
に関する詳しい情報（周波数帯域・電
力レベル・アンテナ位置・取り付け条
件）をレクサス販売店にてご提供しま
す。

保証および点検整備については、別冊
「メンテナンスノート」に記載してい
ますので、併せてお読みください。

日常点検整備や定期点検整備は、お客
様の責任において実施してください。
（法律で義務付けられています）

RF送信機の取り付けについて

保証および点検について
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本書の見方

本書で使用している、記号につい
て説明します。

本文の記号について

記号 意味

警告：

お守りいただかないと、
お客様自身と周囲の人々
が死亡、または重大な傷
害につながるおそれがあ
ることを説明していま
す。

注意：

お守りいただかないと、
車や装備品の故障や破損
につながるおそれがある
ことを説明しています。

操作・作業の手順を示し
ています。番号の順に
従ってください。

機能や操作方法の説明以
外で知っておいていただ
きたい、知っておくと便
利なことを説明していま
す。

イラスト上の記号について

記号 意味

押す、まわすなど、してい
ただきたい操作を示してい
ます。

フタが開くなど、操作後の
作動を示しています。

記号 意味

説明の対象となるもの・場
所を示しています。

してはいけません、このよ
うにしないでください、こ
のようなことを起こさない
でくださいという意味で
す。
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LC500 と LC500h とで表記が異な
る場合は、次のように記載していま
す。

例

エンジンスイッチ※1＜パワースイッ

チ＞※2をイグニッションONモード
※1 ＜ ON モード＞※2 にします。
※1LC500
※2LC500h

LC500 と LC500h の表現の違
いについて
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■ 名称から探す

●五十音順さくいん： P.367

●アルファベット順さくいん： P.365

■ 取り付け位置から探す

●イラスト目次： P.12

■ 症状や音から探す

●こ ん な と き は（症 状 別 さ く い
ん）： P.362

●車から音が鳴ったときは（音さくい
ん）： P.364

■ タイトルから探す

●目次： P.2
検索のしかた
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1-1. 安全にお使いいただくために

日常点検整備や定期点検整備は、お客
様の責任において実施していただく
ことが法律で義務付けられています。
適切な時期に点検整備を実施し、車に
異常がないことを確認してください。

日常点検整備や点検項目などの詳細につ
いては、別冊「メンテナンスノート」を参
照してください。
異常が見つかった場合は、レクサス販売店
で必ず点検整備を受けてください。

専用のフロアマットを、フロアカー
ペットの上にしっかりと固定してお
使いください。

1 固定フック（クリップ）にフロア
マット取り付け穴をはめ込む

2 固定フック（クリップ）上部のレ
バーをまわして、フロアマットを
固定する

※ マーク を必ず合わせてくださ

い。

固定フック（クリップ）の形状はイラ
ストと異なる場合があります。

運転する前に

お車を安全に運転していただくた
めに、運転する前は必ず次のことを
確認してください。

点検整備

フロアマットを固定するには

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマットが
ずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わ
ぬスピードが出たり車を停止しにくく
なるなど、事故の原因になり重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■運転席にフロアマットを敷くとき

●レクサス純正品であっても、他車種お
よび異なる年式のフロアマットは使
用しない

●運転席専用のフロアマットを使用す
る

●固定フック（クリップ）を使って、常
にしっかりと固定する

●他のフロアマット類と重ねて使用し
ない

●フロアマットを前後逆さまにしたり、
裏返して使用しない

A
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まっすぐ座り、運転操作時に体が

背もたれから離れないよう、背も
たれの角度を調整する（ P.112）

ペダルがしっかりと踏み込め、ハ

ンドルを握ったときにひじが少し
曲がるようなシート位置にする
（ P.112）

ヘッドレストの中央が耳のいちば
ん上のあたりになるようにする
（ P.117）

シートベルトを正しく着用する
（ P.26）

警告

■運転する前に

●フロアマットがすべての固定フック
（クリップ）で正しい位置にしっかり
と固定されていることを定期的に確
認し、特に洗車後は必ず確認を行う

●エンジン＜ハイブリッドシステム＞
停止およびシフトポジションがPの状
態で、各ペダルを奥まで踏み込み、フ
ロアマットと干渉しないことを確認
する

安全なドライブのために

安全に運転するために、走行前に
シートやミラーなどを適切に調整
してください。

正しい運転姿勢をとるには

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●走行中は運転席の調整をしないでく
ださい。
運転を誤るおそれがあります。

A

B

C

D
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すべての乗員は、走行前に必ずシート
ベルトを正しく着用してください。

（ P.26）

シートベルトを正しく着用できない
小さなお子さまを乗せるときは、適切
なチャイルドシートをご用意くださ
い。（ P.39）

後方が確実に確認できるように、イン
ナーミラー・ドアミラーを正しく調整
してください。（ P.120, 121）

警告

●背もたれと背のあいだにクッション
などを入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかりか、
衝突したとき、シートベルトやヘッド
レストなどの効果が十分に発揮され
ないおそれがあります。

●フロントシートの下にものを置かな
いでください。
ものが挟まるとシートが固定されず、
思わぬ事故や調整機構の故障の原因
になります。

●公道を走行するときは、法定速度や制
限速度を遵守してください。

●他の車や歩行者など、周囲の状況に常
に注意を払い、安全運転を心がけてく
ださい。

●飲酒運転は絶対にしないでください。
お酒を飲むと注意力と判断力がにぶ
り、思いがけない事故を引き起こすお
それがあります。また、眠気をもよお
す薬を飲んだときも運転を控えてく
ださい。

●運転中に携帯電話を使用したり、装置
の調節などをしないでください。周囲
の状況などへの注意が不十分になり、
大変危険です。ハンズフリー以外の自
動車電話や携帯電話を運転中に使用
することは法律で禁止されています。

●長距離ドライブの際は、疲れを感じる
前に定期的に休憩してください。
また、運転中に疲労感や眠気を感じた
ときは、無理に運転せず、すみやかに
休憩してください。

シートベルトを正しく着用する
には

ミラーを調整するには
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シートベルト

走行前にすべての乗員は必ずシー
トベルトを正しく着用してくださ
い。

警告

急ブレーキや事故の際のけがを避ける
ため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■シートベルトの着用について

●全員がシートベルトを着用する

●シートベルトを正しく着用する

●シートベルトは一組につき一人で使
用する
お子さまでも一組のベルトを複数の
人で使用しない

●お子さまはリヤ席に座らせてシート
ベルトを着用させる

●背もたれは必要以上に倒さず、上体を
起こし、シートに深く座る

●肩部ベルトを腕の下に通して着用し
ない

●腰部ベルトはできるだけ低い位置に
密着させ着用する

■妊娠中の女性の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正しく
着用してください。（ P.26）
通常の着用のしかたと同じように、腰部
ベルトが腰骨のできるだけ低い位置に
かかるようにお腹のふくらみの下に、肩
部ベルトは確実に肩を通し、お腹のふく
らみを避けて胸部にかかるように着用
してください。

ベルトを正しく着用していないと、衝突
したときなどに、母体だけでなく胎児ま
でが重大な傷害を受けたり、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

■疾患のある方の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正しく
着用してください。

■お子さまを乗せるとき

P.38

■シートベルトの損傷・故障について

●ベルトやプレート・バックルなどは、
シートやドアに挟むなどして損傷し
ないようにしてください。

●シートベルトが損傷したときはシー
トベルトを修理するまでシートは使
用しないでください。
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● 肩部ベルトを肩に十分かける

首にかかったり、肩からはずれないように
してください。

● 腰部ベルトを必ず腰骨のできるだ
け低い位置に密着させる

● 背もたれを調整し、上体を起こし、
深く腰かけて座る

● ねじれがないようにする

ねじれていない

ねじれている

知識

■お子さまのシートベルトの使い方

この車のシートベルトは、シートベルトを
装着するのに十分な、大人の体格を持った
人用に設計されています。

●シートベルトが正しい位置で着用でき
ない小さなお子さまの場合は、お子さま
の体に合ったチャイルドシートを使用
してください。（ P.39）

●シートベルトが正しい位置で着用でき
るお子さまの場合は、シートベルトの着
用のしかたに従ってください。（ P.25）

1 ベルトを固定するには、“カ
チッ”と音がするまでプレート
をバックルに挿し込む

2 ベルトを解除するには、解除ボタ

警告

●プレートがバックルに確実に挿し込
まれているか、シートベルトがねじれ
ていないかを確認してください。うま
く挿し込めない場合はただちに
レクサス販売店に連絡してください。

●もし重大な事故にあったときは、明ら
かな損傷が見られない場合でも、シー
ト・シートベルトを交換してくださ
い。

●プリテンショナー付きシートベルト
の取り付けや取りはずし・分解・廃棄
などは、レクサス販売店以外でしない
でください。
不適切に扱うと、正常に作動しなくな
るおそれがあります。

正しく着用するには

着け方・はずし方

A

B
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ン を押す

知識

■シートベルトロックの解除方法

急停止や衝撃があったときベルトがロッ
クされます。急に体を前に倒したり、シー
トベルトをすばやく引き出してもロック
する場合があります。一度ベルトを強く引
いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベル
トを引き出すことができます。

フロント席のシートには、シートベル
トを引き出しやすくするためのガイ
ドが付いています。シートベルトが引
き出しにくい場合は、ガイドに通して
ご使用ください。

リヤシートへ乗り降りするときは、ガイド
からシートベルトをはずします。

手動式ヘッドレスト装着車

電動式ヘッドレスト装着車

前方・側方から強い衝撃を受けたと
き、シートベルトを引き込むことで適
切な乗員拘束効果を確保します。

前方・側方からの衝撃が弱いときや、うし
ろからの衝撃、横転のときは通常は作動し
ません。

知識

■シートベルトプリテンショナーについ
て

シートベルトプリテンショナーは一度し
か作動しません。玉突き衝突などで連続し
て衝撃を受けた場合でも、一度作動したあ
とは、その後の衝突では作動しません。

シートベルトガイド

A 警告

■シートベルトガイドを使うときは

急ブレーキや事故の際のけがを避ける
ため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●ベルトがねじれたり、ひっかかったり
したままで使用しないでください。

●使用・不使用に関わらず、確実にボタ
ンを留めてください。

●ぶら下がったり、無理に引っぱったり
しないでください。

シートベルトプリテンショナー
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警告

■プリテンショナー付きシートベルト
について

シートベルトプリテンショナーが作動
すると、SRSエアバッグ／プリテンショ
ナー警告灯が点灯します。その場合は、
シートベルトを再使用することができ
ないため、必ずレクサス販売店で交換し
てください。お守りいただかないと、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
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■ SRS エアバッグの配置

フロント SRS エアバッグ

運転席 SRS エアバッグ／助手席 SRS エアバッグ

（運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和）

SRS ニーエアバッグ

（運転者と助手席乗員の衝撃緩和を補助）

SRS サイド＆カーテンシールドエアバッグ

SRS サイドエアバッグ

（フロント席乗員の胸などへの衝撃を緩和）

SRS カーテンシールドエアバッグ
（フロント席とリヤ席乗員の主に頭部への衝撃を緩和）

SRSエアバッグ

SRS エアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けたとき
にふくらみ、シートベルトが体を拘束する働きと併せて乗員への衝撃を緩和
させます。

SRS エアバッグシステム

A

B

C

D
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知識

■SRS エアバッグが作動するとき

●SRS エアバッグは高温のガスにより非
常に速い速度でふくらむため、すり傷・
やけど・打撲などを受けることがありま
す。

●作動音と共に白いガスが発生します。

●フロント席・フロントピラー・リヤピ
ラー・ルーフサイドレールの一部分など
だけでなくエアバッグ構成部品（ハンド
ルのハブ・エアバッグカバー・インフ
レーター）も数分間熱くなることがあり
ます。エアバッグそのものも熱くなりま
す。

●フロントウインドウガラスが破損する
ことがあります。

●G-Link の契約期間内は、次の場合、自動
的に緊急通報がヘルプネットセンター
に送信されます。オペレーターからの呼
びかけに応答がない場合は、緊急車両を
手配します。
詳しくは別冊「ナビゲーションシステム
取扱説明書」を参照してください。

･ SRS エアバッグが作動した
･ シートベルトプリテンショナ ― が作動
した

･ 後方から強い衝撃を受けた

■SRS エアバッグが作動するとき（フロン
ト SRS エアバッグ）

●フロントSRSエアバッグは、衝撃の強さ
が設定値（移動も変形もしない固定され
た壁に、車速約 20 ～ 30km/h で正面衝
突した場合の衝撃の強さに相当する値）
以上の場合に作動します。
ただし、次のような場合はエアバッグが
作動する車速は設定値より高くなりま
す。

･ 駐車している車や標識のような衝撃に
よって移動や変形するものに衝突した
場合

･ もぐり込むような衝突の場合（例えば、
車両前部がもぐり込む、下に入り込む、
トラックの下敷きになるなど）

●衝突条件によってはシートベルトプリ
テンショナーのみ作動する場合があり
ます。

■SRSエアバッグが作動するとき（SRSサ
イド＆カーテンシールドエアバッグ）

●SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグは、衝撃の強さが設定値（約
1.5t の車両が約 20 ～ 30km/h の速度
で客室へ直角に衝突した場合の衝撃の
強さに相当する値）以上の場合に作動
します。

●特に衝撃が大きい場合は、左右の SRS
カーテンシールドエアバッグが作動す
る場合があります。

●前面衝突時でも、特に衝撃が大きい場合
は左右の SRS カーテンシールドエア
バッグが作動する場合があります。

■衝突以外で作動するとき

次のような状況で車両下部に強い衝撃を
受けたときも、フロント SRS エアバッグ
と SRS カーテンシールドエアバッグが作
動する場合があります。

●縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき

●深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたとき

●ジャンプして地面にぶつかったり、道路
から落下したとき



31

1

1-1. 安全にお使いいただくために
安
全
・
安
心
の
た
め
に

■SRS エアバッグが作動しないとき（フロ
ント SRS エアバッグ）

フロント SRS エアバッグは、側面や後方
からの衝撃・横転・または低速での前方か
らの衝撃では、通常は作動しません。ただ
し、それらの衝撃が前方への減速を十分に
引き起こす場合には、フロント SRS エア
バッグが作動することがあります。

●側面からの衝突

●後方からの衝突

●横転

■SRSエアバッグが作動しないとき（SRS
サイド＆カーテンシールドエアバッグ）

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分以
外の側面に衝撃を受けたときには、SRS サ
イド＆カーテンシールドエアバッグが作
動しない場合があります。

●客室部分以外の側面への衝撃

●斜めからの衝撃

SRS サイドエアバッグは、前方や後方か
らの衝撃・横転・または低速での側面から
の衝撃では、通常は作動しません。

●前方からの衝突

●後方からの衝突

●横転

SRS カーテンシールドエアバッグは、後方
からの衝撃・横転・または低速での前方や
側面からの衝撃では、通常は作動しませ
ん。

●後方からの衝突

●横転

■レクサス販売店に連絡が必要な場合

次のような場合には、点検・修理が必要に
なります。できるだけ早くレクサス販売店
へご連絡ください。

●いずれかの SRS エアバッグがふくらん
だとき

●フロント SRS エアバッグはふくらまな
かったが、事故で車両の前部を衝突した
とき、または破損・変形・穴あきなどが
あるとき

●SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグはふくらまなかったが、事故で
ドアおよびその周辺部分を衝突したと
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き、または破損・変形などがあるとき

●ハンドルのパッド部分・ダッシュボード
の助手席 SRS エアバッグ付近・インス
トルメントパネル下部が傷付いたり、ひ
び割れたり、その他の損傷を受けたとき

●SRS サイドエアバッグが内蔵されてい
るシート表面が傷付いたり、ひび割れた
り、その他の損傷を受けたとき

●SRS カーテンシールドエアバッグが内
蔵されているフロントピラー部・リヤピ
ラー部・ルーフサイド部が傷付いたり、
ひび割れたり、その他の損傷を受けたと
き

警告

■SRSエアバッグについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●運転者と乗員すべてがシートベルト
を正しく着用してください。
SRS エアバッグはシートベルトを補
助するためのものです。

●助手席 SRS エアバッグは強い力でふ
くらむため、特に乗員がエアバッグに
近付きすぎると、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。乗員が SRS エアバッグ
のふくらむ場所に近い場合は特に危
険です。シートの背もたれを調整し
て、シートをできるだけSRSエアバッ
グから離し、まっすぐに座ってくださ
い。

●お子さまがシートにしっかり座って
いないと、SRS エアバッグのふくら
む衝撃で重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。お子さまが小さくてシートベル
トを使用できないときは、チャイルド
シートでしっかり固定してください。
お子さまはリヤ席に乗せ、チャイルド
シートまたはシートベルトを着用さ
せ る こ と を お す す め し ま す。
（ P.39）
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警告

●シートの縁に座ったり、ダッシュボー
ドにもたれかかったりしない

●お子さまを助手席 SRS エアバッグの
前に立たせたり、ひざの上に抱いたり
しない

●運転者および助手席乗員は、ひざの上
に何も持たない

●ドアやフロントピラー・センターピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイドレー
ルへ寄りかからない

●助手席では、ドアに向かってひざをつ
いたり、窓から顔や手を出したりしな
い

●ダッシュボード・ハンドルのパッド部
分・インストルメントパネル下部など
には何も取り付けたり、置いたりしな
い

●ドア・フロントウインドウガラス・ド
アガラス・フロントピラーおよびリヤ
ピラー・ルーフサイドレールなどには
何も取り付けない

●コートフックにハンガーなどの硬い
ものをかけないでください。
SRS カーテンシールドエアバッグが
作動したときに投げ出されて重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。
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警告

●SRS ニーエアバッグがふくらむ場所
にビニールカバーが付いている場合
は、取り除いてください。

●SRS サイドエアバッグがふくらむ場
所を覆うようなシートアクセサリー
を使用しないでください。エアバッグ
が作動する際、アクセサリーが干渉す
るおそれがあります。そのようなアク
セサリーがエアバッグが正常に作動
するのをさまたげ、システムを不能に
したり、またはエアバッグが誤って作
動したりして、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

●SRS エアバッグシステム構成部品の
周辺およびドアの周辺は、強くたたく
など過度の力を加えないでください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なるおそれがあります。

●SRSエアバッグがふくらんだ直後は、
構成部品が熱くなっているため、ふれ
ないでください。

●SRSエアバッグがふくらんだあとに、
もし呼吸が苦しく感じたら、ドアやド
アガラスを開けて空気を入れるか、安
全を確認して車外に出てください。皮
膚の炎症を防ぐため、残留物はできる
だけ早く洗い流してください。

●SRS エアバッグが収納されている
パッド部およびフロントピラーガー
ニッシュ部に傷が付いていたり、ひ
び割れがあるときは、そのまま使用
せずレクサス販売店で交換してくだ
さい。

■改造・廃棄について

レクサス販売店への相談なしに、次の改
造・廃棄をしないでください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なったり、誤ってふくらむなどして、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

●SRSエアバッグの取りはずし・取り付
け・分解・修理

●ハンドル・インストルメントパネル・
ダッシュボード・シート・シート表
皮・フロントピラー・センターピラー・
リヤピラー・ルーフサイドレール・ド
アパ ネル・ドアトリム・ドアスピー
カー周辺の修理・取りはずし・改造

●フロントドアパネルの穴あけなどの
改造

●フロントフェンダー・フロントバン
パー・車内側面部の修理・改造

●グリルガード（ブルバー・カンガルー
バーなど）・除雪装置・ウインチなど
の取り付け

●サスペンションの改造

●CDプレーヤー・無線機などの電化製
品の取り付け
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センサー

ボンネット

リフター

知識

■ポップアップフードについて

●廃車するときは、必ずレクサス販売店に
ご相談ください。

●ポップアップフードは、一度作動すると
再使用できません。レクサス販売店で交
換してください。

■ポップアップフードが作動するとき

次のような衝撃を受けたときに作動しま

す。

●作動速度範囲（約 25～ 55km/h）での走
行時、フロントバンパーに歩行者と同
等、もしくはそれ以上の衝撃を正面から
受けたとき（衝突したときにフロントバ
ンパーに痕跡が残らないような場合で
も、一定以上の衝撃が加われば作動しま
す。また、軽いもの・小さな動物や他の
小さな物体でも衝突の状況、速度によっ
ては作動することがあります）

●その他に、次のような車両下部やフロン
トバンパーに衝撃を受けたときも作動
することがあります。

･ 縁石に衝突したとき
･ 深い溝や穴に落ち込んだとき
･ ジャンプして地面にぶつけたとき
･ 駐車場のスロープ・うねりのある道路・
突起物や落下物などにぶつけたとき

■ポップアップフードが作動しにくいと
き

●走行中、フロントバンパーの左右の角や
側面に歩行者がぶつかったときは、衝撃
を検知しにくいため、作動しないことが
あります。また、歩行者の衝撃によって
は作動しにくい場合があります。

●車両が横すべりするなどして、車速が正
しく検知できないときは正常に作動し
ないことがあります。

■ポップアップフードが作動しないとき

次のようなときは作動しません。

●横たわっている人に衝突したとき

●作動速度範囲外での走行時にフロント
バンパーが衝撃を受けたとき

●横方向や後部から衝撃を受けたとき

●横転、転覆したとき（事故の状況、形態
によっては、ポップアップフードが作動
することがあります）

ポップアップフード

ポップアップフードは前方向から
の衝突時にボンネットを持ち上げ、
エンジンルーム内の空間を確保し、
歩行者の頭部への衝撃を緩和させ
ます。

作動速度範囲での走行時に、歩行者
やその他の物体と前方向から衝突
したとき、フロントバンパー裏にあ
るセンサーが衝突を感知し作動し
ます。

システムの構成部品

A

B

C
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警告

■ポップアップフードが作動したとき

●ボンネット解除レバーを引かないで
ください。ポップアップフードが作動
したあとにボンネット解除レバーを
引くと、さらにボンネットが上がり、
思わぬけがをするおそれがあり危険
です。また、ボンネットが上がったま
ま走行すると視界がさまたげられ、思
わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

●ボンネットを無理に押しもどさない
でください。作動したボンネットは手
動では下げることができないため、ボ
ンネットが変形したり、思わぬ傷害に
つながるおそれがあり危険です。

●ポップアップフードが作動したあと
はレクサス販売店で交換してくださ
い。なお、車両の移動は安全な場所ま
でにとどめ、販売店に連絡してくださ
い。

●ポップアップフードが作動した直後
は、リフターにふれないでください。
作動直後はリフターが熱くなってい
るため、やけどをするおそれがありま
す。

注意

■ポップアップフードについて

●ボンネットが完全に閉まっていない
と、正常に作動しないおそれがありま
す。走行前にボンネットが閉まってい
ることを必ず確認してください。

●4輪とも指定されたサイズのタイヤを
指定空気圧で使用してください。異な
るサイズのタイヤを使用すると、シス
テムが正常に作動しなくなるおそれ
があります。

●フロントバンパー周辺に何かがぶつ
かったときは、ポップアップフードが
作動していなくても、センサーが損傷
しているおそれがあります。必ず
レクサス販売店で点検を受けてくだ
さい。

●ポップアップフードの部品や配線な
どを取りはずしたり修理しないでく
ださい。誤って作動したり、正常に作
動しなくなるおそれがあります。修理
や交換作業が必要なときは、レクサス
販売店にご相談ください。

●フロントバンパー・ボンネット・サス
ペンションなどを純正品以外のもの
に交換しないでください。また、取り
はずしたりしないでください。システ
ムが正常に作動しなくなるおそれが
あります。

●フロントバンパーやボンネットにも
のを取り付けないでください。衝撃を
正しく検知できず、システムが正常に
作動しなくなるおそれがあります。

●ボンネットを強く閉めたり、リフター
に荷重を加えないでください。リフ
ターが損傷し、システムが正常に作動
しなくなるおそれがあります。

●サスペンションを改造しないでくだ
さい。車高がかわると、システムが正
常に作動しなくなるおそれがありま
す。
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排気ガスに対する注意

排気ガスには吸引すると人体に有
害な物質が含まれています。

警告

排気ガスには無色・無臭で有害な一酸化
炭素（CO）が含まれているため、次の
ことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、排気ガスが車内
に侵入し、多量の排気ガスが眠気を招き
事故の原因となるほか、重大な健康障害
におよぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

■走行中の留意事項

トランクを閉じてください。
トランクが閉じているのに車内で排気
ガス臭がするときは、ドアガラスを開け
て空気を入れかえ、すみやかにレクサス
販売店で点検整備を受けてください。

■駐車するとき

●車庫内など換気が悪い場所や囲まれ
た場所では、エンジン＜ハイブリッド
システム＞を停止してください。

●長時間エンジン＜ハイブリッドシス
テム＞が作動したままにしないでく
ださい。
やむを得ないときは、開かれた場所に
車を停め、排気ガスが車内に入ってこ
ないことを確認してください。

●降雪時や雪が積もった場所では、エン
ジン＜ハイブリッドシステム＞が作
動したままにしないでください。まわ
りに積もった雪で排気ガスが滞留し
て、車内に侵入するおそれがありま
す。

■排気管について

排気管は定期的に点検する必要があり
ます。排気管等の腐食などによる穴や亀
裂、および継ぎ手部の損傷、また、排気
音の異常などに気付いた場合は、必ず
レクサス販売店で点検を受けてくださ
い。
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1-2. お子さまの安全

お子さまを乗せるときは

お子さまを乗せるときは、次のこと
をお守りください。

● お子さまにも必ずシートベルト
を着用させてください。シート
ベルトを正しく着用できない小
さなお子さまを乗せるときは、
適切なチャイルドシートをご用
意ください。（ P.39）

● 運転装置にふれるのを防ぐた
め、お子さまはリヤシートに乗
せることをおすすめします。

● パワーウインドウを誤操作しな
いように、ウインドウロックス
イッチ（ P.126）をご使用く
ださい。

● 小さなお子さまには、パワーウ
インドウ・ボンネット・トラン
クやシートなど、体を挟まれる
おそれがある装備類を操作させ
ないでください。

警告

■お子さまを乗せるときは

●お子さまを車の中に残したままにし
ないでください。車内が高温になって
熱射病や脱水症状になり、重大な健康
障害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。
また、お子さまが車内の装置を操作
し、ドアガラスなどに挟まれたり、発
炎筒などでやけどしたり、運転装置を
動かして、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

●車にお子さまを乗せる場合は、お子さ
まの安全を確保するための注意事項
やチャイルドシートの取り付け方な
どをまとめた「チャイルドシート」を
参照してください。（ P.39）
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知 っ て お い て いた だ きた いこ
と： P.39

チャイルドシートについて： P.40

チャイルドシートを使用するとき
は： P.42

チャイルドシートの取り付け方法
･ シートベルトで固定する： P.44
･ ISOFIX対応チャイルドシート固定
専用バーで固定する： P.47

･ トップテザーアンカーを使用す
る： P.50

● チャイルドシートに関する注意事
項および法規について、優先して
お守りください。

● お子さまが成長し、適切にシート
ベルトが着用できるようになるま
ではチャイルドシートを使用して
ください。

● お子さまの年齢・体格に合わせて、
適切なチャイルドシートをお選び
ください。

● すべてのチャイルドシートがすべ
ての車両に適合するわけではあり
ません。チャイルドシートの使用・
購入の際は、あらかじめ取り付け
るシート位置との適合性を確認し
てください。

チャイルドシート

ここでは、お車にチャイルドシート
を取り付ける前にお守りいただき
たいことや、チャイルドシートの種
類および取り付け方法などを記載
しています。

● シートベルトを正しく着用でき
ない小さなお子さまを乗せると
きは、チャイルドシートをお使
いください。お子さまの安全の
ために、チャイルドシートはリ
ヤシートに取り付けてくださ
い。
取り付け方法は、商品に付属の
取扱説明書に必ず従ってくださ
い。

● レクサスでは、より安全にお使
いいただくために、レクサス純
正チャイルドシートの使用を推
奨しています。
レクサス純正チャイルドシート
は、レクサス車のために作られ
たチャイルドシートです。
レクサス販売店で購入すること
ができます。

目次

知っておいていただきたいこと

警告

■お子さまを乗せるときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●事故や急停止の際、効果的にお子さま
を保護するために、必ず正しく取り付
けられたチャイルドシートを使用し
て、しっかり体を固定してください。
お子さまに最適なチャイルドシート
については、チャイルドシート製造業
者、または販売業者にご相談くださ
い。
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お手持ちのチャイルドシートについ
ては、次の項目を確認の上、車に取り
付けてください。

■ チャイルドシートの規格

ECE R44※1 に適合したチャイルド
シートを使用してください。
適合したチャイルドシートには、次の
認可マークが表示されています。
チャイルドシートに付いている認可
マークを確認してください。

法規番号の表示例

ECE R44 認可マーク※2

対象となるお子さまの体重の範囲が
記載されています。

※1ECE R44 は、チャイルドシートに関す
る国連法規です。

※2表示されているマークは、商品により
異なります。

警告

●レクサスでは、お子さまの年齢や体の
大きさに合った適切なチャイルド
シートをリヤシートに取り付けるこ
とを推奨します。事故統計によると、
フロントシートよりリヤシートに適
切に取り付けるほうがより安全です。

●お子さまを腕の中に抱くのはチャイ
ルドシートのかわりにはなりません。
事故の際、お子さまがフロントウイン
ドウガラスや乗員、車内の装備にぶつ
かるおそれがあります。

■チャイルドシートについて

次のことをお守りいただかないと、急ブ
レーキをかけたときや衝突したときな
どに飛ばされるなどして、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●事故等で車両に強い衝撃を受けた場
合は、チャイルドシートにも目に見え
ない破損があるおそれが強いため、再
使用しないでください。

●チャイルドシートによっては、取り付
けができない、または取り付けが困難
な場合があります。その場合は、車へ
の取り付けに適したチャイルドシー
ト で あ る か 確 認 し て く だ さ い
（ P.44, 47）。本書のチャイルド
シート固定方法およびチャイルド
シートに付属の取扱説明書をよくお
読みの上、確実に取り付け、使用方法
をお守りください。

●チャイルドシートを使用しないとき
であっても、シートに適切にしっかり
と取り付けた状態にしてください。ゆ
るめた状態で客室内に置くことは避
けてください。

●チャイルドシートの取りはずしが必
要な場合は、車両からはずして保管し
てください。

チャイルドシートについて
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■ 質量グループについて

この質量グループは、チャイルドシー
トの適合性を確認する際に必要とな
ります。チャイルドシートの適合性一
覧表と合わせてご確認ください。

（ P.45, 48）

ECE R44の基準に適合するチャイル
ドシートはお子さまの体重により次
の5種類に分類されます。

※年齢の範囲は、おおよその目安になります。お子さまの体重に合わせて選択してくだ
さい。

■ チャイルドシート固定方法の種類

チャイルドシートのご使用については、チャイルドシートに付属の取扱説明書
をご確認してください。

質量グループ お子さまの体重 参考年齢※

グループ 0 10kg まで 9ヶ月頃まで

グループ 0＋ 13kg まで 1歳半頃まで

グループⅠ 9～ 18kg 9ヶ月頃～ 4歳頃まで

グループⅡ 15 ～ 25kg 3 歳頃～ 7歳頃まで

グループⅢ 22 ～ 36kg 6 歳頃～ 12歳頃まで

固定方法 ページ

シートベルトで固定する P.44
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■ 助手席にチャイルドシートを取り
付けるとき

お子さまの安全のために、チャイルド
シートはリヤシートに取り付けてく
ださい。

やむを得ず助手席にチャイルドシー
トを取り付ける場合には、助手席シー
トを次のように調整し、チャイルド
シートを取り付けてください。

● 背もたれを可能な限り起こす

● シートをいちばんうしろに下げる

● シートの高さをいちばん高い位置
まで上げる

● ヘッドレストとチャイルドシート
が干渉してチャイルドシートが正

しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずしてくだ
さい。取りはずしができない場合
は、ヘッドレストをいちばん上ま
で上げてください。

ISOFIX チャイルドシート
固定専用バーで固定する

P.47

テザーベルトを固定する P.50

固定方法 ページ

チャイルドシートを使用すると
きは
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警告

■チャイルドシートを使用するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●やむを得ず 助手席にチャイルドシー
トを取り付ける場合には、チャイルド
シートをうしろ向きに取り付けない
でください。
うしろ向きに取り付けていると、事故
などで助手席 SRS エアバッグがふく
らんだとき、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。
助手席側のサンバイザーに、同内容の
ラベルが貼られています。併せて参照
してください。

警告
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■ シート位置別チャイルドシートの
適合性一覧表について

チャイルドシートの適合性一覧表
（ P.45）は、お客様がお持ちのチャ
イルドシートについて、使用可能な
チャイルドシートの種類や取り付け
可能な座席位置を記号で表していま
す。また、お子さまに合った推奨チャ
イルドシートについても選択するこ
とができます。

次に記載されている、「シートベルト
で取り付けるタイプのチャイルド
シートの質量グループ・取り付け可能
な座席位置の確認のしかた」も併せて
確認してください。

警告

●やむを得ず助手席に前向きにチャイ
ルドシートを取り付ける場合には、助
手席シートをいちばんうしろに下げ
て取り付けてください。
助手席 SRS エアバッグはかなりの速
度と力でふくらむので、お守りいただ
かないと、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

●チャイルドシートに座らせている場
合でも、ドア・シート・フロントピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイドレー
ル付近にお子さまの頭や体のどの部
分も、もたれかけないようにしてくだ
さい。SRS エアバッグがふくらんだ
場合、大変危険であり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●ジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩の
中心にくるようにしてください。ベル
トを首から離すと共に肩から落ちな
いようにしてください。

●お子さまの年齢や体の大きさに合っ
たチャイルドシートを使用して、リヤ
シートに取り付けてください。

●運転席とチャイルドシートが干渉し、
チャイルドシートが正しく取り付け
られない場合は、助手席側のリヤ席に
取り付けてください。

●助手席シートとチャイルドシートが
干渉しないように、助手席シートを調
整してください。

チャイルドシートをシートベル
トで固定する
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■ シートベルトで取り付けるタイプ
のチャイルドシートの質量グルー
プ・取り付け可能な座席位置の確
認のしかた

1 お子さまの体重から、該当する「質
量グループ」を確認する（ P.41）
（例 1）：体重が 12kg の場合、質
量グループは「0＋」になります。
（例 2）：体重が 15kg の場合、質
量グループは「Ⅰ」になります。

2 チャイルドシートの取り付け可能
な位置と対応するチャイルドシー
トの種類（記号）を「チャイルド
シートをシートベルトで固定する
－適合性一覧表」から確認して、
適切なシートを選択する

■ チャイルドシートをシートベルト
で固定する － 適合性一覧表

チャイルドシートが「ユニバーサル」
カテゴリーの場合、次の表中の U ま
たは UF が示す位置に取り付けるこ
とができます。（UF は前向きのチャ
イルドシートのみ取り付けできます）

チャイルドシートのカテゴリーと質
量グループはチャイルドシートに付
属の取扱説明書に記載されています。
お手持ちのチャイルドシートが「ユニ
バーサル」カテゴリーでない（または
必要な情報が表の中にない）場合は、
チャイルドシートの「車種別適合リス
ト」を参照するか、販売業者へお問い
合わせの上、適合性を確認してくださ
い。

表に記入する記号の説明

： チャイルドシートを取り付けることはできません。

UF： この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリー
の前向きのチャイルドシートに適しています。
※1助手席にチャイルドシートを取り付ける場合は、背もたれを可能な限り起こし、シー
トをいちばんうしろに下げた状態で取り付けてください。シートの高さ調整ができる

質量グループ

着座位置

フロントシート
リヤシート

助手席

0
（10kg まで）

0＋
（13kg まで）

Ⅰ
（9～ 18kg）

うしろ向き

前向き

UF※1,2

Ⅱ , Ⅲ
（15～ 36kg） UF※1,2
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場合は、いちばん高い位置に調整してください。
※2ヘッドレストとチャイルドシートが干渉してチャイルドシートが正しく取り付けら
れない場合、ヘッドレストの取りはずしが可能なときは、ヘッドレストを取りはずし
てください。
取りはずしができない場合は、ヘッドレストをいちばん上まで上げてください。

■ シートベルトで固定する

チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってチャイルドシートを取り
付けてください。

1 やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合は、助手
席シートを正しく調整してくださ
い。（ P.42）

2 ヘッドレストとチャイルドシート
が干渉してチャイルドシートが正
しく取り付けられない場合は、
ヘッドレストを取りはずしてくだ
さい。取りはずしができない場合
は、ヘッドレストをいちばん上ま
で上げてください。（ P.117）

3 チャイルドシートにシートベルト
を取り付け、プレートをバックル
に“カチッ”と音がするまで挿
し込む。ベルトがねじれていない
ようにする

チャイルドシートに付属の取扱説明書に
従い、シートベルトをチャイルドシートに
しっかりと固定させてください。

4 チャイルドシートにシートベルト
の固定装置が備わっていない場合

は、ロッキングクリップ（別売）
を使用して固定する

ロッキングクリップの購入にあたっては、
レクサス販売店にご相談ください。（ロッ
キングクリップ品番：73119-22010）

5 取り付け後はチャイルドシートを
前後左右にゆすり、しっかりと固
定されていることを確認してくだ
さい。（ P.47）

■ チャイルドシートの取りはずし

バックルの解除ボタンを押し、シート
ベルトをチャイルドシートから取り
はずす

バックル解除時に、シートクッションの反
発により、チャイルドシートが跳ね上がる
ことがあります。

チャイルドシートを抑えながらバックル
の解除をしてください。シートベルトは自
動的に巻き取られますので、ゆっくりもど
してください。
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■ ISOFIX 対応チャイルドシート固
定専用バーについて

この車はリヤ席にISOFIX対応チャイ
ルドシート固定専用バーが装備され

ています。（固定専用バーが装備され
ていることを示すボタンがシートに
付いています）

■ シート位置別チャイルドシート適
合性一覧表について

チャイルドシートの適合性一覧表
（ P.48）は、お客様がお持ちのチャ
イルドシートについて、使用可能な
チャイルドシートの種類や取り付け
可能な座席位置を記号で表していま
す。また、お子さまに合った推奨チャ
イルドシートについても確認するこ
とができます。
次に記載されている、サイズ等級、固
定具および「ECE R44 ISOFIX 対応
チャイルドシートの質量グループ・サ
イズ等級の確認のしかた」も合わせて
確認ください。

■ ECE R44 ISOFIX対応チャイルド
シートの質量グループ・サイズ等
級の確認のしかた

1 お子さまの体重から、該当する「質
量グループ」を確認する（ P.41）
（例 1）：体重が 12kg の場合、質
量グループは「0＋」になります。
（例 2）：体重が 15kg の場合、質
量グループは「Ⅰ」になります。

2 サイズ等級を確認する
手順1で確認した「質量グループ」
を「チャイルドシートを ISOFIX

警告

■チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●お子さまをシートベルトで遊ばせな
いでください。万一ベルトが首に巻き
付いた場合、窒息など重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
誤ってそのような状態になってしま
い、バックルもはずせない場合は、ハ
サミなどでシートベルトを切断して
ください。

●シートベルトのプレートとバックル
がしっかり固定されて、ベルトがねじ
れていないか確認してください。

●チャイルドシートを前後左右にゆ
すって、しっかり固定されているか確
認してください。

●チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

●ジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩の
中心にくるようにしてください。ベル
トを首から離すと共に肩から落ちな
いようにしてください。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取り
付け、使用方法をお守りください。

チャイルドシートを ISOFIX 対
応チャイルドシート固定専用
バーで固定する
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で固定する（ECE R44） － 適合
性一覧表」から該当するサイズ等

級を確認します。※

（例 1）： 質量グループが「0 ＋」
の場合、サイズ等級は「C」・「D」・
「E」が該当します。
（例2）： 質量グループが「Ⅰ」の
場合、サイズ等級は「A」・「B」・
「B1」・「C」・「D」が該当します。

※ただし、該当のサイズ等級でも適合性一
覧表の「着座位置」に「 」と記載され
ているものは選択できません。

■ チャイルドシートを ISOFIX で固
定する（ECE R44） － 適合性一覧
表

ISOFIX チャイルドシートはいくつか
の「サイズ等級」に分かれています。

次の表に示す「サイズ等級」の着座位
置でチャイルドシートを使用するこ
とができます。

チャイルドシートの「サイズ等級」と
「質量グループ」を確認するために、
チャイルドシートに付属の取扱説明
書を確認してください。お手持ちの

チャイルドシートに「サイズ等級」が
ない（または必要な情報が表の中にな
い）場合は、チャイルドシートの「車
種別適合リスト」を参照するか、販売
業者へお問い合わせの上、適合性を確
認してください。

サイズ等級
使用の向き・形状・大き

さ

A
全高前向きチャイルド

シート

B
低型前向きチャイルド

シート

B1
低型前向きチャイルド

シート

C
大型うしろ向きチャイル

ドシート

D
小型うしろ向きチャイル

ドシート

E
うしろ向きチャイルド

シート

F
左向き寝台式チャイルド
シート（キャリコット）

G
右向き寝台式チャイルド
シート（キャリコット）

質量グループ サイズ等級

着席位置

フロントシート
リヤシート

助手席

キャリコット
F

G

0

（10kg まで）
E

0+

（13kg まで）

E

D

C
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表に記入する記号の説明

： ISOFIX チャイルドシートを取り付けることはできません。

IUF： この質量グループでの使用を許可された汎用（ユニバーサル）カテゴリー
の ISOFIX 対応の前向きチャイルドシートに適しています。

■ ISOFIX 対応チャイルドシート固
定専用バーで固定する

チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってチャイルドシートを取り
付けてください。

1 チャイルドシートをシートに取り
付ける

チャイルドシートの取り付け金具をチャ
イルドシート固定専用バーに取り付けま
す。
取り付け方法は、それぞれのチャイルド
シートに付属の取扱説明書に従ってくだ

さい。

2 取り付けたチャイルドシートを前
後左右にゆすり、固定されている
ことを確認する（ P.47）

Ⅰ

（9 ～ 18kg）

D

C

B

B1 IUF

A

質量グループ サイズ等級

着席位置

フロントシート
リヤシート

助手席
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■ トップテザーアンカーについて

この車はリヤ席にトップテザーアン
カーが装備されています。

テザーベルトを固定するときに使い
ます。

テザーベルト

トップテザーアンカー

■ テザーベルトをトップテザーアン
カーに固定する

チャイルドシートに付属の取扱説明

書に従ってチャイルドシートを取り
付けてください。

フタを開けてトップテザーアンカー
にフックを固定し、テザーベルトを締
める

テザーベルトをピンと張り、フックがしっ
かり固定されていることを確認します。
（ P.47）

テザーベルト

フック

警告

■チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

● ISOFIX 対応チャイルドシート固定専
用バーを使用するときは、周辺に障害
物がないか、シートベルトが挟まって
いないかなどを確認してください。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取り
付け、使用方法をお守りください。

トップテザーアンカーを使用す
る

A

B

警告

■チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●テザーベルトがしっかり固定されて、
ベルトがねじれていないか確認して
ください。

●テザーベルトはトップテザーアン
カー以外に掛けないでください

●チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

●必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取り
付け、使用方法をお守りください。

A

B
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注意

■トップテザーアンカーについて

使用しないときはフタを確実に閉めて
ください。開けたままにしておくとフタ
が破損するおそれがあります。
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1-3. ハイブリッドシステム

イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。

ガソリンエンジン

電気モーター

■ 停車時・発進時

停車中はガソリンエンジンを停止 ※

します。

発進時は電気モーターを使って発進
します。

平地や下り坂などで、アクセルペダル
の踏み込みが小さいときもガソリン

エンジンを停止 ※ し、電気モーター

を使って走行します。

シフトポジションが N にあるときは
駆動用電池への充電が行われません。
※駆動用電池の充電が必要なときやエン
ジン暖機中など、ガソリンエンジンが自
動 停 止 し な い こ と が あ り ま す。
（ P.53）

■ 通常走行時

主にガソリンエンジンを使用して走

ハイブリッドシステムの特徴（LC500h）

ハイブリッドシステムは、電気モーターとガソリンエンジンという 2つのパ
ワーのシナジー（相乗）効果により、優れた動力性能と低燃費化の両立を高
い次元で実現したシステムです。さらに、排出ガスを低減、クリーン化した
環境に配慮した技術となっています。

また、従来のシステムに加えて、4 つの走行状況（発進・加速・低速走行・
高速巡航）に合わせた専用制御により、駆動力や燃費性能などを最適な状態
にすることで、より力強く、より燃費を向上させる走行が可能となっていま
す。

システムの構成部品

A

B
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行します。
必要に応じて電気モーターを発電機
として動かし、駆動用電池へ充電しま
す。

■ 急加速時

アクセルペダルを強く踏み込むと、ガ
ソリンエンジンに加え、駆動用電池か
らも電気モーターに電力を供給し、電
気モーターの出力を上げ、力強く加速
します。

■ 減速時・制動時（回生ブレーキ）

車輪が電気モーターを発電機として
動かし、駆動用電池へ充電します。

知識

■回生ブレーキについて

次の場合、車の運動エネルギーを電気エネ
ルギーに変換し、駆動用電池へ充電すると
共に減速力を得ることができます。

●シフトポジションがDまたはMで走行中
に、アクセルペダルから足を離したとき

●シフトポジションがDまたはMで走行中
に、ブレーキペダルを踏んだとき

■EV インジケーターについて

ガソリンエンジン停止中や、電気モーター
のみで走行しているときに、EVインジケー
ターが点灯します。

■ガソリンエンジンの自動停止について

車両状態に応じて、ガソリンエンジンは自
動的に始動・停止します。
ただし、次の状態では自動停止しないこと

があります。※

●ガソリンエンジン暖機中

●駆動用電池充電時

●駆動用電池の温度が高いとき、または低
いとき

●暖房をかけているとき

●シフトポジションがMのとき
※状況により、上記の他にもガソリンエン
ジンが自動停止しない場合があります。

■駆動用電池の充電について

ガソリンエンジンの動力による充電や回
生ブレーキにより、駆動用電池が充電され
るため、車外からの充電は必要ありませ
ん。しかし、車両を長時間放置すると、少
しずつ放電します。そのため少なくとも、
2～3ヶ月に一度、約30分間または16km
ほど運転してください。
万一、駆動用電池が完全に放電し、ハイブ
リッドシステムを始動できないときは
レクサス販売店にご連絡ください。

■補機バッテリーの充電について

P.330

■補機バッテリーあがり発生後や、交換な
どでターミナルを脱着したとき

ガソリンエンジンの自動停止が行われな
いことがあります。
自動停止しない状態が 2 ～ 3 日続く場合
は、レクサス販売店へご連絡ください。

■ハイブリッド車特有の音と振動につい
て

ハイブリッド車は、READYインジケーター
が点灯し、走行可能な状態でも、通常の車
のように、エンジン音や振動がないことが
あるため、走行可能な状態であることに気
が付かない場合があります。安全のため、
駐車時は確実にシフトポジションをPにし
て、パーキングブレーキをかけてくださ
い。
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ハイブリッドシステム始動後は、次のよう
な音や振動が発生する場合がありますが、
異常ではありません。

●エンジンルームからのモーター音

●ハイブリッドシステム始動時や停止時
に聞こえる車両後方および駆動用電池
からの音

●ハイブリッドシステム始動時および停
止時に車両後方から聞こえる “ コトン
”、“カチッ”などの高電圧リレーの音

●トランクを開けたときに聞こえる作動
音

●ガソリンエンジンの始動・停止時や低速
走行時、およびアイドリング中にトラン
スミッション付近から聞こえる音

●急加速時のエンジン音

●ブレーキペダルを踏んだときや、アクセ
ルペダルをゆるめたときに聞こえる回
生ブレーキの音

●ガソリンエンジンの始動・停止による振
動

●リヤシート下部にある吸入口から聞こ
えるファンの音

■メンテナンスや修理・廃車について

お車のメンテナンスや修理・廃車の際は必
ずレクサス販売店にご相談ください。特に
廃車する場合は、レクサス販売店を通じて
駆動用電池の回収を行っていますので、ご
協力ください。

■カスタマイズ機能

EV インジケーターを点灯しないようにす
るなどの変更ができます。（カスタマイズ
一覧： P.348）

ガソリンエンジンが停止した状態で
の走行時、車両の接近を周囲の人に知
らせるため、車速に応じた音階で音を

鳴らします。車速が約 25km/h をこ
えると消音します。スイッチ操作で消
音することもできます。

消音するには、READY インジケー
ターが点灯している状態で、スイッチ
を押します

スイッチ上のインジケーターが点灯しま
す。再度スイッチを押すと ON になりま
す。ハイブリッドシステムを始動するごと
に、車両接近通報装置は ONになります。

知識

■車両接近通報装置について

次のような場合は、周囲の人に通報音が聞
こえにくくなることがあります。

●周囲の騒音が大きい場合

●雨または強風の場合

また、車両接近通報装置は車両前側にある
ので、車両前方と比較して、車両後方は聞
こえにくくなることがあります。

■車両接近通報一時停止スイッチのイン
ジケーターが点滅したときは

車両接近通報装置に異常があるおそれが
あります。レクサス販売店に連絡してくだ
さい。

■カスタマイズ機能

車両接近通報装置の音量を変更できます。
（ P.348）

車両接近通報装置
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イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。

ラベル

パワーコントロールユニット

電気モーター

駆動用電池

サービスプラグ

高電圧ケーブル（オレンジ色）

エアコンコンプレッサー

知識

■ガス欠になったとき

ガス欠でハイブリッドシステムが始動で
きないときは、燃料残量警告灯（ P.308）

が消灯するまで給油してから再始動して
ください。少量の給油では始動できない場
合があります。（給油量の目安は車両水平
状態で約 12.1L です。車両の傾きによっ
て給油量はかわります。傾いているとき

ハイブリッドシステムの注意（LC500h）

ハイブリッドシステムには、駆動用電池・パワーコントロールユニット・オ
レンジ色の高圧ケーブル・電気モーターなどの高電圧部位（最高約 650V）
や、冷却用ラジエーターなどの高温部位がありますので、ご注意ください。
なお、高電圧部位などには、取り扱い上の注意を記載したラベルが貼付して
ありますので、ラベルの指示に従って正しい取り扱いをしてください。

システムの構成部品

A

B

C

D

E

F

G
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は、少し多めに給油してください）

■電磁波について

●高電圧部位や高電圧配線は、電磁シール
ド構造になっています。従来の車や家電
製品とくらべて、電磁波が多いというこ
とはありません。

●アマチュア無線の一部（遠距離通信）に
おいて、受信時に雑音が混入する場合が
ありますので、あらかじめご了承くださ
い。

■駆動用電池について

駆動用電池には寿命があります。寿命は車
の使い方、走行条件により異なります。

■極寒の環境での始動について

外気温の影響により駆動用電池の温度が
著しく低くなっている場合（およそー 30
℃以下）、ハイブリッドシステムが始動で
きなくなることがあります。その場合は気
温の上昇を待つなど、駆動用電池の温度が
上がってから再度始動操作をしてくださ
い。

■適合宣言

この車両は、ECE100（バッテリー電気車
両安全）に基づいた水素排出量に適合して
います。

警告

■高電圧・高温について

この車は、高電圧システムを使用してい
ます。
次のことをお守りいただかないと、やけ
どや感電など重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

●高電圧部位・高電圧の配線（オレンジ
色）およびそのコネクターの取りはず
し・分解などは絶対に行わないでくだ
さい。

●走行後はハイブリッドシステムが高
温になります。車に貼ってあるラベル
の指示に従い、常に高電圧・高温部位
に注意してください。

●サービスプラグが駆動用電池に設置
してあります。サービスプラグは絶対
にさわらないでください。サービスプ
ラグは、レクサス販売店での車両の修
理時などに、駆動用電池の高電圧を遮
断するためのものです。

■事故が発生したとき

次のことをお守りいただかないと、感電
など重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●続発事故防止のため安全な場所に停
車して、パーキングブレーキをかけ、
シフトポジションを Pにして、ハイブ
リッドシステムを停止する

●高電圧部位・高電圧配線（オレンジ
色）などには、絶対にさわらない

●車室内および車室外に、はみ出してい
る電気配線には絶対さわらない

●液体の付着やもれがある場合は絶対
にさわらない
駆動用電池の電解液（炭酸エステルを
主とする有機電解液）が目や皮膚にふ
れると失明や皮膚傷害のおそれがあ
り危険です。万一、目や皮膚に付着し
た場合はただちに多量の水で洗い流
し、早急に医師の診察を受けてくださ
い。
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警告

●駆動用電池の電解液がもれている場
合は、車両に近付かない
万一、駆動用電池が破損しても、電池
内部の構造により大量に電解液が流
出することはありませんが、流出する
と蒸気を発生します。蒸気は目や皮膚
に刺激性があり、吸引すると急性中毒
を起こすおそれがあり危険です。

●火気や高温のものを絶対に近付けな
い
電解液に引火するおそれがあり危険
です。

●万一、車両火災が発生したときは、
ABC 消火器を使用して消火する
水をかける場合は、消火栓などから大
量にかけてください。

●後輪が接地した状態でけん引しない
電気モーターから発電され、破損の状
態によっては、火災のおそれがあり危
険です。（ P.298）

●車の下の路面などを確認し、液体のも
れ（エアコンの水以外）が見つかった
場合、燃料系統が損傷している可能性
があります。そのままハイブリッドシ
ステムを始動すると燃料に引火する
おそれがあり危険ですので、始動しな
いでください。
この場合は、レクサス販売店に状況を
連絡するときに併せてお伝えくださ
い。

■駆動用電池について

●絶対に転売・譲渡・改造などをしない
でください。廃車から取りはずされた
駆動用電池は事故防止のため、
レクサス販売店を通じて回収を行っ
ていますので、ご協力ください。
適切に回収されないと、次のようなこ
とが起こり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

･ 不法投棄または放置され、環境汚染と
なるばかりか、第三者が高電圧部位に
ふれてしまい、感電事故が発生する

･ 装備された車両以外で駆動用電池を
使用（改造などを含む）し、感電事
故、発熱・発煙・発火・爆発事故、電
解液漏出事故などが発生する

特に、転売・譲渡などを行うと、相手に
これらの危険性が認識されず、事故につ
ながるおそれがあります。

●駆動用電池を取りはずさないままで
お車を廃棄された場合、高電圧部品・
ケーブル・それらのコネクターにふれ
ると、深刻な感電の危険があります。
お車を廃棄するときには、レクサス販
売店で駆動用電池を廃棄してくださ
い。駆動用電池は適切に廃棄しない
と、感電を引き起こし、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

注意

■駆動用電池について

駆動用電池周辺に多量の水をこぼさな
いよう注意してください。

誤ってこぼしてしまったときは、
レクサス販売店で点検を受けてくださ
い。
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リヤシート下部には、駆動用電池冷却
用の吸入口があります。吸入口をふさ
いだりすると、駆動用電池の入出力に
制限がかかり、出力低下の原因となり
ます。

事故により衝撃を受けたときなどは、

ハイブリッドシステムを停止して高
電圧を遮断します。また、フューエル
ポンプ制御により燃料供給を停止し、
燃料もれを最小限に抑えます。
この場合、ハイブリッドシステムを再
始動させることができなくなるため
レクサス販売店へご連絡ください。

ハイブリッドシステムの異常やお知
らせしたい事項が発生すると自動で
表示されます。

警告メッセージは、マルチインフォ
メーションディスプレイに表示され
ます。

表示された画面の指示に従ってください。

知識

■警告灯が点灯したときや、警告メッセー
ジが表示されたとき、または補機バッテ
リーとの接続が断たれたとき

ハイブリッドシステムを再始動できない
おそれがあります。
もう一度始動操作をしても READY インジ
ケーターが点灯しない場合はレクサス販
売店にご連絡ください。

駆動用電池冷却用吸入口

注意

■駆動用電池冷却用の吸入口について

●シートカバーや荷物などで、吸入口が
ふさがれないようにしてください。
吸入口がふさがれると駆動用電池の
入出力に制限がかかり、出力低下や故
障の原因になります。

●吸入口にほこりなどがたまったとき
は、目づまりしないよう掃除機などで
定期的に清掃してください。

●吸入口にはフィルターが取り付けら
れています。吸入口を清掃してもフィ
ルターの汚れが目立つときは、フィル
ターの清掃・交換をお勧めします。
フィルターの清掃については P.265
を参照してください。

●吸入口に水や異物を入れないでくだ
さい。
駆動用電池を損傷するおそれがあり
ます。

緊急停止システム

警告メッセージ
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1-4. 盗難防止装置

エンジンスイッチ＜パワースイッチ
＞を OFF にすると、システムの作動
を知らせるためにインジケーターが
点滅します。

登録されたキーを携帯し、エンジンスイッ
チ＜パワースイッチ＞をアクセサリー
モードまたはイグニッション ON モード
＜ ON モード＞にするとシステムが解除
され、インジケーターが消灯します。

知識

■メンテナンスについて

エンジンイモビライザーシステム＜イモ

ビライザーシステム＞のメンテナンスは
不要です。

■システムが正常に作動しないとき

●キーが金属製のものに接したり、覆われ
ているとき

●キーが他の車両のセキュリティシステ
ム用キー（信号発信機内蔵キー）と重
なっているときや接近しているとき

エンジンイモビライザーシ
ステム＜イモビライザーシ
ステム＞

キーに信号発信機が内蔵してあり、
あらかじめ登録されたキー以外で
はエンジン＜ハイブリッドシステ
ム＞を始動できません。

車両から離れる場合は、車内にキー
を残さないでください。

このシステムは車両盗難の防止に
寄与する機能であり、すべての車両
盗難に対する完全なセキュリティ
を保証するものではありません。

システムを作動させるには

注意

■エンジンイモビライザーシステム＜
イモビライザーシステム＞を正常に
作動させるために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動しな
いおそれがあります。
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■ ドアを施錠する前の確認

オートアラームの思わぬ作動、および
盗難を防ぐため、次のことを必ず確認
してください。

● 車内に人が乗っていないか

● ドアガラスが閉じているか

● 車内に貴重品などを放置していな

いか

■ オートアラームを設定するには

ドア・トランク・ボンネットを閉め、
スマートエントリー＆スタートシス
テム・ワイヤレスリモコンを使って施
錠します。
30秒以上経過すると、自動的に設定
されます。

オートアラームがセットされるとインジ
ケーターは点灯から点滅にかわります。

■ オートアラームを解除／停止する
には

次のいずれかを行ってください。

● ドアまたはトランクを解錠する

● エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞をアクセサリーモードまたは
イグニッション ON モード＜ ON
モード＞にするか、エンジン＜ハ
イブリッドシステム＞を始動する
（数秒後に解除・停止します）

知識

■メンテナンスについて

オートアラームシステムのメンテナンス
は不要です。

■G-Link（ご契約のお客様のみ）

●うっかり通知機能によって、施錠のし忘
れや非常点滅灯の消し忘れ、ドアガラス
の閉め忘れなどを、ご指定の Eメールア

オートアラーム

オートアラームとは、侵入を検知し
た場合に音と光で警報する機能で
す。
オートアラームを設定すると、次の
ような状況でオートアラームが作
動します。

● 施錠されたドアまたはトランク
が、スマートエントリー＆ス
タートシステム・ワイヤレスリ
モコン・メカニカルキーを使わ
ずに解錠されたり、開けられた
とき

● ボンネットが開けられたとき

● 侵入センサーが車内で動くもの
を検知したとき（侵入者がガラ
スを割るなどして車内に乗り込
んだとき）

G-Link サービスをご利用のお客様
へは、オートアラームが作動した場
合 E メールや電話でお知らせする
ことができます。
詳しくは、別冊「ナビゲーションシ
ステム取扱説明書／ G-Link ／ G-
Security」を参照してください。

オートアラームを設定／解除／
停止する
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ドレスへお知らせすることができます。
うっかり通知機能は車内の電子キー検
知を使用しているため、スマートエント
リー＆スタートシステムが正しく作動
しない場合は、うっかり通知機能が正し
く働かないことがあります。

●リモート確認機能によって、ドアの開閉
や施錠の状態、非常点滅灯の点滅状態、
電子キーの車内への置き忘れなどを携
帯電話で確認できます。

詳しくは、別冊「ナビゲーションシステム
取扱説明書／ G-Link ／ G-Security」を参
照してください。

■オートアラームの作動について

次のような場合、オートアラームが作動す
ることがあります。オートアラームを解
除・作動を停止する操作を行ってくださ
い。

●車内に残った人が、ドア・トランク・ボ
ンネットを開けたり、ドアロックスイッ
チで解錠したとき

●施錠後、補機バッテリーあがりなどで、
補機バッテリーの充電や交換をしたと
き（ P.326）

■オートアラーム作動によるドアロック
機能

次のとき、自動的にドアが施錠されること
があります。

●車内に残った人がドアを解錠し、オート
アラームが作動したとき

●オートアラーム作動中に車内に残った
人がドアを解錠したとき

●補機バッテリーあがりなどで充電・交換
したとき

■カスタマイズ機能

メカニカルキーを使って解錠したときに
オートアラームが作動するよう、設定を変
更することができます。（カスタマイズ一
覧： P.348）

■ 侵入センサーの検知について

侵入センサーは、車内に不正に入り込
んだ侵入者の動きを超音波で検知す
るセンサーです。侵入者の動きで検知
するため、ドアを開けずガラスを割っ
て入り込んだ侵入者なども検知でき
ます。

このシステムは、車両盗難を防止また
は抑止する機能であり、すべての侵入
に対する完全なセキュリティを保証
するものではありません。

■ 侵入センサーを設定するには

オートアラームを設定すると、自動で
セットされます。（ P.60）

注意

■オートアラームを正常に作動させる
ために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動しな
いおそれがあります。

侵入センサー
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■ 侵入センサーを解除するには

車内で動くものに反応するため、ペッ
トや動くものを車内に残すときは、必
ず侵入センサーを停止してからオー
トアラームを設定してください。

1 エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞をOFF にする

2 侵入センサーOFFスイッチを押す

もう一度スイッチを押すと、侵入センサー
は再びセットされます。

侵入センサーを OFF/ON にするたびに、
メーター内のマルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示されま
す。

知識

■侵入センサーの作動・停止について

●侵入センサーの作動を停止しても、オー
トアラームは作動します。

●侵入センサーを停止したあとにエンジ
ンスイッチ＜パワースイッチ＞を押す
か、スマートエントリー＆スタートシス
テム・ワイヤレスリモコン・メカニカル
キーによる解錠操作を行うと、侵入セン
サーは復帰します。

●オートアラームの設定を解除するたび
に侵入センサーは復帰します。

■侵入センサーについて

次のような場合、侵入センサーの検知によ
りオートアラームが作動することがあり

ます。状況に応じ、侵入センサーを停止し
てからアラームを設定してください。

●車内に乗員やペットなどを残して車両
から離れる場合

●ドアガラスなどが開いている場合、次の
ものを検知することがあります。

･ 室内に入った落ち葉・虫・風など
･ 他車の侵入センサーなどが発する超音
波

･ 室外の歩行者の動き

●マスコットやアクセサリーをぶら下げ
た状態で取り付けたり、コートフックに
衣類をかけているときなど、動きやすい
ものが車内にある場合

●立体駐車場のような振動や騒音の激し
い場所に駐車したとき
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●雪かきやガラスに付着した氷を削り落
とす際に、連続的な衝撃や振動が車両に
伝わったとき

●高圧洗車機や自動洗車機などを使うと
き

●ひょうや落雷などにより、連続的な衝撃
や振動が車両に伝わったとき

注意

■侵入センサーを正しく作動させるた
めに

●センサーの穴はふさがないようにし
てください。

●センサーの穴に向かって、直接消臭ス
プレーなどを噴霧しないでください。

●運転席と助手席のシートのあいだに、
レクサス純正品以外のアクセサリー
を装着したりものを放置したりする
と、検知性能が低下することがありま
す。
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2-1. 計器の見方

次のイラストは、説明のためすべての警告灯／表示灯を示しています。

LC500

LC500h

警告灯／表示灯

メーター・センターパネル・ドアミラーの警告灯／表示灯でお車の状況をお
知らせします。

メーターの警告灯／表示灯
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システム異常などを警告します。

※1作動確認のためにエンジンスイッチ＜
パワースイッチ＞をイグニッション
ON モード＜ ON モード＞にすると点
灯し、数秒後またはエンジン＜ハイブ
リッドシステム＞を始動すると消灯し
ます。点灯しない場合や点灯したまま
のときはシステム異常のおそれがあり
ます。レクサス販売店で点検を受けて
ください。

※2マルチインフォメーションディスプレ
イに表示されます。

※3センターパネルに表示されます。

警告灯一覧

（赤色）

ブレーキ警告灯※1

（ P.304）

充電警告灯※2（ P.304）

油圧警告灯※2（ P.304）

エンジン警告灯※1

（ P.305）

SRS エアバッグ／プリテン

ショナー警告灯※1

（ P.305）

ABS ＆ブレーキアシスト警

告灯※1（ P.305）

（赤色）

パワーステアリング警告灯
※1（ P.305）

（黄色）

パワーステアリング警告灯
※1（ P.305）

（点滅）

PCS 警告灯※1（ P.306）

（橙色）

LKA 表示灯※2（ P.306）

スリップ表示灯※1

（ P.306）

ブレーキオーバーライドシ
ステム警告灯（ P.307）／

ドライブスタートコント

ロール警告灯（ P.307）※2

（点滅）

ブレーキホールド作動表示

灯※1（ P.307）

（点滅）

パーキングブレーキ表示灯
（ P.307）

ブレーキパッド摩耗警告灯
※2（ P.307）

（黄色）

ブレーキ警告灯※1

（ P.308）

燃料残量警告灯（ P.308）

運転席・助手席シートベルト
非着用警告灯（ P.308）

リヤ席シートベルト非着用

警告灯※3（ P.308）

マスターウォーニング ※1

（ P.308）

（点滅）

タイヤ空気圧警告灯※1

（ P.309）

高水温警告灯※2（ P.309）
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システムの作動状況を表示します。

警告

■安全装置の警告灯が点灯しないとき

ABSや SRSエアバッグなど安全装置の
警告灯がエンジンスイッチ＜パワース
イッチ＞をイグニッションONモード＜
ONモード＞にしても点灯しない場合や
点灯したままの場合は、事故にあったと
きに正しく作動せず、重大な傷害を受け
たり、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。ただちにレクサス販売店で
点検を受けてください。

表示灯一覧

方向指示表示灯（ P.158）

尾灯表示灯（ P.164）

ハ イ ビ ー ム 表 示 灯
（ P.165）

オートマチックハイビーム

表示灯※1（ P.166）

リヤフォグランプ表示灯★

（ P.169）

クルーズコントロール表示

灯※2（ P.194）

レーダークルーズコント

ロール表示灯※2（ P.194）

クルーズコントロールセッ

ト表示灯※2（ P.194）

（白色）

LKA 表示灯※2（ P.187）

（緑色）

LKA 表示灯※2（ P.187）

（橙色点滅）

LKA 表示灯※2（ P.187）

クリアランスソナー表示灯
（ P.205）

（点滅）

スリップ表示灯※1

（ P.223）

VSC OFF 表示灯※1

（ P.224）

PCS 警告灯※1, 3（ P.182）

BSM ドアミラーインジケー

ター※4, 5（ P.210）

BSM表示灯（ P.210）

RCTA 表示灯（ P.210）

ブレーキホールドスタンバ

イ表示灯※1（ P.162）
ブレーキホールド作動表示

灯※1（ P.162）

セキュリティ表示灯※6

（ P.59, 60）

スマートエントリー＆ス

タートシステム表示灯 ※2

（ P.136, P.140）

READY インジケーター★

（ P.140）

低温表示灯※2, 7（ P.72）

エコドライブインジケー

ターランプ★※1（ P.70）

EV インジケーター★

（ P.53）
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★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

※1作動確認のためにエンジンスイッチ＜
パワースイッチ＞をイグニッション
ON モード＜ ON モード＞にすると点
灯し、数秒後またはエンジン＜ハイブ
リッドシステム＞を始動すると消灯し
ます。点灯しない場合や点灯したまま
のときはシステム異常のおそれがあり

ます。レクサス販売店で点検を受けて
ください。

※2マルチインフォメーションディスプレ
イに表示されます。

※3システムが OFF のときに点灯します。
※4作動確認のため次の条件のときインジ
ケーターが点灯します。
BSM メインスイッチが ON の状態で、
エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
をイグニッションONモード＜ONモー
ド＞にしたとき
エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
がイグニッションONモード＜ONモー
ド＞で、BSM メインスイッチをONに
したとき

システムが正常であればインジケー
ターは数秒後に消灯します。点灯しない
場合や点灯したままのときはシステム
異常のおそれがあります。レクサス販売
店で点検を受けてください。

※5ドアミラーに表示されます。
※6センターパネルに表示されます。
※7外気温が約 3 ℃以下のとき、約 10 秒
間点滅後に、点灯します。

パーキングブレーキ表示灯
（ P.159）

ス ノ ー モ ー ド 表 示 灯
（ P.150, 156）

EV ドライブモード表示灯★

（ P.144）

“Normal” 表示灯※2

（ P.203）

“Eco”表示灯※2

（ P.203）

“Sport S” 表示灯※2

（ P.203）

“Sport S+” 表示灯※2

（ P.203）

“Comfort” 表示灯※2

（ P.203）

“Custom”表示灯※2

（ P.203）

サーキットモードインジ
ケーター（ 別冊「ナビゲー

ションシステム取扱説明書」

参照）★
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知識

■エコドライブインジケーターについて
（LC500）

エコドライブインジケーターランプ

環境に配慮した運転をしているとき､エコ
ドライブインジケーターランプが点灯し
ます｡

必要以上にアクセルペダルを踏んだとき
や停車中は消灯します。

マルチインフォメーションディスプレイ
の設定画面で設定することで表示される
ようになります。（ P.76）

エコドライブインジケーターゾーン表

示

エコ運転の範囲と現状のアクセル開度を
表示します。

現状のアクセル開度

エコ運転の範囲をこえた部分は白色に点
灯します。

このとき、エコドライブインジケーターラ
ンプは消灯します。

エコ運転の範囲

次の場合、エコドライブインジケーターは

作動しません。

●シフトポジションが D以外にあるとき

●パドルシフトスイッチを操作している
とき

●エコドライブインジケーターランプ：
走行モードがノーマルモードまたはエ
コ ド ラ イ ブ モ ー ド 以 外 の と き
（ P.203）
エコ運転の範囲：
走行モードがエコドライブモード以外
のとき（ P.203）

●車速が約 100km/h 以上のとき

■ハイブリッドシステムインジケーター
について（LC500h）

チャージエリア

回生※ブレーキ機能により、エネルギーを
回収している状態を示します。

回生した電力は、駆動用電池を充電しま
す。

ハイブリッドエコエリア

ガソリンエンジンの動力を使用しない状
況を多く含む状態を示します。

ガソリンエンジンは、各種の条件により自
動的に停止・再始動します。

A

B

C

D

A

B
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エコエリア

エコ運転（環境に配慮した走行）をしてい
る状態を示します。

インジケーターのバー表示をエコエリア
に保つことで、エコ運転が可能です。

パワーエリア

全開走行時など、エコ運転の範囲を超えて
いる状態を示します。
※ここでの「回生」の意味は、運動エネル
ギーを電気エネルギーに変換すること
です。

次の場合、ハイブリッドシステムインジ
ケーターは作動しません。

●シフトポジションがDまたはM以外にあ
るとき

●走行モードがエコドライブモード以外
のとき（ P.203）

■モ ー タ ー パ ワ ー 表 示 に つ い て
（LC500h）

モーターパワーエリア

モーターの動力がエンジンをアシストし
て走行している状態を示します。

チャージエリア

回生※機能により、エネルギーを回収して
いる状態を示します。回生した電力は、駆
動用電池を充電します。
※ここでの「回生」の意味は、運動エネル
ギーを電気エネルギーに変換すること
です。

C

D

A

B
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LC500

LC500h

エンジン油温計／エコドライブインジケーター（LC500）

エンジンオイルの温度、またはエコドライブインジケーター（ P.70）を表示します。

外気温

計器類

メーターリングの位置に応じて、メーターの表示や一部の計器類の配置が切
りかわります。

メーターの表示について

A

B
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外気温度を -40℃～ 50℃のあいだで表示します。外気温が約 3℃以下のときは、低温
表示灯が点灯します。

タコメーター

毎分のエンジン回転数を示します。

スピードメーター

シフトポジション・シフトレンジ・ギヤ段表示（ P.146, 152）

シフトポジション表示灯（ P.148, 154）

時計

表示される時刻は、インストルメントパネルのアナログ時計と連動しています。
（ P.256）

水温計

エンジン冷却水の温度を示します。水温計の表示がレッドゾーンに入ると、ブザーが鳴
り、高水温警告灯が点灯します。

オドメーター／トリップメーター

オドメーター：
走行した総距離を kmの単位で表示します。

トリップメーター：
リセットしてからの走行距離を km の単位で表示します。区間距離は、トリップ A・ト
リップ Bの 2種類で使い分けることができます。

燃料計

燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがあります。
･ 少量給油（約 5L以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

マルチインフォメーションディスプレイ

車両に関するさまざまな情報を表示します。（ P.76）

車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（ P.312）

モーターパワー表示／ハイブリッドシステムインジケーター（LC500h）

モーターパワー表示（ P.71）、またはハイブリッドシステムインジケーター（ P.70）
を表示します。

■ REVインジケーター

設定したエンジン回転数またはレッ
ドゾーンに到達すると、タコメーター
内にリング状のインジケーターを表
示します。

インジケーターは設定したエンジン

回転数に到達したときは橙色（ ）、
レッドゾーンに到達したときは赤色

（ ）で表示されます。

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

A

B
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マルチインフォメーションディスプ
レイの設定画面で設定することで表
示されるようになります。（ P.76）

■ REVピーク

次の回転域で、エンジン回転数の最高
値にタコメーター指針の残像を約 1
秒間表示します。

LC500：3600r/min 以上

LC500h：4000r/min 以上

知識

■メーター・ディスプレイの作動条件

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞が
イグニッションONモード＜ONモード＞
のとき

■可変レッドゾーン（LC500）

エンジン保護のため、エンジン冷却水温の
上昇にあわせて、タコメーターのレッド
ゾーン開始位置が3700r/minから7300r/
min まで変化し、エンジン回転を抑える制
御が働きます。

高負荷走行前は十分な暖機を行ってくだ
さい。

■インストルメントパネル照度の減光制
御について

インストルメントパネル照度は、周囲の明
るさをライトセンサー（ P.164）で感知
して自動調整されます。

■外気温表示について

●次の場合は、正しい外気温が表示されな
かったり、温度表示の更新が遅くなった
りすることがありますが、故障ではあり
ません。

･ 停車しているときや、低速走行（約
20km/h 以下）のとき

･ 外気温が急激に変化したとき（車庫・ト
ンネルの出入り口付近など）

●“--” または “E” が表示されたとき
は、システム故障のおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてくださ
い。

■割り込み表示について

●スイッチの操作方法などを状況に応じ
てマルチインフォメーションディスプ
レイに一定時間表示します。

●一部の割り込み表示の表示／非表示を
切りかえることができます。

■液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示
されることがあります。これは液晶ディス
プレイ特有の現象でそのまま使用しても
問題ありません。
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■カスタマイズ機能

マルチインフォメーションディスプレイ
でメーターの表示を変更できます。
（ P.348）

ボタンを押すごとに表示が切りかわ
ります。また、トリップメーター表示
中に押し続けると、走行距離を 0 に
もどします。

インストルメントパネル照明の明る
さを調整できます。

1 暗くする
2 明るくする

知識

■インストルメントパネルの照度調整に
ついて

車幅灯消灯時と点灯時それぞれの明るさ
のレベルを調節することができます。
ただし、周囲が明るいとき（昼間など）に
車幅灯を点灯しても、メーターの明るさは
切りかわりません。

ボタンを押すごとにメーターリング
が移動して表示が切りかわります。

注意

■エンジンや構成部品への損傷を防ぐ
ために

●タコメーターの表示がレッドゾーン
（エンジンの許容回転数をこえている
範囲）に入らないようにしてくださ
い。

●次のときは、オーバーヒートのおそれ
があるので、ただちに安全な場所に停
車してください。完全に冷えたあと、
エンジンを確認してください。
（ P.332, 335）

･ 水温計の表示が H のレッドゾーンに
入った

･ LC500：エンジン油温計の表示が H
のレッドゾーンに入った

オドメーター／トリップメー
ターを切りかえるには

インストルメントパネル照明の
明るさを調整するには

メーターの表示・配置を切りか
えるには
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■ ディスプレイの表示

メーターリングが中央にあるとき

メーターリング内に走行に関するさ
まざまな情報を表示します。

メーターリングが右側にあるときと同等
の内容が表示されます。（ P.78）

メーターリングが右側にあるとき

メニューアイコンを選択し、車両に関
するさまざまな情報を表示したり設
定したりすることができます。

■ メニューアイコン

マルチインフォメーション
ディスプレイ

ディスプレイの表示／メニュー
アイコン一覧

ドライブインフォメーショ
ン

ナビゲーションシステム連
携表示

オーディオシステム連携表
示

走行支援機能情報
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知識

■オープニング画面の表示について

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞を
アクセサリーモードまたはイグニッショ
ン ON モード＜ ON モード＞にしたとき、
マルチインフォメーションディスプレイ
にオープニング画面が表示されます。
オープニング画面表示中は、ドライブモー
ド（ P.203）を切りかえてもメーター画
面の表示は切りかわりません。オープニン
グ表示が終了すると、そのとき選択されて
いるドライブモードのメーター画面が表
示されます。

■補機バッテリー端子の脱着をしたとき

補機バッテリー端子の脱着を行うと、G モ
ニターで表示される最大 G の軌跡のデー
タはリセットされます。

■液晶ディスプレイについて

P.74

メーター操作スイッチを使って次の
ように操作します。

・ ：メニューの切りかえ

・ ：表示項目の切りかえ・
ページ送り・カーソル移動

短押し：決定
長押し：リセット

ひとつ前の画面にもどる・メー

ターリング移動

警告メッセージ

設定

警告

■運転中の使用について

●マルチインフォメーションディスプ
レイを操作する時は、周囲の安全に十
分注意してください。

●マルチインフォメーションディスプ
レイを見続けないでください。前方の
歩行者、障害物などを見落とすおそれ
があり危険です。

■低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画面表
示の切りかえが遅れる場合があります
ので、車室内を暖めてからご使用くださ
い。

例えばギヤ段表示を使用した場合、シフ
ト操作をしてもすぐにギヤ段の表示が
切りかわらないことで運転者がダウン
シフトしなかったと誤解し、再度ダウン
シフトすることによって急激に過度の
エンジンブレーキがかかり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

表示を切りかえるには

A

B

C
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■ ドライブインフォメーションで表
示される内容

走行に関するさまざまな情報を表示
します。

次の項目から選択し、1画面につき 2
項目ずつ表示します。

項目を切りかえるには、メーター操作

スイッチの または を押して

を選択し、 または を押しま

す。

● 瞬間燃費※1

現在の瞬間燃費を表示します。

● 平均燃費（リセット間※2・始動後・

給油後）※1

リセット後・エンジン＜ハイブリッドシス
テム＞始動後・給油後の平均燃費を表示し
ます。

表示される平均燃費は、参考として利用し
てください。

● 平均車速（リセット間 ※2・始動

後）※1

リセット後・エンジン＜ハイブリッドシス
テム＞始動後の平均車速を表示します。

● 走行時間（リセット間 ※2・始動

後）※1

リセット後・エンジン＜ハイブリッドシス
テム＞始動後の経過時間を表示します。

● 距離（航続可能・始動後走行）※1

燃料残量による走行可能な距離・エンジン
＜ハイブリッドシステム＞始動後の走行
距離を表示します。

･ 運転履歴から学習した燃費と現在の燃
料残量から算出した走行可能な距離を
表示します。使用環境（気象、渋滞な
ど）や運転方法（急発進、エアコンの使
用など）に応じて燃費がかわるため、実
際に走行できる距離とは異なります。

･ 燃料給油量が少量（約 5L 以下）のと
き、表示が更新されないことがありま
す。

※1 のドライブインフォ 1 ／ドライブ

インフォ2で選択した項目が表示され
ます。

※2リセットするには、項目表示中にメー
ター操作スイッチの“OK”を 1秒以
上押します。
リセット可能項目が複数表示されてい
る場合は、リセット項目の選択画面が
表示されます。

■ エコドライブインジケーター／エ
ンジン油温計（LC500）

P.70, 72

■ ハイブリッドシステムインジケー
タ ー ／ モ ー タ ー パ ワ ー 表 示
（LC500h）

P.70

■ エネルギーモニター（LC500h）

P.88

■ タイヤ空気圧

P.274

■ Gear Position

シフトポジションがDまたはMのと
き、現在選択されているシフトレン
ジ・ギヤ段を表示することができま
す。

■ Gモニター

車両にかかる前後左右の G（加速度）
を表示することができます。

ドライブインフォメーションに
ついて
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● 表示の見方

･ 通常表示

マルチインフォメーションディスプ
レイに次の内容が表示されます。

車両にかかるG

現在のG値（前後左右に分解した

値）

･ 詳細表示

マルチインフォメーションディスプ
レイとメーターリング内に次の内容
が表示されます。

マルチインフォメーションディスプ
レイ：

最大Gの軌跡

車両にかかるG

リセット後の最大 G値（前後左右
に分解した値）

表示画面については路面状況、気温、車速
などによって実際の車両状態と異なる場
合があります。表示画面は参考として利用

してください。

･ メーターリング内：

車両にかかるGの方向

現在のG値（前後左右に分解した

値）

表示画面については路面状況、気温、車速
などによって実際の車両状態と異なる場
合があります。表示画面は参考として利用
してください。

● 表示の切りかえ

詳細表示に切りかえるには、“OK”
を押してください。

通常表示にもどるには、“OK”を押
してください。

● 最大Gの軌跡のリセット

最大 G の軌跡表示中に “OK” を押
し続けることで、軌跡をリセットする
ことができます。

● ピークホールド機能（詳細表示の
み）

0.5G 以上の力を発生した場合、メー
ターリング内の G 値表示が黄色にか
わり、3秒間保持されます。

A

B

A

B

C

A

B
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■ リヤウィング状態★

リヤウィングの上昇／格納状態を表
示することができます。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ LKA（レーンキーピングアシスト）
ふらつき度合表示

P.188

■ 表示OFF

画面表示がOFF になります。

ナビゲーションシステムと連携して
次の情報を表示します。

● 目的地案内

● コンパス（ノースアップ／ヘッ
ディングアップ表示）

オーディオソースの選択、選曲などの
操作を行うことができます。

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）／ LKA（レーンキー

ピングアシスト）使用時に表示されま
す。（ P.187, 194）

車両に異常が発生した場合に、内容・
対処法などのメッセージを表示しま
す。（ P.312）

メーターの表示設定などを切りかえ
ることができます。

■ 言語

表示される言語を選択することがで
きます。

■ 単位

燃費表示の単位を選択することがで
きます。

■ エコドライブインジケーターラン
プ（LC500）

エコドライブインジケーターランプ
の作動／非作動を選択することがで
きます。

■ EV表示（LC500h）

EV 走行インジケーターの作動・非作
動を選択することができます。

■ ドライブインフォ1 ／ドライブイ
ンフォ2

ドライブインフォメーションに表示
させる項目（ P.78）をドライブイ
ンフォ1 ／ドライブインフォ2 にそ
れぞれ 2 つまで選択することができ
ます。

■ 割り込み表示

状況に応じて割り込み表示される項
目の表示・非表示を選択することがで

ナビゲーションシステム連携表
示について

オーディオシステム連携表示に
ついて

走行支援機能情報について

警告メッセージについて

表示の設定について
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きます。割り込み表示される項目は次
のとおりです。
･ ナビゲーションシステム連携表示
の目的地案内

･ ハンズフリー発信表示
･ ETC
･ オーディオ操作方法
･ 音声認識表示
･ インストルメントパネル照度調整

■ メーターリング位置の記憶

エンジン＜ハイブリッドシステム＞
始動時のメーターリング位置を選択
することができます。

エンジン＜ハイブリッドシステム＞
停止前の位置と中央位置とのどちら
かを選択することができます。

■ テーマカラー

カーソルなどの色を選択することが
できます。

■ REVインジケーター

表示／非表示を選択することができ
ます。

表示されるように設定した場合、さら
に表示タイミングを選択します。

■ REVピーク

表示／非表示を選択することができ
ます。

■ 時計

12 時間表示／ 24時間表示を選択す
ることができます。

■ 初期化

メーターの表示設定を初期状態にも
どすことができます。

知識

■設定画面の操作について

次の状況では、設定画面の操作が一時中断
されます。

●警告メッセージが表示されたとき

●走行し始めたとき

■カスタマイズ機能

マルチインフォメーションディスプレイ

の では、表示設定以外にも次の設定を

変更できます。

●走行支援機能の設定（ P.348）

●車両設定（ P.84, 275, 277, 348）

状況に応じて運転者に提案メッセー
ジを表示する機能です。提案メッセー
ジが表示されたときにメーター操作
スイッチを操作することで、提案され

警告

■ディスプレイの設定を変更するとき

エンジンがかかった状態＜ハイブリッ
ドシステムが作動している状態＞で操
作を行うため、車庫内など囲まれた場所
では、十分に換気をしてください。換気
をしないと、排気ガスが充満し、排気ガ
スに含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

注意

■ディスプレイの設定を変更するとき

補機バッテリーあがりを起こす可能性
がありますので、確実にエンジンがか
かっている＜ハイブリッドシステムが
作動している＞状態で実施してくださ
い。

提案サービス機能
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た内容を直接操作することができま
す。

■ ヘッドランプ点灯提案

周囲が暗いとき、車速5km/h 以上で

ランプスイッチが OFF または の

まましばらく走行すると、ヘッドラン
プの点灯を提案するメッセージを表
示します。

■ ヘッドランプ消灯提案

エンジンスイッチ＜パワースイッチ
＞を OFF にしたあとにランプスイッ
チが AUTO の状態でヘッドランプを
点灯したまましばらく車内にいると、
ヘッドランプの消灯を提案するメッ
セージを表示します。
ランプスイッチが AUTO のとき：こ
のとき“はい”を選択すると、ヘッ
ドランプが消灯します。

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞を
OFF にしてからメッセージが表示される
までのあいだに運転席または助手席のド
アを開けたときは、提案メッセージが表示
されません。

■ 窓閉め提案（ワイパー連動）

雨が車内に入ることを防ぐために、ド
アガラスが開いている状態でワイ
パーが動き始めるとドアガラスを閉
める提案メッセージを表示します。
このとき“はい”を選択すると、開
いているすべてのドアガラスが閉ま
ります。

■ ウインドウロック解除提案

ウ イ ン ド ウ ロ ッ ク ス イ ッ チ
（ P.126）を ON にした状態で運転
席ドアのパワーウインドウスイッチ
で助手席のドアガラスを閉めようと
すると、ウインドウロックスイッチを
OFF にする提案メッセージを表示し

ます。

知識

■カスタマイズ機能

提案サービス機能の作動・非作動を変更で
きます。（カスタマイズ一覧： P.348）
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★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

車速表示

運転支援表示エリア

選択されているシフトポジションやシフ
トレンジ・ギヤ段、または次のシステムの
作動状況を表示します。
･ プリクラッシュセーフティシステム
（ P.180）
･ レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）（ P.194）

･ LKA（レーンキーピングアシスト）
（ P.187）
･ クリアランスソナー（ P.205）
表示される内容はマルチインフォメー
ションディスプレイの表示と同様です。詳
しくは各システムの説明を参照してくだ
さい。

ナビゲーションシステム連携表示

エリア（ P.86）

ナビゲーションシステムと連携して、次の
内容を表示します。
･ 目的地案内
･ レーン表示

情報表示エリア（ P.85）
･ メッセージ表示

･ ／ アイコン（ P.86）
･ オーディオ作動表示
･ レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）作動表示

･ ハンズフリー作動表示
･ エコドライブインジケーター／タコ
メーター（LC500）

･ ハイブリッドシステムインジケーター
／モーターパワー表示／タコメーター
（LC500h）

HUD スイッチ

■ ヘッドアップディスプレイの表示
／非表示切りかえ

HUD スイッチを押すと表示／非表
示が切りかわります。

ヘッドアップディスプレイ
★

ヘッドアップディスプレイは、フロ
ントウインドウに現在の車速やナ
ビゲーションシステムのルート案
内表示などの情報を表示すること
ができます。

システムの構成部品

A

B

ヘッドアップディスプレイの使
い方

C

D

E



84 2-1. 計器の見方

■ ヘッドアップディスプレイの設定

マルチインフォメーションディスプ

レイの で次の設定を変更すること

ができます。（ P.76）

● 表示の明るさ／位置

表示の明るさや位置を調整すること
ができます。

● エコドライブインジケーター／タ
コメーター（LC500）

エコドライブインジケーター表示／
タコメーター表示／表示なしのいず
れかから表示内容を選択することが
できます。

● ハイブリッドシステムインジケー
ター／モーターパワー表示／タコ
メーター（LC500h）

ハイブリッドシステムインジケー
ター表示／タコメーター表示／表示
なしのいずれかから表示内容を選択
することができます。

モーターパワー表示は、走行モード
（ P.203）がエコドライブモード以
外のときにハイブリッドシステムイ
ンジケーターを選択すると表示され
ます。

● 表示内容

次の内容の表示／非表示を設定する
ことができます。

･ 目的地案内

･ レーン表示

･ 運転支援

･ オーディオ作動表示

● 表示の傾き

表示の傾きを調整することができま
す。

知識

■ヘッドアップディスプレイについて

●サングラス（特に偏光サングラス）を着
用していると、ヘッドアップディスプレ
イの表示が見づらくなる場合がありま
す。表示が見づらい場合は、輝度を調整
するか、サングラスをはずしてくださ
い。

●ヘッドアップディスプレイを OFF にし
たときは、エンジンスイッチ＜パワース
イッチ＞を OFF にしたあとで再度イグ
ニッションONモード＜ONモード＞に
しても、ヘッドアップディスプレイは
OFF のままです。

●エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
をアクセサリーモードまたはイグニッ
ションONモード＜ONモード＞にした
とき、ヘッドアップディスプレイが ON
になっているとスタートアップムー
ビーが表示されます。

■表示の明るさについて

マルチインフォメーションディスプレイ

の による明るさの調整に加えて、周囲

の明るさに応じて表示の明るさが自動で
調整されます。

■ヘッドアップディスプレイ表示位置の
自動調整

お好みのヘッドアップディスプレイ表示
位置をポジションメモリーに登録すると、
自動で調整されます。（ P.114）
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■バッテリー端子の脱着をしたとき

ヘッドアップディスプレイの設定がリ
セットされます。

■カスタマイズ機能

表示の設定などを変更できます。
（カスタマイズ一覧： P.348）

状況に応じて、次の内容が表示されま
す。

■ メッセージ表示

次のメッセージを表示します。
･ 警告メッセージ
･ レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）に関する通
知

･ ETC に関する通知

警告

■ヘッドアップディスプレイ使用上の
留意点

●映像の明るさ、および表示位置は、安
全運転に支障がないよう適切な状態
に調整してください。
調整が不適切だと運転者の視界のさ
またげとなり、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

●ヘッドアップディスプレイを見続け
ないでください。前方の歩行者、障害
物などを見落とすおそれがあり危険
です。

■ヘッドアップディスプレイの設定を
変更するとき

エンジンがかかった状態＜ハイブリッ
ドシステムが作動している状態＞で操
作を行うため、車庫内など囲まれた場所
では、十分に換気をしてください。換気
をしないと、排気ガスが充満し、排気ガ
スに含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

注意

■ヘッドアップディスプレイ映写部に
ついての注意

●映写部の付近に飲み物を置かないで
ください。水やその他の液体が映写部
にかかると、装置が故障する原因にな
ります。

●映写部の上にものを置いたり、シール
などを貼り付けたりしないでくださ
い。
ヘッドアップディスプレイの表示の
さまたげとなります。

●映写部の内部にふれたり、とがったも
のを押し付けたりしないでください。
装置が故障する原因となります。

■ヘッドアップディスプレイの設定を
変更するとき

バッテリーあがりを起こす可能性があ
りますので、確実にエンジンがかかって
いる状態で実施してください。

情報表示エリア
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･ その他のメッセージ

■ ／ アイコン

マルチインフォメーションディスプ
レイと連携して、次のアイコンが表示
されます。

：マスターウォーニングアイコン

マルチインフォメーションディスプレイ
に警告メッセージが表示されているとき
に表示されます。（ P.312）

：インフォメーションアイコン

マルチインフォメーションディスプレイ
に提案メッセージ・操作アドバイスメッ
セージが表示されているときに表示され
ます。（ P.81）

■ ハンズフリー作動表示

ハンズフリーの使用中に表示されま
す。

■ オーディオ作動表示

オーディオの使用中に表示されます。

■ エコドライブインジケーター／タ
コメーター（LC500）

エコドライブインジケーター表示／
タコメーター表示／表示なしのいず
れかから選択することができます。

■ ハイブリッドシステムインジケー
ター／モーターパワー表示／タコ
メーター（LC500h）

ハイブリッドシステムインジケー
ター表示／タコメーター表示／表示
なしのいずれかから選択することが
できます。

モーターパワー表示は、走行モード
（ P.203）がエコドライブモード以
外のときにハイブリッドシステムイ
ンジケーターを選択すると表示され

ます。

ナビゲーションシステムと連携して、
次の内容が表示されます。

■ 目的地案内

ナビゲーションシステムで目的地案
内を実行しているときに表示されま
す。交差点に接近すると、進行方向を
矢印で指示します。

■ レーン（車線）表示

交差点にさしかかったとき、車線・進
行方向などのレーン情報が表示され
ます。

ナビゲーションシステムで目的地案内を
実行しているときには、走行を推奨する車
線が青色で表示されます。

知識

■レーン表示について

地図データに情報のない交差点では、レー
ン表示は行われません。また交差点によっ
ては、レーン表示と実際の交差点形状が異
なる場合があります。実際の道路標識・表
示や道路状況に従って走行してください。

ナビゲーションシステム連携表
示エリア



87

2

2-1. 計器の見方
走
行
に
関
す
る
情
報
表
示

■ エコドライブインジケーター

エコドライブインジケーターゾー

ン表示

現状のアクセル開度

エコ運転の範囲

表示される内容はマルチインフォメー
ションディスプレイのエコドライブイン
ジケーターと同様です。詳しくは、P.70
を参照してください。

■ タコメーター

毎分のエンジン回転数を表示します。

■ ハイブリッドシステムインジケー
ター

チャージエリア

ハイブリッドエコエリア

エコエリア

パワーエリア

表示される内容はメーターのハイブリッ
ドシステムインジケーターと同様です。詳
しくは、P.70 を参照してください。

■ モーターパワー表示

チャージエリア

パワーエリア

表示される内容はメーターのモーターパ
ワー表示と同様です。詳しくは、P.71 を
参照してください。

モーターパワー表示は、走行モード
（ P.203）がエコドライブモード以外の
ときにハイブリッドシステムインジケー
ターを選択すると表示されます。

■ タコメーター

毎分のエンジン回転数を表示します。

エコドライブインジケーター／
タコメーター（LC500）

ハイブリッドシステムインジ
ケーター／モーターパワー表示
／タコメーター（LC500h）

A

B

C

A

B

C

D

A

B
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★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

マルチインフォメーションディス

プレイ

センターディスプレイ

メーター操作スイッチ

MENUボタン

タッチパッド

センターディスプレイ

1 リモートタッチのMENUボタンを押し、 を選択する

2 “エネルギーモニター”を選択する

マルチインフォメーションディスプレイ表示

メーター操作スイッチの または を押して を選択し、 または を

押してエネルギーモニターを表示させる

エネルギーモニター★／
Harmonious Driving 
Navi. 画面／燃費画面

ハイブリッドシステムの状態
（LC500h）や燃費に関する情報を、
マルチインフォメーションディス
プレイおよびセンターディスプレ
イに表示します。

エネルギーモニター、Harmonious
Driving Navi. 画面、または燃費画
面は、サイド画面にも表示すること
ができます。

システムの構成部品

A

B

C

D

E

エネルギーモニターの見方（LC500h）



89

2

2-1. 計器の見方
走
行
に
関
す
る
情
報
表
示

電気のエネルギーで走行しているとき

センターディスプレイ マルチインフォメーションディスプレイ

ガソリンと電気の両方のエネルギーで走行しているとき

センターディスプレイ マルチインフォメーションディスプレイ

ガソリンのエネルギーで走行しているとき

センターディスプレイ マルチインフォメーションディスプレイ
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表示画面については実際の状況とわずかに異なる場合があります。

■ 駆動用電池の残量表示

センターディスプレイ
少ない

多い

駆動用電池に充電しているとき

センターディスプレイ マルチインフォメーションディスプレイ

エネルギーの流れがないとき

センターディスプレイ マルチインフォメーションディスプレイ

A

B
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マルチインフォメーションディス
プレイ

少ない

多い

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

■ 画面を表示させるには

1 リモートタッチのMENUボタンを

押し、 を選択する

2 “Driving Navi.” を選択する

Harmonious Driving Navi. 画面が表示さ
れます。

■ 画面の表示について

ステータス／ポイント表示※1

エコ運転の採点結果や走行情報を G-Link
センターに送信し、計算されたデータをも

とにポイントやステータスを表示します。

ステータスはエコ運転を継続することで
ブロンズ・シルバー・ゴールドの順にラン
クがアップします。

エコレベルインジケーター

エコレベルメーターのレベルに応じて
Good・Excellent が表示されます。レベ
ルが低い場合は表示されません。

エコレベルメーター

エコドライブインジケーターランプの点
灯を継続させることなどでメーターが増
加します。

エコレベル平均値

エコレベルメーターの平均値を表示しま
す。

トリップインフォメーション（前

回エンジン＜ハイブリッドシステ
ム＞始動～エンジン＜ハイブリッ
ドシステム＞停止）

1分ごとの平均燃費を最大15分前までグ
ラフ表示します。

今回と前回の平均燃費を色分けして表示
します。

トリップインフォメーション（今

回エンジン＜ハイブリッドシステ
ム＞始動～現在）

1分ごとの平均燃費を最大15分前までグ
ラフ表示します。

今回と前回の平均燃費を色分けして表示
します。

更新スイッチ※2

走行情報などを G-Link センターへ送信
し、ステータス／ポイント表示を更新しま
す。

エコカルテスイッチ※2

お車から送信された情報を反映して、月間
の走行距離・ガソリン消費量・CO2 排出

Harmonious Driving Navi.画
面の見方

A

B

A

B

C

D

E

F

G

H
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量・平均燃費・獲得ポイント・エコ運転ス
コアが表示されます。

アドバイススイッチ
･ 運転者の運転操作についてエコ運転の
観点で診断した結果を表示します。よい
ところを確認したり、さらによくするに
はどうしたらよいかを知ることができ
ます。

･ エコ運転や環境に関する豆知識を表示
します。

※1G-Linkサービスをご利用されていると
きに表示されます。

G-Link の利用手続き・利用開始操作に
ついては別冊「ナビゲーションシステム
取扱説明書」を参照してください。

※2G-Linkサービスをご利用されていると
きに使用することができます。

また、センターディスプレイに通信設定
に関するメッセージが表示された場合
は、メッセージに従って設定してくださ
い。

G-Link の利用手続き・利用開始操作に
ついては別冊「ナビゲーションシステム
取扱説明書」を参照してください。

知識

■G-Link センターへ送信する走行情報に
ついて

G-Linkセンターへ送信する走行情報は、ナ
ビゲーションシステムが算出するもので
あり、マルチインフォメーションディスプ
レイに表示される走行距離や燃費などと
は一致しないことがあります。

■Harmonious Driving Navi. 画面につい
て

パソコンや携帯電話のユーザーサイトで
もステータスなどをみることができます。

■ 画面を表示させるには

1 リモートタッチのMENUボタンを

押し、 を選択する

2 “トリップインフォメーション”
または“燃費履歴”を選択する

■ トリップインフォメーションの見
方

トリップインフォメーション画面以
外が表示されたときは、“ トリップ
インフォメーション”を選択します。

履歴消去

過去15分間の1分ごとの燃費（平
均燃費）

瞬間燃費

過去15分間の 1分ごとのエネル

ギー回収量（LC500h）

マーク 1 つが 50Wh です。

エンジン＜ハイブリッドシステム

＞始動後平均車速

エンジン＜ハイブリッドシステム

＞始動後経過時間

航続可能距離

平均燃費はエンジンスイッチ＜パワース
イッチ＞をイグニッション ON モード＜

I

燃費画面の見方

A

B

C

D

E

F

G
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ON モード＞にしてからと、前回走行時で
色分けして表示されます。

表示される平均燃費は、参考として利用し
てください。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

■ 燃費履歴の見方

燃費画面以外が表示されたときは、“
燃費履歴”を選択します。

過去最高値表示

最新値表示

過去平均燃費表示

平均燃費は最後に更新してからの平均、過
去の平均で色分けして表示されます。

履歴消去

最新値更新

表示される平均燃費は、参考として利用し
てください。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

知識

■過去の区間平均燃費の記録を更新する
には

燃費履歴画面で “ 更新 ” を選択すると、
平均燃費の値とグラフが更新され、新たに
平均燃費の記録を開始します。

■燃費データをリセットするには

“ 履歴消去”を選択すると、燃費データ
がリセットされます。

■航続可能距離について

現在の燃料残量で走行できるおよその距
離を示します。

表示される距離は、過去の平均燃費をもと
に算出されるため、表示される距離を実際
に走行できるとは限りません。

サイド画面に車両情報を表示して

（ P.236）、 または を選択して

お好みの画面を表示します。

■ Harmonious Driving Navi.

現在のエコ運転の状況を表示します。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

■ トリップインフォメーション（タ
イプA）

過去10分間の 1分ごとの平均燃費、

回収エネルギー※ と航続可能距離を
表示します。

A

B

C

D

E

サイド画面の使い方
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表示される平均燃費は、参考として利用し
てください。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。
※LC500h

■ トリップインフォメーション（タ
イプB）

航続可能距離・最新値・始動後経過時
間を表示します。

表示される平均燃費は、参考として利用し
てください。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

■ 燃費履歴

最新値と過去最高値を表示します。

表示される平均燃費は、参考として利用し
てください。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

■ エネルギーモニター（LC500h）

ハイブリッドシステム動作状況・エネ
ルギーの回収状況を表示します。

エネルギーモニターの見方は、マルチイン
フォメーションディスプレイの表示と同
様です。（ P.88）

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。
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3-1. キー

お客様へ次のキーをお渡しします。

電子キー
･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムの作動　（ P.107）

･ ワイヤレス機能の作動

メカニカルキー

キーナンバープレート

知識

■航空機に乗るとき

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航空
機内で電子キーのスイッチを押さないで
ください。また、かばんなどに保管する場
合でも、簡単にスイッチが押されないよう
に保管してください。スイッチが押される
と電波が発信され、航空機の運行に支障を
およぼすおそれがあります。

■電池の消耗について

●電池の標準的な寿命は 1～ 2年です。

●電池残量が少なくなると、エンジン＜ハ
イブリッドシステム＞を停止した際に
車内から警告音が鳴ります。

●電子キーは常に電波を受信しているた
め、使用していないあいだでも電池が消
耗します。次のような状態になったとき

は、電池が消耗している可能性がありま
す。新しい電池に交換してください。　
（ P.285）
･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが作動しない

･ 作動範囲が狭くなった
･ 電子キーの LEDが点灯しない

●電池の著しい消耗を防ぐため、次のよう
な磁気を発生する電化製品の1m以内に
電子キーを保管しないでください。

･ TV
･ パソコン
･ 携帯電話やコードレス電話機、および充
電器

･ 電気スタンド
･ 電磁調理器

■電池の交換方法

P.285

■キー登録本数の確認について

車両に登録されたキーの本数を確認する
ことができます。詳しくはレクサス販売店
へご相談ください。

キー

キーの種類

A

B

C
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■電子キーの取り扱いについて

■マルチインフォメーションディスプレ
イに「新しいキーが登録されました　詳
しくは販売店に問い合わせください」と
表示されたときは

追加で新しく電子キーが登録された場合、
車外から解錠して運転席ドアを開けたと
きにメッセージが表示されることが10日
ほど続きます。電子キーの登録をした覚え
がないにも関わらずメッセージが表示さ
れたときは、お持ちの電子キー以外に登録
されている電子キーがないかをレクサス
販売店で確認してください。

キーには次のワイヤレス機能が搭載
されています。

ドアの施錠（ P.99）

ドアガラスを閉める※（ P.99）

注意

■キーの故障を防ぐために

●落としたり、強い衝撃を与えたり、曲
げたりしない

●温度の高いところに長時間放置しな
い

●ぬらしたり超音波洗浄器などで洗っ
たりしない

●キーに金属製または磁気を帯びた製
品を取り付けたり、近付けたりしない

●分解しない

●電子キー表面にシールなどを貼らな
い

●テレビやオーディオ・電磁調理器など
の磁気を帯びた製品の近くに置かな
い

■キーを携帯するとき

電源を入れた状態の電化製品とは
10cm 以上離して携帯してください。
10cm 以内にあると電化製品の電波と
干渉し正常に機能しない場合がありま
す。

■スマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

P.323

■電子キーを紛失したとき

P.322

ワイヤレス機能について

A

B
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ドアの解錠（ P.99）

ドアガラスを開く※（ P.99）

トランクを開ける（ P.105）
※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

メカニカルキーを取り出すには、解除
ボタンを押してキーを取り出してく
ださい。

メカニカルキーは挿し込み方向に指定の
ある片溝キーです。キーシリンダーに挿し
込めないときは、キー溝面の向きをかえて
挿し込んでください。

使用後はもとにもどし、電子キーと一緒に
携帯してください。電子キーの電池が切れ
たときやスマートエントリー＆スタート
システムが正常に作動しないとき、メカニ
カルキーが必要になります。（ P.323）

知識

■駐車場などでキーを預けるとき

必要に応じてグローブボックスを施錠
（ P.252）します。
メカニカルキーを取り出し、電子キーのみ
を渡してください。

■メカニカルキーを紛失したとき

P.322

■不正キーの使用について

指定のメカニカルキー以外のキーを使用
すると、キーシリンダーが空まわりして解
錠できません。

メカニカルキーを使うには

C

D

E
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3-2. ドアの開閉、ロックのしかた

■ スマートエントリー＆スタートシ
ステムを使用する

電子キーを携帯して操作します。

1 ドアハンドル前端のくぼみを押し
て解錠する

ドアハンドルが展開します。

展開したドアハンドルは約60秒後に自動
で格納されます。

施錠操作後 3秒間は解錠できません。

2 展開しているドアハンドルの後端
を押して施錠する

ドアハンドルが格納されます。

施錠後は、ドアロックインジケーター
（ P.102）で施錠されたことを必ず確認
してください。

■ ワイヤレス機能を使用する

1 全ドアを施錠する

ドアハンドルが展開している場合は格納
されます。

施錠後は、ドアロックインジケーター
（ P.102）で施錠されたことを必ず確認
してください。

押し続けるとドアガラスが閉まります。※

2 全ドアを解錠する
ドアハンドルが展開します。

押し続けるとドアガラスが開きます。※

※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

知識

■ドア連動ドアガラス開閉機能

ドアの開閉に連動して、ドアガラスが少し
開閉します。

■車速連動ドアハンドル格納機能

ドアハンドルが展開したまま車速が約
10km/h 以上になると、ドアハンドルが格
納されます。

■自動で格納されたドアハンドルを展開
させるには

ハンドル前端のくぼみを押すことで展開
させることができます。いったん展開させ
たあと、ハンドル後端を押すと施錠されま
す。

■解錠するドアを切りかえるには

ワイヤレスリモコンを使用して、スマート
エントリー＆スタートシステムで解錠で
きるドアの設定を切りかえることができ
ます。

1 エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
を OFF にする

2 オートアラームの侵入センサーを停止
する
（操作中のオートアラーム誤作動防
止： P.62）

ドア

車外から解錠／施錠するには
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3 キー表面のインジケーターが消灯して

いるときに ボタンと同時に、

または のいずれかを約

5秒間押し続ける

操作を行うごとに次のように設定が切り
かわります。（続けて切りかえ操作を行う
場合は、ボタンから手を離したあと 5秒以
上間隔をあけてから手順3を行ってくださ
い）

オートアラームの誤作動防止のため、登録
後はいったんワイヤレスリモコンで解錠

し、ドアを開閉してください。（ ボ

タンを押して 30 秒以内にドアを開けな
かった場合は、ドアが再び施錠されオート
アラームが設定されます）
オートアラームが作動し警報が鳴ってし
まったときは、作動を停止する操作を行っ
てください。（ P.60）

■衝撃感知ドアロック解除システム

車両が前後左右から強い衝撃を受けると、
すべてのドアが解錠されます。
衝撃の度合いや事故の状況によっては作

動しないことがあります。

■作動の合図

ドアの施錠・解錠を、ブザーと非常点滅灯
の点滅で知らせます。（施錠は 1 回、解錠
は 2回）

ドアガラスの開閉をブザーで知らせます。

■解錠操作のセキュリティ機能

解錠操作後、約 30秒以内にドアを開けな
かったときは、盗難防止のため自動的に施
錠されます。

■半ドア警告ブザー

ドアが完全に閉まっていない状態でドア
を施錠しようとすると、ブザーが鳴りま
す。
ドアを完全に閉めてから、もう一度施錠し
てください。

■オートアラームの設定制御

施錠するとオートアラームが設定されま
す。（ P.60）

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に働か
ないおそれのあるとき

P.108

■スマートエントリー&スタートシステム
やワイヤレスリモコンが正常に作動し
ないとき

メカニカルキーを使ってドアの施錠・解錠
ができます。（ P.323）電子キーの電池
が消耗しているときは、電池を交換してく
ださい。（ P.285）

■補機バッテリーがあがったときは

スマートエントリー＆スタートシステム
やワイヤレスリモコンでドアを施錠・解錠
することはできません。

メカニカルキーを使ってドアの施錠・解錠
をしてください。（ P.323）

マルチインフォ
メーションディス
プレイ表示／ブ

ザー音

解錠できるドア

車外：“ピピッ”
（3回）

車内：“ポーン”
（1回）

運転席のドアハン
ドル前端のくぼみ
を押すと運転席の

み解錠

助手席のドアハン
ドル前端のくぼみ
を押すと全席解錠

車外：“ピピッ”
（2回）

車内：“ポーン”
（1回）

いずれかのドアハ
ンドル前端のくぼ
みを押すと全席解

錠
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■カスタマイズ機能

キー操作によって解錠されるドアの設定
などを変更できます。
（カスタマイズ一覧： P.348）

■ ドアロックスイッチを使用する

1 全ドアを施錠する

ドアロックインジケーター が点灯し

ます。

2 全ドアを解錠する

ドアロックインジケーター が消灯し

ます。

■ ドアレバーを使用する

ドアレバーを引いてドアを解錠する

ドアロックインジケーター が消灯し

ます。

運転席は、ドアロックインジケーター

が点灯していても、ドアレバーを引く

とドアが開きます。

警告

■事故を防ぐために

運転中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、不意にドアが開
き車外に放り出されるなど、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

●すべてのドアを確実に閉め、施錠する

●走行中はドア内側のドアレバーを引
かない
特に、運転席は施錠されていてもドア
が開くため、注意してください。

■ドアを開閉するときの留意事項

傾斜地・ドアと壁などのあいだが狭い場
所・強風など、周囲の状況を確認し、予
期せぬ動きにも対処できるよう、ドアハ
ンドルを確実に保持してドアを開閉し
てください。

■ドア連動ドアガラス開閉機能

ドアガラスの上端を持ってドアを閉め
ないでください。ドアガラスで指などを
挟むおそれがあります。

■ワイヤレスリモコンを使ってドアガ
ラスを操作するとき

ドアガラスに人が挟まれるおそれがな
いことを確認してから操作してくださ
い。またお子さまには、ワイヤレスリモ
コンによる操作をさせないでください。
お子さまや他の人がドアガラスに挟ま
れたり巻き込まれたりするおそれがあ
ります。

■車に乗り降りするときは

スカッフプレートを踏まないでくださ
い。すべってけがをするおそれがありま
す。

車内から解錠／施錠するには

A

A

A

A
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知識

■ドアロックインジケーター

ドアロックインジケーターはドアが施錠
されると点灯します。エンジンスイッチ＜
パワースイッチ＞がOFFの場合、約 30秒
後に自動消灯します。

■マルチインフォメーションディスプレ
イにドアが開いているメッセージが表
示されたときは

ボンネット、いずれかのドア、またはトラ
ンクが確実に閉まっていません。ボンネッ
ト、各ドア、またはトランクが確実に閉
まっていない状態のまま、車速が 5km/h
をこえるとマスターウォーニングが点滅
し、警告ブザーが鳴ります。ボンネット、
全ドア、およびトランクを確実に閉めてく
ださい。

■カスタマイズ機能

ドアロックインジケーターが消灯するま
での時間を変更できます。
（カスタマイズ一覧： P.348）

次の機能を設定・解除することができ
ます。

設定変更のしかたについては、P.348 を
参照してください。

オートドアロック・アンロック
機能

機能 作動内容

車速感応オート
ドアロック

速度が約 20km/h 以
上になると全ドアが施
錠されます。

シフト操作連動
ドアロック

エンジン回転中＜ハイ
ブリッドシステム作動
中＞にシフトポジショ
ンを P以外にしたとき
全ドアが施錠されま
す。

シフト操作連動
アンロック

シフトポジションを P
にしたとき全ドアが解
錠されます。

運転席ドア開連
動アンロック

エンジンスイッチ＜パ
ワースイッチ＞を
OFF にしてから約 45
秒以内に運転席ドアを
開けると全ドアが解錠
されます



103

3

3-2. ドアの開閉、ロックのしかた
運
転
す
る
前
に

トランク

トランクオープナースイッチやス
マートエントリー＆スタートシス
テム、ワイヤレスリモコンを使って
開けることができます。

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■走行する前に

●走行前にトランクが閉まっているこ
とを必ず確認してください。
完全に閉まっていないと走行中に突
然開き、車外のものにあたったり、荷
物が投げ出されたりして思わぬ事故
につながるおそれがあります。

●トランクの中でお子さまを遊ばせな
いでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射病や
窒息などを引き起こすおそれがあり
ます。

●お子さまにはトランクの開閉操作を
させないでください。
不意にトランクリッドが開いたり、閉
めるときに手・頭・首などを挟んだり
するおそれがあります。

■走行中の留意事項

トランク内には絶対に人を乗せないで
ください。
急ブレーキ・急旋回をかけたときや衝突
したときなどに、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

■トランクの使用にあたって

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなどし
て重大な傷害につながるおそれがあり
危険です。

●トランクを開ける前に、トランクリッ
ド上の雪や氷などの重量物を取り除
いてください。開いたあとに重みでト
ランクリッドが突然閉じるおそれが
あります。

●トランクを開閉するときは、十分に周
囲の安全を確かめてください。

●人がいるときは、安全を確認し動かす
ことを知らせる「声かけ」をしてくだ
さい。

●強風時の開閉には十分注意してくだ
さい。
トランクリッドが風にあおられ、勢い
よく開いたり閉じたりするおそれが
あります。

●傾斜地では、平坦な場所よりもトラン
クの開閉がしにくく、急にトランクが
開いたり閉じたりするおそれがあり
ます。必ずトランクが全開で静止して
いることを確認して使用してくださ
い。

●トランクを開けるときは、顔や体など
をぶつけないよう注意してください。
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■ トランクオープナースイッチを使
用する

トランクオープナースイッチを押す

■ スマートエントリー＆スタートシ
ステムを使用する

電子キーを携帯し、スイッチを押す

次のいずれかの方法ですべてのドア
を解錠したときは、電子キーを携帯し
なくてもトランクを開けることがで
きます。
･ スマートエントリー＆スタートシ
ステム

･ ワイヤレス機能
･ ドアロックスイッチ
･ メカニカルキー

警告

●トランクを閉めるときは、トランク
リッドで指などを挟まないよう十分
注意してください。

●トランクは必ず外からトランクリッ
ド上面を軽く押して閉めてください。
トランクグリップで直接トランクを
閉めると、手や腕を挟むおそれがあり
ます。

●トランクダンパーステーを持ってト
ランクを閉めたり、ぶら下がったりし
ないでください。
手を挟んだり、トランクダンパース
テーが破損したりして、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

●トランクリッドにレクサス純正品以
外のアクセサリー用品を取り付けな
いでください。トランクリッドの重量
が重くなると、開いたあとに突然閉じ
るおそれがあります。

注意

■トランクダンパーステーについて

トランクにはトランクリッドを支える

ためのダンパーステー が取り付けら

れています。

ダンパーステー の損傷や作動不良を

防ぐため次のことをお守りください。

●ビニール片・ステッカー・粘着材など
の異物をステーのロッド部（棒部）に
付着させない

A

A

●ロッド部を軍手などでふれない

●トランクリッドにレクサス純正品以
外のアクセサリー用品を付けない

●ステーに手をかけたり、横方向に力を
かけたりしない

トランクを開けるには
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･ オートドアアンロック機能

■ ワイヤレス機能を使用する

スイッチを押し続ける

ブザーが鳴ります。

知識

■トランクランプ

●トランクを開けたとき、トランクランプ
が点灯します。

●エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
が OFF の場合、トランクランプが点灯
したままのときは、約 20 分後に自動消
灯します。

■トランク内キー閉じ込み防止機能につ
いて

●すべてのドアが施錠されている場合、ト
ランク内に電子キーを置いたままトラ
ンクを閉めると、警告音が鳴ります。こ
の場合、車外にあるトランクオープンス
イッチで開けられます。

●すべてのドアが施錠されている状態で、

予備のキーをトランクに入れたときも、
キー閉じ込み防止機能が働き、トランク
を開けることができます。盗難防止のた
め、車から離れるときは必ずすべての電
子キーを携帯してください。

●すべてのドアが施錠されている状態で
トランク内に電子キーを置いても、電子
キーが置かれた場所や、周囲の電波状況
によっては、トランク内の電子キーを検
知できないことがあります。この場合
は、キー閉じ込み防止機能が働かず、ト
ランクを閉めたときに施錠されてしま
います。トランクを閉めるときには、必
ず電子キーの所在を確認してください。

●ドアがひとつでも解錠されている場合
は、キー閉じ込み防止機能は働きませ
ん。この場合は、車内のトランクオープ
ナースイッチでトランクを開けてくだ
さい。

●すべてのドアが施錠されている場合、電
子キーを持った手でトランクを閉める
と、警告音が鳴ることがあります。この
場合、トランクは施錠されません。トラ
ンクを閉めるときには、電子キーを持っ
た手で閉めないでください。

■スマートエントリー&スタートシステム
やワイヤレスリモコンが正常に作動し
ないとき

トランクオープナースイッチを使ってト
ラ ン ク を 開 け る こ と が で き ま す。
（ P.323）
電子キーの電池が消耗しているときは、電
池を交換してください。（ P.285）

■マルチインフォメーションディスプレ
イにトランクが開いているメッセージ
が表示されたときは

P.102

■補機バッテリーがあがったときは

スマートエントリー＆スタートシステム
やワイヤレスリモコンでトランクを施錠・
解錠することはできません。
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メカニカルキーを使ってトランクの施錠・
解錠をしてください。（ P.326）

■カスタマイズ機能

トランクの解錠設定を変更できます。（カ
スタマイズ一覧： P.348）

トランクグリップを持って、横方向に
力をかけないようにトランクを引き
下げ、外から押して閉めてください。

トランクに積んだ荷物の盗難防止な
どのために、トランクオープナース
イッチを一時的に無効にすることが
できます。

グローブボックス内のトランクオー
プナーメインスイッチをOFF にする

ON

OFF

ワイヤレスリモコン・スマートエントリー
＆スタートシステムでもトランクを開け
られなくなります。

知識

■駐車場などでキーを預けるときは

P.98トランクを閉めるには

荷物の盗難防止などのために

A

B
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知識

■アンテナの位置

車外アンテナ

車内アンテナ

トランク内アンテナ

トランク外アンテナ

■作動範囲（電子キーの検知エリア）

ドアの施錠・解錠時

ドアハンドルから周囲約70cm以内で電子
キーを携帯している場合に作動します。
（電子キーを検知しているドアハンドルの
み作動します）

トランクの解錠時

トランクオープンスイッチから周囲約 70
cm 以内で電子キーを携帯している場合に
作動します。

エンジン＜ハイブリッドシステム＞始

動時またはエンジンスイッチ＜パワー

スイッチ＞切りかえ時

車内で電子キーを携帯している場合に作
動します。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“車室内にキーがあります”と表
示されたとき

車内に電子キーを置いたまま、スマートエ
ントリー＆スタートシステムでドアを施
錠しようとすると、警告メッセージが表示
されます。車内から電子キーを取り出した
あと、再度施錠してください。

■警告音が鳴ったり警告表示が出たりし
たとき

誤操作などによる予期せぬ事故や盗難を
防ぐため、警告音が鳴ったり、マルチイン
フォメーションディスプレイに警告が表
示されることがあります。警告が表示され
たときは、ディスプレイの表示をもとに適
切に対処してください。

スマートエントリー＆ス
タートシステム

電子キーをポケットなどに携帯す
ると、次の操作が行えます。必ず運
転者がキーを携帯してください。

● ド ア を 解 錠・施 錠 す る　
（ P.99）

● トランクを開ける　（ P.104）

● エンジン＜ハイブリッドシステ
ム＞を始動する（ P.136, 
140）

A

B

C

D

A

B

C
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警告音のみが鳴る場合の状況と対処方法
は次の通りです。

●車外から警告音が“ピー”と5秒鳴ると
き

●車内から警告音が“ポーン、ポーン”と
鳴り続けるとき

■節電機能

長期駐車時に電子キーの電池と車両の補
機バッテリーあがりを防止するため、節電
機能が働きます。

●次の状況では、スマートエントリー＆ス
タートシステムによる解錠に時間がか
かる場合があります。

･ 車の外約 2m以内に電子キーを 10分以
上放置した

･ 5日間以上スマートエントリー＆スター
トシステムを使用しなかった

●14日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった場合、
助手席での解錠ができなくなります。
この場合は、運転席のドアハンドル前
端のくぼみを押す、もしくは、ワイヤ
レス機能、メカニカルキーで解錠して
ください。

■電子キーを節電モードにするには

節電モードに設定すると、電子キーによ
る、電波の受信待機を停止し、電子キーの
電池の消耗を抑えることができます。

電 子 キ ー の を 押 し な が ら、

を2回押し、電子キーのインジケー

タが 4回光ることを確認してください。

節電モード中は、スマートエントリー&ス
タートシステムを使用できません。節電
モードを解除するには、電子キーのいずれ
かのスイッチを押してください。

■機能が正常に働かないおそれのある状
況

スマートエントリー＆スタートシステム
は微弱な電波を使用しています。次のよう
な場合は電子キーと車両間の通信をさま
たげ、スマートエントリー＆スタートシス
テムやワイヤレスリモコン、エンジンイモ
ビライザーシステム＜イモビライザーシ
ステム＞が正常に作動しない場合があり
ます。（対処方法： P.323）

●電子キーの電池が消耗しているとき

状況 対処方法

いずれかのドアが開い
ているときにスマート
エントリー＆スタート
システムもしくは、ワ
イヤレス機能で施錠し
ようとした

全ドアを閉め
たあと、再度
施錠する

全ドアが施錠されてい
る状態で電子キーをト
ランク内に置いたまま
トランクを閉じた

トランク内か
ら電子キーを
取り出した後、
トランクを閉
じる

状況 対処方法

運転席ドアが開いてい
る状態でエンジンス
イッチ＜パワースイッ
チ＞をアクセサリー
モードにした（エンジ
ンスイッチ＜パワース
イッチ＞がアクセサ
リーモードのとき運転
席ドアを開いた）

エンジンスイッ
チ＜パワース
イッチ＞をOFF
にしたあと、運
転席ドアを閉め
る

運転席ドアが開いてい
る状態でエンジンス
イッチ＜パワースイッ
チ＞をOFF にした

運転席ドアを閉
めてください。
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●近くにテレビ塔や発電所・ガソリンスタ
ンド・放送局・大型ディスプレイ・空港
があるなど、強い電波やノイズの発生す
る場所にいるとき

●無線機や携帯電話・コードレス式電話な
どの無線通信機器を携帯しているとき

●電子キーが、次のような金属製のものに
接していたり、覆われたりしているとき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CD や DVD などのメディア

●近くで他の電波式ワイヤレスリモコン
を使用しているとき

●電子キーを、次のような電波を発信する
製品と同時に携帯しているとき

･ 他の車の電子キーや電波式ワイヤレス
リモコン

･ パソコンや携帯情報端末（PDA など）
･ デジタルオーディオプレーヤー
･ ポータブルゲーム機器

●リヤウインドウガラスに金属を含む
フィルムなどが貼ってあるとき

●充電器など電子機器の近くに電子キー
を置いたとき

■ご留意いただきたいこと

●電子キーが作動範囲内（検知エリア内）
にあっても、次のようなときは正しく作
動しないことがあります。

･ 施錠・解錠時、電子キーがドアガラスや
ドアハンドルに近付きすぎている、また
は地面の近くや高い場所にある

･ トランクを開けるとき、電子キーが地面
の近くや高い場所にある、またはリヤバ
ンパー中央に近付きすぎている

･ エンジン＜ハイブリッドシステム＞始
動時やエンジンスイッチ＜パワース
イッチ＞の切りかえ時、電子キーがイン
ストルメントパネルやフロア上・リヤ

シート後方のパッケージトレイ上・ドア
ポケット、またはグローブボックス内な
どに置かれている

●インストルメントパネル上面やドアポ
ケット付近に電子キーを置いたまま車
外に出ると、電波の状況によっては車外
アンテナに検知され車外から施錠でき、
電子キーが車内に閉じ込められるおそ
れがあります。

●電子キーが作動範囲内にあれば、電子
キーを携帯している人以外でも施錠・解
錠できます。ただし、電子キーを検知し
ているドア以外は解錠しません。

●車外でも電子キーがドアガラスに近付
いていると、エンジン＜ハイブリッドシ
ステム＞を始動できることがあります。

●電子キーが作動範囲内にあるとき、洗車
や大雨などでドアハンドルに大量の水
がかかると、ドアが施錠・解錠すること
があります。（ドアの開閉操作がなけれ
ば、解錠されても約 30 秒後に自動で施
錠します）

●ワイヤレスリモコンなどでの施錠時に
キーが車両の近くにあると、スマートエ
ントリー＆スタートシステムでの解錠
ができないことがあります。（ワイヤレ
スリモコンを使用すると解錠できます）

●ロック操作は、連続で2回まで有効です。
3回目以降はロック動作しません。

●電子キーを携帯したまま洗車をすると、
水がドアハンドルにかかったときに施
錠・解錠をくり返すことがあります。そ
の場合は次のような処置をしてくださ
い。

･ キーを車両から2m以上離れた場所にお
く（盗難に注意し保管してください）

･ キーを節電モードに設定してスマート
エントリー＆スタートシステムの作動
を停止する（ P.108）

●洗車機での洗車中にキーが車内にある
と、水がドアハンドルにかかったとき
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に、マルチインフォメーションディスプ
レイに警報が表示され車外のブザーが
吹鳴することがあります。全てのドアを
施錠すると警報は止まります。

●洗車機での洗車中にドアハンドルが格
納されていないと、ドアが開いたり、ド
アハンドルが破損したりするおそれが
あります。洗車する前に、ドアハンドル
が格納されていることを確認してくだ
さい。

●すばやいドアハンドル操作や、車外アン
テナの作動範囲内へ入ってすぐのドア
ハンドル操作では、解錠しないことがあ
ります。ドアハンドル前端のくぼみを押
し解錠したことを確認してからドアハ
ンドルを引いてください。

●作動範囲内に他の電子キーがあると、解
錠に時間がかかることがあります。

■長期間運転しないとき

●盗難防止のため、電子キーを車両から
2m以上離しておいてください。

●あらかじめスマートエントリー＆ス
タートシステムを非作動にすることが
できます。

■システムを正しく作動させるために

●電子キーを必ず携帯した上で作動させ
てください。また、車外から操作する場
合は電子キーを車両に近付けすぎない
ようにしてください。
作動時の電子キーの位置や持ち方に
よっては、電子キーが正しく検知され
ず、システムが正しく作動しないことが
あります。（誤って警報が鳴ったり、キー
閉じ込み防止機能が働かないこともあ
ります。： P.105）

●トランク内に電子キーを置かないでく
ださい。
電子キーの場所（トランク内側の端）、状
況（金属製のかばんの中、金属製のもの
の付近など）、または周囲の電波環境に
よっては、キー閉じ込み防止機能が作動

しない場合があります。（ P.105）

■電子キーが正常に働かないときは

●ドア・トランクの施錠・解錠： P.323

●エンジン＜ハイブリッドシステム＞の
始動： P.324

■カスタマイズ機能

スマートエントリー＆スタートシステム
を非作動にするなどの変更ができます。
（カスタマイズ一覧： P.348）

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
は、次の操作の説明を参照してください。

●ドア・トランクの施錠・解錠：ワイヤレ
ス機能、またはメカニカルキーを使って
ドア・トランクの施錠・解錠ができます。
（ P.99, 105, 323）

●エンジン＜ハイブリッドシステム＞の
始動・エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞のモード切りかえ： P.324

●エンジン＜ハイブリッドシステム＞の
停止： P.138, 142

警告

■電波がおよぼす影響について

●植込み型心臓ペースメーカー、植込み
型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器を装
着されている方は、室内アンテナ・車
外アンテナ（ 107）から約 22cm
以内に近付かないようにしてくださ
い。電波により植込み型心臓ペース
メーカー、植込み型両心室ペーシング
パルスジェネレータおよび植込み型
除細動器の作動に影響を与えるおそ
れがあります。
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警告

●植込み型心臓ペースメーカー、植込み
型両心室ペーシングパルスジェネ
レータおよび植込み型除細動器以外
の医療用電気機器をお使いの方は、電
波による影響について医療用電気機
器製造業者などに事前に確認してく
ださい。電波が医療用電気機器の動作
に影響を与えるおそれがあります。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムを非作動にすることもできます。
詳しくはレクサス販売店にお問い合わ
せください。
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3-3. シートの調整

前後位置調整

リクライニング調整

ヘ ッ ド レ ス ト の 上 下 調 整★

（ P.117）

クッション前端の上下調整

シート全体の上下調整

腰部位置調整
（ランバーサポート）

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

知識

■シートを調整するときは

●周囲の人やものがシートに挟まれない
よう注意してください。

●ヘッドレストが天井にあたらないよう
注意してください。

■シート連動機構

●シートの前後位置やリクライニングを
後方に一定以上操作すると、連動して作
動します。

●電動式ヘッドレスト装着車：シートを前
方に一定以上操作すると、ヘッドレスト
が下方に作動します。

●電動式ヘッドレスト装着車：シートの上
下位置を上方に一定以上操作すると、上
方作動は停止し、ヘッドレストが下方に
作動します。

フロントシート

スイッチ操作により、シートの前
後・上下位置などの調整ができま
す。

正しい運転姿勢がとれるよう調整
してください。（ P.23）

調整するには

A

B

C

D

E

F

警告

■シートを調整するとき

●同乗者がシートにあたってけがをし
ないように注意してください。

●シートの下や動いている部分に手を
近付けないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。

●足元のスペースを確保し足を挟まな
いように注意してください。

■リクライニング調整について

背もたれは必要以上に倒さないでくだ
さい。
必要以上に倒しすぎると、事故のときに
体がシートベルトの下にもぐり、腹部な
どに強い圧迫を受けたり肩部ベルトが
首にかかるなどして、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。
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■ 乗り降りする前に

● シートベルトガイドからシートベ
ル ト を は ず し て く だ さ い。
（ P.27）

● サンバイザーを格納してくださ
い。

■ 乗るとき／降りるとき

1 レバーを引く

フロントシートの高さが低くなります。

2 背もたれを前に倒す

フロントシートが前方に、ヘッドレストが

下方※に移動します。

※電動式ヘッドレスト装着車のみ

■ フロントシートをもとにもどすと
き

固定される位置まで背もたれを起こ

すと、自動でもとの位置にもどりま
す。

知識

■ワンタッチウォークインシートについ
て

●前方への操作後、復帰させる前にシート
調整スイッチや運転席ポジションメモ
リースイッチを押したときは、背もたれ
を起こしても復帰作動しません。

●次のときはワンタッチウォークイン
シートが作動しません。

･ シートベルトを装着しているとき
･ エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
がイグニッションONモード＜ONモー
ド＞でシフトポジションがP以外のとき

●次のときは、作動が途中で停止します。
･ シート調整スイッチや運転席ポジショ
ンメモリースイッチを押したとき

･ シートベルトを装着したとき
･ エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
がイグニッションONモード＜ONモー
ド＞でシフトポジションをP以外にした
とき

■挟み込み防止機能

ドライビングポジション呼び出し中、また
はワンタッチウォークインシートの作動
中に、シートの前後に異物の挟み込みを感
知すると、作動が停止し反対方向に少し移
動します。

挟み込み防止機能作動時はシートポジ
ションが設定した位置とは異なる位置で
停止します。シートポジションを確認して
ください。

リヤシートへ乗り降りするには
（ワンタッチウォークインシー
ト）
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★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

1 エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞をイグニッションON モード
＜ONモード＞にする

2 シフトポジションがPにあること
を確認する

3 運転席・ハンドル・ドアミラー角
度・ヘッドアップディスプレイ表

示★をお好みの位置に調整する

4 SET ボタンを押しながら、または
SETボタンを押したあと3秒以内
に1～3のうち登録したいボタン
をブザーが鳴るまで押す

すでに同じボタンに登録されている場合

警告

■ワンタッチウォークインシートにつ
いて

●操作する前に、周囲の人やものがシー
トに挟まるおそれがないことを確認
してください。

●走行時は背もたれを確実に固定させ
てください。

●走行中は絶対に操作しないでくださ
い。

■挟み込み防止機能

挟み込み防止機能を故意に作動させよ
うとして、乗員の手・体・足などを挟ん
だりしないでください。

運転席ポジションメモリー

自動でシート・ハンドル・ドアミ

ラー・ヘッドアップディスプレイ★

を動かし、お好みのドライビングポ
ジションに調整します。

ドライビングポジションは、3 パ
ターンまで登録できます。

ドライビングポジションを電子
キーに登録することで、電子キーご
とにドライビングポジションを自
動で呼び出すことができます。

ドライビングポジションを登録
するには
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は、上書きされます。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

知識

■登録できるシート位置（ P.112）

腰部位置調整（ランバーサポート）以外の
位置が登録できます。

■ポジションメモリーを正しくお使いい
ただくために

登録位置がシート各調整位置の最端部に
ある状態で、さらに同じ方向に操作をする
と、呼び出し位置にずれが生じることがあ
ります。

1 エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞をイグニッションON モード
＜ONモード＞にする

2 シフトポジションがPにあること
を確認する

3 1 ～ 3 のうち呼び出したいポジ
ションのボタンをブザーが鳴るま
で押す

知識

■ポジションの呼び出し作動を途中で止
めたいとき

次のいずれかの操作をします。

●SET ボタンを押す

●1 ～ 3 のボタンを押す

●シート調整スイッチのいずれかを操作
する（シートのみ作動停止）

●ハンドル位置調整スイッチを操作する
（ハンドルのみ作動停止）

■エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
OFF 後の作動

運転席ドアを開けて 180 秒以内、または
運転席ドアを閉め60秒以内に呼び出した
いポジションのボタンを押すと、シートの
位置が調整されます。

■ 登録方法

お好みのポジションをあらかじめ 1
～ 3 のいずれかのボタンに登録して
おきます。

警告

■シート調整時の警告

シート調整中は、シートがリヤ席乗員に
あたったり、運転者の体がハンドルに圧
迫されたりしないよう注意してくださ
い。

ドライビングポジションを呼び
出すには

電子キーにドライビングポジ
ションを登録／解除／呼び出し
をするには（メモリーコール機
能）



116 3-3. シートの調整

登録させたいキーのみ携帯して、運転
席ドアを閉めてください。
車内にキーが 2 つ以上あると、正確
に登録できません。

1 エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞をイグニッションON モード
＜ONモード＞にする

2 シフトポジションがPにあること
を確認する

3 登録させたいドライビングポジ
ション（1～ 3）を呼び出す

4 呼び出したドライビングポジショ
ンのボタンを押しながら、ドア
ロックスイッチの施錠側または解
錠側を“ピー”とブザーが鳴る
まで押す

登録できなかった場合は、約3秒間ブザー
が鳴り続けます。

■ 解除方法

1 解除させたいキーのみ携帯して、
運転席ドアを閉める

車内にキーが 2 つ以上あると、正確に解
除できません。

2 エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞をイグニッションON モード
＜ONモード＞にする

3 SET ボタンを押しながら、ドア
ロックスイッチの施錠側または解
錠側を“ピッピッ”とブザーが
鳴るまで押す

解除できなかった場合は、約3秒間ブザー
が鳴り続けます。

■ 呼び出し方法

1 ドライビングポジションを登録し
た電子キーを携帯し、運転席ドア
をスマートエントリー＆スタート
システムまたはワイヤレスリモコ
ンでドアを解錠してドアを開ける

ハンドルおよびヘッドアップディスプレ

イ表示★を除くドライビングポジション
が登録された位置へ動きます。

ドライビングポジションがすでに登録さ
れた位置にある場合は、シートやミラーは
動きません。

2 エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞をアクセサリーモードまたは
イグニッション ON モード＜ ON
モード＞にする

ハンドルおよびヘッドアップディスプレ

イ表示★が登録したドライビングポジ
ションに動きます。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

知識

■メモリーコール機能によるドライビン
グポジションの呼び出しについて

●電子キーごとにドライビングポジショ
ンを登録できるため、携帯するキーに
よっては呼び出されるドライビングポ
ジションが異なる場合があります。

●助手席ドアをスマートエントリー & ス
タートシステムで解錠した場合は、ドラ
イビングポジションの呼び出しは行わ
れません。その場合は、登録したドライ
ビングポジションのボタンを押してく
ださい。

■カスタマイズ機能

メモリーコール機能と連動するドアを変
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更できます。
（カスタマイズ一覧： P.348）

手動式

1 上げる
2 下げる

下げるときは、解除ボタン を押しなが

ら操作します。

ヘッドレスト

ヘッドレストはフロントシートに
装備されています。

警告

■ヘッドレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●ヘッドレストを必ず正しい位置に調
整する

●手動式ヘッドレスト：ヘッドレストを
調整したあとは、ヘッドレストを押し
下げて固定されていることを確認す
る

●手動式ヘッドレスト：ヘッドレストを
はずしたまま走行しない

上下調整するには

A
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電動式

1 上げる
2 下げる

知識

■ヘッドレストの高さについて

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちば
ん上のあたりになるよう調整してくださ
い。

解除ボタン を押しながらヘッドレ

ストを引き上げます。
ヘッドレストが天井にあたって取り
はずしにくいときは、シートの高さや
角度をかえてください。（ P.112）

知識

■ヘッドレストの取りはずしについて（電
動式のみ）

ヘッドレストの取りはずし・取り付けにつ
いてはレクサス販売店へご相談ください。

ヘッドレストを取り付け穴に合わせ
て、ロック位置まで押し下げてくださ
い。

さらに下げるときは、解除ボタン

を押しながら操作してください。

ヘッドレストを取りはずすには
（手動式のみ）

A

ヘッドレストを取り付けるには
（手動式のみ）

A
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3-4. ハンドル位置・ミラー

スイッチを操作すると、ハンドルを次
の方向に動かします。

1 上方へ
2 下方へ
3 手前へ
4 前方へ

知識

■ハンドル位置調整の作動条件

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞が
アクセサリーモードまたはイグニッショ
ン ONモード＜ONモード＞のとき

■ハンドル位置の自動調整

お好みのハンドル位置を運転席ポジショ
ンメモリーに登録すると、自動で調整され
ます。（ P.114）

■運転席への乗降をしやすくする（オート
アウェイ＆オートリターン機構）

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞を
OFF にすると、乗降がしやすくなるよう
に、ハンドルが動きます。

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞を
アクセサリーモードまたはイグニッショ
ン ONモード＜ONモード＞にすると、も
との位置にもどります。

■カスタマイズ機能

オートアウェイ＆オートリターン機構の
設定を変更できます。
（カスタマイズ一覧： P.348）

ハンドルの 周辺部を押すと
ホーンが鳴ります

ハンドル

調整のしかた

警告

■走行中の留意事項

走行中はハンドル位置の調整をしない
でください。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

ホーン（警音器）を使うには
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運転姿勢に合わせてインナーミラー
の高さを調整することができます。

インナーミラー本体を持って、上下方
向に調整する

後続車のヘッドランプのまぶしさに
応じて反射光を自動的に減少させま
す。

自動防眩機能のON／OFF を切りか
える

ON のときはインジケーター が点灯し

ます。

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞を
イグニッション ON モード＜ ON モード
＞にしたときは、ミラーは常に自動防眩機
能がONになっています。
ボタンを押すと OFF になりインジケー

ター が消灯します。

知識

■センサーの誤作動防止

センサーの誤作動を防ぐため、センサーに
ふれたりセンサーを覆ったりしないでく
ださい。

インナーミラー

後方を十分に確認できるようにミ
ラーの位置を調整することができ
ます。

上下調整するには

警告

■走行中の留意事項

走行中はミラーの調整をしないでくだ
さい。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

自動防眩機能を使うには

A

A



121

3

3-4. ハンドル位置・ミラー
運
転
す
る
前
に

1 調整するミラーを選ぶには、ス
イッチを押す

インジケーターが点灯します。

右（R）

左（L）

もう一度押すと、選択が解除されます。

2 ミラーの鏡面を調整するにはス
イッチを押す

上

左

下

右

知識

■鏡面調整の作動条件

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞が
アクセサリーモードまたはイグニッショ
ン ONモード＜ ONモード＞のとき

■ミラーの曇りを取りたいときは

リヤウインドウデフォッガーを作動させ
ると、ミラーヒーターが同時に作動し、曇
りを取ることができます。（ P.241）

■自動防眩機能

インナーミラーの自動防眩機能をONにし
ておくと、ドアミラーも連動して防眩機能
が作動します。（ P.120）

■ミラー角度の自動調整

お好みのミラー角度を運転席ポジション
メモリーに登録すると、自動で調整されま
す。（ P.114）

■リバース連動機能

ミラー選択スイッチのLまたはRどちらか
が選択されているときは、後退時に鏡面が
下向きになり、下方が見やすくなります。

ドアミラー

安全に運転していただくためには、
運転する前に視界が確保できるよ
うミラーの角度を調整してくださ
い。

警告

■走行中の留意事項

走行中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、運転を誤って重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

●ミラーの調整をしない

●ドアミラーを格納したまま走行しな
い

●走行前に必ず、運転席側および助手席
側のミラーをもとの位置にもどして、
正しく調整する

調整するには

A

B

A

B

C

D
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この機能を使用しないときは、ミラー選択
スイッチの選択が解除された状態にして
ください。

後退時に下向きになる角度を調整すると
きは、シフトポジションを Rにした状態で
鏡面位置を調整することで、下向きに動く
角度を調整できます。

次回からシフトポジションをRにするたび
に、その角度で作動します。

通常時（シフトポジションが R 以外のと
き）の鏡面位置を基準に下向きに動く角度
を記憶するため、調整後に通常時の鏡面位
置を変更すると、それに伴って後退時の鏡
面位置も変化します。

通常時の鏡面位置を変更したときは、後退
時に下向きになる角度も調整してくださ
い。

■ マニュアル作動での格納・復帰

ボタンを押す

もう一度押すと、もとの位置にもどりま
す。

■ オート作動での格納・復帰

スマートエントリー＆スタートシス
テムやワイヤレスリモコンによるド
アの施錠・解錠に連動して、ドアミ
ラーを自動的に格納・復帰させること
ができます。

ボタンを押す

ボタンを押すと、インジケーター が点

灯します。

もう一度ボタンを押すとマニュアル作動
にもどります。

知識

■補機バッテリー端子の脱着をしたとき

オート電動格納機能の設定がリセットさ
れ、OFF の状態にもどります。機能をON
にするときは、再度、オート電動格納機能
の ON・OFF 切りかえを行ってください。

■寒冷時にオート作動で使用するとき

寒冷時にオート作動で使用しているとき、
ドアミラーが凍結すると、自動で格納・復
帰ができないことがあります。この場合、
ドアミラーに付着している氷や雪などを
取り除いたあと、マニュアル作動で作動さ
せるか、手で動かしてください。

■カスタマイズ機能

オート格納の設定を変更できます。（カス
タマイズ一覧： P.348）

警告

■ミラーヒーターが作動しているとき

ドアミラーの鏡面が非常に熱くなりま
す。やけどをするおそれがあるのでふれ
ないでください。

ドアミラーを格納するには

A
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警告

■ミラーが動いているとき

手をふれないでください。
手を挟んでけがや、ミラーの故障などの
原因になるおそれがあります。
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3-5. ドアガラスの開閉

スイッチを操作し、自動でドアガラス
を開閉できます。

1 閉める

2 自動全閉※

3 開ける

4 自動全開※

※途中で停止するときは、スイッチを反対
側へ操作します。

知識

■作動条件

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞が
イグニッションONモード＜ONモード＞
のとき

■エンジン＜ハイブリッドシステム＞停
止後の作動

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞を
アクセサリーモードまたは OFF にしたあ
とでも、約 45 秒間はドアガラスを開閉で
きます。ただし、そのあいだに運転席ドア
を開閉すると作動しなくなります。

■挟み込み防止機能

ドアガラスを閉めているときに、窓枠とド
アガラスのあいだに異物が挟まると、作動
が停止し、少し開きます。

■巻き込み防止機能

ドアガラスを開けているときに、異物がド
アガラスとドアの間に巻き込まれると、作
動が停止します。

■ドアガラスを開閉することができない
とき

挟み込み防止機能や巻き込み防止機能が
異常に作動してしまい、ドアガラスを開閉
することができないときは、開閉できない
ドアのパワーウインドウスイッチで、次の
操作を行ってください。

●車を停止し、エンジンスイッチ＜パワー
スイッチ＞をイグニッションONモード
＜ONモード＞の状態で、挟み込み防止
機能や、巻き込み防止機能が作動したあ
と約 4 秒以内に、パワーウインドウス
イッチを「自動全閉」の位置で引き続け
る。または、「自動全開」の位置で押し
続けることでドアガラスを閉じること
ができます。

●上記の操作を行ってもドアガラスが開
閉できない場合、機能の初期化を次の手
順で実施してください。

1 全ドアを閉める

2 エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
をイグニッションONモード＜ONモー
ド＞にする

3 パワーウインドウスイッチを「自動全
閉」の位置で引き続け、ドアガラスを
全閉にする

4 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ
スイッチを「自動全閉」の位置で約 6
秒以上引き続ける

5 パワーウインドウスイッチを「自動全
開」の位置で押し続け、ドアガラスを
全開にしたあと、さらにスイッチを約
1秒以上押し続ける

6 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ

パワーウインドウ

ドアガラスを開閉するには
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スイッチを「自動全開」の位置で約 4
秒以上押し続ける。

7 再度、パワーウインドウスイッチを「自
動全閉」の位置で引き続け、ドアガラ
スを閉めたあと、さらにスイッチを約
1秒以上引き続ける

ドアガラス作動途中でスイッチから手を
離すと、最初からやり直しとなります。

以上の操作を行っても反転して閉じ切ら
ない、または全開にならない場合は、
レクサス販売店で点検を受けてください。

■ドアロック連動ドアガラス開閉機能

●メカニカルキーでドアガラスを開閉で

きます。※（ P.323）

●ワイヤレスリモコンでドアガラスを開

閉できます。※（ P.99）

●オートアラームがセットされていると
きに、ドアロック連動ドアガラス開閉機
能でドアガラスを閉めると、オートア
ラームが作動することがあります。
（ P.60）
※レクサス販売店での設定変更が必要で
す。

■窓開警告ブザー

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞が
OFF でドアガラスが開いていると、運転席
ドアを開けたときにブザーが鳴り、メー
ター内のマルチインフォメーションディ
スプレイに“窓が開いています”と表示
されます。

■カスタマイズ機能

ドアロック連動ドアガラス開閉機能など
の設定を変更できます。
（カスタマイズ一覧： P.348）

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■ドアガラスを開閉するとき

●運転者は、乗員の操作を含むすべての
ドアガラス開閉操作について責任が
あります。特にお子さまの誤った操作
による事故を防ぐため、お子さまには
ドアガラスの操作をさせないでくだ
さい。お子さまや他の人がドアガラス
に挟まれたり巻き込まれたりするお
それがあります。
また、お子さまが同乗するときはウイ
ンドウロックスイッチを使用するこ
とをおすすめします。（ P.126）

●ドアガラスを開閉するときは、乗員の
手・腕・頭・首などを挟んだり巻き込
んだりしないようにしてください。特
にお子さまへは手などを出さないよ
う声かけをしてください。

●ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーを使ってドアガラスを操作する
ときは、ドアガラスに人が挟まれるお
それがないことを確認してから操作
してください。またお子さまには、ワ
イヤレスリモコンやメカニカルキー
による操作をさせないでください。お
子さまや他の人がドアガラスに挟ま
れたり巻き込まれたりするおそれが
あります。



126 3-5. ドアガラスの開閉

お子さまが誤ってドアガラスを開閉
することを防止できます。

スイッチを押すと、インジケーター

が点灯し、助手席のドアガラスが

非作動になります。

知識

■作動条件

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞が
イグニッションONモード＜ONモード＞
のとき

■補機バッテリーをはずしたとき

ウインドウロックスイッチが OFF になる
ため、補機バッテリーを接続したあと、再
度ウインドウロックスイッチをONにする
必要があります。

警告

●車から離れるときはエンジンスイッ
チ＜パワースイッチ＞を OFF にし、
キーを携帯してお子さまも一緒に車
から離れてください。いたずらなどに
よる誤った操作により、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

■挟み込み防止機能

●挟み込み防止機能を故意に作動させ
ようとして、乗員の手・腕・頭・首な
どを挟んだりしないでください。

●挟み込み防止機能は、ドアガラスが完
全に閉まる直前に異物を挟むと作動
しない場合があります。指などを挟ま
ないように注意してください。

■巻き込み防止機能

●巻き込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・服などを巻き
込ませたりしないでください。

●巻き込み防止機能は、ドアガラスが完
全に開く直前に異物を巻き込むと作
動しない場合があります。手・腕・服
などを巻き込まないように注意して
ください。

誤操作を防止するには（ウイン
ドウロックスイッチ）

A
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4-1. 運転にあたって

■ エンジン＜ハイブリッドシステム
＞を始動する

P.136, 140

■ 発進する

1 ブレーキペダルを踏んだまま、シ
フトポジションを Dにする
（ P.148, 154）

シフトポジション表示灯が D であること
を確認します。

2 パーキングブレーキがマニュアル
モードのときは、パーキングブ
レーキを解除する（ P.159）

3 ブレーキペダルから徐々に足を離
し、アクセルペダルをゆっくり踏
み発進する

■ 停車する

1 シフトポジションはDのまま、ブ
レーキペダルを踏む

2 必要に応じて、パーキングブレー
キをかける

長時間停車する場合は、シフトポジション
を Pにします。（ P.149, 155）

■ 駐車する

1 シフトポジションはDのまま、ブ
レーキペダルを踏み、車を完全に
停止させる

2 パーキングブレーキがマニュアル
モードのときは、パーキングブ
レーキをかける（ P.159）

3 シフトポジションを Pにする
（ P.149, 155）

シフトポジション表示灯が P であること
を確認します。

4 エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞を押してエンジン＜ハイブ
リッドシステム＞を停止する

5 ブレーキペダルからゆっくり足を
離す

6 電子キーを携帯していることを確
認し、ドアを施錠する

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に応

じて輪止め※を使用してください。
※輪止めはレクサス販売店で購入するこ
とができます。

■ 上り坂で発進する

1 ブレーキペダルを踏んだまま、
パーキングブレーキをかけ、シフ
トポジションをDにする

ヒルスタートアシストコントロールが作
動します。（ P.223）

2 ブレーキペダルから足を離し、ア
クセルペダルをゆっくり踏む

3 車が動き出す感触を確認したら、
パーキングブレーキを解除し発進
する

知識

■燃費を良くする走り方（LC500h）

ハイブリッド車も急加速を控えるなど、通
常のガソリン車と同様の心がけが必要で
す。（ P.228）

■雨の日の運転について

●雨の日は視界が悪くなり、またガラスが
曇ったり、路面がすべりやすくなったり
するので、慎重に走行してください。

●雨の降りはじめは路面がよりすべりや
すいため、慎重に走行してください。

運転にあたって

安全運転を心がけて、手順に従って
走行してください。

安全に走行するには
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転

●雨の日の高速走行などでは、タイヤと路
面のあいだに水膜が発生し、ハンドルや
ブレーキが効かなくなるおそれがある
ので、スピードは控えめにしてくださ
い。

■走行中のエンジン回転数について

次の場合、走行中にエンジン回転数が高く
なることがあります。これは走行状況に合
わせてシフトアップの制限、またはシフト
ダウンの実施を自動的に行うためで、急加
速を示すものではありません。

●車両が上り坂、または下り坂を走行して
いると判断したとき

●アクセルペダルを離したとき

●ブレーキペダルを大きくまたはすばや
く踏み込んだとき

■エンジン出力＜ハイブリッドシステム
出力＞の抑制制御（ブレーキオーバーラ
イドシステム）

●アクセルペダルとブレーキペダルが同
時に踏まれたとき、エンジン出力＜ハイ
ブリッドシステム出力＞を抑制する場
合があります。

●ブレーキオーバーライドシステム作動
中は、マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージが表示されます。表
示された画面の指示に従ってください。

■急発進の抑制について（ドライブスター
トコントロール）

●次のような通常と異なる操作が行われ
た場合、エンジン出力＜ハイブリッドシ
ステム出力＞を抑制する場合がありま
す。

･ アクセルペダルを踏み込んだまま、シフ
トポジションを切りかえた（R から D、
D または M から R、N から R、P から

D※、Pから R※）とき
この場合、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示され
ます。表示された画面の指示に従ってく

ださい。
･ 後退時にアクセルペダルを踏みすぎた
とき

※状況によっては操作できない場合があ
ります。

●ドライブスタートコントロールが作動
していると、ぬかるみや新雪などからの
脱出が困難な場合があります。そのよう
なときは、TRC の作動を停止（ P.224）
することにより、ドライブスタートコン
トロールが停止し、脱出しやすくなりま
す。

■運転標識の取り付けについて

磁石式の初心運転者標識や高齢運転者標
識などをバンパー・アルミ部分・カーボン

部品★に取り付けることはできません。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■オーバーヒートについて

次のようなきびしい走行状況ではオー
バーヒートになるおそれがあります。

●暑い日に長い上り坂を走行する

●高速走行直後に急減速や急停止をする

■高摩擦ブレーキパッドについて

車速、制動力や車両を取り巻く環境（気温、
湿度など）によってはブレーキノイズが発
生することがあります。

警告

次の警告をお守りください。お守りいた
だかないと重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。



130 4-1. 運転にあたって

警告

■発進するとき

LC500：車が動き出すことによる事故
を防ぐため、エンジンがかかったまま停
車しているときは、常にブレーキペダル
を踏んでください。クリープ現象で車が
動き出すのを防ぎます。

LC500h：車が動き出すことによる事故
を防ぐため、READY インジケーターが
点灯している状態で停車しているとき
は、常にブレーキペダルを踏んでくださ
い。クリープ現象で車が動き出すのを防
ぎます。

■運転するとき

●踏み間違いを避けるため、ブレーキペ
ダルとアクセルペダルの位置を十分
把握した上で運転してください。

･ アクセルペダルをブレーキペダルと
間違えて踏むと、車が急発進して思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

･ 後退するときは体をひねった姿勢と
なるため、ペダルの操作がしにくくな
ります。ペダル操作が確実にできるよ
う注意してください。

･ 車を少し移動させるときも正しい運
転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク
セルペダルが確実に踏めるようにし
てください。

･ ブレーキペダルは右足で操作してく
ださい。左足でのブレーキ操作は緊急
時の反応が遅れるなど、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

●LC500h：ハイブリッド車は電気モー
ターでの走行時にエンジン音がしな
いため、周囲の人が車両の接近に気が
付かない場合があります。車両接近通
報装置がONでも、周囲の騒音などが
大きい場合は、車両の接近に気が付か
ないことがありますので、十分注意し
て運転してください。特に車両接近通
報装置を OFF にしているときは、注
意が必要です。

●燃えやすいものの上を走行したり、可
燃物付近に車を停めたりしないでく
ださい。
排気管や排気ガスは高温になり、可燃
物が近くにあると火災になるおそれ
があり危険です。

●通常走行時は、走行中にエンジン＜ハ
イブリッドシステム＞を停止しない
でください。走行中にエンジン＜ハイ
ブリッドシステム＞を停止してもハ
ンドルやブレーキの操作は可能です
が、ハンドルの操作力補助がなくな
り、ハンドル操作が困難になります。
安全を確認した上で、すみやかに道路
脇に停車してください。
なお、通常の方法で車両を停止するこ
とができないような緊急時は、P.296
を参照してください。

●急な下り坂では、エンジンブレーキを
使用してスピードを下げてください。
フットブレーキを連続して使いすぎ
ると、ブレーキが過熱して正常に機能
しなくなります。（ P.146, 152）

●走行中はハンドル・シート・ドアミ
ラー・インナーミラーの調整をしない
でください。
運転を誤るおそれがあります。

●すべての乗員は頭や手、その他の体の
一部を車から出さないようにしてく
ださい。
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警告

■すべりやすい路面を運転するとき

●急ブレーキ・急加速・急ハンドルはタ
イヤがスリップし、車両の制御ができ
なくなるおそれがあります。

●急激なアクセル操作、シフト操作によ
るエンジンブレーキやエンジン回転
数の変化は、車が横すべりするなどし
て、思わぬ事故につながるおそれがあ
り危険です。

●水たまり走行後はブレーキペダルを
軽く踏んでブレーキが正常に働くこ
とを確認してください。ブレーキパッ
ドがぬれるとブレーキの効きが悪く
なったり、ぬれていない片方だけが効
いたりしてハンドルをとられるおそ
れがあります。

■シフトポジションを変更するとき

●LC500：前進側のシフトポジション
のまま惰性で後退したり、Rのまま惰
性で前進することは絶対にやめてく
ださい。
エンジンが停止し、ブレーキの効きが
悪くなったり、ハンドル操作が重く
なったりして、思わぬ事故や故障の原
因となるおそれがあります。
LC500h：前進側のシフトポジション
のまま惰性で後退したり、Rのまま惰
性で前進することは絶対にやめてく
ださい。
思わぬ事故や故障につながるおそれ
があります。

●車両が動いているあいだは、P ポジ
ションスイッチを押さないでくださ
い。トランスミッションにダメージを
与えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

●車両が前進しているあいだは、シフト
ポジションをRにしないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができな
くなるおそれがあります。

●車両が後退しているあいだは、シフト
ポジションを前進側のシフトポジ
ションにしないでください。トランス
ミッションにダメージを与えたり、車
両のコントロールができなくなるお
それがあります。

●LC500：走行中にシフトポジション
を N にすると、トランスミッション
とエンジンの動力伝達が解除され、エ
ンジンブレーキが効かなくなります。
LC500h：走行中にシフトポジション
を N にすると、ハイブリッドシステ
ムの動力伝達が解除され、エンジンブ
レーキが効かなくなります。

●アクセルペダルを踏み込んだまま操
作しないように気を付けてください。
シフトポジションが P または N 以外
にあると、車が急発進して思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。
シフトポジションの変更後は、メー
ター内のシフトポジション表示灯で
現在のシフトポジションを必ず確認
してください。

■ブレーキパッドの摩耗について

次のいずれかのときは、できるだけ早く
レクサス販売店で点検を受け、ブレーキ
パッドを交換してください。

●ブレーキパッドの厚さを4輪とも目視
で点検し、どれか 1つでも使用限度を
こえている場合（使用限度については
P.345を参照してください）
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警告

●ブレーキパッド摩耗の警告メッセー
ジが表示された場合（右輪のみ検知）

必要なときにパッドの交換が行われな
いと、ディスクローターの損傷につなが
る場合があります。

パッドやローターなどの部品は、役割を
果たすと共に摩耗していきます。摩耗の
限度をこえて走行すると故障を引き起
こすばかりでなく、事故につながるおそ
れがあります。

■停車するとき

●LC500：空ぶかしをしないでくださ
い。
シフトポジションが P または N 以外
にあると、車が急発進して思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。
LC500h：不必要にアクセルペダルを
踏み込まないでください。
シフトポジションが P または N 以外
にあると、車が急発進して思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

●LC500：車が動き出すことによる事
故を防ぐため、エンジン回転中は常に
ブレーキペダルを踏み、必要に応じて
パーキングブレーキをかけてくださ
い。
LC500h：車が動き出すことによる事
故を防ぐため、READY インジケー
ターが点灯しているときは常にブ
レーキペダルを踏み、必要に応じて
パーキングブレーキをかけてくださ
い。

●坂道で停車するときは、前後に動き出
して事故につながることを防ぐため、
常にブレーキペダルを踏み、必要に応
じてパーキングブレーキをかけてく
ださい。

●停車中に空ぶかしをしないでくださ
い。
排気管が過熱し、可燃物が近くにある
と火災につながるおそれがあり危険
です。

■駐車するとき

●炎天下では、メガネ・ライター・スプ
レー缶や炭酸飲料の缶などを車内に
放置しないでください。
放置したままでいると、次のようなこ
とが起こるおそれがあり危険です。

･ ライターやスプレー缶からガスがも
れたり、出火する

･ プラスチックレンズ・プラスチック素
材のメガネが、変形またはひび割れを
起こす

･ 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚し
たり、電気部品がショートする原因に
なる

●ライターを車内に放置したままにし
ないでください。ライターをグローブ
ボックスなどに入れておいたり、車内
に落としたままにしておくと、荷物を
押し込んだりシートを動かしたとき
にライターの操作部が誤作動し、火災
につながるおそれがあり危険です。

●ウインドウガラスなどには吸盤を取
り付けないでください。また、インス
トルメントパネルやダッシュボード
の上に芳香剤などの容器を置かない
でください。
吸盤や容器がレンズの働きをして、車
両火災につながるおそれがあり危険
です。
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警告

●シルバー色などの金属蒸着フィルム
を曲面ガラスに貼った場合は、ドアや
ウインドウを開けたまま放置しない
でください。
直射日光が曲面ガラスの内側に反射
し、レンズの働きをして火災につなが
るおそれがあり危険です。

●LC500：車から離れるときは、必ず
パーキングブレーキをかけ、シフトポ
ジションを P にし、エンジンを停止
し、施錠してください。
エンジンがかかっているあいだは、車
から離れないでください。
パーキングブレーキをかけずにシフ
トポジションをP にした状態では、車
が動き思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。
LC500h：車から離れるときは、必ず
パーキングブレーキをかけ、シフトポ
ジションを Pにし、ハイブリッドシス
テムを停止し、施錠してください。
READY インジケーターが点灯してい
るあいだは、車から離れないでくださ
い。
パーキングブレーキをかけずにシフ
トポジションをP にした状態では、車
が動き思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。

●LC500：エンジン回転中またはエン
ジン停止直後は排気管にふれないで
ください。
やけどをするおそれがあります。
LC500h：READY インジケーターが
点灯しているとき、またはハイブリッ
ドシステム停止直後は排気管にふれ
ないでください。
やけどをするおそれがあります。

■仮眠するとき

LC500：必ずエンジンを停止してくだ
さい。
エンジンをかけたまま仮眠すると、無意
識にシフトレバーを動かしたり、アクセ
ルペダルを踏み込んだりして、事故やエ
ンジンの異常過熱による火災が発生す
るおそれがあります。さらに、風通しの
悪い場所に停めると、排気ガスが車内に
侵入し、重大な健康障害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

LC500h：必ずハイブリッドシステムを
停止してください。
READY インジケーターが点灯した状態
のまま仮眠すると、無意識にシフトレ
バーを動かしたり、アクセルペダルを踏
み込んだりして、事故やハイブリッドシ
ステムの異常過熱による火災が発生す
るおそれがあります。さらに、風通しの
悪い場所に停めると、排気ガスが車内に
侵入し、重大な健康障害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

■ブレーキをかけるとき

●ブレーキがぬれているときは、普段よ
りも注意して走行してください。
ブレーキがぬれていると、制動距離が
長くなり、ブレーキのかかりに、左右
の違いが出るおそれがあります。ま
た、パーキングブレーキがしっかりと
かからないおそれもあります。

●電子制御ブレーキシステムが機能し
ないときは、他の車に近付いたりしな
いでください。また、下り坂や急カー
ブを避けてください。
この場合ブレーキは作動しますが、通
常よりも強く踏む必要があります。ま
た制動距離も長くなります。ただちに
ブレーキの修理を受けてください。
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警告

●ブレーキシステムは2つ以上の独立し
たシステムで構成されており、1つの
油圧システムが故障しても、残りは作
動します。この場合、ブレーキペダル
を通常より強く踏む必要があり、制動
距離が長くなります。ただちにブレー
キの修理を受けてください。

注意

■運転しているとき

●運転中にアクセルペダルとブレーキ
ペダルを同時に踏まないでください。
アクセルペダルとブレーキペダルを
同時に踏むと、エンジン出力＜ハイブ
リッドシステム出力＞を抑制する場
合があります。

●坂道で停車するために、アクセルペダ
ルを使ったり、アクセルペダルとブ
レーキペダルを同時に踏んだりしな
いでください。

■部品の損傷を防ぐために

●パワーステアリングモーターの損傷
を防ぐため、ハンドルをいっぱいにま
わした状態を長く続けないでくださ
い。

●ディスクホイールなどの損傷を防ぐ
ため、段差などを通過するときは、で
きるだけゆっくり走行してください。

■走行中にタイヤがパンクしたら

次のようなときはタイヤのパンクや損
傷が考えられます。ハンドルをしっかり
持って徐々にブレーキをかけ、スピード
を落としてください。

●ハンドルがとられる

●異常な音や振動がある

●車両が異常に傾く

タイヤがパンクした場合の対処法は
P.318 を参照してください。

■冠水路走行に関する注意

大雨などで冠水した道路では、次のよう
な重大な損傷を与えるおそれがあるた
め、走行しないでください。

●エンストする

●電装品がショートする

●水を吸い込んでのエンジン破損

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸
かってしまったときは必ずレクサス販
売店で次の点検をしてください。

●ブレーキの効き具合

●エンジン・トランスミッション・ディ
ファレンシャルなどのオイルやフ
ルードの量および質の変化

●プロペラシャフト・各ベアリング・各
ジョイント部などの潤滑不良

冠水によりシフト制御システムが損傷
すると、シフトポジションが Pに切りか
えられない、または Pから他のシフトポ
ジションに切りかえられなくなる可能
性があります。その場合はレクサス販売
店へご連絡ください。

■駐車するとき

必ずパーキングブレーキをかけ、シフト
ポジションを Pにしてください。パーキ
ングブレーキをかけシフトポジション
を Pにしておかないと、車が動き出した
り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだ
ときに急発進するおそれがあります。
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荷物を積むときの注意

安全で快適なドライブをするため
に、荷物を積むときは次のことをお
守りください。

警告

■積んではいけないもの

次のようなものを積むと引火するおそ
れがあり危険です。

●燃料が入った容器

●スプレー缶

■荷物を積むとき

お守りいただかないと、ブレーキペダ
ル・アクセルペダルを正しく操作できな
かったり、荷物が視界をさえぎったり、
荷物が乗員に衝突したりして、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

●できるだけ荷物はトランクに積んで
ください。

●次の場所には荷物を積まないでくだ
さい。

･ 運転席足元

･ 助手席やリヤ席（荷物を積み重ねる場
合）

･ パッケージトレイ

･ インストルメントパネル

･ ダッシュボード

･ センターディスプレイの前

●室内に積んだ荷物はすべてしっかり
と安定させてください。

■荷物の重量・荷重のかけ方について

●荷物を積み過ぎないでください。

●荷重を不均等にかけないようにして
ください。

これはタイヤに負担をかけるだけでな
く、ハンドル操作性やブレーキ制御の低
下により思わぬ事故につながり、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
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4-2. 運転のしかた

1 パーキングブレーキがかかってい
ることを確認するため、パーキン
グブレーキスイッチを押す
（ P.159）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

2 ブレーキペダルをしっかり踏む

マルチインフォメーションディスプレイ

に とメッセージが表示されます。

表示されないと、エンジンは始動しませ
ん。

3 エンジンスイッチを短く確実に押
す

短く確実に押せば、押し続ける必要はあり
ません。

エンジンが始動するまで最大 30 秒間ス
ターターが回転します。

完全にエンジンが始動するまでブレーキ
ペダルを踏み続けてください。

エンジンスイッチのどのモードからでも

エンジンを始動できます。

知識

■エンジンスイッチ照明

状況に応じて、次のようにエンジンスイッ
チ照明が切りかわります。

●いずれかのドアが開いているとき、もし
くはエンジンスイッチをアクセサリー
モードまたはイグニッションONモード
からOFFにしたときは、エンジンスイッ
チ照明が遅く点滅します。

●電子キーを携帯したままブレーキペダ
ルを踏むと、エンジンスイッチ照明が速
く点滅します。

●エンジンスイッチがアクセサリーモー
ド、またはイグニッションONモードの
ときは、エンジンスイッチ照明が点灯し
ます。

■エンジンが始動しないときは

●エンジンイモビライザーシステムが解
除されていない可能性があります。
（ P.59）
レクサス販売店へご連絡ください。

●始動操作に関するメッセージがマルチ
インフォメーションディスプレイに表
示されている場合は、画面の指示に従っ
てください。

エンジン（イグニッショ
ン）スイッチ（LC500）

電子キーを携帯して次の操作を行
うことで、エンジンの始動またはエ
ンジンスイッチのモードを切りか
えることができます。

エンジンをかけるには
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■補機バッテリーがあがったときは

スマートエントリー＆スタートシステム
でエンジンを始動することができません。
エンジンを始動するには、P.327 を参照し
てください。

■電池の消耗について

P.285

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に働かないおそれのある状況

P.108

■ご留意いただきたいこと

P.109

■ステアリングロック機能

●エンジンスイッチを OFF にしたあとに
ドアを開閉すると、ステアリングロック
機能によりハンドルが固定されます。エ
ンジンスイッチを操作すると、ステアリ
ングロックは自動で解除されます。

●ステアリングロックが解除できないと
きは、マルチインフォメーションディス
プレイに “ ハンドルを左右に回しなが
らエンジンスイッチを押してください
”が表示されます。シフトポジションが
Pにあることを確認して、ハンドルを左
右にまわしながらエンジンスイッチを
短く確実に押してください。

●短時間にエンジンの始動・停止をくり返
すと、モーターのオーバーヒート防止の
ために作動制限することがあります。そ
の場合は操作を控えてください。10 秒
程度でもとの状態にもどります。

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムに異常があるとき

マルチインフォメーションディスプレイ
に “ スマートエントリー＆スタートシス
テム故障　取扱書を確認 ” が表示された
ときは、システムに異常があるおそれがあ
ります。ただちにレクサス販売店で点検を
受けてください。

■電子キーの電池交換

P.285

■エンジンスイッチの操作について

●スイッチを短く確実に押せていない場
合は、モードの切りかえやエンジンの始
動ができない場合があります。

●エンジンスイッチOFF後、すぐに再始動
した場合は、エンジンが始動しない場合
があります。エンジンスイッチ OFF 後
の再始動は、数秒待ってから操作してく
ださい。

■カスタマイズ機能

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
は、P.323 を参照してください。

警告

■エンジンを始動するとき

必ず運転席に座って行ってください。こ
のとき決してアクセルペダルは踏まな
いでください。
思わぬ事故につながり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■走行中の警告

エンジンの停止などで車両滑走状態に
なったときは、車両が安全な状態で停止
するまでドアを開けたり、ロック操作を
したりしないでください。ステアリング
ロック機能が作動し、思わぬ事故につな
がり、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。
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1 車両を完全に停止させる
2 パーキングブレーキがマニュアル
モードのときは、パーキングブ
レーキをかける（ P.159）

3 P ポジションスイッチを押す
（ P.149）

シフトポジション表示灯が P であること
を確認します。（ P.148）

4 エンジンスイッチを押す

エンジンが停止し、メーター表示が消えま
す。（シフトポジション表示灯は、メーター
表示が消えたあとも数秒間表示されてい
ます）

5 メーターの“アクセサリー”や
“イグニッションON”の表示が
消灯していることを確認する

知識

■自動Pポジション切りかえ機能について

P.149

ブレーキペダルを踏まずにエンジン
スイッチを押すと、モードを切りかえ
ることができます。（スイッチを押す
ごとにモードが切りかわります）

注意

■エンジンを始動するとき

●エンジンが冷えた状態で空ぶかしし
ないでください。

●もしエンジンが始動しにくかったり、
ひんぱんにエンストする場合は、ただ
ちにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

■エンジンスイッチの操作について

エンジンスイッチ操作時に引っかかり
などの違和感があるときは、故障のおそ
れがあります。すみやかにレクサス販売
店にご連絡ください。

エンジンを停止するには

警告

■緊急時のエンジン停止方法

●走行中にエンジンを緊急停止したい
場合には、エンジンスイッチを 2秒以
上押し続けるか、素早く 3回以上連続
で押してください。（ P.296）
ただし、緊急時以外は走行中にエンジ
ンスイッチにふれないでください。走
行中にエンジンを停止してもハンド
ルやブレーキの操作は可能ですが、ハ
ンドルの操作力補助がなくなり、ハン
ドル操作が困難になります。安全を確
認した上で、すみやかに道路脇に停車
してください。

●走行中にエンジンスイッチを操作す
ると、マルチインフォメーションディ
スプレイに警告メッセージが表示さ
れ、警告ブザーが鳴ります。

●走行中にエンジンを緊急停止したあ
と、走行中にエンジンを再始動させる
場合は、エンジンスイッチを押してく
ださい。

エンジンスイッチを切りかえる
には
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1 OFF
非常点滅灯が使用できます。

2 アクセサリーモード
オーディオなどの電装品が使用できます。
メーターに“アクセサリー”が表示され
ます。

3 イグニッションONモード
すべての電装品が使用できます。
メーターに“イグニッションON”が表
示されます。

知識

■自動電源 OFF 機能

シフトポジションが P にあるとき、20 分
以上アクセサリーモードか1時間以上イグ
ニッション ONモード（エンジンがかかっ
ていない状態）にしたままにしておくと、
エンジンスイッチが自動で OFF になりま
す。
ただし、自動電源 OFF 機能は、補機バッ
テリーあがりを完全に防ぐものではあり
ません。エンジンがかかっていないとき
は、エンジンスイッチをアクセサリーモー

ド、またはイグニッション ONモードにし
たまま長時間放置しないでください。

■シフト制御システムについて

シフト制御システムが故障すると、エンジ
ンスイッチを操作して OFF にしようとし
てもアクセサリーモードになることがあ
ります。その場合は、パーキングブレーキ
をかけてからエンジンスイッチを操作す
るとOFF にすることができます。

システムが故障した場合は、すみやかに
レクサス販売店で点検を受けてください。

注意

■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

●エンジンがかかっていないときは、エ
ンジンスイッチをアクセサリーモー
ドまたはイグニッションONモードに
したまま長時間放置しないでくださ
い。

●エンジンがかかっていないときに、
メーターの“アクセサリー”または
“ イグニッション ON” の表示が消
灯していない場合、エンジンスイッチ
が OFF になっていません。エンジン
スイッチを OFF にしてから車両を離
れてください。
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1 パーキングブレーキがかかってい
ることを確認するため、パーキン
グブレーキスイッチを押す
（ P.159）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

2 ブレーキペダルをしっかり踏む

マルチインフォメーションディスプレイ

に とメッセージが表示されます。

表示されないと、ハイブリッドシステムは
始動しません。

シフトポジションが N と表示されている
ときは、ハイブリッドシステムを始動でき
ません。ハイブリッドシステムの始動時
は、シフトポジションを P にしてくださ
い。（ P.155）

3 パワースイッチを短く確実に押す

短く確実に押せば、押し続ける必要はあり
ません。

READY インジケーターが点灯すれば、ハ
イブリッドシステムは正常に始動してい
ます。

READYインジケーターが点灯するまでブ
レーキペダルを踏み続けてください。

パワースイッチのどのモードからでもハ

イブリッドシステムを始動できます。

4 READY インジケーターが点灯し
たことを確認する

READYインジケーターが点滅から点灯に
かわり、ブザーが鳴れば、ハイブリッドシ
ステムは正常に始動しています。

READYインジケーターが消灯している状
態では走行できません。

READY インジケーターが点灯していれ
ば、ガソリンエンジンが停止していても走
行できます。（車両の状態に応じて、ガソ
リンエンジンは自動で始動・停止します）

知識

■パワースイッチ照明

状況に応じて、次のようにパワースイッチ
照明が切りかわります。

●いずれかのドアが開いているとき、もし
くはパワースイッチをアクセサリー
モードまたは ON モードから OFF にし
たときは、パワースイッチ照明が遅く点
滅します。

●電子キーを携帯したままブレーキペダ
ルを踏むと、パワースイッチ照明が速く
点滅します。

●パワースイッチがアクセサリーモード、
または ON モードのときは、パワース
イッチ照明が点灯します。

パワー（イグニッション）
スイッチ（LC500h）

電子キーを携帯して次の操作を行
うことで、ハイブリッドシステムの
始動またはパワースイッチのモー
ドを切りかえることができます。

ハイブリッドシステムを始動す
るには
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■ハイブリッドシステムが始動しないと
きは

●イモビライザーシステムが解除されて
いない可能性があります。（ P.59）
レクサス販売店へご連絡ください。

●始動操作に関するメッセージがマルチ
インフォメーションディスプレイに表
示されている場合は、画面の指示に従っ
てください。

■外気温が低いときは

●ハイブリッドシステム始動時に READY
インジケーターの点滅時間が長くなる
ことがあります。READYインジケーター
が点灯すれば走行可能になりますので
点灯するまでそのままお待ちください。

●極寒の環境などで駆動用電池の温度が
著しく低くなっている場合（およそー
30 ℃以下）、ハイブリッドシステムが始
動できなくなることがあります。その場
合は気温の上昇を待つなど、駆動用電池
の温度が上がってから再度始動操作を
してください。

■ハイブリッド車特有の音と振動につい
て

P.53

■補機バッテリーがあがったときは

スマートエントリー＆スタートシステム
でハイブリッドシステムを始動すること
ができません。ハイブリッドシステムを始
動するには、P.327 を参照してください。

■電池の消耗について

P.285

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に働かないおそれのある状況

P.108

■ご留意いただきたいこと

P.109

■ステアリングロック機能

●パワースイッチを OFF にしたあとにド
アを開閉すると、ステアリングロック機
能によりハンドルが固定されます。パ
ワースイッチを操作すると、ステアリン
グロックは自動で解除されます。

●ステアリングロックが解除できないと
きは、マルチインフォメーションディス
プレイに “ ハンドルを左右に回しなが
らパワースイッチを押してください ”
が表示されます。ハンドルを左右にまわ
しながらパワースイッチを短く確実に
押してください。

●短時間にハイブリッドシステムの始動・
停止をくり返すと、モーターのオーバー
ヒート防止のために作動制限すること
があります。その場合は操作を控えてく
ださい。10 秒程度でもとの状態にもど
ります。

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムに異常があるとき

マルチインフォメーションディスプレイ
に “ スマートエントリー＆スタートシス
テム故障　取扱書を確認 ” が表示された
ときは、システムに異常があるおそれがあ
ります。ただちにレクサス販売店で点検を
受けてください。

■万一、READY インジケーターが点灯し
ないときは

正しい手順で始動操作を行っても READY
インジケーターが点灯しない場合は、ただ
ちにレクサス販売店へご連絡ください。
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■ハイブリッドシステムに異常があると
きは

P.58

■電子キーの電池交換

P.285

■パワースイッチの操作について

●スイッチを短く確実に押せてない場合
は、モードの切りかえやハイブリッドシ
ステムの始動ができない場合がありま
す。

●パワースイッチOFF後、すぐに再始動し
た場合は、ハイブリッドシステムが始動
しない場合があります。パワースイッチ
OFF 後の再始動は、数秒待ってから操作
してください。

■カスタマイズ機能

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
は、P.323 を参照してください。

1 車両を完全に停止させる
2 パーキングブレーキがマニュアル
モードのときは、パーキングブ
レーキをかける（ P.159）

3 Pポジションスイッチを押す
（ P.155）

シフトポジション表示灯が P であること
を確認します。（ P.154）

4 パワースイッチを押す

ハイブリッドシステムが停止し、メーター
表示が消えます。（シフトポジション表示
灯は、メーター表示が消えたあとも数秒間
表示されています）

5 メーターの“アクセサリー”や
“イグニッションON”の表示が
消灯していることを確認する

知識

■自動Pポジション切りかえ機能について

P.155

警告

■ハイブリッドシステムを始動すると
き

必ず運転席に座って行ってください。こ
のとき決してアクセルペダルは踏まな
いでください。
思わぬ事故につながり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■走行中の警告

ハイブリッドシステムの停止などで車
両滑走状態になったときは、車両が安全
な状態で停止するまでドアを開けたり、
ロック操作をしたりしないでください。
ステアリングロック機能が作動し、思わ
ぬ事故につながり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

注意

■ハイブリッドシステムを始動すると
き

もしハイブリッドシステムが始動しに
くい場合は、ただちにレクサス販売店で
点検を受けてください。

■パワースイッチの操作について

パワースイッチ操作時に引っかかりな
どの違和感があるときは、故障のおそれ
があります。すみやかにレクサス販売店
にご連絡ください。

ハイブリッドシステムを停止す
るには
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ブレーキペダルを踏まずにパワース
イッチを押すと、モードを切りかえる
ことができます。（スイッチを押すご
とにモードが切りかわります）

1 OFF
非常点滅灯が使用できます。

2 アクセサリーモード
オーディオなどの電装品が使用できます。
メーターに“アクセサリー”が表示され
ます。

3 ONモード
すべての電装品が使用できます。
メーターに“イグニッションON”が表
示されます。

知識

■自動電源 OFF 機能

シフトポジションが P にあるとき、20 分
以上アクセサリーモードか1時間以上ON
モード（ハイブリッドシステムが作動して
いない状態）にしたままにしておくと、パ
ワースイッチが自動で OFF になります。
ただし、自動電源 OFF 機能は、補機バッ
テリーあがりを完全に防ぐものではあり
ません。ハイブリッドシステムが作動して
いないときは、パワースイッチをアクセサ
リーモード、または ONモードにしたまま

警告

■緊急時のハイブリッドシステム停止
方法

●走行中にハイブリッドシステムを緊
急停止したい場合には、パワースイッ
チを 2秒以上押し続けるか、素早く 3
回以上連続で押してください。
（ P.296）
ただし、緊急時以外は走行中にパワー
スイッチにふれないでください。走行
中にハイブリッドシステムを停止し
てもハンドルやブレーキの操作は可
能ですが、ハンドルの操作力補助がな
くなり、ハンドル操作が困難になりま
す。安全を確認した上で、すみやかに
道路脇に停車してください。

●走行中にパワースイッチを操作する
と、マルチインフォメーションディス
プレイに警告メッセージが表示され、
警告ブザーが鳴ります。

●走行中にハイブリッドシステムの緊
急停止したあと、走行中にハイブリッ
ドシステムを再始動させる場合は、パ
ワースイッチを押してください。

パワースイッチを切りかえるに
は
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長時間放置しないでください。

■シフト制御システムについて

シフト制御システムが故障すると、パワー
スイッチを操作して OFF にしようとして
もアクセサリーモードになることがあり
ます。その場合は、パーキングブレーキを
かけてからパワースイッチを操作すると
OFF にすることができます。

システムが故障した場合は、すみやかに
レクサス販売店で点検を受けてください。

EV ドライブモードスイッチを押す

EV ドライブモードになると、EV ドライ
ブモード表示灯が点灯します。

もう一度スイッチを押すと通常走行（ガソ
リンエンジンと電気モーターによる走行）
にもどります。

知識

■EV ドライブモードの切りかえについて

次のときは EV ドライブモードに切りかわ
らない場合があります。EV ドライブモー
ドに切りかわらないときはブザーが鳴り、
マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されます。

注意

■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

●ハイブリッドシステム停止中は、パ
ワースイッチをアクセサリーモード
またはONモードにしたまま長時間放
置しないでください。

●ハイブリッドシステム停止中に、メー
ターの “アクセサリー” や “ イグ
ニッションON”の表示が消灯してい
ない場合、パワースイッチが OFF に
なっていません。パワースイッチを
OFF にしてから車両を離れてくださ
い。

EVドライブモード
（LC500h）

EV ドライブモードは、駆動用電池
から電力を供給し、電気モーターの
みを使って走行するモードです。早
朝、深夜の住宅街や屋内の駐車場な
どで、騒音や排気ガスを気にするこ
となく走行することができます。

通常は車両接近通報装置が ON に
なっているため、静かに走行したい
場合は OFF にしてください。
（ P.54）

EV ドライブモードの切りかえ
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●ハイブリッドシステムが高温のとき
炎天下に駐車したあとや登降坂、高速走
行後など

●ハイブリッドシステムが低温のとき
約0℃を下まわるような低温下に長時間
駐車したあとなど

●ガソリンエンジンが暖機運転中のとき

●駆動用電池の充電量が低いとき
エネルギーモニターに表示される駆動
用電池の残量が少ない状態（ P.88）

●車速が高いとき

●アクセルペダルを大きく踏み込んだと
きや坂道など

●フロントウインドウガラスの曇り取り
を使用しているとき

●シフトポジションがMのとき

■ガソリンエンジンが冷えているときの
EV ドライブモードの切りかえについて

ガソリンエンジンが冷えているときにハ
イブリッドシステムを始動した場合、暖機
運転のためガソリンエンジンが自動的に
始動し、EV ドライブモードに切りかえる
ことができなくなります。

ブレーキペダルをしっかり踏み、EV ドラ
イブモードスイッチを押しながらパワー
スイッチを押すことで、ガソリンエンジン
を始動せずにハイブリッドシステムを始
動でき、暖機運転を控えて騒音を抑えるこ
とができます。

■EV ドライブモードの自動解除について

EV ドライブモードで走行中、次のときは
自動的に通常走行（ガソリンエンジンと電

気モーターによる走行）になることがあり
ます。EV ドライブモードが解除されると
きは、ブザーが鳴り、EV ドライブモード
表示灯が点滅したあと、消灯します。

●駆動用電池の充電量が低下したとき
エネルギーモニターに表示される駆動
用電池の残量が少ない状態（ P.88）

●車速が高いとき

●アクセルペダルを大きく踏み込んだと
きや坂道など

自動解除されるときは、前もってマルチイ
ンフォメーションディスプレイに表示し
て知らせます。

■EV ドライブモードの走行可能距離

EV ドライブモードの走行可能距離は数百
m から約 1km 程度です。ただし、車両の
状況によっては EV ドライブモードが使用
できない場合があります。（走行距離は、駆
動用電池の充電量や走行状態によって異
なります）

■燃費について

ハイブリッドシステムは、通常走行（ガソ
リンエンジンと電気モーターによる走行）
において、最も燃費がよくなるように制御
されています。EV ドライブモードを多用
すると、燃費が悪くなることがあります。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“EVモードに現在切りかえできま
せん”と表示されたときは

EV ドライブモードを使用できません。EV
ドライブモードを使用できない理由（暖機
中／電池充電不足／ EV 速度域超過／アク
セル踏み過ぎ）が表示される場合がありま
す。EV ドライブモードが使用できる状況
になってから使用してください。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“EVモードが解除されました”と
表示されたときは

EV ドライブモードが自動解除されていま
す。EV ドライブモードを使用できない理
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由（電池充電不足／ EV 速度域超過／アク
セル踏み過ぎ）が表示される場合がありま
す。しばらく走行してから使用してくださ
い。

※1燃費向上や騒音の低減のために、通常
は D を使用してください。パドルス
イッチの操作で、走行に適したレンジ
を選択することができます。

※2M モードは任意のギヤ段に固定して走
行することができます。

知識

■シフトポジションについて

●エンジンスイッチが OFF またはアクセ
サリーモードのときはシフトポジショ
ンの切りかえはできません。

●エンジンスイッチがイグニッション ON
モードのときは、Nにのみ切りかえが可
能です。

●エンジンがかかっているときは、Pから、
D・N・Rを選択できます。

●D以外から直接、Mに切りかえることは
できません。

また、次に示す操作をするとブザーが鳴

警告

■走行中の警告

EV ドライブモードではエンジン音がし
ないため、周囲の人が車両の発進や接近
に気が付かない場合があります。車両接
近通報装置が ONでも、周囲の騒音など
が大きい場合は、車両の接近に気が付か
ない場合がありますので、十分注意して
運転してください。特に車両接近通報装
置を OFF にしているときは、注意が必
要です。

オートマチックトランス
ミッション（LC500）

目的や状況に応じてシフトポジ
ションを選択してください。

シフトポジションの使用目的に
ついて

シフトポジ
ション

目的および状態

P 駐車またはエンジンの始動

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行※1

M
Mモード走行※2

（ P.151）
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り、シフトポジションの切りかえが無効に
なるときや、自動的に Nに切りかわる場合
があります。その場合は適切なシフトポジ
ションに切りかえてください。

●シフトポジションの切りかえを無効に
するとき

･ Pからブレーキペダルを踏まずにシフト
レバーを操作したとき

･ P または Nから、Mを選択したとき
･ 走行中に、Pポジションスイッチを押し

たとき※1

●自動的にシフトポジションがNに切りか
わるとき

･ 車両が前進しているときにRを選択した

とき※2

･ 車両が後退しているときにDを選択した

とき※3

･ R からMを選択したとき

●一定以上の速度で走行中にNを選択した
場合は、シフトレバーをNの位置で保持
しなくても Nに切りかわります。この場
合はブザーが鳴り、マルチインフォメー
ションディスプレイに確認メッセージ
が表示され、Nにかわったことを運転者
に知らせます。

※1極低速走行時は、Pに切りかわることが
あります。

※2低速走行時は、Rに切りかわることがあ
ります。

※3低速走行時は、Dに切りかわることがあ
ります。

■リバース警告ブザー

シフトポジションをRにするとブザーが鳴
り、Rにあることを運転者に知らせます。

■オートマチックトランスミッションの
保護制御

トランスミッションフルードの温度が高
くなると、マルチインフォメーションディ
スプレイに“ATオイル高温 取扱書を確認
してください ” が表示され、自動的に保

護モードに入ります。レクサス販売店で点
検を受けてください。

■レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）を使って走行していると
き

エンジンブレーキを目的に次の操作を
行っても、レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）が解除されないた
めエンジンブレーキは効きません。

●Dポジションでのレンジ選択走行中に
9・8・7・6・5または 4にレンジダ
ウンしたとき（ P.150）

●Dポジションで走行中に走行モードをス
ポーツモードにしたとき（ P.203）

■急発進の抑制について（ドライブスター
トコントロール）

P.129

■AI-SHIFT

AI-SHIFT は、運転者の運転操作と走行状
況により、自動的に適切なギヤ段に切りか
えます。
AI-SHIFT は、シフトポジションを D にし
ているとき自動的に作動します。（シフト
ポジションを M にすると機能が解除され
ます）

■シフト操作に関するメッセージがマル
チインフォメーションディスプレイに
表示されたとき

誤操作やシステムの状況等によりシフト
ポジションが切りかわらない、またはシフ
ト操作が無効にされたときには、切りかえ
ができない原因や、正しい操作方法などに
関するメッセージが、マルチインフォメー
ションディスプレイに表示されます。その
場合は、メッセージに従って操作し直して
ください。

■補機バッテリーを脱着したとき

P.330
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シフトレバー

シフトレバーは、シフトポジション表示灯
の矢印に従って、ゆっくり確実に操作して
ください。

N に切りかえるときは、矢印に従って操
作したあと、しばらく保持します。

シフトレバーを操作したあとは、シフトレ
バーから手を離してください。シフトレ

バーが定位置（ ）にもどります。

M への切りかえは、シフトポジションが
Dのときのみ可能です。

P から N・D・R、および N・D・R から
P へ、または D から R、および Rから D
へ切りかえるときは、ブレーキペダルを踏
み、車が完全に停止している状態で行って
ください。

シフトポジション表示灯

メーター表示：

現在のシフトポジションが強調表示され
ます。

警告

■すべりやすい路面を走行するとき

急なアクセル操作や、シフト操作を行わ
ないでください。エンジンブレーキ力の
急激な変化が横すべりやスピンの原因
になりますので注意してください。

注意

■シフト制御システムの異常が考えら
れるとき

次のような状態になったときは、シフト
制御システムの異常が考えられます。安
全で平坦な場所に停車し、パーキングブ
レーキをかけて、レクサス販売店にご連
絡ください。

●マルチインフォメーションディスプ
レイにシフト制御システムに関する
警告メッセージが表示されたとき

●シフトポジションが選択されていな
い表示状態が、数秒以上続いていると
き

シフトレバーの動かし方

A

B
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D・M以外のときは、シフトポジション表
示灯のM方向への矢印とM表示がグレー
表示されます。

シフトレバー表示：

現在のシフトポジションが点灯表示され
ます。

シフトレバーを操作したあとは、シフトポ
ジション表示灯で、目的のシフトポジショ
ンに切りかわったことを必ず確認してく
ださい。

Pポジションスイッチ

■ シフトポジションを P に切りかえ
る

車を完全に停止させ、パーキングブ
レーキをかけ、Pポジションスイッチ
を押す

シフトポジションを P にすると、スイッ
チが点灯します。
シフトポジション表示灯が P であること
を必ず確認してください。

■ P から他のシフトポジションに切
りかえる

● ブレーキペダルをしっかり踏みな
がら、シフトレバーを操作します。
（ブレーキペダルを踏まずにシフ
トレバーを操作すると、ブザーが
鳴りシフトポジションの切りかえ
ができません）

● 操作後は、シフトポジション表示
灯で、目的のシフトポジションに
切りかわったことを必ず確認して
ください。

● Pから直接、シフトポジションをM
に切りかえることはできません。

知識

■自動Pポジション切りかえ機能について

次のときは、自動的にシフトポジションが
Pに切りかわります。

●エンジンスイッチがイグニッション ON

モード、かつシフトポジションが P以外
の状態で、車両を停止させエンジンス
イッチを押したとき（シフトポジション
が P に切りかわったあと、エンジンス

イッチが OFF になります）※

●走行中にエンジンを緊急停止したあと、
停車したとき

●シフトポジションが P以外の状態で、補
機バッテリーの電圧が低下したとき

※停車直前など、極低速走行時にエンジン

警告

■シフトレバーについて

●シフトレバーのノブを取りはずした
り、純正品以外のノブを取り付けたり
しないでください。また、ものをぶら
下げたりしないでください。シフトレ
バーが定位置にもどらなくなって、思
わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

●意図せぬシフトポジションの切りか
わりを防止するため、操作時以外はシ
フトレバーにふれないでください。

Pポジションスイッチ

C
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スイッチを押すと、自動的にシフトポジ
ションが P に切りかわる場合がありま
す。必ず車両が完全に停止している状態
でエンジンスイッチを押してください。

■シフトポジションがPから切りかわらな
い場合は

補機バッテリーあがりの可能性がありま
す。補機バッテリーがあがってしまった場
合の対処法は、P.326 を参照してくださ
い。

■ ドライブモード

P.203

■ スノーモード

雪道など、すべりやすい路面での発
進・走行に適した制御に切りかえるこ
とができます。

スイッチを手前側へ回す

スノーモード表示灯が点灯します。

通常走行モードにもどすときは ス

イッチをもう一度手前側へ回します。

知識

■スノーモードの自動解除

スノーモードを選択して走行後、エンジン
を停止すると、自動的に通常走行モードに
切りかわります。

パドルシフトスイッチの“－”また
は“＋”側を操作すると、一時的に
レンジを選択する走行へ切りかわり
ます。
パドルシフトスイッチの“－”側を
操作したとき、走行状態に適したエン
ジンブレーキ力を得られるレンジに
切りかえます。パドルシフトスイッチ
の“＋”側を操作したときは、現在
のレンジより 1 つ上のレンジに切り
かえます。

警告

■Pポジションスイッチについて

●車が動いているときは、Pポジション
スイッチにふれないでください。
停車直前など、極低速走行中に Pポジ
ションスイッチを押すと、シフトポジ
ションがPに切りかわることがあるた
め、車が急停止して思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

●意図せぬシフトポジションの切りか
わりを防止するため、操作時以外は P
ポジションスイッチにふれないでく
ださい。

注意

■シフトポジションの切りかえ操作に
ついて

P から P 以外、および P 以外から P へ
の切りかえ操作を短時間にくり返し行
わないでください。そのような操作を行
うと、システム保護のため、一定時間 P
からの切りかえができなくなることが
あります。その場合は、時間をおいてか
ら操作し直してください。

走行モードの選択

D ポジションでレンジ選択する
には
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レンジを選択することで、使用するギ
ヤ段の上限を制限し、不要なシフト
アップを抑えたり、エンジンブレーキ
力を切りかえることができます。

1 シフトアップ
2 シフトダウン
D1 から D10 レンジのあいだで選択され
ているレンジがメーターに表示されます。

通常走行にもどすときは、パドルシフトス
イッチの“＋”側を一定時間以上保持し
ます。

レンジの数字が小さい方がエンジンブ
レーキ力は大きくなります。

知識

■Dポジションでのレンジ選択の自動解除

次のとき、自動的に Dポジションでのレン
ジ選択が解除されます。

●停車したとき

●アクセルペダルを一定時間以上踏み続
けたとき

●シフトレバーで再びDポジションを選択
したとき

●パドルシフトスイッチの“+”側を長押
ししたとき

■シフトダウン制限警告ブザー

安全や走行性能を確保するため、シフトダ
ウン操作には制限があり、パドルシフトス
イッチを操作してもシフトダウンできな
い場合があります。（このときブザーが 2
回鳴ります）

シフトポジションを M にすると、M
モードに切りかわります。パドルシフ
トスイッチの操作で思い通りのギヤ
段を選択し、運転することができま
す。

1 シフトアップ
2 シフトダウン
パドルシフトスイッチを操作するごとに
1速ずつ変速します。
M1からM10の中で選択したギヤ段に固
定され、ギヤ段がメーターに表示されま
す。

M ポジションでは、次の場合を除い
てパドルシフトスイッチを操作しな
い限り、変速しません。

● 車速が低下した場合（シフトダウ
ンのみ）

メーター表
示

機能

D2～ D10

スピードや走行条件に応じ
て、D1 レンジから選択し
たシフトレンジまで自動的
にかわります。

D1
シフトレンジがD1 レンジ
に固定されます。

Mモードでギヤ段選択するには
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● エンジン冷却水が低温のときや、
オートマチックトランスミッショ
ンフルードが高温または低温のと
きなど、エンジンやオートマチッ
クトランスミッションの保護が必
要な場合

また、車速が低い場合はシフトアップ
操作をしても変速しません。

知識

■シフトダウン制限警告ブザー

安全や走行性能を確保するため、シフトダ
ウン操作には制限があり、パドルシフトス
イッチを操作してもシフトダウンできな
い場合があります。（このときブザーが 2
回鳴ります）

※1燃費向上や騒音の低減のために、通常
は D を使用してください。パドルス
イッチの操作で、走行に適したレンジ
を選択することができます。

※2M モードは任意のギヤ段に固定して走
行することができます。

知識

■シフトポジションについて

●パワースイッチが OFF のときはシフト
ポジションの切りかえはできません。

●パワースイッチがONモードで、READY
インジケーターが消灯しているときは、
Nにのみ切りかえが可能です。

●READYインジケーターが点灯中は、Pか
ら、D・N・Rを選択できます。

●READY インジケーターが点滅している
ときは、シフトレバーを操作しても Pか
ら他のシフトポジションに切りかえる

ハイブリッドトランスミッ
ション（LC500h）

目的や状況に応じてシフトポジ
ションを選択してください。

シフトポジションの使用目的に
ついて

シフトポジ
ション

目的および状態

P
駐車またはハイブリッドシ

ステムの始動

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行※1

M
Mモード走行※2

（ P.157）
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ことはできません。READY インジケー
ターが点滅から点灯にかわってから、再
度シフトレバーを操作してください。

●D以外から直接、Mに切りかえることは
できません。

また、次に示す操作をするとブザーが鳴
り、シフトポジションの切りかえが無効に
なるときや、自動的に Nに切りかわる場合
があります。その場合は適切なシフトポジ
ションに切りかえてください。

●シフトポジションの切りかえを無効に
するとき

･ Pからブレーキペダルを踏まずにシフト
レバーを操作したとき

･ P または Nから、Mを選択したとき
･ 走行中に、Pポジションスイッチを押し

たとき※1

●自動的にシフトポジションがNに切りか
わるとき

･ 車両が前進しているときにRを選択した

とき※2

･ 車両が後退しているときにDを選択した

とき※3

･ R からMを選択したとき

●一定以上の速度で走行中にNを選択した
場合は、シフトレバーをNの位置で保持
しなくても Nに切りかわります。この場
合はブザーが鳴り、マルチインフォメー
ションディスプレイに確認メッセージ
が表示され、Nにかわったことを運転者
に知らせます。

※1極低速走行時は、Pに切りかわることが
あります。

※2低速走行時は、Rに切りかわることがあ
ります。

※3低速走行時は、Dに切りかわることがあ
ります。

■リバース警告ブザー

シフトポジションをRにするとブザーが鳴
り、Rにあることを運転者に知らせます。

■ハイブリッドトランスミッションの保
護制御

トランスミッションフルード（AT オイル）
の温度が高くなると、マルチインフォメー
ションディスプレイに “AT オイル高温
取扱書を確認してください”が表示され、
自動的に保護モードに入ります。レクサス
販売店で点検を受けてください。

■レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）を使って走行していると
き

●レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）の作動中は、パドルシフ
トスイッチ操作が無効になります。

●エンジンブレーキを目的に走行モード
をスポーツモードにしても、レーダーク
ルーズコントロール（全車速追従機能付
き）が解除されないためエンジンブレー
キは効きません。

■急発進の抑制について（ドライブスター
トコントロール）

P.129

■AI-SHIFT

AI-SHIFT は、運転者の運転操作と走行状
況により、自動的に適切なギヤ段に切りか
えます。
AI-SHIFT は、シフトポジションを D にし
ているとき自動的に作動します。（シフト
ポジションを M にすると機能が解除され
ます）

■シフト操作に関するメッセージがマル
チインフォメーションディスプレイに
表示されたとき

誤操作やシステムの状況等によりシフト
ポジションが切りかわらない、またはシフ
ト操作が無効にされたときには、切りかえ
ができない原因や、正しい操作方法などに
関するメッセージが、マルチインフォメー
ションディスプレイに表示されます。その
場合は、メッセージに従って操作し直して
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ください。

■補機バッテリーを脱着したとき

P.330

シフトレバー

シフトレバーは、シフトポジション表示灯
の矢印に従って、ゆっくり確実に操作して
ください。

N に切りかえるときは、矢印に従って操
作したあと、しばらく保持します。

シフトレバーを操作したあとは、シフトレ
バーから手を離してください。シフトレ

バーが定位置（ ）にもどります。

M への切りかえは、シフトポジションが
Dのときのみ操作可能です。

P から N・D・R、および N・D・R から
P へ、または D から R、および Rから D
へ切りかえるときは、ブレーキペダルを踏
み、車が完全に停止している状態で行って
ください。

シフトポジション表示灯

メーター表示：

現在のシフトポジションが強調表示され
ます。

警告

■すべりやすい路面を走行するとき

急なアクセル操作や、シフト操作を行わ
ないでください。エンジンブレーキ力の
急激な変化が横すべりやスピンの原因
になりますので注意してください。

注意

■駆動用電池の充電について

シフトポジションが N では、ガソリン
エンジンが回転していても駆動用電池
は充電されないため、Nで長時間放置す
ると駆動用電池の残量が低下し、走行不
能になるおそれがあります。

■シフト制御システムの異常が考えら
れるとき

次のような状態になったときは、シフト
制御システムの異常が考えられます。安
全で平坦な場所に停車し、パーキングブ
レーキをかけて、レクサス販売店にご連
絡ください。

●マルチインフォメーションディスプ
レイにシフト制御システムに関する
警告メッセージが表示されたとき

●シフトポジションが選択されていな
い表示状態が、数秒以上続いていると
き

シフトレバーの動かし方

A

B
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D・M以外のときは、シフトポジション表
示灯のM方向への矢印とM表示がグレー
表示されます。

シフトレバー表示：

現在のシフトポジションが点灯表示され
ます。

シフトレバーを操作したあとは、シフトポ
ジション表示灯で、目的のシフトポジショ
ンに切りかわったことを必ず確認してく
ださい。

Pポジションスイッチ

■ シフトポジションを P に切りかえ
る

車を完全に停止させ、パーキングブ
レーキをかけ、Pポジションスイッチ
を押す

シフトポジションを P にすると、スイッ
チが点灯します。

シフトポジション表示灯が P であること
を必ず確認してください。

■ P から他のシフトポジションに切
りかえる

● ブレーキペダルをしっかり踏みな
がら、シフトレバーを操作します。
（ブレーキペダルを踏まずにシフ
トレバーを操作すると、ブザーが
鳴りシフトポジションの切りかえ
ができません）

● 操作後は、シフトポジション表示
灯で、目的のシフトポジションに
切りかわったことを必ず確認して
ください。

● Pから直接、シフトポジションをM
に切りかえることはできません。

知識

■自動Pポジション切りかえ機能について

次のときは、自動的にシフトポジションが
Pに切りかわります。

●パワースイッチがONモード、かつシフ

トポジションが P以外の状態で、車両を
停止させパワースイッチを押したとき
（シフトポジションが P に切りかわった
あと、パワースイッチが OFF になりま

す）※

●走行中にハイブリッドシステムを緊急
停止したあと、停車したとき

●シフトポジションが P以外の状態で、補
機バッテリーの電圧が低下したとき

※停車直前など、極低速走行時にパワース

警告

■シフトレバーについて

●シフトレバーのノブを取りはずした
り、純正品以外のノブを取り付けたり
しないでください。また、ものをぶら
下げたりしないでください。シフトレ
バーが定位置にもどらなくなって、思
わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

●意図せぬシフトポジションの切りか
わりを防止するため、操作時以外はシ
フトレバーにふれないでください。

Pポジションスイッチ

C
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イッチを押すと、自動的にシフトポジ
ションが P に切りかわる場合がありま
す。必ず車両が完全に停止している状態
でパワースイッチを押してください。

■シフトポジションがPから切りかわらな
い場合は

補機バッテリーあがりの可能性がありま
す。補機バッテリーがあがってしまった場
合の対処法は、P.326 を参照してくださ
い。

■ ドライブモード

P.203

■ スノーモード

雪道など、すべりやすい路面での発
進・走行に適した制御に切りかえるこ
とができます。

スイッチを手前側へ回す

スノーモード表示灯が点灯します。

通常走行モードにもどすときは ス

イッチをもう一度手前側へ回します

知識

■スノーモードの自動解除

スノーモードを選択して走行後、ハイブ
リッドシステムを停止すると、自動的に通
常走行モードに切りかわります。

パドルシフトスイッチの“－”また
は“＋”側を操作すると、一時的に
レンジを選択する走行へ切りかわり
ます。
パドルシフトスイッチの“－”側を
操作したとき、走行状態に適したエン
ジンブレーキ力を得られるレンジに
切りかえます。パドルシフトスイッチ
の“＋”側を操作したときは、現在
のレンジより 1 つ上のレンジに切り
かえます。

警告

■Pポジションスイッチについて

●車が動いているときは、Pポジション
スイッチにふれないでください。
停車直前など、極低速走行中に Pポジ
ションスイッチを押すと、シフトポジ
ションがPに切りかわることがあるた
め、車が急停止して思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

●意図せぬシフトポジションの切りか
わりを防止するため、操作時以外は P
ポジションスイッチにふれないでく
ださい。

注意

■シフトポジションの切りかえ操作に
ついて

P から P 以外、および P 以外から P へ
の切りかえ操作を短時間にくり返し行
わないでください。そのような操作を行
うと、システム保護のため、一定時間 P
からの切りかえができなくなることが
あります。その場合は、時間をおいてか
ら操作し直してください。

走行モードの選択

D ポジションでレンジ選択する
には
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レンジを選択することで、使用するギ
ヤ段の上限を制限し、不要なシフト
アップを抑えたり、エンジンブレーキ
力を切りかえることができます。

1 シフトアップ
2 シフトダウン
D1 から D10 レンジのあいだで選択され
ているレンジがメーターに表示されます。

通常走行にもどすときは、パドルシフトス
イッチの“＋”側を一定時間以上保持し
ます。

レンジの数字が小さい方がエンジンブ
レーキ力は大きくなります。

知識

■Dポジションでのレンジ選択の自動解除

次のとき、自動的に Dポジションでのレン
ジ選択が解除されます。

●停車したとき

●アクセルペダルを一定時間以上踏み続
けたとき

●シフトレバーで再びDポジションを選択
したとき

●パドルシフトスイッチの“+”側を長押
ししたとき

●レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）をONにしたとき

■シフトダウン制限警告ブザー

安全や走行性能を確保するため、シフトダ
ウン操作には制限があり、パドルシフトス
イッチを操作してもシフトダウンできな
い場合があります。（このときブザーが 2
回鳴ります）

シフトポジションを M にすると、M
モードに切りかわります。パドルシフ
トスイッチの操作で思い通りのギヤ
段を選択し、運転することができま
す。

1 シフトアップ
2 シフトダウン
パドルシフトスイッチを操作するごとに
1速ずつ変速します。
M1からM10の中で選択したギヤ段に固
定され、ギヤ段がメーターに表示されま
す。

M ポジションでは、次の場合を除い
てパドルシフトスイッチを操作しな
い限り、変速しません。

● 車速が低下した場合（シフトダウ

メーター表
示

機能

D2～ D10

スピードや走行条件に応じ
て、D1レンジから選択した
シフトレンジまで自動的に
かわります。

D1
シフトレンジがD1レンジ
に固定されます。

Mモードでギヤ段選択するには
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ンのみ）

● 車速が増加した場合（シフトアッ
プのみ）

● アクセルペダルを大きく踏み込ん
だとき

● トランスミッションフルードが高
温または低温のときなど、トラン
スミッションの保護が必要な場合

また、車速が低い場合はシフトアップ
操作をしても変速しません。

知識

■シフトダウン制限警告ブザー

安全や走行性能を確保するため、シフトダ
ウン操作には制限があり、パドルシフトス
イッチを操作してもシフトダウンできな
い場合があります。（このときブザーが 2
回鳴ります）

1 左折
2 左側へ車線変更（レバーを途中で
保持）

レバーを離すまで左側方向指示灯が点滅
します。

3 右側へ車線変更（レバーを途中で
保持）

レバーを離すまで右側方向指示灯が点滅
します。

4 右折

方向指示レバー

操作のしかた
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知識

■作動条件

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞が
イグニッションONモード＜ONモード＞
のとき

■表示灯の点滅が異常に速くなったとき

方向指示灯の電球が切れていないか確認
してください。

■ マニュアルモード

手動でパーキングブレーキをかける・
解除することができます。

1 スイッチを押し、パーキングブ
レーキをかける

作動後、パーキングブレーキ表示灯が点灯
します。（ P.161）

緊急時、走行中にパーキングブレーキをか
ける必要があるときは、スイッチを押し続
けてください。

2 スイッチを引き、パーキングブ
レーキを解除する

パーキングブレーキ

自動または手動でパーキングブ
レーキをかける・解除することがで
きます。

オートモードのときは、シフトレ
バーの操作に応じてパーキングブ
レーキが自動で作動します。また、
オートモードのときでも手動で
パーキングブレーキをかける・解除
することができます。

操作のしかた
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･ ブレーキペダルを踏みながら操作して
ください。

･ パーキングブレーキ自動解除機能によ
り、アクセルペダルを踏むことでパーキ
ングブレーキを解除することができま
す。アクセルペダルを踏むときはゆっく
り踏んでください。

解除後、パーキングブレーキ表示灯が消灯
します。

■ オートモードをONにする

停車中に、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが出るま
でスイッチを押し続ける

オートモードをONにすると、パーキ
ングブレーキが次のように作動しま
す。

● シフトポジションをP から P以外
にすると、パーキングブレーキが
解除され、パーキングブレーキ表
示灯が消灯します。

● シフトポジションを P 以外から P
にすると、パーキングブレーキが
かかり、パーキングブレーキ表示
灯が点灯します。

シフトレバーおよび P ポジションスイッ
チは、停車した状態でブレーキペダルを踏
みながら操作してください。

■ オートモードをOFFにする

停車中に、マルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが出るま
でスイッチを引き続ける

知識

■パーキングブレーキの作動

●エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
がイグニッションONモード＜ONモー
ド＞以外では、パーキングブレーキス
イッチによる解除はできません。

●エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
がイグニッションONモード＜ONモー
ド＞以外では、オートモードによる作動
（かける・解除する）はできません。

■パーキングブレーキ自動解除について

オートモード：シフトポジションを Pから
P以外 にすると、パーキングブレーキが自
動的に解除されます。

マニュアルモード：

次の条件をすべて満たしたとき、アクセル
ペダルを踏むことによりパーキングブ
レーキを解除することができます。

●運転席ドアが閉まっているとき

●運転席シートベルトを着用していると
き

●シフトポジションが D、Mまたは Rのと
き
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■マルチインフォメーションディスプレ
イに “EPB が連続で操作されました　
しばらくお待ちください ” と表示され
たときは

短時間に作動をくり返すと、システム過熱
防止のために作動制限することがありま
す。その場合は、操作を控えてください。
1分程度でもとの状態にもどります。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに “EPB 動作が途中で停止しました
”または“EPB現在使用できません”
と表示されたときは

パーキングブレーキスイッチを操作して
ください。何度か操作しても表示が消えな
い場合は、システムに異常があるおそれが
あります。レクサス販売店で点検を受けて
ください。

■パーキングブレーキの作動音

パーキングブレーキが作動するとき、モー
ターの音（“ウィーン” という音）が聞
こえることがありますが、異常ではありま
せん。

■パーキングブレーキ表示灯について

●パーキングブレーキをかけたとき、エン
ジンスイッチ＜パワースイッチ＞の
モードによって、次のようにパーキング
ブレーキ表示灯が点灯します。
イグニッションONモード＜ONモード
＞：パーキングブレーキを解除するまで
点灯します。
イグニッションONモード＜ONモード
＞以外：約 15秒間点灯します。

●パーキングブレーキをかけた状態でエ
ンジンスイッチ＜パワースイッチ＞を
OFF にしたとき、パーキングブレーキ表
示灯が約 15秒間点灯したままになりま
すが、異常ではありません。

■パーキングブレーキスイッチが故障し
たとき

自動的にオートモードが ONになります。

■駐車するとき

P.128

■パーキングブレーキ未解除警告ブザー

パーキングブレーキをかけたまま走行す
ると、警告ブザーが鳴り、マルチインフォ
メーションディスプレイに “EPB がロッ
クされています ” と表示されます（車速
が 5km/h をこえたとき）

■ブレーキ警告灯が点灯したとき

P.304

■冬季のパーキングブレーキの使用につ
いて

P.231

警告

■駐車するとき

お子さまだけを車の中に残したままに
しないでください。お子さまが誤って
パーキングブレーキを解除し、車が動き
出して思わぬ事故につながり、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

注意

■駐車するとき

車から離れるときは、パーキングブレー
キをかけ、シフトポジションを Pにし、
車が動かないことを確認してください。

■システムに異常が発生したら

安全な場所に車を停め、警告メッセージ
を確認してください。
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ブレーキホールドシステムをONにす
る

ブレーキホールドスタンバイ表示灯

が点灯します。ブレーキ保持中はブ

レーキホールド作動表示灯 が点灯し

ます。

知識

■システムの作動条件

次のときはシステムを ONできません。

●運転席ドアが閉まっていない

●運転席シートベルトを着用していない

●マルチインフォメーションディスプレ

注意

■故障などでかかったままになったと
き

パーキングブレーキがかかったまま走
行すると、ブレーキ部品が過熱し、ブ
レーキの効きが悪くなったり、早く摩耗
したりするおそれがあります。この場合
は、ただちにレクサス販売店で点検を受
けてください。

ブレーキホールド

渋滞や信号待ちなどでブレーキを
踏んで停車したときにブレーキを
保持するシステムです。シフトポジ
ションが D・Mまたは Nでブレー
キホールドシステムがONのとき、
ブレーキペダルを踏んで停車する
とブレーキがかかったまま保持さ
れます。シフトポジションが D ま
たは M のとき、アクセルペダルを
踏むと同時に解除され、スムーズに
発進できます。

システムを作動させるには

A

B
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イに、“EPB 動作停止”や“EPB故障
販売店で点検してください ” が、表示
されている

ブレーキホールドシステムがONのときに
いずれかを検出したときは、システムが
OFF になり、ブレーキホールドスタンバイ
表示灯が消灯します。ブレーキ保持中に検
出した場合は、さらに警告音と共にマルチ
インフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示され、自動的にパーキングブ
レーキがかかります。

■ブレーキ保持について

●ブレーキ保持中にブレーキペダルが踏
まれていない状態が約 3 分継続すると、
自動的にパーキングブレーキがかかり
ます。このときは警告音と共に、マルチ
インフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

●ブレーキ保持中にシステムを OFF する
ときは、ブレーキペダルをしっかり踏
み、もう一度スイッチを押してくださ
い。

●急坂路ではブレーキ保持できないこと
があります。その場合は、運転者はブ
レーキをかける必要があるときもあり
ます。このときは警告音と共に、マルチ
インフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

■ブレーキ保持中にパーキングブレーキ
が自動的にかかったとき

パーキングブレーキは自動的に解除され
ません。次のいずれかの操作を行い、パー
キングブレーキを解除し、パーキングブ
レーキ表示灯が消灯したことを確認して
ください。（ P.159）

●ブレーキペダルを踏んだまま、パーキン
グブレーキスイッチを操作する

●シートベルトを着用し、シフトポジショ
ンが D または R の位置にあることを確
認し、アクセルペダルをゆっくり踏む

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“BrakeHold作動不可”と表示さ
れたときは

ブレーキホールドが使用できません。使用
できない理由（運転席ドアが開いている、
運転席シートベルトを着用していない／
ボンネットもしくはトランクが開いてい
る）が表示されます。メッセージの内容に
従って対処してください。

■警告メッセージと警告音について

操作に関して注意が必要な場合や、システ
ムに異常が発生したときには、警告メッ
セージ・警告音で注意をうながします。
（ P.307, 312）

警告

■急坂路では

急坂路でブレーキホールドシステムを
使用するときは注意してください。急坂
路ではブレーキホールドシステムでブ
レーキを保持できないことがあります。

■すべりやすい路面では

タイヤのグリップ限界をこえて停車さ
せることはできません。すべりやすい路
面での使用は控えてください。

注意

■駐車するとき

ブレーキホールドは長時間駐車するた
めの機能ではありません。ブレーキ保持
中にエンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞を OFF にすると、保持が解除され
て車が動き出す場合があります。エンジ
ンスイッチ＜パワースイッチ＞を操作
するときは、ブレーキペダルを踏み、
パーキングブレーキをかけ、シフトポジ
ションを Pにしてください。
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4-3. ランプのつけ方・ワイパーの使い方

レバーの端をまわすと、次のようにラ
ンプが点灯します。

1  車幅灯・尾灯・番号灯・イン

ストルメントパネルランプを点灯

2  上記ランプとヘッドランプ

を点灯

3  ヘッドランプ・LEDデイライ

ト・車幅灯などを自動点灯・消灯

4  消灯

知識

■AUTO モードの作動条件

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞が
イグニッションONモード＜ONモード＞
のとき

■LED デイライト機能

日中での走行時、自車が他の運転者から見
えやすくなるように、エンジン＜ハイブ
リッドシステム＞始動後、パーキングブ
レーキを解除して、ランプスイッチを
AUTOにすると、LEDデイライトが自動で
点灯します。（車幅灯より明るく点灯しま
す）
LED デイライトは夜間の使用を意図した
ものではありません。

■ライトセンサーについて

センサーの上にものを置いたり、センサー
をふさぐようなものをフロントウインド
ウガラスに貼らないでください。周囲から
の光がさえぎられると、自動点灯・消灯機
能が正常に働かなくなります。

■ランプ消し忘れ防止機能

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞を
アクセサリーモードまたは OFF にして運
転席ドアを開けるとすべてのランプが自
動的に消灯します。

再びランプを点灯する場合は、エンジンス
イッチ＜パワースイッチ＞をイグニッ
ションONモード＜ONモード＞にするか、

一度ランプスイッチを または （消

灯）にもどし、再度 または の位置

ランプスイッチ

自動または手動でヘッドランプな
どを点灯できます。

点灯させるには
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にします。

■オートレベリングシステム

通行人や対向車がまぶしくないように、乗
車人数・荷物の量などによる車の姿勢の変
化に合わせて、ヘッドランプの光軸を自動
で調整します。

■節電機能

車両の補機バッテリーあがりを防止する
ため、エンジンスイッチが OFF の状態で
ヘッドランプまたは尾灯が点灯している
場合、節電機能が働き約 20 分後すべての
ランプが自動消灯します。

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞を
イグニッションONモード＜ONモード＞
にすると節電機能は解除されます。
次のいずれかを行った場合、節電機能は
いったん解除され、再度節電機能が働き、
約20分後すべてのランプが自動消灯しま
す。

●ランプスイッチを操作したとき

●ドアを開閉したとき

■おもてなし照明

ランプスイッチがAUTOの位置で車両周辺
が暗いとき、スマートエントリー＆スター
トシステムまたはワイヤレスリモコンで
ドアを解錠すると、車幅灯、尾灯および番
号灯が自動で点灯します。

■ワイパー連動ヘッドランプ点灯機能

日中での走行時、ランプスイッチが AUTO
でワイパーを作動してしばらくすると、自
車が他車から見やすくなるようにヘッド
ランプが自動点灯します。

■カスタマイズ機能

ライトセンサーの感度の設定などを変更
できます。（カスタマイズ一覧： P.348）

1 ヘッドランプ点灯時ハイビームに
切りかえ

レバーをもとの位置へもどすとロービー
ムにもどります。

2 レバーを引いているあいだ、ハイ
ビームを点灯

ランプが消灯していても、ハイビームが点
灯します。レバーを離すと、ロービームに
もどる、または消灯します。

ヘッドランプ（ロービーム）点灯時に
次のいずれかの条件を満たしたとき、
夜間走行時の交差点や駐車時に優れ
た視認性を確保するため、コーナリン
グランプが追加点灯し車両進行方向
を照射します。

● ハンドルを操作したとき

● 方向指示レバーを操作したとき

● シフトポジションがRのとき（左右

注意

■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

エンジン＜ハイブリッドシステム＞を
停止した状態でランプ類を長時間点灯
しないでください。

ハイビームにするには

コーナリングランプ
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両側のコーナリングランプが点
灯）

知識

■コーナリングランプ制御について

●車速が約 30 km/h 以下のときに点灯し
ます。ただし、約 35 km/h 以上になる
と消灯します。

●点灯した状態で 30 分間経過すると、自
動で消灯します。

1 ランプスイッチを または

にし、レバーを前方へ押す

2 オートマチックハイビームスイッ
チを押す

オートマチックハイビームが作動すると、
オートマチックハイビーム表示灯が点灯

オートマチックハイビーム

オートマチックハイビームは、フロ
ントウインドウガラス上部に設置
されたカメラセンサーにより前方
車両のランプや街路灯などの明る
さを判定し、自動的にハイビームと
ロービームを切りかえます。

警告

■安全にお使いいただくために

オートマチックハイビームを過信しな
いでください。運転者は常に自らの責任
で周囲の状況を把握し、安全運転を心が
け、必要に応じて手動でハイビームと
ロービームを切りかえてください。

■オートマチックハイビームの誤操作
を防ぐために

荷物を積み過ぎないでください。

オートマチックハイビームを使
うには
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します。

知識

■ハイビームとロービームの自動切りか
え条件

●次の条件をすべて満たすと、ハイビーム
を点灯します。

･ 車速が約 30km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいない
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が少ない

●次の条件のいずれかのときはロービー
ムが点灯します。

･ 車速が約 25km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両がランプを点灯している
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が多い

■カメラセンサーの検知について

●次の状況では、ハイビームが自動でロー
ビームに切りかわらない場合がありま
す。

･ 見通しの悪いカーブで対向車と突然す
れ違ったとき

･ 他車が前方を横切ったとき
･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹な
どで前方車両が見え隠れするとき

･ 前方車両が離れた車線から接近してき
たとき

･ 前方車両が無灯火のとき

●前方車両のフォグランプにより、ハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
があります。

●街路灯や信号・広告などの照明、または
標識・看板などの反射物によりハイビー
ムがロービームに切りかわる場合や、
ロービームが継続する場合があります。

●次の原因により、ハイビームとロービー
ムの切りかえのタイミングが変化する
場合があります。

･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯して
いるとき

･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況な
ど）

･ 乗車人数や荷物の量

●ハイビームとロービームが運転者の感
覚に合わず切りかわる場合があります。

●自転車などの軽車両は検知しない場合
があります。

●次の状況では、周囲の明るさが正確に検
知されず、ハイビームが歩行者や前方車
両などの迷惑になる場合や、ロービーム
が継続する場合があります。このような
場合は、手動でハイビームとロービーム
を切りかえてください。

･ 悪天候時（霧・雪・砂嵐・大雨など）
･ フロントウインドウガラスが汚れてい
るときや、曇っているとき

･ フロントウインドウガラスにひび割れ
や破損があるとき

･ カメラセンサーが変形しているときや、
汚れているとき

･ カメラセンサーが極端に高温になって
いるとき

･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た
光があるとき

･ 前方車両のランプが無灯火のときや、ラ
ンプに汚れや変色があったり光軸がず
れているとき

･ 急激な明るさの変化が連続するとき
･ 起伏や段差が多い道路を走行している
とき

･ カーブが多い道路を走行しているとき
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･ 車両前方に標識やミラーのように光を
強く反射するものがあるとき

･ コンテナなど、先行車両の後部が光を強
く反射するとき

･ 自車のヘッドランプが破損または汚れ
ているとき

･ パンクやけん引などにより車両が傾い
ているとき

･ ハイビームとロービームをひんぱんに
切りかえているとき

･ ハイビームの使用に問題がある、または
ほかの運転者・付近の歩行者の迷惑にな
ると思われるとき

■ ロービームへの切りかえ

レバーをもとの位置にもどす

オートマチックハイビーム表示灯が消灯
します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度レバーを前方に押します。

■ ハイビームへの切りかえ

オートマチックハイビームスイッチ
を押す

オートマチックハイビーム表示灯が消灯
し、ハイビーム表示灯が点灯します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度スイッチを押します。

手動制御に切りかえるには
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★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

点灯する

手を離すと の位置までもどります。

再度操作すると消灯します。

知識

■点灯条件

ヘッドランプが点灯しているときに使用
できます。

■リヤフォグランプについて

●ヘッドランプを消灯するたびに、リヤ
フォグランプは消灯します。

●リヤフォグランプが点灯しているとき
は、メーター内の表示灯が橙色に点灯し
ます。

●雨や霧などで視界が悪いときに後続車
に自分の車の存在を知らせるために使
用します。
視界が悪いとき以外に使用すると後続
車の迷惑になる場合があります。

必要なとき以外は使用しないでくださ
い。フォグランプスイッチ★

雨や霧などの悪天候下では、後続車
に自車の存在を知らせるためにリ
ヤフォグランプを点灯させます。

操作のしかた
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次のようにレバー・スイッチを操作し
て、ワイパーの作動を選択します。
AUTOを選択したときは、雨滴量や車
速に応じてワイパーが自動で作動し
ます。

1  停止

2 雨滴感知オート作動（AUTO）

3 低速作動（LO）

4 高速作動（HI）

5 一時作動（MIST）

AUTOが選択されているときは、次の
ようにツマミをまわして、雨滴セン
サーの感度を調整できます。

6 雨滴センサーの感度調整（高）
7 雨滴センサーの感度調整（低）

8 ウォッシャー液を出す
ワイパーが連動して作動します。（数回作
動したあと、液だれ防止としてさらに 1
回作動します。ただし、走行中は液だれ防
止作動は働きません。）

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞が
イグニッション ON モード＜ ON モード
＞の状態でヘッドランプが点灯している
とき、5回手前に引くごとにヘッドランプ
クリーナーが作動します。

ワイパー&ウォッシャー

レバー操作で、ワイパーの作動を自
動／手動に切りかえたり、ウォッ
シャーを作動させたりすることが
できます。

注意

■フロントウインドウガラスが乾いて
いるとき

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた
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知識

■作動条件

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞が
イグニッションONモード＜ONモード＞
のとき

■雨滴感知センサー

●雨滴感知センサーが雨滴量を判定しま
す。
光学センサーを使用しているため、フロ
ントウインドウガラスに朝日や夕日が
断続的にあたるときや、虫などで汚れた
ときに、正しく作動しないことがありま
す。

●エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
がイグニッションONモード＜ONモー
ド＞のときに AUTOを選択すると、動作
確認のためワイパーが 1回作動します。

●雨滴感知センサーの温度が85℃以上ま
たは－ 30 ℃以下のときは、AUTO作動
しないことがあります。その場合は、
AUTO以外を選択してワイパーを使用し
てください。

■ウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャー液量が不足していないのに
ウォッシャー液が出ないときは、ノズルの
つまりを点検してください。

■ドア開連動ワイパー停止機能

AUTO 選択中、停車している状態でワイ
パーが作動しているとき、ドアを開けると
ワイパーの水しぶきが車両の近くにいる
人にかかるのを防ぐためにワイパーの作
動が停止します。ドアを閉めると作動を再
開します。

■ワイパーの保護制御

雪などの障害物でワイパーの作動が大き
く制限されると、保護のため自動で作動が
停止することがあります。また、片側のワ
イパーの作動のみが制限された場合、運転
席側と助手席側のワイパーが接触するこ
とがあります。その場合は、ワイパース
イッチを OFF にし、障害物を取り除いた
あとでワイパーを使用してください。

■走行中にエンジン＜ハイブリッドシス
テム＞を緊急停止したときは

エンジン＜ハイブリッドシステム＞を停
止したときにワイパーが作動していた場
合は、高速作動でワイパーの作動が継続し
ます。車両停止後にエンジンスイッチ＜パ
ワースイッチ＞をイグニッションONモー
ド＜ONモード＞にすると通常作動を再開
し、運転席ドアを開けるとワイパーの作動
を停止します。

■カスタマイズ機能

雨滴感知オート作動の設定を変更できま
す。（カスタマイズ一覧： P.348）
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ワイパーは使用していないとき、ボン
ネット下に格納されています。

寒冷時やワイパーゴムを交換すると
きは、ワイパーの停止位置を格納位置
からサービスポジションに切りかえ
た上でワイパーを立ててください。

■ サービスポジションへ切りかえる

エンジンスイッチ＜パワースイッチ
＞をOFF にしたあと、約 45秒以内

にワイパースイッチを の位置で

約2秒以上保持する

ワイパーがサービスポジションに移動し
ます。

■ ワイパーを立てる

ワイパーアームのフック部 を持っ

てガラス面から引き上げる

警告

■AUTO 選択時のワイパー作動につい
て

AUTO を選択しているときは、センサー
にふれたり、フロントウインドウガラス
に振動があるなどの要因で不意にワイ
パーが動くおそれがあります。ワイパー
で指などを挟まないように注意してく
ださい。

■ウォッシャー使用時の警告

寒冷時はフロントウインドウガラスが
暖まるまでウォッシャー液を使用しな
いでください。ウォッシャー液がフロン
トウインドウガラスに凍り付き、視界不
良を起こして思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

注意

■ウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。
ポンプが故障するおそれがあります。

■ノズルがつまったとき

ノズルがつまったときはレクサス販売
店へご連絡ください。
ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。

ワイパーの停止位置切りかえ／
ワイパーの立て方

A
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知識

■ワイパーを格納位置にもどすには

ワイパーを倒した状態でエンジンスイッ
チ＜パワースイッチ＞をイグニッション
ONモード＜ON モード＞にし、いずれか
のワイパー操作をしてください。作動後は
格納位置で停止します。エンジンスイッチ
＜パワースイッチ＞が OFF のときにワイ
パーがずれてしまっていても、作動後は正
常な位置にもどります。

注意

■ワイパーを立てるときは

●ワイパーがボンネット下の格納位置
にあるときは、ワイパーを立てないで
ください。格納位置でワイパーを立て
るとボンネットに干渉し、傷が付くお
それがあります。

●ワイパーブレードのみを持ってワイ
パーを立てないでください。ブレード
が変形するおそれがあります。

●ワイパーを立てた状態でワイパーを
作動させないでください。ワイパーが
ボンネットに干渉し、傷が付くおそれ
があります。
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4-4. 給油のしかた

● ドアとドアガラスを閉め、エンジ
ンスイッチ＜パワースイッチ＞を
OFF にしてください。

● 燃料の種類を確認してください。

知識

■燃料の種類について

●無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオ
ク）

●バイオ混合ガソリン（プレミアム）

■バイオ混合ガソリンについて

エタノールの混合率 10% 以下、または
ETBE の混合率 22％以下のガソリン（酸
素含有率 3.7%以下）を使用することがで
きます。

給油口の開け方

給油する前に

警告

■給油するときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと火災を引き起こ
すなど、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●給油前にボデーなどの金属部分にふ
れて体の静電気を除去してください。
除去したあとは給油が完了するまで、
車内にもどったり、他の人やものにふ
れないでください。また、給油口に静
電気を除去していない人を近付けな
いでください。
静電気を帯電した人が給油口に近付
くと、放電による火花で燃料に引火す
るおそれがあります。

●キャップはツマミ部分を持ち、ゆっく
りと開けてください。また、キャップ
をゆるめたときに、“シュー”とい
う音がする場合は、その音が止まるま
でキャップを保持してください。
すぐに開けると、気温が高いときなど
に、給油口から燃料が噴き出るおそれ
があります。

●気化した燃料を吸わないようにして
ください。
燃料の成分には、有害物質を含んでい
るものもあります。

●喫煙しないでください。

●給油口にノズルを確実に挿入してく
ださい。

●継ぎ足し給油をしないでください。

●正常に給油できない場合は、スタンド
の係員を呼んで指示に従ってくださ
い。

注意

■給油するとき

指定のガソリンを使用してください。
指定以外のガソリン（無鉛レギュラーガ
ソリン）や他の燃料（粗悪ガソリン・軽
油・灯油・高濃度バイオ混合ガソリン
※）を使用したり、燃料をこぼしたりし
ないでください。
次のような状態になるおそれがありま
す。

●エンジンの始動性が悪くなる

●エンジンからの異音や振動など（ノッ
キング）が発生する

●エンジン出力が低下する

●排気制御システムが正常に機能しな
い

●燃料系部品が損傷する

●塗装が損傷する
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1 給油口オープナースイッチを押す

2 給油扉が確実にロックするまで開
ける

扉が垂直になるまで開くとロックされま
す。

3 キャップをゆっくりまわして開
け、ホルダーにはめ込む

知識

■給油扉が開かないとき

P.322

キャップを“カチッ”と音がするま
でまわして閉める

手を離すと、キャップが逆方向に少しもど
ります。

注意
※エタノール混合率 10% をこえるも
の、または ETBE 混合率 22％をこえ
るもの

給油口を開けるには

給油口を閉めるには

警告

■キャップが正常に閉まらないとき

必ずレクサス販売店へご連絡ください。
正常に閉まらないキャップをそのまま
使用したり、純正品以外のキャップを使
用すると、火災などを引き起こし、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。
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4-5. 運転支援装置について

■ PCS（プリクラッシュセーフティ
システム）

P.180

■ LKA（レーンキーピングアシスト）

P.187

■ オートマチックハイビーム

P.166

■ レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）

P.194

プリクラッシュセーフティシステム
には、車両の制御や操作に関するデー
タなどを記録するコンピューターが
装備されており、主に次のようなデー
タを記録します。

･ アクセルペダルの操作状況
･ ブレーキペダルの操作状況
･ 車速
･ プリクラッシュセーフティシステ
ムの各機能の作動状況

･ 先行車などの障害物との距離、相
対速度などの情報

･ カメラセンサーの画像情報（プリ
クラッシュブレーキまたはプリク
ラッシュブレーキアシスト作動時
のみ）
なお、会話などの音声や車内の映
像は記録しません。

● データの取扱いについて

レクサスはコンピューターに記録された
データを車両の故障診断・研究開発・品質
の向上を目的に取得・利用することがあり
ます。

なお、次の場合を除き、レクサスは取得し
たデータを第三者へ開示または提供する
ことはありません。

･ お車の使用者の同意（リース車は借主の
同意）がある場合

･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強制
力のある要請に基づく場合

･ レクサスが訴訟で使用する場合

･ 統計的な処理を行う目的で、使用者や車
両が特定されないように加工したデー
タを研究機関などに提供する場合

● 記録した画像情報は特別な装置を
使用して消去することが可能で
す。
また、画像情報を記録する機能を
停止することも可能です。ただし、
機能を停止するとプリクラッシュ
セーフティシステム作動時のデー
タは残りません。

Lexus Safety System+

Lexus Safety System+ は、次の
運転支援装置によって運転者を補
助し、安全で快適なドライブを支援
します。

運転支援装置

警告

■Lexus Safety System+ について

Lexus Safety System+ は運転者の安全
運転を前提としたシステムであり、事故
被害や運転負荷の軽減に寄与すること
を目的としています。

本システムは認識性能・制御性能に限界
があります。システムを過信せず、運転
者は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転を心がけてください。

車両データの記録について
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フロントグリルとフロントウインド
ウガラスにある 2 種類のセンサーに
より、各運転支援装置に必要な情報を
認識します。

レーダーセンサー

カメラセンサー

■ レーダーセンサーの取り扱いについて

前方センサー

A

B

警告

■レーダーセンサーの故障や誤作動を
防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、レーダーセン
サーが正常に作動せず、思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。
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警告

●レーダーセンサーとフロントグリル
エンブレムは常にきれいにしておく

レーダーセンサー

フロントグリルエンブレム

レーダーセンサー前面やフロントグリ
ルエンブレム前後面に汚れ・水滴・雪な
どが付着した場合は、取り除いてくださ
い。

お手入れをする際は、レーダーセンサー
やフロントグリルエンブレムを傷付け
ないよう、やわらかい布を使ってくださ
い。

●レーダーセンサーやフロントグリル
エンブレム周辺にアクセサリーを付
けたり、ステッカー（透明なものを含
む）などを貼ったりしない

●レーダーセンサー周辺への強い衝撃
を避ける
レーダーセンサー・フロントグリル・
フロントバンパーに強い衝撃を受け
た際は、必ずレクサス販売店で点検を
受けてください。

●レーダーセンサーを分解しない

●レーダーセンサーやフロントグリル
エンブレムを改造したり、塗装したり
しない

●レーダーセンサー・フロントグリル・
フロントバンパーの脱着や交換が必
要な場合は、レクサス販売店にご相談
ください。

A

B

■カメラセンサーの故障や誤作動を防
ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、カメラセンサー
が正常に作動せず、思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●フロントウインドウガラスは常にき
れいにしておく

･ フロントウインドウガラス外側に汚
れ・油膜・水滴・雪などが付着した場
合は、取り除いてください。

･ フロントウインドウガラスにガラス
コーティング剤を使用していても、カ
メラセンサー前部に水滴などが付着
した場合は、ワイパーでふき取ってく
ださい。

･ フロントウインドウガラス内側のカ
メラセンサー取り付け部が汚れた場
合は、レクサス販売店にご相談くださ
い。

●カメラセンサー前部のフロントウイ
ンドウガラス（図に示す範囲）にアン
テナを取り付けたり、ステッカー（透
明なものを含む）などを貼ったりしな
い

●カメラセンサー前部のフロントウイ
ンドウガラスが曇ったり、結露した
り、凍結したりした場合は、フロント
デフロスターで取り除く（ P.241）
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警告

●カメラセンサー前部のフロントウイ
ンドウガラスの水滴をワイパーが正
しくふき取れないときは、ワイパーゴ
ムまたはワイパーブレードを交換す
る
ワイパーゴムまたはワイパーブレー
ドの交換が必要な場合は、レクサス販
売店にご相談ください。

●フロントウインドウガラスにフィル
ムを貼らない

●フロントウインドウガラスに傷・ひび
などが生じた場合は、そのまま放置せ
ずに交換する
フロントウインドウガラスの交換が
必要な場合は、レクサス販売店にご相
談ください。

●カメラセンサーに液体をかけない

●カメラセンサーに強い光を照射しな
い

●カメラセンサーのレンズを汚したり、
傷を付けたりしない
フロントウインドウガラス内側を掃
除するときは、ガラスクリーナーがレ
ンズに付着しないようにしてくださ
い。また、レンズにはふれないでくだ
さい。
レンズに汚れ・傷がある場合は、
レクサス販売店にご相談ください。

●カメラセンサーに強い衝撃を加えな
い

●カメラセンサーの取り付け位置や向
きを変更したり、取りはずしたりしな
い

●カメラセンサーを分解しない

●カメラセンサー付近に電子機器や、強
い電波を発信する機器を取り付けな
い

●インナーミラーなどのカメラセン
サー周辺部品や天井を改造しない

●ボンネット・フロントグリル・フロン
トバンパーに、カメラセンサーの視界
をさえぎる可能性のあるアクセサ
リーを取り付けない
詳しくはレクサス販売店にご相談く
ださい。

●ルーフ上に全長の長い荷物（サーフ
ボードなど）を積むときは、カメラセ
ンサーの視界をさえぎらないように
する

●ヘッドランプなどのランプ類を改造
しない
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■ 衝突警報

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したとき、“ピピピ・・・”とブ
ザー音が鳴り、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージを
表示し、回避操作をうながします。

■ プリクラッシュブレーキアシスト

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したとき、ブレーキペダルが踏まれ
る強さに応じてブレーキ力を増強し

ます。

■ プリクラッシュブレーキ

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したときに衝突警報を行い、さらに
衝突の可能性が高まったと判断した
ときは、ブレーキが自動でかかり、衝
突回避を支援、あるいは衝突速度の低
減に寄与します。

■ サスペンションコントロール

衝突の可能性が高いとシステムが判
断したとき、AVS（ P.223）によっ
てショックアブソーバーの減衰力を
制御することで、安定した車両姿勢の
維持に寄与します。

■ ステアリングコントロール★

衝突の可能性が高いとシステムが判
断し、かつ運転者がハンドル操作をし
たとき、LDH（ P.223）によって
前・後輪の切れ角とハンドルの重さを
制御することで、ハンドル操作に対す
る応答性の向上に寄与します。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

PCS（プリクラッシュセー
フティシステム）

進路上の車両や歩行者を前方セン
サーで検出し、衝突の可能性が高い
とシステムが判断したときに、警報
やブレーキ力制御により運転者の
衝突回避操作を補助します。また、
衝突の可能性がさらに高まったと
判断したときは、自動的にブレーキ
を作動させることで、衝突回避を支
援、あるいは衝突被害の軽減に寄与
します。

必要に応じて、プリクラッシュセー
フティシステムの ON ／ OFF や、
警報タイミングを切りかえること
ができます。（ P.182）

システムの制御

警告

■安全にお使いいただくために

●安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安全
運転に努めてください。
プリクラッシュセーフティシステム
を日常のブレーキ操作のかわりには
絶対に使用しないでください。本シス
テムはあらゆる状況で衝突を回避ま
たは衝突の被害を軽減するものでは
ありません。システムに頼ったり、安
全を委ねる運転をしたりすると思わ
ぬ事故につながり、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
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警告

●プリクラッシュセーフティシステム
は衝突回避を支援、あるいは衝突被害
の軽減に寄与することを目的として
いますが、その効果はさまざまな条件
によりかわります。そのため、常に同
じ性能を発揮できるものではありま
せん。
次の項目をお読みいただき、システム
を過信せず安全運転に努めてくださ
い。

･ 衝突の可能性がなくてもシステムが
作動するおそれがあるとき： P.183

･ システムが正常に作動しないおそれ
があるとき： P.185

●お客様ご自身でプリクラッシュセー
フティシステムの作動テストを行わ
ないでください。状況によってシステ
ムが正常に作動せず、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

■プリクラッシュブレーキについて

●プリクラッシュブレーキが作動した
ときは、強いブレーキがかかります。

●プリクラッシュブレーキの作動によ
り車両が停止したときは、約 2秒後に
プリクラッシュブレーキが解除され
ます。必要に応じて運転者自らブレー
キをかけてください。

●プリクラッシュブレーキは運転者の
操作状態によっては作動しません。運
転者がアクセルペダルを強く踏んで
いたり、ハンドルを操作したりしてい
ると、場合によっては運転者の回避操
作とシステムが判断し、プリクラッ
シュブレーキが作動しない場合があ
ります。

●プリクラッシュブレーキ作動中に、ア
クセルペダルを強く踏んだり、ハンド
ルを操作したりすると、場合によって
は運転者の回避操作とシステムが判
断し、プリクラッシュブレーキの作動
が解除されます。

●ブレーキペダルを踏んでいるときは、
運転者の回避操作とシステムが判断
し、プリクラッシュブレーキの作動開
始タイミングが遅れる場合がありま
す。

■プリクラッシュセーフティシステム
をOFF にするとき

次のときは、システムを OFF にしてく
ださい。
システムが正常に作動せず、思わぬ事故
につながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

●けん引されるとき

●トラック・船舶・列車などに積載する
とき

●車両をリフトで上げ、エンジン＜ハイ
ブリッドシステム＞を始動しタイヤ
を空転させるとき

●点検でシャシーダイナモやフリー
ローラーなどを使用するとき

●事故などにより、フロントバンパーや
フロントグリルに強い衝撃が加わっ
たとき

●事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

●オフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

●タイヤの空気圧が適正でないとき

●著しく摩耗したタイヤを装着してい
るとき
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■ プリクラッシュセーフティシステ
ムのON／OFF を変更する

マルチインフォメーションディスプ

レイの （ P.76）から、プリクラッ

シュセーフティシステムのON（作動）
／ OFF（非作動）を変更することが
できます。

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞が
イグニッション ON モード＜ ON モード
＞になるたびシステムはONになります。

システムをOFF にすると、PCS警告
灯が点灯し、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示
されます。

■ プリクラッシュセーフティシステ
ムの警報タイミングを変更する

マルチインフォメーションディスプ

レイの （ P.76）から、プリクラッ

シュセーフティシステムの警報タイ
ミングを変更することができます。

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞を
OFF にしても選択した警報タイミングは
継続します。

1 遠い
「中間」より警報タイミングが早くなる

2 中間
初期設定

3 近い
「中間」より警報タイミングが遅くなる

知識

■システムの作動条件

プリクラッシュセーフティシステムが ON
で、前方の車両や歩行者と衝突の可能性が
高いとシステムが判断したときに作動し
ます。各機能の作動速度は次のとおりで
す。

●衝突警報
･ 自車速度約 10 ～ 180km/h（検出対象
が歩行者のときは、自車速度約 10 ～

警告

●メーカー指定のサイズ以外のタイヤ
を装着しているとき

●タイヤチェーンを装着しているとき

●応急用タイヤやパンク修理キットを
使用しているとき

●車両に前方センサーをさえぎるよう
な装備品（除雪装置など）を一時的に
取り付けているとき

プリクラッシュセーフティシス
テムの設定変更
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80km/h）
･ 自車から見た前方の車両や歩行者との
相対速度約 10km/h 以上

●プリクラッシュブレーキアシスト
･ 自車速度約 30 ～ 180km/h（検出対象
が歩行者のときは、自車速度約30～80
km/h）

･ 自車から見た前方の車両や歩行者との
相対速度約 30km/h 以上

●プリクラッシュブレーキ
･ 自車速度約 10 ～ 180km/h（検出対象
が歩行者のときは、自車速度約 10 ～
80km/h）

･ 自車から見た前方の車両や歩行者との
相対速度約 10km/h 以上

ただし、次のときシステムは作動しませ
ん。

●補機バッテリー端子を脱着したあと、し
ばらく走行するまでのあいだ

●シフトポジションが Rのとき

●VSCがOFFのとき（衝突警報のみ作動可
能状態になります）

●PCS 警告灯が点滅または点灯している
とき

■歩行者検出について

対象となる歩行者の大きさ・輪郭・動きな
どから検出します。

周囲の明るさや、歩行者の動き・姿勢・角
度などによっては、歩行者を検出できず、
システムが正常に作動しないおそれがあ
ります。（ P.185）

■プリクラッシュブレーキの作動解除

プリクラッシュブレーキ作動中に次の操
作をすると、プリクラッシュブレーキの作
動が解除されます。

●アクセルペダルを強く踏み込む

●ハンドルを大きくきる、またはすばやく
操作する

■衝突の可能性がなくてもシステムが作
動するおそれがあるとき

●例えば次のような状況では、システムが
衝突の可能性があると判断し、作動する
おそれがあります。

･ 車両や歩行者のすぐそばを通過すると
き

･ 車線を変更して先行車を追いこすとき
･ 車線変更している先行車を追い抜くと
き

･ 右左折する先行車を追いこすとき

･ 右左折待ちの対向車とすれ違うとき

･ 隣の車線の前方車両との位置関係がず
れる道（曲がりくねった道など）を走行
するとき
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･ 前方車両に急接近したとき
･ 路面にうねり・凹凸があるときなど、車
両姿勢が変化しているとき

･ 道路脇の構造物（ガードレール・電柱・
木・壁など）に近付いたとき

･ カーブ入り口の道路脇に車両・歩行者・
構造物が存在するとき

･ 道路脇が構造物に囲まれた狭い道（狭い
トンネル・鉄橋など）を走行するとき

･ 路上または道路脇に金属物（マンホー
ル・鉄板など）・段差・突起物があるとき

･ 横断する歩行者が車両のすぐそばに近
付いたとき

･ 道路上方に構造物（天井の低いトンネ
ル・道路標識など）がある場所を走行す
るとき

･ 上り坂で道路上方に構造物（看板など）
がある場所を走行するとき

･ ETC ゲートや駐車場のゲートなどの開
閉バーに急速に接近したとき

･ 洗車機を使用するとき
･ 車両に覆い被さるような障害物（生い
茂った草・垂れ下がった枝・垂れ幕など）
がある場所を走行するとき

･ 前方車両から水・雪・土埃などの巻き上
げがあるとき

･ 車両前方に水蒸気や煙などがあるとき
･ 路面または壁面に車両や歩行者との区
別がつきにくい模様・ペイントがあると
き

･ 電波の反射が強い物体（大型トラック・
ガードレールなど）の横を走行するとき

･ テレビ塔・放送局・発電所など、強い電
波やノイズが発生する場所の近くを走
行するとき
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■システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

●例えば次のような状況では、前方セン
サーが対象となる車両を検出できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 前方から自車に向かって車両が近付い
てくるとき

･ 前方車両がオートバイ・自転車のとき
･ 車両の側面または前面に近付いたとき
･ 先行車の後端面積が小さいとき（空荷の
トラックなど）

･ 先行車の後端が低い位置にあるとき（低
床トレーラーなど）

･ 前方車両の荷台から荷物がはみ出して
いるとき

･ 前方車両の最低地上高が極端に高いと
き

･ 前方車両が特殊な形状のとき（トラク
ター・サイドカーなど）

･ 前方車両が太陽光などを強く反射して
いるとき

･ 車両が横から割り込んできたり、飛び出
してきたりしたとき

･ 前方車両が急な動きをしたとき（急ハン
ドル・急加速・急減速など）

･ 自車が車線変更を行い、変更した車線の
先行車に急接近したとき

･ 前方車両と自車の中心がずれていると
き

･ 悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）のとき
･ 前方車両から水・雪・土埃などの巻き上
げがあるとき

･ 車両前方に水蒸気や煙などがあるとき
･ 周囲の明るさが急激に変化する場所を
走行するとき（トンネルの出入り口な
ど）

･ 強い光（太陽光や対向車のヘッドランプ
光など）がカメラセンサーに直接あたっ
ているとき

･ 薄暗いとき（朝方・夕方など）、および
夜間やトンネル内

･ エンジン＜ハイブリッドシステム＞を
始動したあと、走行を開始してしばらく
のあいだ

･ 右左折中および右左折後の数秒間
･ カーブ走行中およびカーブを曲がり
きってからの数秒間

･ 自車が横すべりしているとき
･ 車両姿勢が変化しているとき

･ ホイールアライメントがずれていると
き

･ ワイパーブレードがカメラセンサーの
視界をさえぎっているとき

･ ふらつき運転をしているとき
･ 過度な高速走行をしているとき
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･ 坂道を走行しているとき
･ 前方センサーの向きがずれているとき

●例えば次のような状況では、制動力が十
分に得られず、システムの性能を発揮で
きないおそれがあります。

･ ブレーキ性能が十分に発揮できない場
合（ブレーキ部品が極度に冷えている・
過熱している・ぬれているなど）

･ 車両の整備状態（ブレーキ部品・タイヤ
の摩耗や空気圧など）が良好でないとき

･ 砂利道やすべりやすい路面を走行して
いるとき

●例えば次のような歩行者は、前方セン
サーが検出できず、システムが正常に作
動しないおそれがあります。

･ 身長が約 1m以下、または約 2m以上の
歩行者

･ 合羽・ロングスカートなどを着ていて、
全身の輪郭があいまいな歩行者

･ 大きな荷物を抱えていたり、傘をさして
いたりして、体の一部が隠れている歩行
者

･ 前かがみになっている、またはしゃがん
でいる歩行者

･ ベビーカー・車いす・自転車などを押し
ている歩行者

･ 集団でいる歩行者
･ 白っぽい服を着ていて、極端に明るく見
える歩行者

･ 夜間やトンネル内など、暗闇にいる歩行
者

･ 服装の色合いや明るさなどが背景に溶
け込んでいる歩行者

･ 壁際や車両・フェンス・ガードレールな
どのそばにいる歩行者

･ 路面の金属物（マンホール・鉄板など）
上にいる歩行者

･ 歩く速度が速い歩行者
･ 歩く速度を急激に変化させている歩行
者

･ 物陰から飛び出してきた歩行者
･ 車両の側端（ドアミラーなど）すれすれ
の位置にいる歩行者

■PCS 警告灯が点滅、およびマルチイン
フォメーションディスプレイに警告
メッセージが表示されたとき

システムが一時的に作動しない、またはシ
ステムに異常があるおそれがあります。そ
の場合は、表示された画面の指示に従って
ください。

●次のときは、状況が改善されるとPCS警
告灯・警告メッセージが消え、作動可能
状態になります。

･ 炎天下などで、前方センサーや前方セン
サー周辺の温度が高いとき

･ 極寒の環境などで、前方センサーや前方
センサー周辺の温度が低いとき

･ レーダーセンサーやフロントグリルエ
ンブレム周辺に雪や汚れなどが付着し
ているとき

･ カメラセンサー前部のフロントウイン
ドウガラスが曇ったり、結露したり、凍
結したりしているとき（フロントウイン
ド ウ ガ ラ ス の 曇 り を 取 る に
は： P.241）

･ ボンネットが開いているときや、フロン
トウインドウガラスのカメラセンサー
付近にシールが貼り付けられていると
きなど、カメラセンサーの前方がさえぎ
られているとき

●PCS 警告灯が点滅したままのとき、およ
び警告メッセージが表示されたままの
ときは、システムに異常があるおそれが
あります。レクサス販売店で点検を受け
てください。

■VSC を停止したとき

●VSC の作動を停止（ P.224）したとき
は、プリクラッシュブレーキアシスト・
プリクラッシュブレーキの作動も停止
します。

●PCS 警告灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイに“VSCがOff
のためプリクラッシュブレーキも停止
します”が表示されます。
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■ 車線逸脱警報機能

車両が車線から逸脱する可能性があ
る場合に、マルチインフォメーション
ディスプレイの表示および、警報ブ
ザーにより注意をうながします。

警報ブザーが鳴ったときは、まわりの道路
状況を確認の上、ハンドルを慎重に操作し
て、白（黄）線内の中央付近にもどってく
ださい。

■ 車線逸脱抑制機能

車両が車線から逸脱する可能性があ
る場合に、短時間、小さな操舵力をハ
ンドルに与えて、車線からの逸脱を避
けるのに必要なハンドル操作の一部
を支援します。

一定のあいだハンドルを操作しなかった
り、ハンドルをしっかり握っていない状態
での運転が続いたりしたときは、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに警告
メッセージが表示され、機能が一時的に解
除されます。

LKA（レーンキーピングア
シスト）

白（黄）線が整備された、高速道路
または自動車専用道路を走行中、車
線からの逸脱の可能性を警告した
り、車線からの逸脱を避けるための
ハンドル操作を支援したりします。
また、クルーズコントロール（全車
速追従機能付き）の作動中は、車線
維持に必要なハンドル操作支援も
行います。

LKA は、フロントウインドウガラ
ス上部のカメラセンサーで、白（黄）
線を認識します。

LKA に含まれる機能
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■ ふらつき警報機能

車両がふらついて走行しているとき、
または車線から何度もはみだしそう
になった場合に、警報ブザーおよびマ
ルチインフォメーションディスプレ
イの表示により注意をうながします。

■ 車線維持支援機能

レーダークルーズコントロールと連
携し、現在の車線内を走行するために
必要なハンドル操作の一部を、システ
ムが支援します。

レーダークルーズコントロールが作動し
ていないときは、車線維持支援機能が働き
ません。

一定のあいだハンドルを操作しなかった
り、ハンドルをしっかり握っていない状態
での運転が続いたりしたときは、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに警告
メッセージが表示され、機能が一時的に解
除されます。
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LKA を ONにするには LKAスイッチ
を押す

LKA表示灯が点灯し、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージが表示
されます。

OFF にするには、再度スイッチを押しま
す。

いったん LKA を ON／ OFF すると、次回
エンジン＜ハイブリッドシステム＞を始
動したときにも、そのままの状態が続きま
す。

警告

■LKA をお使いになる前に

LKA を過信しないでください。LKA は
自動で運転する装置でも前方への注意
を軽減する装置でもないため、運転者は
常に自らの責任で周囲の状況を把握し、
ハンドル操作で進路を修正し、安全運転
を心がけてください。また、長時間の運
転などによる疲労時は適切に休憩を
とってください。
適切な運転操作をしなかったり、注意を
怠ったりすると、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

■誤作動を防ぐために

LKA を使用しないときは、LKA スイッ
チでシステムをOFF にしてください。

■LKA を使用してはいけない状況

次の状況では、LKA を使用しないでくだ
さい。
システムが適切に作動せず、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

●応急用タイヤ・タイヤチェーンなどを
装着しているとき

●タイヤの残り溝が十分にないとき、ま
たは空気圧が不足しているとき

●構造・メーカー・銘柄・トレッドパ
ターンが異なるタイヤを使用したと
き

●路側物に白（黄）線と見間違えるよう
な構造物や模様があるとき（ガード
レール・縁石・反射ポールなど）

●雪道を走行しているとき

●雨・雪・霧・砂ぼこりなどで白（黄）
線が見えにくいとき

●道路の修復で、アスファルト修復跡や
白（黄）線の跡などが残っているとき

●工事によって規制された車線・仮設の
車線を走行しているとき

●雨天時や積雪・凍結などで、すべりや
すい路面を走行しているとき

●高速道路または自動車専用道以外の
車線を走行しているとき

●工事区間を走行しているとき

■LKAの故障、または誤作動を防ぐため
に

●ヘッドランプを改造したり、ランプの
表面にステッカーなどを貼ったりし
ないでください。

●サスペンションなどを改造しないで
ください。交換が必要な場合は、
レクサス販売店にご相談ください。

●ボンネットやグリルの上には、何も取
り付けたり置いたりしないでくださ
い。また、グリルガード（ブルバー・
カンガルーバーなど）を取り付けたり
しないでください。

●フロントウインドウガラスの修理が
必要な場合は、レクサス販売店にご相
談ください。

設定のしかた
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LKA 表示灯

表示灯の点灯状態で、システムの
作動状況をお知らせします。

白色に点灯：車線逸脱監視中

緑色に点灯：車線逸脱抑制機能、または車
線維持機能によるハンドル操舵支援が作
動中

橙色に点滅：車線逸脱警報中

ハンドル操舵支援の作動表示

車線逸脱抑制機能、または車線維

持機能によるハンドル操舵支援が
作動中であることを示していま
す。

車線逸脱警報機能表示
マルチインフォメーションディス
プレイを運転支援機能情報に切り
かえると表示されます。

白線表示の内側が白いとき

システムが白（黄）線を認識している
ことを示しています。車両が車線から
逸脱した場合、逸脱している側の白線
表示が橙色で点滅します。

白線表示の内側が黒いとき

システムが白（黄）線を認識できてい
ない、またはシステムが一時的に解除
されていることを示しています。

知識

■各機能の作動条件

●車線逸脱警報機能

マルチインフォメーションディ
スプレイ表示

A

B

C
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次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ LKA を ONにしているとき
･ 車速が約 50km/h 以上のとき
･ システムが白（黄）線を認識していると
き

･ 車線の幅が約 3m以上のとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき
･ 直線路または半径が約 150m よりゆる
いカーブを走行しているとき

･ システムの異常が検知されていないと
き（ P.192）

●車線逸脱抑制機能

車線逸脱警報機能の作動条件に加えて、次
の条件をすべて満たしたとき作動します。
･ マルチインフォメーションディスプレ

イの で“操舵支援”を“有”に

設定しているとき（ P.76）

･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力でハ
ンドルを操作していないとき

･ ABS・VSC・TRC・PCS（プリクラッシュ
セーフティシステム）が作動していない
とき

･ TRC または VSC を停止していないとき
･ 手放し運転警告が表示されていないと
き

●ふらつき警報機能

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ マルチインフォメーションディスプレ

イの で“ふらつき検知”を“有”

に設定しているとき（ P.76）

･ 車速が約 50km/h 以上のとき
･ 車線の幅が約 3m以上のとき
･ システムの異常が検知されていないと
き（ P.192）

●車線維持支援機能

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ LKA を ONにしているとき

･ マルチインフォメーションディスプレ

イの で“操舵支援”を“有”か

つ“センタートレース”を“有”に
設定しているとき（ P.76）

･ システムが白（黄）線を認識していると
き

･ レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）が作動しているとき

･ 車線の幅が約 2.5 ～ 4.1m のとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき
･ 直線路または半径が約 200m よりゆる
いカーブを走行しているとき

･ システムの異常が検知されていないと
き（ P.192）

･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力でハ
ンドルを操作していないとき

･ ABS・VSC・TRC・PCS（プリクラッシュ
セーフティシステム）が作動していない
とき

･ TRC または VSC を停止していないとき
･ 手放し運転警告が表示されていないと
き

･ 車線逸脱抑制機能が作動していないと
き

■機能の一時解除

作動条件が満たされなくなった場合、一時
的に機能が解除されますが、ふたたび作動
条件が満たされると、自動的に復帰しま
す。

車線逸脱抑制機能作動中に、作動条件が満
たされなくなった場合、“ ピピッ” とブ
ザー音が鳴り、一時的に機能が解除された
ことをお知らせする場合があります。

■車線逸脱抑制機能／車線維持支援機能
について

車速や車線の逸脱状況・路面状況などによ
り、車線逸脱抑制機能／車線維持支援機能
の作動を感じなかったり、車線逸脱抑制機
能／車線維持支援機能が作動しなかった
りすることがあります。
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■車線逸脱警報機能について

外部の騒音やオーディオの音などにより、
警報ブザーが聞きとりにくい場合があり
ます。

■手放し運転警告について

車線逸脱抑制機能、または車線維持支援機
能の作動中に、手放し運転をしているとシ
ステムが判断したとき、マルチインフォ
メーションディスプレイに警告メッセー
ジが表示されます。さらに操作しない状態
が続くとブザーが鳴り、警告メッセージが
表示され、機能が一時的に解除されます。
運転者のハンドル操作が小さい状態が続
いたときも同様です。ただし路面状況など
により、作動が中断しない場合がありま
す。

■白（黄）線が片側しかないとき

白（黄）線が認識できていない方向への車
線逸脱警報は作動しません。

■機能が正常に作動しないおそれのある
状況

次のような状況では、カメラセンサーが白
（黄）線を正しく検知できず、各機能が正
しく作動しないおそれがあります。

●白（黄）線に平行するような影がある、
または白（黄）線が影の中にあるとき

●料金所や検札所の手前や交差点など、白
（黄）線がない場所を走行するとき

●白（黄）線がかすれている、またはキャッ
ツアイ（道路鋲）や置き石などがあると
き

●白（黄）線が砂ぼこりなどで見えない、
または見えにくくなっているとき

●雨天・雨上がり・水たまりなどぬれた路
面を走行しているとき

●車線が黄色のとき（白線にくらべて認識
率が低下することがあります）

●白（黄）線が縁石等の上に引かれている
とき

●コンクリート路のような明るい路面を
走行しているとき

●照り返しなどにより明るくなった路面
を走行しているとき

●トンネルの出入口など明るさが急変す
る場所を走行しているとき

●対向車のヘッドランプ光・太陽光などが
カメラに入射しているとき

●分岐・合流路などを走行しているとき

●坂道を走行しているとき

●左右に傾いた道路やうねった道路を走
行しているとき

●舗装されていない道路や荒れた道路を
走行しているとき

●急カーブを走行しているとき

●車線の幅が極端に狭いとき、または広い
とき

●重い荷物の積載やタイヤ空気圧の不足
などで、車両が著しく傾いているとき

●先行車との車間距離が極端に短くなっ
たとき

●走行中の路面状況（悪路・道路の継ぎ目
など）により、車両が上下に大きく揺れ
ているとき

●夜間にヘッドランプのレンズが汚れて
照射が弱いときや、光軸がずれていると
き

●横風を受けているとき

●車線変更をした直後、または交差点を通
過した直後

●冬用タイヤなどを装着しているとき

■警告メッセージ

次のメッセージがマルチインフォメー
ションディスプレイに表示され、LKA 表示
灯が橙色で点灯した場合は、対処方法に
従って適切に対処してください。
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警告メッセージ
警告内容・対処方

法

“LKA 故障
販売店で

点検してください
”

システムが正常に
作動しなくなって
いるおそれがある

→ レクサス販売店
で点検を受けて
ください。

“前方カメラ
一時使用不可

ガラスの汚れや曇
りを取ってくださ

い”

カメラセンサーの
前のフロントウイ
ンドウガラスの汚
れ・雨滴・結露・
氷雪などが付着し
ている

→ いったん LKA
（レーンキーピン
グアシスト）を
OFF にして、汚
れ・雨滴・結
露・氷雪などを
取り除いてから、
再度 LKAを ON
にしてください。

“前方カメラ
一時使用不可
しばらくお待ちく
ださい”

カメラセンサーの
作動条件（温度な
ど）が満たされて
いない

→ カメラセンサー
の作動条件（温
度など）が満た
されると、LKA
（レーンキーピン
グアシスト）は
使用可能になり
ます。いったん
LKA（レーン
キーピングアシ
スト）を OFF に
して、しばらく
待ってから、再
度 LKA（レーン
キーピングアシ
スト）を ONに
してください。

“LKA 現在利用で
きません”

カメラセンサー以
外のセンサーの異
常によりシステム
が一時停止してい
る

→ いったん LKA
（レーンキーピン
グアシスト）を
OFF にして、警
告メッセージの
内容に対処した
あと、しばらく
してから再度、
LKA（レーン
キーピングアシ
スト）を ONに
してください

警告メッセージ
警告内容・対処方

法
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その他の警告メッセージが表示されたと
きは、表示された画面の指示に従ってくだ
さい。

■カスタマイズ機能

次の設定を変更できます。

設定変更のしかたは、P.348 を参照してく
ださい。

■ メーター表示

マルチインフォメーションディス

プレイ

設定速度

表示灯

“LKA約 50km/h
以下で

使用できません”

車速が約 50km/h
以下のため LKA
（レーンキーピング
アシスト）が使用
できません

→ 約 50km/h 以上
で走行してくだ
さい。

“LKA 現在の車速
では使用できませ

ん”

車速が LKA（レー
ンキーピングアシ
スト）の作動可能
範囲をこえたため、
使用できません

→ 車速を落として
走行してくださ
い。

機能 設定内容

車線逸脱警報機能 警報感度

ステアリング制御
機能

機能の ON／ OFF

ふらつき警報機能
機能の ON／ OFF

警報感度

車線維持支援機能 機能の ON／ OFF

警告メッセージ
警告内容・対処方

法
レーダークルーズコント
ロール（全車速追従機能付
き）

アクセルペダルを踏まなくても、車
間制御モードでは、先行車の車速変
化に合わせた追従走行を行い、自動
的に加速・減速・停止をします。定
速制御モードでは、一定の車速で走
行できます。

高速道路や自動車専用道路で使用
してください。

● 車間制御モード（ P.198）

● 定速制御モード（ P.200）

システムの構成部品

A

B

C
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■ 操作スイッチ

車間距離切りかえスイッチ

+/RES スイッチ

レーダークルーズコントロールメ
インスイッチ

キャンセルスイッチ

-/SET スイッチ

A

B

C

D

E

警告

■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。システムを過信せず、運転者は常に
自らの責任で周囲の状況を把握し、安全
運転を心がけてください。
レーダークルーズコントロールは運転
者の操作の一部を支援し、操作負担を軽
減するためのシステムで、支援の範囲に
は限りがあります。設定速度は、制限速
度・交通の流れ・路面環境・天候などを
考慮して適切に設定してください。設定
速度の確認は、運転者が行う必要があり
ます。
システムが正常に機能していても、運転
者が認識している先行車の状況とシス
テムが検知している状況が異なる場合
があります。従って注意義務・危険性の
判断・安全の確保は運転者が行う必要が
あります。システムに頼ったり、安全を
委ねる運転をしたりすると思わぬ事故
につながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

■システムの支援内容に関する注意点

システムの支援には限界があるため、次
の点に注意してください。
システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●運転者が見る過程での支援内容
レーダークルーズコントロールは、自
車と設定された先行車との車間距離
を検知するのみであり、わき見やぼん
やり運転を許容するシステムでも、視
界不良を補助するシステムでもあり
ません。
運転者自らが周囲の状況に注意を払
う必要があります。
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警告

●運転者が判断する過程での支援内容
レーダークルーズコントロールは、自
車と設定された先行車との車間距離
が適正かどうかを判断しており、それ
以外の判断はしません。このため、危
険性があるかどうかなど運転者は自
ら安全の判断をする必要があります。

●運転者が操作する過程での支援内容
レーダークルーズコントロールは、先
行車への追突を防止する機能はあり
ません。このため、危険性があれば運
転者自らが安全を確保する必要があ
ります。

■誤操作を防ぐために

レーダークルーズコントロールを使わ
ないときはレーダークルーズコント
ロールメインスイッチでシステムを
OFF にしてください。

■レーダークルーズコントロールを使
用してはいけない状況

次の状況では、レーダークルーズコント
ロールを使用しないでください。
適切な制御が行われず、思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

●歩行者や自転車等が混在している道

●交通量の多い道

●急カーブのある道

●曲がりくねった道

●雨天時や、凍結路・積雪路などのすべ
りやすい路面

●急な下り坂や急で勾配の変化が激し
い坂
急な下り坂では車速が設定速度以上
になることがあります。

●高速道路や自動車専用道路の出入り
口

●センサーが正しく検知できないよう
な悪天候時（霧・雪・砂嵐・激しい雨
など）

●レーダーセンサー前面または、カメラ
センサー前面に雨滴や雪などが付着
しているとき

●ひんぱんに加速・減速を繰り返すよう
な交通状況のとき

●他車にけん引してもらうとき

●接近警報がひんぱんに鳴るとき
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車間制御モードでは、レーダーセンサーにより車両前方約100m以内の先行車
の有無・先行車との車間距離を判定して、先行車との適切な車間距離を確保す
る制御をします。

長い下り坂を走行しているときは、車間距離が短めになります。

定速走行：

先行車がいないとき
運転者が設定した速度で定速走行します。また、車間距離切りかえスイッチを操作して、
希望の車間距離に設定することもできます。

減速走行ー追従走行：
設定した速度より、車速が遅い先行車が現れたとき

先行車を検知すると自動で減速し、より大きな減速が必要な場合はブレーキがかかりま
す（このとき制動灯が点灯します）。先行車の車速変化に合わせて、運転者の設定した車
間距離になるように追従走行します。十分に減速できない状態で先行車に接近した場合
は、接近警報を鳴らします。
先行車が停止したときは、続いて停止します（制御停車）。先行車の発進後、+/RES ス
イッチを押すか、アクセルペダルを踏むと追従走行にもどります。

加速走行：

設定した速度より、車速が遅い先行車がいなくなったとき
設定速度まで加速し、定速走行にもどります。

車間制御モードでの走行

A

B

C
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1 レーダークルーズコントロールメ
インスイッチを押して、システム
をONにする

レーダークルーズコントロール表示灯が
点灯し、マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージが表示されます。

OFF にするには再度スイッチを押しま
す。

レーダークルーズコントロールメインス
イッチを 1.5 秒以上押し続けると定速制
御モードでシステムが ON します。
（ P.200）

2 希望の車速（約50km/h 以上）ま
でアクセルペダル操作で加速／減
速し、-/SET スイッチを押して速
度を設定する

クルーズコントロールセット表示灯が点
灯します。

スイッチを離したときの車速で定速走行
できます。

車速が約 50km/h 未満、かつ先行車がい
る状態でスイッチを操作したときは、設定

速度が約 50km/h にセットされます。

設定速度をかえるには、希望の速度が
表示されるまで+/RESスイッチまた
は -/SET スイッチを押します。

1 速度を上げる（車間制御モードの
制御停車中は除く）

2 速度を下げる
微調整：スイッチを押す

大幅調整：スイッチを押し続けて速度をか
え、希望の速度で手を離す

車間制御モードでは、設定速度は、次
のとおりに増減されます

微調整：スイッチを押すごとに 1km/h

大幅調整：スイッチを押し続けているあい
だ、5km/h ずつ

定速制御モード（ P.200）では、設
定速度は、次のとおりに増減されます

微調整：スイッチを押すごとに 1km/h

速度を設定する（車間制御モー
ド）

設定速度をかえる
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大幅調整：スイッチを押し続けているあい
だ連続して変化

車間距離切りかえスイッチを押すご
とに次のように車間距離を切りかえ
ます。

1 長い
2 中間
3 短い
エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞を
イグニッション ON モード＜ ON モード
＞にするたびに車間距離は 1 にもどりま
す。

先行車がいる場合、先行車マーク も表

示されます。

次の目安を参考に車間距離を選択し
てください。
（車速80km/h で走行している場合）
なお、車速に応じて車間距離は増減し
ます。また、制御停車時は設定にかか
わらず状況に応じた車間距離で停車
します。

先行車の発進後、+/RES スイッチを
押す

先行車の発進後にアクセルペダルを踏ん
でも追従走行に復帰します。

1 制御を解除するには、キャンセル
スイッチを押す

ブレーキペダルを踏んだときも解除され
ます。（車間制御モードの制御停車中は、
ブレーキペダルを踏んでも解除されませ
ん）

2 制御を復帰させるには、+/RES ス

車間距離を変更する（車間制御
モード）

車間距離選択の目安（車間制御
モード）

A

車間距離選択 車間距離

長い 約 50m

中間 約 40m

短い 約 30m

制御停車から追従走行に復帰さ
せる（車間制御モード）

制御を解除する・復帰させる
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イッチを押す
ただし、車速が約 40km/h 以下で、かつ
先行車を検知していないときは、復帰しま
せん。

追従走行中の他車の割り込みなど、十
分な減速ができない状態で先行車に
接近したときは、表示の点滅とブザー
で運転者に注意をうながします。その
場合は、ブレーキペダルを踏むなど適
切な車間距離を確保してください。

車間距離が短くても、次のような場合
は警報されないことがあります。

● 先行車と自車の車速が同じか先行
車の方が速いとき

● 先行車が極端な低速走行をしてい
るとき

● 速度を設定した直後

● アクセルペダルを踏んだとき

定速制御モードでは、先行車の車速変
化に合わせた追従走行を行わず、一定
の車速で走行します。レーダーセン
サーの汚れなどにより、車間制御モー
ドで走行できない場合のみご使用く
ださい。

1 クルーズコントロールがOFFの状
態で、レーダークルーズコント
ロールメインスイッチを1.5秒以
上押し続ける

レーダークルーズコントロールメインス
イッチを押した直後は、レーダークルーズ
コントロール表示灯が点灯します。その
後、クルーズコントロール表示灯に切りか
わります。

システムが OFF の状態から操作したとき
のみ、定速制御モードへの切りかえが可能
です。

2 希望の車速（約40km/h以上）ま
でアクセルペダル操作で加速／減
速し、-/SET スイッチを押して速
度を設定する

クルーズコントロールセット表示灯が点
灯します。

スイッチを離したときの車速で定速走行
できます。

設定速度をかえる
P.198

制御を解除する・復帰させる
P.199

接近警報（車間制御モード）

定速制御モードでの走行
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知識

■設定条件について

●シフトポジションがDのとき設定できま
す。

●LC500：パドルシフトスイッチで4レン
ジ以上を選択したとき設定できます。

●車速が約50km/h以上のとき設定できま
す。
（ただし先行車を検知しているときは、
約 50km/h 未満でも設定できます）

■速度設定後の加速について

通常走行と同様にアクセルペダル操作で
加速できます。加速後、車速が設定速度に
もどります。ただし、車間制御モード時は
先行車との距離を保持するため車速が設
定速度以下になることもあります。

■追従走行中の停車制御について

●制御停車中に +/RES スイッチを押した
場合、約 3秒以内に先行車が発進すれば
追従走行にもどります。

●先行車に続いて停車したあと約3秒以内
に先行車が発進した場合、追従走行にも
どります。

■車間制御モードの自動解除

次のとき、自動的に車間制御モードが解除
されます。

●先行車がいないときに車速が約40km/h
未満になったとき

●車速が約40km/h未満で追従走行中に先

行車がいなくなった、もしくはセンサー
が正しく車両を検知できなかったとき
（マルチインフォメーションディスプレ
イに「クルーズできません　先行車無
し」が表示されます。）

●VSC が作動したとき

●TRC が一定時間作動したとき

●TRC または VSC を OFF にしたとき

●走行モードをスノーモードにセットし
たとき

●センサーが何かでふさがれて正しく検
知できないとき

●プリクラッシュブレーキが作動したと
き

●パーキングブレーキが作動したとき

●急坂路で制御停車したとき

●制御停車中に次を検出したとき
･ 運転席シートベルトを着用していない
･ 運転席ドアが開いた
･ 車両が停止したあと約 3分経過した

その他の理由で車間制御モードが自動解
除されるときは、システムが故障している
可能性があります。レクサス販売店にご相
談ください。

■定速制御モードの自動解除

次のとき、自動的に定速制御モードが解除
されます。

●設定速度より車速が約16km/h以上低下
したとき

●車速が約 40km/h 未満になったとき

●VSC が作動したとき

●TRC が一定時間作動したとき

●TRC または VSC を OFF にしたとき

●プリクラッシュブレーキが作動したと
き

その他の理由で定速制御モードが自動解
除されるときは、システムが故障している
可能性があります。レクサス販売店にご相
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談ください。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに “ クルーズコントロール現在使用
できません”と表示されたときは

レーダークルーズコントロールのシステ
ムが一時的に使用不可と判断されていま
す。しばらく走行してからレーダークルー
ズコントロールを再度設定してください。

■レーダークルーズコントロールの警告
メッセージ・警告ブザー

走行操作に関して注意が必要な場合や、シ
ステムに異常が発生したときには、警告
メッセージ・警告ブザーで注意をうながし
ます。マルチインフォメーションディスプ
レイに警告メッセージが表示されたとき
は、表示された画面の指示に従ってくださ
い。

■センサーが正しく検知しないおそれの
ある先行車

次のような場合にシステムによる減速が
不十分な場合はブレーキペダルを、加速が
必要な場合はアクセルペダルを、状況に応
じて操作してください。
センサーが正しく車両を検知できず、接近
警報（ P.200）も作動しないおそれがあ
ります。

●先行車が急に割り込んできたとき

●先行車が低速で走行中のとき

●同じ車線に停車中の車がいるとき

●先行車の後部分が小さすぎるとき（荷物
を積んでいないトレーラーなど）

●同じ車線を二輪車が走行中のとき

●周囲の車より水や雪がまき散らされ、
レーダーセンサーの検知のさまたげに
なる場合

●自車の車両姿勢が上向きになる場合（重
い荷物を積んだときなど）

●先行車の車高が極端に高いとき

■車間制御モードが正しく作動しないお
それのある状況

次の状況では、必要に応じてブレーキペダ
ルで減速（場合によってアクセルペダルを
操作）してください。
センサーが正常に車両を検知できず、シス
テムが正常に作動しないおそれがありま
す。

●カーブや車線幅が狭い道路などを走行
する場合
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●ハンドル操作が不安定な場合や、車線内
の自車の位置が一定でない場合

●先行車が急ブレーキをかけた場合

1 ノーマルモード／カスタムモード
ノーマル／カスタムモードは、スイッチを
押して選択します。スイッチを押すごと
に、ノーマル／カスタムモードが切りかわ
り ま す。カ ス タ ム モ ー ド の と
き、“Custom”表示灯が点灯します。

ノーマルモード以外のときにスイッチを
押すと、ノーマルモードにもどります。
･ ノーマルモード

燃費性能、静粛性、運動性能のバランスが
よく、市街地を走行する場合に適していま
す。

シフトポジションが D のとき、運転者の
運転操作と走行状況により、自動的にス
ポーツ走行に適したギヤ段に切りかわる

ドライブモードセレクトス
イッチ

走行・使用状況に合わせて次のモー
ドを選択できます。

走行モードを選択するには
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場合があります。
･ カスタムモード

パワートレーン制御、シャシー制御または
エアコン動作の機能をお好みで設定し、走
行することができます。カスタムモード
は、センターディスプレイで設定します。
（ P.234）

2 コンフォートモード
サスペションを制御することにより、より
快適な乗り心地になります。市街地走行に
適しています。

コンフォートモード以外のときにスイッ
チを手前側へまわすとコンフォートモー
ドに切りかわり、“Comfort” 表示灯が点
灯します。

3 エコドライブモード
スロットル特性をおだやかに設計するこ
とで、エコ運転中の運転者のアクセル操作
をアシストします。またエアコン（暖房／
冷房）の作動を抑え、燃費の向上を意識し
た走行に適しています。

コンフォートモードのときにスイッチを
手前側へまわすとエコドライブモードに
切りかわり、“Eco” 表示灯が点灯しま
す。

4 スポーツモード
･ スポーツ Sモード

トランスミッションとエンジンの制御に
より、アクセルレスポンスを向上させ、力
強い加速が可能です。コーナーの多い道な
どで、きびきびした走りを楽しみたいとき
に適しています。
スポーツ S モード以外のときにスイッチ
を奥側へまわすとスポーツ S モードに切
りかわり、“Sport S”表示灯が点灯しま
す。
･ スポーツ S＋モード

スポーツ S モードよりも早いタイミング
のシフトダウンにより、高いエンジン回転
を保持するほか、素早い変速を行います。
さらに、ステアリングの応答性、サスペン
ションの制御、および VDIM の制御が変

化することで、本格的なスポーツ走行にも
対応します。
スポーツ S モードのときにスイッチを奥
側へまわすとスポーツ S ＋モードに切り
かわり、“Sport S ＋ ” 表示灯が点灯し
ます。

知識

■エコドライブモード時のエアコン作動
について

エコドライブモードは、暖房／冷房の作動
や風量を抑制して、燃費向上を図っていま
す。空調の効きをよりよくしたいときは、
次の操作を行ってください。

･ エコ空調モードをOFF にする
（ P.245）

･ 風量を調整する（ P.240）

･ エコドライブモードを解除する

■スポーツ／ カスタムモードの自動解除

スポーツ／ カスタムモードを選択して走
行後、エンジンスイッチ＜パワースイッチ
＞を OFF にし、再度エンジンスイッチ＜
パワースイッチ＞をイグニッション ON
モード＜ ONモード＞にした場合は、自動
でノーマルモードにもどります。

■サイド画面の割り込み表示

モードを切りかえるごとに、選択したモー
ド が サ イ ド 画 面 に 表 示 さ れ ま す。
（ P.236）
カスタムモード時は、この画面に表示され
る“Setting”を選択すると、ドライブモー
ド設定画面が表示されます。
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★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ センサーの位置・種類

フロントコーナーセンサー

フロントセンサー

リヤコーナーセンサー

バックセンサー

■ クリアランスソナーの表示のしか
た

障害物を感知すると、マルチインフォ
メーションディスプレイ、ヘッドアッ

プディスプレイ★、またはセンター
ディスプレイに表示されます。

● マルチインフォメーションディス

プレイおよびヘッドアップディス

プレイ★の表示

フロントコーナーセンサー作動表

示

フロントセンサー作動表示

リヤコーナーセンサー作動表示

バックセンサー作動表示

● センターディスプレイの表示

バックガイドモニター使用時に画面
上に表示されます。（割り込み表示）

障害物を感知すると画面の左上に簡略表
示されます。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

1 メーター操作スイッチの また

は を押して を選択する

クリアランスソナー

クリアランスソナーは、車両と障害
物とのおおよその距離を超音波セ
ンサーによって感知して、メーター
内のマルチインフォメーション
ディスプレイ、ヘッドアップディス

プレイ★およびセンターディスプ
レイの距離表示とブザー音、音声案
内で運転者にお知らせします。

システムの構成部品

A

B

C

D

システムを作動させるには

A

B

C

D
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2 メーター操作スイッチの また

は を押して“クリアランスソ

ナー”を選択し、“OK”を押す

クリアランスソナーが ON になると、ク
リアランスソナー表示灯の点灯で知らせ
ます。

知識

■作動条件

●フロントコーナーセンサー：
･ エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
がイグニッションONモード＜ONモー
ド＞のとき

･ シフトポジションが P以外にあるとき
･ 車両の速度が約 10km/h 以下のとき（シ
フトポジションが Rにあるときは除く）

●フロントセンサー：
･ エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
がイグニッションONモード＜ONモー
ド＞のとき

･ シフトポジションが P・R以外にあると
き

･ 車両の速度が約 10km/h 以下のとき

●リヤコーナーセンサー・バックセン
サー：

･ エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
がイグニッションONモード＜ONモー
ド＞のとき

･ シフトポジションが Rにあるとき

■ブザー音のミュート（消音）について

●ミュート（消音）させるとき：

マルチインフォメーションディスプ
レイに感知した画面が表示されてい
るときに、メーター操作スイッチの
“OK” を押すと、一時的にブザー音
を消すことができます。

●ミュート（消音）が解除されるとき：

次のとき、自動的にミュート（消音）
が解除されます。

･ シフトポジションを切りかえたとき（D
から N、および N から D への切りかえ
を除く）

･ シフトポジションが Dで、車速が約 10
km/h 以上になったとき

･ クリアランスソナーを OFF にし、再度
ONにしたとき

･ エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
を OFF にし、再度イグニッション ON
＜ ON モード＞モードにしたとき

■マルチインフォメーションディスプレ
イに “ ソナーの汚れを除去してくださ
い”が表示されたときは

クリアランスソナーのセンサーに氷・雪・
泥などが付着していることが考えられま
す。
この場合はセンサーの氷・雪・泥などを取
り除けば、正常に復帰します。
また、低温時にはセンサーの凍結などによ
り異常表示が出たり、障害物があっても感
知しないことがあります。氷が解ければ、
正常に復帰します。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“クリアランスソナー故障”また
は“クリアランスソナー通信異常”が
表示されたときは

センサーの異常などにより装置が正常に
作動しなくなっているおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてください。

■センサーの感知について

●センサーの感知範囲は車両前部と後部
のバンパー周辺に限られます。

●障害物の形状・条件によって感知できる
範囲が短くなることや、感知できないこ
とがあります。

●センサーが障害物に近付きすぎると感
知できないことがあります。

●障害物を感知してから、表示やブザーが
出るまでに多少時間がかかります。低速
走行時の場合でも表示やブザーが出る
前に、障害物まで約25cm 以内に接近す
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るおそれがあります。

●オーディオ・エアコン使用時は、音楽や
ファンの音などにより、ブザーの音が聞
き取りづらくなる場合があります。

●他システムのブザーの音などにより本
システムの音が聞き取りづらくなる場
合があります。

■カスタマイズ機能

クリアランスソナーの設定を変更できま
す。
（カスタマイズ一覧： P.348）

警告

■クリアランスソナーをお使いになる
前に

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。

●車両の速度が約 10km/h をこえない
ようにしてください。

●センサーの感知範囲、作動速度には限
界があります。車を前進・後退すると
きは、必ず車両周辺（特に車両側面な
ど）の安全を確認し、ブレーキで車速
を十分に制御し、ゆっくり運転してく
ださい。

●センサーが感知する範囲にはアクセ
サリー用品などを取り付けないでく
ださい。

■センサーについて

次のとき、クリアランスソナーが正常に
作動しないことがあり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。注意して
運転してください。

●センサーに氷・雪・泥などが付着した
とき（取り除けば、正常に復帰します）

●センサー部が凍結したとき（解けれ
ば、正常に復帰します）
特に低温時には凍結などにより異常
表示が出たり、障害物があっても感知
しないことがあります。

●センサーを手などで覆ったとき

●炎天下や寒冷時

●凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など

●他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
クリアランスソナーなどの超音波を
発生するものが近付いたとき

●どしゃぶりの雨や水しぶきがかかっ
たとき

●車両姿勢が大きく傾いたとき

●市販のフェンダーポール・無線機アン
テナ・フォグランプを車に付けたとき

●背の高い縁石や直角の縁石に向かっ
て進んだとき

●標識などのものによっては感知距離
が短くなります。

●バンパー真下付近は感知しません。
センサーより低いものや細い杭など
は、一度感知しても接近すると突然感
知しなくなることがあります。

●センサーに障害物が近付きすぎたと
き

●バンパーやセンサー部付近にものを
ぶつけたときや、たたくなどの強い衝
撃を与えたとき

●レクサス純正品以外のサスペンショ
ンを取り付けたとき

●けん引フックを取り付けたとき

●字光式ナンバープレートを取り付け
たとき
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■ 障害物を感知できる範囲

約100cm

約 150cm

約 60cm

感知できる範囲は右図のとおりです。ただ
し、障害物がセンサーに近付きすぎると感
知できません。

障害物の形状・条件によっては、感知でき
る距離が短くなることや、感知できないこ
とがあります。

警告

障害物の形状・条件によっては感知でき
る範囲が短くなることや、感知できない
ことがあります。

■正確に感知できないことがある障害
物

次のようなものは感知しないことがあ
ります。注意して運転してください。

●針金・フェンス・ロープなどの細いも
の

●綿・雪などの音波を吸収しやすいもの

●鋭角的な形のもの

●背の低いもの

●背が高く上部が張り出しているもの

特に人は衣類の種類によっても検知で
きない場合がありますので、常に目視で
確認してください。

注意

■クリアランスソナー使用時の注意

次のとき、センサーの異常などにより装
置が正常に作動しなくなっているおそ
れがあります。レクサス販売店で点検を
受けてください。

●障害物を感知していない状態で、クリ
アランスソナーの作動表示が点灯も
しくは点滅し、ブザーが鳴ったとき

●センサー部付近にものをぶつけたと
きや、たたくなどの強い衝撃を与えた
とき

●バンパーをぶつけたとき

●ブザー音がしないのに表示が点灯も
しくは点滅したままのとき（ミュート
選択時は除く）

■洗車時の注意

●高圧洗車機を使用して洗車するとき
は、センサー部に直接水をあてないで
ください。強い水圧により衝撃が加わ
り、正常に作動しなくなるおそれがあ
ります。

●スチームを使用した洗車機などで洗
車するときは、スチームをセンサー部
に近付けすぎないようにしてくださ
い。スチームにより、正常に作動しな
くなるおそれがあります。

距離表示の見方

A

B

C
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■ 画面表示

障害物を感知すると、作動表示が点灯
または点滅します。

※1イラストはマルチインフォメーション
ディスプレイの表示です。ヘッドアッ

プディスプレイ★およびセンターディ
スプレイの表示は異なります。セン
ターディスプレイは、バー表示の本数
がかわらず、点灯および点滅周期に
よって、障害物との距離を示していま
す。

※2マルチインフォメーションディスプレ

イおよびヘッドアップディスプレイ★

※3センターディスプレイ
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

障害物を感知すると、ブザーが鳴りま
す。

ブザー音と同時に音声案内を行います。

■ フロント側またはリヤ側のみで障
害物を感知しているとき

● 障害物との距離が近付くと、ブ
ザーの断続時間が短くなります。
障害物との距離が次のとき、ブ
ザーは断続音「ピピピ」から連続
音「ピー」になります。

･ フロントセンサー、またはコーナーセン
サーが感知した障害物との距離が約
30cm 以下

･ バックセンサーが感知した障害物との
距離が約 35cm 以下

● 複数のセンサーが同時に障害物を
感知しているときは、もっとも近
い障害物との距離に合わせたブ
ザー音が鳴ります。

■ 障害物を車両の前後で同時に感知
したとき

● フロント側、またはリヤ側で障害
物を感知してブザーが連続で鳴っ

画面表示※1
障害物までのおおよ

その距離

（点灯※2 または

遅い点滅※3）

フロントセンサー：

100cm ～ 50cm

バックセンサー：

150cm ～ 60cm

（点灯※2 または

点滅※3）

フロントセンサー：

50cm ～ 40cm

バックセンサー：

60cm ～ 45cm

フロントコーナーセ
ンサー／リヤコー
ナーセンサー：

60cm ～ 45cm

（点灯※2 または

速い点滅※3）

フロントセンサー：

40cm ～ 30cm

バックセンサー：

45cm ～ 35cm

フロントコーナーセ
ンサー／リヤコー
ナーセンサー：

45cm ～ 30cm

（点滅※2 または

点灯※3）

フロントセンサー：

30cm 以下

バックセンサー：

35cm 以下

フロントコーナーセ
ンサー／リヤコー
ナーセンサー：

30cm 以下

音声案内とブザー音
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ているとき、反対の側（フロント
またはリヤ）で新たに障害物を感
知すると、ブザー音は「ピピピピ
ピピピ　ピー」をくり返します。

● フロント側、またはリヤ側で障害
物を感知してブザーが連続で鳴っ
ているとき、反対の側（フロント
またはリヤ）でもブザーが連続で
鳴る範囲内に障害物を感知する
と、ブザー音は「ピピピ　ピー」を
くり返します。

ブザーの音量と鳴るタイミングを変
更することができます。

BSM（ブラインドスポット
モニター）

リヤバンパー内側にあるセンサー
を使用し、運転者の目視だけでは感
知しづらい領域の確認を補助する
機能です。

次の 2 つの機能が装備されていま
す。

● BSM（ブラインドスポットモニ
ター）機能
運転者による車線変更時の判断
を支援します。

● RCTA（リヤクロストラフィック
アラート）機能
後退時に運転者を支援します。

これらの機能は同じセンサーを使
用します。

システムの構成部品
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マルチインフォメーションディス

プレイ
BSM機能またはRCTA機能のON／OFF
を切り替えます。
BSM機能がONのとき、RCTA機能をON
できます。

ドアミラーインジケーター

BSM機能：
ドアミラーの死角領域に車両を検知した
とき、または後方からその死角領域に急速
に接近してくる車両を検知したときは、検
知した側のドアミラーインジケーターが
点灯します。検知した側に方向指示レバー
を操作している場合は、ドアミラーインジ
ケーターが点滅します。

RCTA 機能：
自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、両側のドアミ
ラーインジケーターが点滅します。

BSM表示灯／ RCTA 表示灯

BSM機能またはRCTA機能がONのとき、
それぞれのインジケーターが点灯します。

モニター画面の表示（RCTA 機能

のみ）
自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、モニター画
面に検知した側の RCTA アイコン
（ P.217）が点灯します。

イラストは左後方から車両が接近してい
る例です。

RCTA ブザー（RCTA機能のみ）

自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、ブザーが鳴り
ます。

BSM機能をONにした直後の約1秒間は
ブザーが鳴ります。

1 メーター操作スイッチの また

は を押して を選択する

2 または を押して “BSM”
を選択し、“OK”を押す

3 または を押して “BSM”

／ “RCTA” を選択し、“OK”
を押す

“OK” を押すたびに ON ／ OFF が切り
かわります。

設定を終了する場合は、 スイッチを

押します。

知識

■ドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーインジ
ケーターが見えづらいことがあります。

■RCTA ブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオなど大きな音がする
場合、RCTA ブザー音が聞こえづらくなる
場合があります。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに “BSM 現在使用できません ” が
表示されたときは

センサー周辺のバンパーに氷・雪・泥など
が付着していることが考えられます。セン
サー周辺のバンパーの氷・雪・泥などを取
り除けば、正常に復帰します。また、極め
て高温または低温の環境で使用した場合、
正常に作動しないことがあります。

■マルチインフォメーションディスプレ
イに“BSM 故障販売店で点検してくだ
さい”が表示されたときは

センサーの故障や電圧異常などが考えら
れます。レクサス販売店にて点検を受けて

A

B

C

D

E

設定のしかた
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ください。

■カスタマイズ機能

お車に装備されている機能の一部は、設定

を変更することができます。
（カスタマイズ一覧： P.348）

■レーダーセンサーの取り扱いについて
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警告

■レーダーセンサーの取り扱い

ブラインドスポットモニターのセン
サーは、車両リヤバンパー内側に左右ひ
とつずつ設置されています。システムを
正しく作動させるために次のことをお
守りください。

●センサー周辺のリヤバンパーは常に
きれいにしておく
センサー周辺のリヤバンパーに汚れ
や 着 雪 が あ る 場 合、警 告 表 示
（ P.211）とともにシステムが作動
しなくなることがあります。その場
合、汚れや雪を落としたあと、BSM
機能の作動条件（ P.215）でしばら
く走行してください（目安：約 10
分）。それでも警告表示が消えない場
合はレクサス販売店にて点検を受け
てください。

●センサー周辺のリヤバンパーへの強
い衝撃を避ける
センサーの位置や向きが少しでもず
れると、車両を正しく検知できなく
なったり、装置が正常に動作しなくな
るおそれがあります。
次のような場合には、必ずレクサス販
売店にて点検を受けてください。

･ センサーやセンサー周辺に強い衝撃
を受けた

･ センサー周辺のリヤバンパーなどに
傷や凹みがある、一部が外れている

●センサーを分解しない

●センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーにステッカーを貼らない

●センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーを改造しない

●リヤバンパーの塗装修理の際には
レクサス設定色以外への変更は行わ
ないでください
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■ BSM機能の作動

BSM機能はレーダーセンサーにより隣の車線を走行する次の車両を検知し、ド
アミラーのインジケーターによってその車両の存在を運転者に知らせます。

ドアミラーに映らない領域（死角領域）を併走する車両

後方からドアミラーに映らない領域（死角領域）に急速に接近してくる車両

■ BSM機能で検知できる範囲

次の範囲に入った車両を検知します。

検知できる範囲：

車両の両側面について、側面から約0.5m離れた面から約3.5mの領域※1

リヤバンパーから約1m前方の領域

リヤバンパーから約3m後方の領域

リヤバンパーから後方約3m～60mの領域※2

※1車両側面から外側に約 0.5m は検知しません。
※2自車と他車の速度差が大きいほど、ドアミラーインジケーターは他車がより遠くにい
る状況で点灯・点滅します。

BSM機能

A

B

A

B

C

D
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知識

■BSM機能の作動条件

BSM 機能は、次の条件をすべて満たして
いるときに作動します。

●BSM機能が ONのとき

●シフトポジションが R以外のとき

●車速が約 16km/h 以上のとき

■BSM機能が車両を検知する条件

BSM 機能は、次のような状況で検知範囲
に入った車両を検知します。

●隣の車線を走行する他車に自車が追い
こされるとき

●他車が車線変更中に検知範囲に進入す
るとき

■BSM機能が車両を検知しない状況

BSM 機能は、次のような車両や車両以外
のものを検知対象としません。

●小型の二輪車・自転車・歩行者など※

●対向車

●ガードレール・壁・標識・駐車車両など

の静止物※

●同じ車線を走行する後続車※

●2 つ隣の車線を走行する他車※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■BSM 機能が有効に作動しないおそれが
ある状況

●BSM機能は、次のような状況では車両を
有効に検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きがず
れているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセンサー
やセンサー周辺のリヤバンパーに付着
したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たまり
などの濡れた路面を走行するとき

･ 複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近するとき

･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度差が
大きすぎるとき

･ 自車と他車の速度差に変化があるとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度がほ
とんど等しいとき

･ 停止状態から発進した際に、検知範囲に
他車が存在し続けたとき

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や道
路のくぼみ等を走行しているとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏が
ある場所を走行するとき

･ 車線の幅が広い、もしくは車線の端を走
行するなど、隣の車線の他車が自車から
離れすぎているとき

･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーやけん引フックを装着してい
るとき

･ 検知範囲に入る他車と自車の高さに差
がありすぎるとき

･ BSM機能をONにした直後

●BSM機能は、特に次のような状況では不
要な検知が増えることがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きがず
れているとき

･ ガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったとき

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や道
路のくぼみ等を走行しているとき

･ 車線の幅が狭い、もしくは車線の端を走
行するなど、隣の車線以外を走行する車
両が検知範囲に入ったとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏が
ある場所を走行するとき

･ タイヤがスリップ（空転）しているとき
･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーやけん引フックを装着してい
るとき
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警告

■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運転
に努めてください。

BSM 機能は、ドアミラーの死角領域に
入った車両の存在とその死角領域に急
速に接近してくる車両の存在を運転者
に提供する、補助的なシステムです。本
システムだけで安全な車線変更の可否
を判断できるものではないため、システ
ムを過信すると思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

状況によっては本システムが有効に機
能しないことがあるため、運転者は自ら
の目視とミラーによる安全確認を行う
必要があります。
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■ RCTA機能の作動

RCTA機能はレーダーセンサーにより自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知し、ドアミラーのインジケーターとブザーによってその車両の
存在を運転者に知らせます。

接近車両

接近車両を検知できる範囲

■ RCTAアイコンの表示

自車の右後方または左後方から接近
している車両を検知したときは、モニ
ター画面上に次の表示をします。

RCTA 機能

A

B

画面表示 表示内容

左後方から車両が接近
しているとき

右後方から車両が接近
しているとき

両方向から車両が接近
しているとき

RCTA 機能に異常があ
るとき（ P.211）
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■ RCTA機能で検知できる範囲

次の範囲に入った車両を検知します。

速度が速い車両に対しては、より離れ
た位置で警報ブザーを鳴らします。

例：

知識

■RCTA 機能の作動条件

RCTA 機能は、次の条件をすべて満たして
いるときに作動します。

●RCTA 機能が ONのとき

●シフトポジションが Rのとき

●自車の車速が約 8km/h 以下のとき

●接近する他車の車速が約 8km/h ～
28km/h のあいだのとき

■RCTA 機能が車両を検知しない状況

RCTA 機能は、次のような車両や車両以外
のものを検知対象としません。

●真後ろから接近する車両

●自車の隣の駐車スペースで後退する車
両

●障害物のためにセンサーが検知できな
い車両

●ガードレール・壁・標識・駐車車両など

の静止物※

●小型の二輪車・自転車・歩行者など※

●自車から遠ざかる車両

●自車の隣の駐車スペースから接近する

車両※

※状況によっては検知をすることがあり
ます。

■RCTA機能が有効に作動しないおそれが
ある状況

●RCTA 機能は、次のような状況では車両
を有効に検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きがず
れているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセンサー
やセンサー周辺のリヤバンパーに付着
したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たまり
などのぬれた路面を走行するとき

･ 複数台の他車が狭い間隔で連続して接

接近車両の速度 警報距離（概

算）

28km/h（速い） 20m

8km/h（遅い） 5.5m

A
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近するとき
･ 高速で接近する車両
･ 車両後部にけん引フックを装着してい
るとき

･ 勾配の変化が激しい坂で後退している
とき

･ 浅い角度での駐車

･ RCTA 機能を ONにした直後
･ RCTA 機能を ONにした状態で、エンジ
ン＜ハイブリッドシステム＞を始動し
た直後

･ 障害物のためにセンサーが検知できな
い車両

●RCTA 機能は、特に次のような状況では

不要な検知が増えることがあります。
･ 自車の横を通過する車両
･ 駐車場に面した道を走行する車両

･ 車両後方に電波の反射しやすい金属
（ガードレール・壁・標識・駐車車両な
ど）が存在するとき

･ 車両後部にけん引フックを装着してい
るとき

警告

■安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運転
に努めてください。

RCTA 機能は自車の右後方または左後
方から接近してくる車両の存在を運転
者に提供する補助的なシステムです。

RCTA 機能を使用していても状況に
よっては本システムが有効に機能しな
いことがあるため、運転者は自らの目視
による安全確認をおこなう必要があり
ます。

システムを過信すると思わぬ事故につ
ながり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。
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★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

マルチインフォメーションディス

プレイ表示（ P.76）

アクティブリヤウィングの状態を表示す
ることができます。

アクティブリヤウィングスイッチ

アクティブリヤウィングをマニュアル作
動させることができます。

インジケーター

アクティブリヤウィングが上昇すると点
灯し、完全に格納すると消灯します。

知識

■作動条件

●エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
がイグニッションONモード＜ONモー
ド＞のとき

●トランクが閉まっているとき

●カスタマイズ機能でアクティブリヤ
ウィング作動の設定がありになってい
るとき

■作動の停止

次のときは、作動が途中で停止します。

●作動中にエンジンスイッチ＜パワース
イッチ＞がアクセサリーモードまたは
OFF にされたとき

●作動中にトランクが開けられたとき

●上昇作動中に異物などで作動をさまた
げられたとき

●その他特殊な動作により、アクティブリ
ヤウィングの位置が不定になったとき

この場合、次回アクティブリヤウィングス
イッチを操作するとアクティブリヤウィ
ングが上昇作動します。また、スイッチ操
作をしなくても、走行を開始して車速が
25km/h以上になると自動的に上昇作動し
ます。

■システムに異常があるとき

マルチインフォメーションディスプレイ
に警告メッセージが表示されます。
（ P.313）

■カスタマイズ機能

アクティブリヤウィングの作動・非作動を
変更できます。
（カスタマイズ一覧： P.348）

アクティブリヤウィング★

走行時に自動で作動するアクティ
ブリヤウィングを装備しています。
特に高速走行時に空力性能を高め
ることで、走行安定性の向上に貢献
します。
スイッチ操作でマニュアル作動さ
せることもできます。

システムの構成部品

A

B

C
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走行モード（ P.203）に合わせて、
次の速度でアクティブリヤウィング
が自動的に作動します。（公道では法
定速度・制限速度をお守りください）

● エコドライブモード以外のとき
上昇：約80km/h
格納：約 40km/h

● エコドライブモードのとき
上昇：約130km/h
格納：約 40km/h

アクティブリヤウィングスイッチの
操作により、現在のアクティブリヤ
ウィングの位置と反対の位置へ作動
させます。

上昇時は格納作動、格納時は上昇作動
します。ただし、アクティブリヤウィ

ングの作動中はスイッチ操作が無効
になります。

※スイッチのインジケーターが消灯する
まで押し続けてください。作動途中でス
イッチを離すと、上昇位置まで自動でも
どります。

知識

■マニュアル操作後のオート作動復帰に
ついて

マニュアル操作でアクティブリヤウィン
グを作動させた場合でも、車速に応じて
オート作動に復帰します。

注意

■システムの損傷・故障を防ぐために

●車両を押したり引いたりするときは、
アクティブリヤウィングに力をかけ
ないようにしてください。

●アクティブリヤウィングにもたれた
りしないでください。

●アクティブリヤウィングにアクセサ
リーなどを取り付けないでください。

●分解・改造しないでください。

●強い衝撃をあたえないでください。

■補機バッテリーあがりを防止するた
めに

エンジン＜ハイブリッドシステム＞停
止中に、長時間マニュアル操作をしない
でください。

オート作動

マニュアル作動に切りかえる

車速
上昇作動／格納作

動

0km/h（停車時） 短押し／長押し※

約 0～ 20km/h 作動不可

約 20 ～ 120km/h 短押し／短押し

約 120km/h 以上 作動不可

警告

■マニュアル操作するときは

次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、重大な傷害にお
よぶか最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

●操作する前にアクティブリヤウィン
グ付近に障害物がないか、異物が挟み
込まれる危険がないか確認してくだ
さい。
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■ ECB（電子制御ブレーキシステム）

電子制御により、ブレーキ操作に応じ
たブレーキ力を発生させます。

■ ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

急ブレーキ時やすべりやすい路面で
のブレーキ時にタイヤのロックを防
ぎ、スリップを抑制します。

■ ブレーキアシスト

急ブレーキ時などに、より大きなブ
レーキ力を発生させます。

■ VSC（ビークルスタビリティコン
トロール）

急なハンドル操作や、すべりやすい路
面で旋回するときに横すべりを抑え、
車両の姿勢維持に寄与します。

■ セカンダリーコリジョンブレーキ

SRS エアバッグのセンサーが衝突を
検知したとき、自動的にブレーキと制
動灯を制御することで、車両を減速さ
せ、二次衝突による被害の軽減に寄与
します。

■ TRC（トラクションコントロール）

すべりやすい路面での発進時や加速
時にタイヤの空転を抑え、駆動力を確
保します。

警告

●アクティブリヤウィング付近に人が
いるときは、手や指など体の一部を挟
んだり、着衣や荷物を巻き込んだりす
る危険がないか確認してください。特
にお子さまへは手などを出さないよ
う「声かけ」をしてください。

●操作中に異物が挟み込まれるおそれ
のある場合は、ただちに操作を中止し
てください。

運転を補助する装置

走行の安全性や運転性能を確保す
るため、走行状況に応じて次の装置
が自動で作動します。ただし、これ
らの装置は補助的なものなので、過
信せずに運転には十分に注意して
ください。

運転を補助する装置について
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■ ヒルスタートアシストコントロー
ル

上り坂やすべりやすい丘面で発進す
るときに、車が後退するのを緩和しま
す。

■ VGRS（バリアブルギヤレシオステ

アリング）★

車速やハンドルの動きに合わせて、フ
ロントホイールが切れる角度を調整
します。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ DRS（ダイナミックリヤステアリ

ング）★

ハンドル操作に応じて後輪もわずか
に切れることより、車両の旋回性や応
答性に寄与します。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ EPS（エレクトリックパワーステ
アリング）

電気式モーターを利用して、ハンドル
操作を補助します。

■ NAVI・AI-AVS
（AVS：アダプティブバリアブルサ
スペンションシステム）

路面の状態や運転操作などに応じ、
ショックアブソーバーの減衰力を 4
輪独立に制御することで、なめらかな
乗り心地と優れた安定感の確保に貢
献し、車両の姿勢維持に寄与します。
また、ドライブモードセレクトスイッ
チで走行モードを選択することで、減
衰力を切りかえることができます。
（ P.203）

■ LDH（レクサスダイナミックハン

ドリングシステム）★

VGRS・DRS・EPS を総合的に制御
します。ハンドル操作と車速に応じ
て、前輪・後輪の切れる角度を制御す
ることで、低速では旋回性、中速では
応答性、高速では安定性の向上に寄与
します。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ VDIM（ビークルダイナミクスイン
テグレイテッドマネージメント）

ABS・ブレーキアシスト・TRC・VSC・
ヒルスタートアシストコントロール・

EPS・VGRS★・DRS★を総合的に制
御します。
すべりやすい路面の走行などで急な
運転操作をした際に、ブレーキ・エン
ジン出力＜ハイブリッドシステム出
力＞・ハンドル操作力・タイヤの切れ
る角度などを制御することで、車両の
安定性確保に貢献します。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ 緊急ブレーキシグナル

急ブレーキ時に制動灯を自動的に点
滅させることにより、後続車に注意を
うながし、追突される可能性を低減さ
せます。

知識

■TRC・VSC・ABS が作動しているとき

TRC・VSC・ABS が作動しているときは、
スリップ表示灯が点滅します。
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■TRC の停止

ぬかるみや砂地、雪道などから脱出すると
きに、TRC が作動していると、アクセルペ
ダルを踏み込んでもエンジン＜ハイブ
リッドシステム＞の出力が上がらず、脱出
が困難な場合があります。

このようなときに スイッチを押すこ

とにより、脱出しやすくなる場合がありま
す。

TRCを停止するには スイッチを押し

ます。

マルチインフォメーションディスプレイ
に“TRC Offしました”と表示されます。

もう一度 スイッチを押すと、システ

ム作動可能状態にもどります。

■TRC と VSC の停止

TRC と VSC を停止するには スイッ

チを押し 3秒以上保持してください。

VSC OFF 表示灯が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイに“TRC Off

しました”と表示されます。※

もう一度 スイッチを押すと、システ

ム作動可能状態にもどります。
※プリクラッシュセーフティシステムも
OFF になります。（衝突警報のみ作動状
態になります）PCS 警告灯が点灯し、マ
ルチインフォメーションディスプレイ
に メ ッ セ ー ジ が 表 示 さ れ ま す。
（ P.186）
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ スイッチを押さなくてもマルチイ

ンフォメーションディスプレイに TRC
OFF 表示がされたとき

TRC・ヒルスタートアシストコントロール
が作動できない状態になっています。
レクサス販売店にご相談ください。

■VGRS の作動が停止する場合

次の状況ではVGRSが作動を停止すること
があります。この場合、直進のハンドル位
置がずれることがありますが、システムの
復帰と共にもとにもどります。

●停車中か極低速走行中に長時間ハンド
ルをまわし続けたとき
（LDH装着車は、DRS も停止します）

●ハンドルをいっぱいに切った状態で、長
く力をかけ続けたとき

これらの状況が改善されれば、システムは
復帰します。
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■補機バッテリー端子の脱着をしたとき
（VGRS装着車）

ハンドルの直進位置がずれる場合があり
ますが、そのまま走行することで自動的に
修正されます。

■ABS・ブレーキアシスト・TRC・VSC・
ヒルスタートアシストコントロール・
VGRS の作動音と振動

●エンジン＜ハイブリッドシステム＞始
動時や発進直後、ブレーキペダルをくり
返し踏んだときに、エンジンルームから
作動音が聞こえることがありますが、異
常ではありません。

●上記のシステムが作動すると、次のよう
な現象が発生することがありますが、異
常ではありません。

･ 車体やハンドルに振動を感じる
･ 車両停止後もモーター音が聞こえる

■ECB の作動音

次のような場合に ECB の作動音が聞こえ
ることがありますが、異常ではありませ
ん。

●ブレーキペダルを操作したときに、エン
ジンルームから聞こえる作動音（“カチ
”、“シュー”、“ジー”という音）

●運転席ドアを開けたときに車両前方か
ら聞こえるブレーキシステムのモー
ター音（“ジー”という音）

●エンジン＜ハイブリッドシステム＞停
止後 1 ～ 2 分経過時に、エンジンルー
ムから聞こえる作動音（“ カチ ”、“
シュー”、“ジー”という音）

■EPS・VGRS・DRS モーターの作動音

ハンドル操作を行ったとき、モーターの音
（“ウィーン”という音）が聞こえること
がありますが、異常ではありません。

■TRC や VSCの自動復帰について

TRC や VSC を作動停止にしたあと、次の
ときはシステム作動可能状態に戻ります。

●エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
をOFF にしたとき

●（TRC のみを作動停止にしている場合）
車速が高くなったとき
ただし、TRC と VSC の作動を停止して
いる場合は、車速による自動復帰はあり
ません。

■TRC OFF の作動制限

TRC のみ作動を停止している場合は、車速
が高くなると TRC は作動を再開します。
ただし、TRC と VSC の作動を停止してい
る場合は、車速による作動再開はありませ
ん。

■セカンダリーコリジョンブレーキの作
動条件

車速が約 10km/h 以上で、SRS エアバッ
グのセンサーが衝突を検知したとき（車速
が約 10km/h 未満では作動しません）

■セカンダリーコリジョンブレーキの自
動解除

次のとき、自動的にセカンダリーコリジョ
ンブレーキが解除されます。

●車速が約 10km/h 未満になったとき

●作動して一定時間経過したとき

●アクセルペダルを大きく踏み込んだと
き

■マルチインフォメーションディスプレ
イに「セカンダリーコリジョンブレーキ
故障」が表示されたときは

システムに異常があるおそれがあります。
レクサス販売店で点検を受けてください。

■EPS の効果が下がるとき

停車中か極低速走行中に長時間ハンドル
をまわし続けると、EPS システムのオー
バーヒートを避けるため、EPS の効果が下
がりハンドル操作が重く感じられるよう
になります。
その場合は、ハンドル操作を控えるか、停
車し、エンジン＜ハイブリッドシステム＞
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を停止してください。10 分程度でもとの
状態にもどります。

■NAVI・AI-AVSの NAVI 協調機能

ナビゲーションの道路コーナー情報によ
り、コーナーの前からあらかじめ減衰力を
制御します。これにより、優れたコーナー
リング性能を確保します。ナビゲーション
においてルート探索可能な道路で作動し
ます。

■ヒルスタートアシストコントロールの
作動条件

次のときシステムが作動します。

●シフトポジションがPまたはN以外（前
進または後退での上り坂発進時）

●車両停止状態

●アクセルペダルを踏んでいない

●パーキングブレーキがかかっていない

■ヒルスタートアシストコントロールの
自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

●シフトポジションをPまたはNの位置に
した

●アクセルペダルを踏んだ

●パーキングブレーキをかけた

●ブレーキペダルから足を離して最大2秒
経過した

■緊急ブレーキシグナルの作動条件

次のときシステムが作動します。

●非常点滅灯が点滅していないこと

●車速 55km/h 以上

●ブレーキペダルが踏み込まれ、車両の減
速度から急ブレーキだとシステムによ
り判断された

■緊急ブレーキシグナルの自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

●非常点滅灯を点滅させた

●ブレーキペダルを離した

●車両の減速度から急ブレーキではない
とシステムにより判断された

警告

■ABSの効果を発揮できないとき

●タイヤのグリップ性能の限界をこえ
たとき（雪に覆われた路面を過剰に摩
耗したタイヤで走行するときなど）

●雨でぬれた路面やすべりやすい路面
での高速走行時に、ハイドロプレーニ
ング現象が発生したとき

■ABSが作動することで、制動距離が通
常よりも長くなる可能性があるとき

ABS は制動距離を短くする装置ではあ
りません。特に次の状況では、常に速度
を控えめにして前車と安全な車間距離
をとってください。

●泥・砂利の道路や積雪路を走行してい
るとき

●道路のつなぎ目など、段差をこえたと
き

●凹凸のある路面や石だたみなどの悪
路を走行しているとき

■TRCやVSCの効果を発揮できないと
き

すべりやすい路面では、TRC や VSC が
作動していても、車両の方向安定性や駆
動力が得られないことがあります。車両
の方向安定性や駆動力を失うような状
況では、特に慎重に運転してください。

■ヒルスタートアシストコントロール
の効果を発揮できないとき

●ヒルスタートアシストコントロール
を過信しないでください。急勾配の坂
や凍った路面では、ヒルスタートアシ
ストコントロールが効かないことが
あります。
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警告

●ヒルスタートアシストコントロール
はパーキングブレーキのように車を
長時間駐停車するための機能ではあ
りませんので、同機能を坂道での駐停
車のために使用しないでください。思
わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

■スリップ表示灯が点滅しているとき

TRC・VSC・ABS が作動中であること
を知らせています。常に安全運転を心が
けてください。無謀な運転は思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。表示
灯が点滅したら特に慎重に運転してく
ださい。

■TRC や VSC を OFF にするとき

TRCや VSCは駆動力や車両の方向安定
性を確保しようとするシステムです。
そのため、必要なとき以外は TRC・VSC
を作動停止状態にしないでください。
TRCや VSCを作動停止状態にしたとき
は、路面状況に応じた速度で、特に慎重
な運転を心がけてください。

■セカンダリーコリジョンブレーキに
ついて

セカンダリーコリジョンブレーキを過
信しないでください。本システムは、二
次衝突による被害軽減に寄与すること
を目的としていますが、その効果はさま
ざまな条件によりかわります。システム
を過信すると重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

■タイヤまたはホイールを交換すると
き

4輪とも指定されたサイズで、同じメー
カー・ブランド・トレッドパターン（溝
模様）のタイヤを使用し、推奨された空
気圧にしてください。
異なったタイヤを装着すると、ABS・
TRC・VSCが正常に作動しません。
タイヤ、またはホイールを交換するとき
は、レクサス販売店にご相談ください。

■タイヤとサスペンションの取り扱い

問題があるタイヤを使用したり、サスペ
ンションを改造したりすると、運転を補
助するシステムに悪影響をおよぼし、シ
ステムの故障につながるおそれがあり
ます。
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エコドライブモードを使用すると、通
常にくらべてアクセルペダルの踏み
込みに対するトルクの発生がゆるや
かになります。また、エアコン（暖房
／冷房）の作動を抑え、燃費向上につ
ながります。（ P.203）

メーター内のハイブリッドシステム
インジケーターのバー表示をエコエ
リアの範囲に保つことで、環境に配慮
した走行が可能です。（ P.70）

信号待ちや渋滞のときなどは、シフト
ポジションをDにしましょう。また、
駐車するときは、シフトポジションを
Pにしましょう。シフトポジションを
Nにしても、燃費向上の効果はありま
せん。Nでは、ガソリンエンジンが回
転していても駆動用電池は充電され
ないため、エアコンなどを使用してい
ると駆動用電池の残量が低下します。

● 急加速・急減速を控え、スムーズ

な運転を心がけましょう。ゆるや
かに加速・減速することで、より
効果的に電気モーターを使用で
き、余分なガソリン消費を抑える
ことができます。

● 加速のくり返しは、駆動用電池の
残量を低下させ、結果、燃費が悪
化するため控えましょう。走行中、
アクセルペダルを少しもどすこと
で駆動用電池の残量を回復させる
ことができます。

減速時は、早めに、ゆるやかなブレー
キ操作を行いましょう。
減速時に発生する電気エネルギーを
より多く回収することができます。

加速・減速のくり返しや、長い信号待
ちは燃費を悪化させます。お出かけ前
に交通情報を確認するなどして、なる
べく渋滞を回避するようにしましょ
う。また渋滞の際は、ブレーキペダル
をゆるめて微前進し、アクセルペダル
をあまり踏まないようにしましょう。
余分なガソリン消費を抑えることが
できます。

速度を抑え、一定速度で走行しましょ
う。また、料金所手前では早めにアク
セルペダルをもどし、ゆるやかなブ
レーキ操作を行いましょう。減速時に
発生する電気エネルギーをより多く
回収することができます。

ハイブリッド車運転のアド
バイス（LC500h）

環境に配慮した経済的な運転のた
めには、次のことを心がけてくださ
い。

エコドライブモードの利用

ハイブリッドシステムインジ
ケーターの利用

シフトポジションの変更

アクセルペダル・ブレーキペダ
ルの操作

減速時のブレーキ操作

渋滞

高速道路での運転
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必要時以外はエアコンスイッチを
OFF にしましょう。余分なガソリン
消費を抑えることができます。

夏季：外気温が高いときは、内気循環
モードに設定しましょう。エアコンへ
の負荷が減り燃費向上につながりま
す。

冬季：ガソリンエンジン・車室内が暖
まるまで、ガソリンエンジンが自動停
止しないので、燃料を消費します。ま
た、過剰な暖房を避けると、燃費向上
につながります。

タイヤ空気圧はこまめに点検しま
しょう。タイヤ空気圧が適切でない
と、燃費の悪化につながります。
また、冬用タイヤは転がり抵抗が大き
いため、乾燥した路面では燃費の悪化
につながります。季節、道路状況に応
じて適切なタイミングでタイヤを交
換しましょう。

重い荷物が積まれていると、燃費が悪
化します。不要な荷物は、積んだまま
にせずに降ろしましょう。また、大型
ルーフキャリアの装着も重い荷物と
同様に燃費の悪化につながります。

ガソリンエンジンが冷えているとき
は、ガソリンエンジンの始動／停止を
自動的に行いますので、暖機運転は必
要ありません。

なお、短距離走行のくり返しは、暖機
運転のためのガソリンエンジン始動
がひんぱんに行われることになりま
すので、燃費の悪化につながります。

エアコンのON／OFF

タイヤ空気圧の点検

荷物

走行前の暖機運転
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● 次のものはそれぞれ外気温に適し
たものをお使いください。

･ エンジンオイル

･ 冷却水

･ ウォッシャー液

● 補機バッテリーの点検を受けてく
ださい。

● 冬用タイヤ（4輪）を使用してくだ
さい。
タイヤは 4 輪とも指定サイズで同
一銘柄のものを使用してくださ
い。
（タイヤについて： P.271）

知識

■タイヤチェーンについて

タイヤチェーンを装着できません。

タイヤチェーンについてはレクサス販売
店にお問い合わせください。

状況に応じて次のことを行ってくだ
さい。

● ドアやワイパーが凍結したときは
無理に開けたり動かしたりせず、
ぬるま湯をかけるなどして氷を溶
かし、すぐに水分を十分にふき
取ってください。

● ドアハンドルが凍結したときは、
ワイヤレス機能を使用して解錠し
てください。ワイヤレス機能で解
錠してもドアハンドルが格納され
たまま動かない場合は、ぬるま湯
をかけるなどして氷を解かし、す
ぐに水分を十分にふき取ってくだ
さい。また、凍結時の氷のはさま

寒冷時の運転

寒冷時に備えて、準備や点検など正
しく処置していただいた上で適切
に運転してください。

冬を迎える前の準備について

警告

■冬用タイヤ装着時の警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコント
ロールが不能となり、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡事故につながるお
それがあります。

●指定サイズのタイヤを使用する

●空気圧を推奨値に調整する

●装着する冬用タイヤの最高許容速度
や制限速度をこえる速度で走行しな
い

●冬用タイヤを装着する際は、必ず 4輪
とも装着する

注意

■タイヤチェーンの使用について

タイヤチェーンを装着しないでくださ
い。
タイヤチェーンが車体にあたり、走行の
さまたげとなるおそれがあります。
詳しくはレクサス販売店にご相談くだ
さい。

■タイヤを修理・交換するとき

レクサス販売店へご依頼ください。
タイヤの取り付け・取りはずしはタイヤ
空気圧バルブ／送信機の作動に影響し
ます。
（タイヤについての詳しい説明はP.271
を参照してください）

運転する前に
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りなどでドアハンドルが格納しき
らない場合がありますが、氷が解
ければ正常な位置にもどります。

● フロントウインドウガラス前の外
気取り入れ口に雪が積もっている
ときは、エアコンのファンを正常
に作動させるために、雪を取り除
いてください。

● 外装ランプ・車両の屋根・タイヤ
の周辺やブレーキ装置に雪や氷が
付いているときは、取り除いてく
ださい。

● 乗車する前に靴底に付いた雪をよ
く落としてください。

知識

■寒冷地用ワイパーブレードについて

●降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブ
レードは、雪が付着するのを防ぐために
金属部分をゴムで覆ってあります。
レクサス販売店で各車指定のブレード
をお求めください。

●高速走行時は、通常のワイパーブレード
よりガラスがふき取りにくくなること
があります。その場合には速度を落とし
てください。

■ワイパーの保護制御について

P.171

ゆっくりスタートし、車間距離を十分

にとって控えめな速度で走行してく
ださい。

パーキングブレーキをかけると、ブ
レーキ装置が凍結して解除できなく
なるおそれがあります。パーキングブ
レーキはかけずに、シフトポジション

を P にして駐車し、必ず輪止め※ を
してください。

輪止めをしないと、車が動き思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。
※輪止めは、レクサス販売店で購入するこ
とができます。

積雪や凍結のおそれがある場合は、ボ
ンネット下にあるワイパーをサービ
スポジションに切りかえてから立て
てください。（ P.172）

注意

■フロントウインドウガラスに付いた
氷を除去するとき

たたいて割らないでください。
フロントウインドウガラスの内側（車内
側）が割れるおそれがあります。

運転するとき

駐車するとき

ワイパーについて
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5-1. リモートタッチ

■ 操作スイッチ

もどるボタン

1つ前の画面にもどります。

“MENU”ボタン

メニュー画面を表示します。

“MAP”ボタン

ナビゲーション画面で現在地を表示しま
す。

タッチパッド

画面上のスイッチを選択または決定しま
す。
また、リスト画面のスクロールや地図の拡
大／縮小などもできます。

サブファンクションボタン

画面に が表示されているときに、各

画面ごとに割り当てられた機能画面を呼
び出します。

■ タッチパッドの使い方

1 選択する：タッチパッドを操作し
て、ポインタ※をスイッチに合わ
せる

※ポインタとはタッチパッドの操作に合
わせて画面上を動くマークです。

2 決定する：タッチパッドを押す、
またはダブルタップする

■ タッチ操作

タッチパッドで次の操作が可能です。

● なぞり操作

タッチパッドにふれた状態でパッド
面をなぞります。カーソルやポインタ
を動かすことができます。

● ダブルタップ

タッチパッドを指先で素早く軽く 2
回叩きます。タッチパッドを押したと
きと同様に、ポインタで選んだ画面ス
イッチを決定することができます。

リモートタッチ

リモートタッチを使って、センター
ディスプレイの操作・設定ができま
す。

詳しくは別冊「ナビゲーションシス
テム取扱説明書」を参照してくださ
い。

リモートタッチの操作について

A

B

C

D

E
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● フリック

タッチパッドにふれた指先を素早く
大きく払います。リスト画面を動かす
ことができます。

● ピンチアウト／ピンチイン

タッチパッドにふれた 2 本の指を広
げたり近付けたりします。

地図の拡大や縮小を行うことができ
ます。

■ メニュー画面

リモートタッチの“MENU”ボタン
を押すと、メニュー画面が表示されま
す。

注意

■リモートタッチの故障を防ぐために

●リモートタッチに飲料水や雨水など
をかけないでください。変色や漏電の
原因になります。

●リモートタッチの上に乗ったり、もの
を上に置かないでください。故障の原
因になります。

●タッチパッドを強く押したり、先のと
がったもので操作したりしないでく
ださい。破損の原因になります。

ディスプレイの見方

ボタン 機能

目的地を設定する※

オーディオ操作画面を表示する
※

デジタルテレビ操作画面を表示
する

ハンズフリー操作画面を表示す

る※
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※別冊「ナビゲーションシステム取扱説明
書」を参照してください。

■ 分割画面表示

異なる情報を左右に並べて表示します。例えば燃費情報画面を表示したまま、
エアコンやオーディオなどの画面を並べて表示したり操作したりすることが
できます。

画面左側の広い表示エリアをメイン画面、右側の狭い表示エリアをサイド画面
と呼びます。

■ メイン画面

メイン画面の表示や操作、および各機
能の詳細については、それぞれの項目
および、別冊「ナビゲーションシステ
ム取扱説明書」を参照してください。

■ サイド画面

次の各画面をサイド画面に表示し操
作することができます。

または を選択してお好みの画
面を表示する

G-Link 画面を表示する※

情報画面を表示する（ P.88）

設定・編集画面を表示する※

エアコン操作画面を表示する
（ P.240）

ボタン 機能



237

5

5-1. リモートタッチ
室
内
装
備
・
機
能

ナビゲーションシステム※

オーディオ※

車両情報（ P.93）

エアコン（ P.240）

サイド画面の表示／非表示を切り

かえる
※別冊「ナビゲーションシステム取扱説明
書」を参照してください。

知識

■低温時の画面表示について

外気温が極めて低いときは、リモートタッ
チを操作しても画面の反応が遅れること
があります。

A

B

C

D

E
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5-2. レクサスクライメイト コンシェルジュ

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

を選択する

画面上の作動表示灯が点灯し、エアコン・
シートヒーター／ベンチレーター・ステア

リングヒーター★がオート設定で作動し
ます。

いずれかのシステムを手動で操作すると、
作動表示灯が消灯しますが、操作した機能
以外のオート設定は継続します。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

知識

■クライメイトコンシェルジュを使用す
るときは

サブファンクションメニューやオプショ
ン操作画面からもクライメイトコンシェ
ルジュを作動させることができます。
（ P.243）

■ エアコン（ P.240）

運転席および助手席の設定温度を
別々に調整することができます。

■ シートヒーター／ベンチレーター
（ P.248）

エアコンの設定温度・外気温などに応
じて、暖房・送風が自動的に切りかわ
ります。
助手席のシートヒーターやベンチ
レーターは、乗員を検知してオート設
定で作動します。

■ ス テ ア リ ン グ ヒ ー タ ー ★

（ P.248）

エアコンの設定温度・外気温などに応
じて自動で作動します。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

レクサスクライメイトコン
シェルジュ

エアコンの設定温度、外気温、車室
内温度などに応じて、各席のシート
ヒーターやベンチレーター、ステア

リングヒーター★がそれぞれ自動
制御されます。
各システムの調整の手間を省き、快
適な状態を維持するよう制御しま
す。

リモートタッチの“MENU”を押
して、“エアコン”を選択し、エ
アコン操作画面を表示します。その
後、サブメニュー（ P.243）の

を選択すると、クライメイトコ

ンシェルジュ操作画面が表示され
ます。

クライメイトコンシェルジュを
使用する

各システムの作動について
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知識

■シートヒーター／ベンチレーターの作
動について

シートヒーター／ベンチレーターのス
イッチでオート設定にした場合は、乗員の
検知を行いません。
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5-3. エアコンの使い方

フロントデフロスタースイッチ

リヤウインドウデフォッガー&ミラーヒータースイッチ

助手席側温度調整スイッチ

風量調整スイッチ

内外気切りかえスイッチ

運転席側温度調整スイッチ

OFFスイッチ

AUTOスイッチ

■ 温度を調整する

設定温度を上げるときは温度調整ス
イッチを上に、下げるときは下に操作
する

■ 風量を切りかえる

風量を増やすときは風量調整スイッ
チを上に、減らすときは下に操作する

OFF スイッチを押すと、ファンが止まり

オートエアコン

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。

リモートタッチの“MENU”を押して、“エアコン”を選択するとエアコ
ン操作画面が表示されます。（ P.235）

また、サイド画面に表示し操作することもできます。

エアコン操作スイッチについて

A

B

C

D

E

F

G

H
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ます。

■ 吹き出し口を切りかえる

P.243

■ 内気循環／外気導入を切りかえる

内外気切りかえスイッチを上下に操
作する

操作するたびに次のように設定が切りか
わります。

AUTO 外気導入 内気循環 AUTO

AUTO を選択したときは、内気循環と外
気導入の切りかえを自動で行います。ま
た、トンネル情報を考慮して最適な内外気
設定に切りかえます。（トンネル連動内気
※）
※トンネル連動内気の設定を変更するこ
とができます。詳しくは別冊「ナビゲー
ションシステム取扱説明書」を参照して
ください。

■ フロントウインドウガラスの曇り
を取る

フロントデフロスタースイッチを押
す

除湿機能が作動し、風量が増えます。内気
循環にしている場合は、外気導入にしてく
ださい。（自動的に外気導入に切りかわる
ことがあります）

風量を強くし、設定温度を上げると、より
早く曇りを取ることができます。曇りが取
れたら再度フロントデフロスタースイッ
チを押すと前のモードにもどります。

■ リヤウインドウデフォッガー& ミ
ラーヒーター

リヤウインドウガラスの曇りを取る
ときや、ドアミラーから雨滴や霜を取
るときに使用してください。

リヤウインドウデフォッガー& ミ
ラーヒータースイッチを押す

リヤウインドウデフォッガーとミラー
ヒーターは、約 15～ 60分後に自動的に
OFF になります。

作動時間は周囲の温度や車速により変化
します。

■ ウインドシールドデアイサー★

P.244
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

知識

■ガラスの曇りについて

●車室内の湿度が高いときはガラスが曇
りやすくなります。その場合は、“A/
C”を ONにすると、吹き出し口から除
湿された風が出るため、効果的に曇りを
取ることができます。

●“A/C”をONからOFFにすると、ガラス
が曇りやすくなります。

●内気循環を使うとガラスが曇る場合が
あります。

■外気導入・内気循環について

●トンネルや渋滞などで、汚れた外気を車
内に入れたくないときや、外気温度が高
いときに冷房効果を高めたい場合は、内
気循環にすると効果的です。

●設定温度や室内温度などにより、自動的
に切りかわる場合があります。

■電子キーによるエアコン設定の記憶制
御

●電子キーでドアを解錠してエンジンス
イッチ＜パワースイッチ＞をイグニッ
ションONモード＜ONモード＞にする
と、その電子キーに対応して記憶された
エアコン設定が呼び出されます。

●エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
を OFF にすると、その時のエアコンの
設定が解錠した電子キーに対して記憶
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されます。

●複数の電子キーを持ってスマートエン
トリー＆スタートシステムでドアを解
錠したり、助手席のドアをスマートエン
トリー＆スタートシステムで解錠した
りすると、正しく作動しないことがあり
ます。

●スマートエントリー＆スタートシステ

ムでエアコン設定の呼び出しのできる、

解錠ドアの設定※を変更できます。詳し
くはレクサス販売店にご相談ください。

※運転席ポジションメモリーの呼び出し
を行う解錠ドアの設定も同時に変更に
なります。

■エコドライブモードのエアコン作動に
ついて

●エコドライブモードは燃費性能を優先
させるため、空調システムが次のように
制御されます。

･ エンジン回転数やコンプレッサーの作
動を制御し、暖房／冷房の能力を抑制し
ます。

･ オート設定での使用時、ファンの風量を
抑制します。

●空調の効きをよりよくしたいときは、次
の操作を行ってください。

･ エコ空調モードを OFF にする
（ P.243）
･ 風量を調整する
･ エ コ ド ラ イ ブ モ ー ド を 解 除 す る
（ P.203）

■外気温度が 0℃近くまで下がったとき

“A/C”を選択しても除湿機能が働かない
場合があります。

■換気とエアコンの臭いについて

●車室外の空気を車室内に取り入れたい
ときは、外気導入にしてください。

●エアコン使用中に、車室内外のさまざま
な臭いがエアコン装置内に取り込まれ
て混ざり合うことにより、吹き出し口か

らの風に臭いがすることがあります。

●エアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、駐車時は外気導入にしておく
ことをおすすめします。

●エアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、オート設定での使用時または
花粉除去モードがONの時にはエアコン
始動直後、しばらく送風が停止する場合
があります。

●駐車時に自動的に外気導入に切りかえ
ることにより駐車中の換気をうながし、
始動時に発生するにおいを緩和します。

■音声操作システムについて

音声操作システムを使用して、エアコンを
操作することができます。詳しくは、別冊
「ナビゲーションシステム取扱説明書」を
参照してください。

■エアコンフィルターについて

P.284

■カスタマイズ機能

AUTO スイッチを押したとき、除湿機能を
連動させるかどうかなどを設定できます。
（カスタマイズ一覧： P.348）

警告

■フロントウインドウガラスの曇りを
防止するために

外気の湿度が非常に高いときにエアコ
ンを低い設定温度で作動させていると
きは、フロントデフロスタースイッチを
押さないでください。外気とガラスの温
度差でガラスの外側が曇り、視界をさま
たげる場合があります。

■リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒーター作動中の警告

ドアミラーの鏡面が非常に熱くなりま
す。やけどをするおそれがあるのでふれ
ないでください。
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■ メイン操作画面

リモートタッチのタッチパッドを操
作して画面上のスイッチを選択しま
す。

～ は次の操作で調整すること

ができます。

フリック操作：タッチパッドを上また
は下にフリックする

1段階ずつ調整することができます。

なぞり操作：決定操作をしたあと、上
または下になぞる

なぞった長さに応じて調整することがで
きます。

走行中はなぞり操作ができません。

サブメニュー

メイン操作画面を切りかえることができ
ます。

： エアコン操作画面を表示する

： ステアリングヒーター★／シート

ヒーター／シートベンチレーター操作画
面を表示する

： クライメイトコンシェルジュ操作

画面を表示する

： オプション操作画面を表示する

助手席側の温度を調整する

風量を切りかえる

吹き出し口を切りかえる

： 上半身に送風

： 上半身と足元に送風

： 足元に送風

： 足元に送風・ガラスの曇りを取る

状況によっては、選択した吹き出し口以外
からも送風する場合があります。

運転席側の温度を調整する

各機能ON ／ OFF 表示灯

機能がONのとき、表示灯が点灯します。

サブファンクションメニュー

リモートタッチのサブファンクションボ
タンを押すと、次の機能の ON／ OFF を
切りかえることができます。

：クライメイトコンシェルジュを作動

させる（ P.238）

“AUTO” ：吹き出し口と風量が自動的
に調整される（ P.245）

“OFF” ：ファンを停止する

“A/C” ：冷房・除湿する

“DUAL” ：運転席と助手席の設定温度
を別々に設定する（左右独立モード）
（ P.246）

注意

■補機バッテリーあがりを防ぐために

エンジン＜ハイブリッドシステム＞停
止中は、エアコンを必要以上に使用しな
いでください。

エアコン操作画面について

B E
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： エコ空調モードに設定する

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ オプション操作画面

サブメニューの を選択する。

各機能のON／ OFF を切りかえることが
できます。機能が ON のとき、画面上の
作動表示灯が点灯します。

クライメイトコンシェルジュを作
動させる（ P.238）

運転席と助手席の設定温度を別々
に設定する（左右独立モード）
（ P.246）

エコ空調モードに設定する

燃費を優先するため冷房／暖房の効きを
抑えます。

冷房・除湿する

「ナノイー」※を作動させる

フロントウインドウガラスとワイ

パーブレードの凍結を防ぐ（ウイ

ンドシールドデアイサー）★

花粉を除去する（花粉除去モード）
※「nanoe」、「ナノイー」および「nanoe」
マークは、パナソニック株式会社の商標
です。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ サイド画面

ステアリングヒーター★／シート

ヒーター／シートベンチレーター
操作画面を表示する（ P.248）

助手席側の温度を調整する

風量を切りかえる

運転席側の温度を調整する

冷房・除湿する

運転席と助手席の設定温度を別々

に設定する（左右独立モード）
（ P.246）

吹き出し口を切りかえる
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

知識

■ウインドシールドデアイサー★

フロントウインドウガラスとワイパーブ
レードの凍結を防ぐために使用してくだ
さい。

ウインドシールドデアイサーは、約 15 分
後に自動で OFF になります。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。
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■エコ空調モード

ドライブモードセレクトスイッチのエコ
ドライブモードを選択すると、エコ空調
モードがON になります。

エコドライブモード以外を選択したとき
は、エコ空調モードが OFF になる場合が
あります。

■花粉除去モードについて

内気循環に切りかわり、上半身に送風して
花粉を除去します。

花粉除去モードは、約 1 ～ 3 分後に自動
的に OFF になります。

外気温が低いときは、フロントウインドウ
ガラスの曇りを防止するために除湿機能
が作動する、または内気循環に切りかわら
ない場合があります。

花粉除去モードが OFF のときも花粉は
フィルターで取り除かれています。

■「ナノイー」について

エアコンには「ナノイー」発生装置が搭載
されています。この装置は運転席中央側の
吹き出し口を通じて、水に包まれた肌や髪
にやさしい弱酸性のナノイーイオンを放
出し、室内を爽やかな空気で満たします
※1。

●ファンが作動すると、自動的に「ナノ

イー」が作動します※2。

●「ナノイー」の作動中、次の条件で効果
を発揮します。次の条件以外では、効果
が十分に得られない場合があります。

･ 吹 き 出 し 口 が 、 ま た は

のとき

･ 運転席側の吹き出し口が開いていると
き

●「ナノイー」作動時は、微量のオゾンが
発生し、かすかに臭うことがあります
が、森林など、自然界に存在する程度の

量なので、人体に影響はありません。

●作動中、かすかに作動音が聞こえること
がありますが、故障ではありません。

※1温湿度環境、風量・風向きによっては
「ナノイー」の効果が十分に得られない
場合があります。

※2「ナノイー」が ONのとき。（ P.244）

1 AUTO スイッチを押す、またはサ
ブファンクションメニューの
“AUTO”を選択する（ P.243）

2 AUTO モードになるまで内外気切
りかえスイッチをくり返し操作す
る

警告

■ウインドシールドデアイサー★作動

中の警告

フロントウインドウガラス下部および
フロントピラー横の表面が熱くなって
おり、やけどをするおそれがあるのでふ
れないでください。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

■「ナノイー」について

このシステムは高電圧の部品を含むた
め、分解・修理はしないでください。修
理が必要な場合は、レクサス販売店にお
問い合わせください。

注意

■「ナノイー」の損傷を防ぐために

運転席側の吹き出し口の近くでスプ
レーを使用したり、吹き出し口にものを
はめ込んだり貼ったりしないでくださ
い。システムが正常に働かなくなるおそ
れがあります。

オート設定で使用する
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排ガスセンサーにより外気導入と内気循
環を自動で切りかえます。

3 温度を設定する
4 ファンを止めたいときは、OFFス
イッチを押す、またはサブファン
クションメニューの“OFF”を選
択する（ P.243）

風量や吹き出し口を切りかえると、
AUTO スイッチの作動表示灯が消灯
しますが、操作した機能以外のオート
設定は継続します。

知識

■オート設定の作動について

風量は温度設定と外気の状態により自動
で調整されるため、AUTOスイッチを押し
た直後、温風や冷風の準備ができるまでし
ばらく送風が停止する場合があります。

日射の影響により、暖房時でも上半身付近
に冷風が出る場合があります。

■フロントウインドウガラス内側の曇り
検知機能

オート設定時、湿度センサーでフロントウ
インドウガラス内側の曇りを検知し、エア
コンを自動的に制御して曇りを防ぎます。

■内外気切りかえの AUTOモード

AUTOモードでは排出ガスなどの有害成分
を検知し、自動で外気導入と内気循環を切
りかえます。
“A/C” が OFF で送風が作動中に AUTO
モードにすると、“A/C”が ONになりま
す。

次のいずれかの操作をすると、左右独
立モードがONになります。

● サブファンクションメニューの
“DUAL”を選択する（ P.243）

● オプション操作画面で “DUAL”
を選択する

● 助手席の設定温度を変更する

左右独立モードになりメイン操作画面の
表示灯が点灯します。

■ 吹き出し口の位置

吹き出し口の切りかえ設定により、風
が出る位置や風量が変化します。

注意

■湿度センサーについて

フロントウインドウガラスの曇り検知
のために、フロントウインドウガラスの
温度やその付近の湿度などを監視する
センサーが装着されています。

センサーの故障を防ぐため、次のことを
お守りください。

･ 湿度センサーを分解しない

･ ガラスクリーナーなどを吹きかけた
り、強い衝撃を与えたりしない

･ 湿度センサーにシールなどを貼らな
い

運転席と助手席の設定温度を
別々に設定する（左右独立モー
ド）

吹き出し口の配置・操作
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■ 風向きの調整と吹き出し口の開閉

センター／サイド

1 風向きを調整する
2 吹き出し口を開閉する

グローブボックス上部

1 風向きを調整する
2 吹き出し口を閉じる

知識

■グローブボックス上部の吹き出し口の
中にものが落ちたときは

グローブボックス内のパネルをはずすと

取り出すことができます。（ P.284）

警告

■フロントウインドウガラスの曇り取
りをさまたげないために

フロントウインドウガラスの曇り取り
を妨げないために、吹き出し口をさえぎ
るようなものを置かないでください。送
風が遮られ、曇りが取れにくくなること
があります。
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★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ メイン画面

リモートタッチのタッチパッドを操
作して画面上のスイッチを選択しま
す。

～ は次の操作で調整すること
ができます。

フリック操作：タッチパッドを上また
は下にフリックする

1段階ずつ調整することができます。

なぞり操作：決定操作をしたあと、上
または下になぞる

なぞった長さに応じて調整することがで
きます。

走行中はなぞり操作ができません。

シートベンチレーターの風量を切

りかえる

ステアリングヒーター★／
シートヒーター／シートベ
ンチレーター

● ステアリングヒーター

ハンドルのグリップ部を暖めるこ
とができます。

● シートヒーター

シートの表面を暖めることができ
ます。

● シートベンチレーター

シート内部に装備されたファンで
送風することにより、シート表面の
通気をよくします。

リモートタッチの“MENU”を押
して、“エアコン”を選択し、エ
アコン操作画面を表示します。その
後、サブメニュー（ P.243）の

を選択すると、ステアリング

ヒーター／シートヒーター／シー
トベンチレーター操作画面が表示
されます。

警告

■低温やけどについて

次の方がステアリングヒーター／シー
トヒーターにふれないようにご注意く
ださい。

●乳幼児、お子さま・お年寄り・病人・
体の不自由な方

●皮膚の弱い方

●疲労の激しい方

●深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬・風邪
薬など）を服用された方

注意

■シートヒーター／シートベンチレー
ターの損傷を防ぐために

凹凸のある重量物をシートの上に置い
たり、針金や針などの鋭利なものを突き
刺したりしないでください。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

エンジン＜ハイブリッドシステム＞が
停止した状態で使用しないでください。

操作画面について

A C

A
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3 段階に調整できます。

作動中は風量の強弱が表示されます。

シートヒーターの温度を調整する

3 段階に調整できます。

作動中は温度の強弱が表示されます。

ステアリングヒーターの温度を調
整する

2 段階に調整できます。

作動中は温度の強弱が表示されます。

AUTOモードON ／ OFF 表示灯

AUTO モードが ON のとき、表示灯が点
灯します。

サブファンクションメニュー

リモートタッチのサブファンクションボ
タンを押すと、次の機能をオート設定に切
りかえることができます。

： 助手席のシートヒーター／ベ

ンチレーター

： ステアリングヒーター

： 運転席のシートヒーター／ベ

ンチレーター

■ サイド画面

エアコン操作画面を表示する

（ P.243）

シートヒーターの温度を調整する

スイッチを選択するたびに、作動状態とレ

ベルインジケーター（橙）が次のように切
りかわります。

AUTO 強 中 弱 OFF

シートベンチレーターの風量を切

りかえる
スイッチを選択するたびに、作動状態とレ
ベルインジケーター（青）が次のように切
りかわります。

AUTO 強 中 弱 OFF

ステアリングヒーターの温度を調
整する

スイッチを選択するたびに、作動状態とレ
ベルインジケーターが次のように切りか
わります。

AUTO 強 弱 OFF

知識

■作動条件

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞が
イグニッションONモード＜ONモード＞
のとき

■エアコン連動制御モードについて

シートベンチレーターが強のとき、エアコ
ンの風量に応じてシートベンチレーター
の風量が強くなります。

■カスタマイズ機能

ステアリングヒーターAUTOモード時の温
度や、シートヒーター＆ベンチレーターの
オート設定を変更することができます。
（カスタマイズ一覧： P.348）

B

C

D

E

A

B

警告

■異常加熱や低温やけどを防ぐために

シートヒーターを使用するときは次の
ことをお守りください。

●長時間連続使用しないでください。

●毛布・クッションなどを使用しないで
ください。

C

D
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5-4. 室内灯のつけ方

ドアハンドル照明

パーソナルランプ（ P.251）

シート照明

シフトレバー照明

ドアトリムオーナメント照明

ドアカーテシランプ

足元照明

知識

■各部照明の自動点灯／消灯について

●電子キーの検知・ドアの施錠／解錠・ド
アの開閉・エンジンスイッチ＜パワース
イッチ＞のモードにより、各部の照明が
自動的に点灯・消灯します。（イルミネー
テッドエントリーシステム）

●エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
が OFF の場合、室内灯が点灯したまま
のときは、約20分後に自動消灯します。

■パーソナルランプが正常に反応しない
状況について

●レンズ面に水や汚れなどが付着してい
るとき

●ぬれた手で操作したとき

室内灯一覧

室内灯の位置

A

B

C

D

E

F

G
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●手袋などを装着しているとき

■カスタマイズ機能

室内灯の消灯までの時間などを設定でき
ます。（カスタマイズ一覧： P.348）

■ ドアポジション（ドア連動）をON
にする

パーソナルランプドア連動スイッチ
を押す

ドアの開閉に連動してランプの点灯・消灯
が切りかわります。

ON のときはインジケーター が点灯し

ます。

■ ランプを点灯・消灯する

ランプにタッチする

ドアポジション（ドア連動）が ON のと

きは、ドアが開くとランプが点灯します。

注意

■ランプのレンズの取りはずしについ
て

パーソナルランプのレンズを絶対に取
りはずさないでください。ランプが故障
する原因となります。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

エンジン＜ハイブリッドシステム＞が
停止した状態で、長時間ランプを点灯し
ないでください。

パーソナルランプを操作するに
は

A
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5-5. 収納装備

ドアポケット

小物入れネット

グローブボックス（ P.252）

カップホルダー（ P.253）

コンソールボックス／小物入れ

（ P.253）

1 開ける（グローブボックスオープ
ナーを押す）

2 メカニカルキーで解錠
3 メカニカルキーで施錠

知識

■グローブボックスランプ

車幅灯点灯時は、グローブボックス内のラ
ンプが点灯します。

■トランクオープナーメインスイッチ

P.106

収納装備一覧

収納装備の位置

警告

■収納装備に放置してはいけないもの

メガネ・ライターやスプレー缶を収納装
備内に放置したままにしないでくださ
い。
放置したままでいると、次のようなこと
が起こるおそれがあり危険です。

A

B

C

D

E

●室温が高くなったときの熱や、他の収
納物との接触などにより、メガネが変
形やひび割れを起こす

●室温が高くなったときにライターや
スプレー缶が爆発したり、他の収納物
との接触でライターが着火したりス
プレー缶のガスがもれるなどして火
災につながる

■収納装備を使わないときは

収納装備を使わないときは、フタを必ず
閉じてください。
急ブレーキや急旋回時などに、開いたフ
タに体があたったり、収納していたもの
が飛び出したりして、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

グローブボックスを使うには
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■補機バッテリーがあがったときは

通常どおりグローブボックスを開けるこ
とができません。P.326 の手順に従って開
けてください。

1 半開で使用する：ボタンを押しな
がらアームレストをいちばんうし
ろまでスライドさせる

ボタンを押すと閉まります。

2 全開で使用する：ノブを引きなが
ら開く

知識

■コンソールボックスランプ

車幅灯点灯時は、コンソールボックス内の
ランプが点灯します。

■小物入れを使用するときは

カップや缶を置かないでください。

カップホルダーのフタを押して開け
る

コンソールボックス／小物入れ
を使うには

警告

■コンソールボックスを閉めるとき

指などを挟まないように注意してくだ
さい。

注意

■コンソールボックスの損傷を防ぐた
めに

●アームレストがスライドしていると
きにノブを引かないでください。

●アームレストに乗ったり、無理な力を
かけたりしないでください。

カップホルダーを使うには

警告

■収納してはいけないもの

カップホルダーにはカップや缶以外の
ものを置かないでください。また、フタ
を閉じているときでも、ものを収納しな
いでください。
急ブレーキや事故により落ちてけがを
するおそれがあります。やけどを防ぐた
めに温かい飲み物にはフタを閉めてお
いてください。

注意

■カップホルダーやエアコン操作ス
イッチの損傷を防ぐために

●カップホルダーに無理な力をかけな
いでください。
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フックを起こして使用する

フックを使って荷物を固定することがで
きます。

注意

●カップホルダーに背の高いペットボ
トルを置く際は十分注意してくださ
い。
取り出すときや急ブレーキ時にペッ
トボトルがエアコン操作スイッチに
あたって部品が破損するおそれがあ
ります。

トランク内装備

荷物固定用フックを使うには

警告

■荷物固定用フックを使用しないとき
は

けがをしないように、必ずもとの位置に
もどしておいてください。

買い物フック

注意

■買い物フックの破損を防ぐために

2kg 以上のものを買い物フックに吊り
下げないでください。
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1 ベルトをゆるめる
2 ベルトを締める

■ ベルトをゆるめる／締める

1 ベルトをゆるめる
2 ベルトを締める
三角表示板のケースの大きさや形状に
よっては、収納できない場合があります。

■ ベルトを収納する

1 折りたたむ
2 クリップに挟む
三角表示板等固定用バンドの損傷を防ぐ
ため、使用しないときは収納してくださ
い。

救急箱等固定用バンドを使うに
は

三角表示板等固定用バンドを使
うには 警告

■三角表示板を収納するときは

確実に固定されていることを確認して
ください。
確実に固定されていないと、急ブレーキ
をかけたときなどに三角表示板が飛び
出し、思わぬ事故につながるおそれがあ
り危険です。



256 5-6. その他の室内装備の使い方

5-6. その他の室内装備の使い方

1 前方をさえぎるには、バイザーを
下ろす

2 側方をさえぎるには、バイザーを
下ろした状態でフックからはず
し、横へまわす

カバーを開ける

カバーを開けるとバニティミラーランプ
が点灯します。

GPS の時刻情報（GPS時計）を利用
して、時刻を自動で調整します。

詳しくは、別冊「ナビゲーションシステム
取扱説明書」を参照してください。

DC12V/10A（消費電力 120W）未
満の電気製品を使用するときの電源
としてお使いください。

フタを開けて使用する

知識

■作動条件

エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞が
アクセサリーモードまたはイグニッショ
ン ONモード＜ ONモード＞のとき

その他の室内装備

サンバイザーを使うには

バニティミラーを使うには

注意

■補機バッテリーあがりを防ぐために

エンジン＜ハイブリッドシステム＞が
停止した状態で、長時間ランプを点灯し
ないでください。

時計

アクセサリーソケットを使うに
は
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■アクセサリーソケットを使用するとき
は

コンソールボックスのフタを閉じた状態
でも、仕切りのあいだに配線を通すことが
できます。

使用するときは、コートフックを押し
ます。

スライドして開ける

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

注意

■アクセサリーソケットを使用しない
ときは

異物が入ったり、飲料水などがかかった
りしないように、使用しないときはフタ
を閉めておいてください。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

エンジン＜ハイブリッドシステム＞が
停止した状態で、アクセサリーソケット
を使用しないでください。

コートフックを使うには

警告

■コートフックへかけてはいけないも
の

ハンガーや他の硬いもの、鋭利なものを
かけないでください。
SRS カーテンシールドエアバッグがふ
くらんだときにそれらのものが飛び、重
大な傷害または死亡につながるおそれ
があります。

■コートフックを使わないときは

コートフックを使わないときは、フック
を格納してください。
リヤ席に乗り降りするときに、頭などを
ぶつけてけがをするおそれがあります。

サンシェード★を開けるには
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6-1. お手入れのしかた

● 水を十分かけながら車体・足まわ
り・下まわりの順番に上から下へ
汚れを洗い落とす

● 車体はスポンジやセーム皮のよう
なやわらかいもので洗う

● 汚れがひどいときはカーシャン
プーを使用し、水で十分洗い流す

● 水をふき取る

● 水のはじきが悪くなったときは、
ワックスがけを行う

ボデーの表面の汚れを落としても水が玉
状にならないときは、車体の温度が冷えて
いるときにワックスをかける（およそ体温
以下を目安としてください）

なお、ボデーコート・ホイールコー
ト・ガラスコートなど、レクサスケミ
カル商品を施工された場合は、お手入
れ方法が異なります。
詳しくはレクサス販売店にお問い合
わせください。

知識

■カーボン部品★について

●長期にわたって紫外線を浴び続けると
変色することがありますので、直射日光
のあたらない場所で車を保管されるこ
とをおすすめします。

●成分にコンパウンド（磨き粉）が含まれ
るワックス類は使用しないでください。

●カーボン部品に傷が付き塗装を損なう
ため、自動洗車機は使用しないでくださ

い。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■セルフリストアリングコート※について

お車のボデーには、洗車などによる小さな
すり傷を自然に復元する、傷付きにくい塗
装を使用しています。

●新車時から 5～ 8年のあいだ、効果が持
続します。

●傷が復元するまでの時間は、傷の深さや
周囲の温度により変化します。
なお、お湯をかけて塗装を温めると、復
元するまでの時間が短くなる場合があ
ります。

●鍵や硬貨などによる深い傷は復元でき
ません。

●成分にコンパウンド（磨き粉）が含まれ
るワックス類は使用しないでください。

※カーボン部品★には、セルフリストアリ
ングコートが塗装されていません。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■金属コーティング部分について

成分にコンパウンド（磨き粉）が含まれる
ワックス類や重曹（炭酸水素ナトリウム）
は使用しないでください。

■自動洗車機を使うとき（カーボン部品非
装着車）

●ドアミラーを格納し、車両前側から洗車
してください。また、走行前は必ずドア
ミラーを復帰状態にもどしてください。

●アクティブリヤウィング★を格納した状

態で洗車してください。上昇した状態だ
と洗車機によっては、アクティブリヤ
ウィングが引っかかり洗車できない場
合や、傷付いたり破損したりするおそれ
があります。

●ブラシで車体に傷が付き、塗装を損なう

外装の手入れ

お手入れは、部位や素材にあった適
切な方法で実施してください。

手入れの作業要領
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ことがあります。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■高圧洗浄機を使うとき

●室内に水が入るおそれがあるため、ノズ
ルの先端をドアガラスやドア枠付近に
近付けすぎないでください。

●洗車の前に給油口が確実に閉まってい
ることを確認してください。

■スマートエントリー＆スタートシステ
ムについて

電子キーを携帯して洗車などで水をドア
ハンドルにかけた場合、施錠・解錠動作を
くり返すことがあります。その場合は次の
ような処置をして、洗車などをしてくださ
い。

●電子キーを車両から2m以上離れた場所
に保管する
（電子キーの盗難に注意してください）

●電子キーを節電モードに設定し、スマー
トエントリー&スタートシステムの作動
を停止する（ P.108）

■アルミホイールについて

●中性洗剤を使用し、早めに汚れを落とし
てください。

●洗剤を使用したあとは放置せずに水で
十分洗い流してください。

●塗装の損傷を防ぐため、次のことを必ず
お守りください。

･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の入った
洗剤を使用しない

･ 硬いブラシを使用しない
･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱
いときは、洗剤を使用しない

■ブレーキキャリパーの塗装について

●洗剤を使用する場合は中性洗剤を使用
してください。研磨剤の入った洗剤や硬
いブラシは塗装を傷めますので使用し
ないでください。

●ブレーキキャリパーが熱いときは、洗剤
は使用しないでください。

●洗剤を使用したあとは早めに十分洗い
流してください。

■バンパーについて

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにし
てください。

■フロントドアガラスの撥水コーティン
グについて

●撥水効果を長持ちさせるため、次のこと
に注意してください。

･ フロントドアガラス表面の泥などの汚
れを落とす

･ 汚れは早めにやわらかい湿った布など
で清掃する

･ コンパウンド（磨き粉）が入ったガラス
クリーナーやワックスを使用しない

･ 金属製の道具で霜取りをしない

●水滴のはじきが悪くなったときは補修
することができます。
詳しくはレクサス販売店にお問い合わ
せください。

警告

■洗車をするとき

エンジンルーム内に水をかけないでく
ださい。
電気部品などに水がかかると、車両火災
につながるおそれがあり危険です。
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警告

■フロントウインドウガラスを清掃す
るとき

ワイパースイッチを OFF にしてくださ
い。（ P.170）
AUTO モードになっていると、次のよう
なときにワイパーが不意に作動し、指な
どを挟み重大な傷害を受けたり、ワイ
パーブレードなどを損傷するおそれが
あります。

OFF

AUTO

●雨滴センサー上部のフロントウイン
ドウガラスに手でふれたとき

●水分を含んだ布などを雨滴センサー
に近付けたとき

●フロントウインドウガラスに衝撃を
与えたとき

●車内から雨滴センサー本体にふれる
などして衝撃を与えたとき

■排気管について

排気管は排気ガスにより熱くなります
ので、エンジンがかかっている＜ハイブ
リッドシステムが作動している＞とき
や、停止直後などにふれないでくださ
い。洗車などでふれる場合は、十分に排
気管が冷めてからにしてください。やけ
どをするおそれがあります。

A

B

■ブラインドスポットモニターについ
て

リヤバンパーの塗装に傷が付くと、シス
テムが正常に作動しなくなるおそれが
あります。レクサス販売店にご相談くだ
さい。

注意

■ボデーコートについて（カーボン部品
装着車）

塗装が損傷したり耐久性を損なうおそ
れがあるため、レクサスケミカル商品ま
たは同等の商品以外のボデーコートは
施工しないでください。

■塗装の劣化や車体・部品（ホイールな
ど）の腐食を防ぐために

●次のような場合は、ただちに洗車して
ください。

･ 海岸地帯を走行したあと

･ 凍結防止剤を散布した道路を走行し
たあと

･ コールタール・花粉・樹液・鳥のふ
ん・虫の死がいなどが付着したとき

･ ばい煙・油煙・粉じん・鉄粉・化学物
質などの降下が多い場所を走行した
あと

･ ほこり・泥などで激しく汚れたとき

･ 塗装にベンジンやガソリンなどの有
機溶剤が付着したとき

●塗装に傷が付いた場合は、早めに補修
してください。

●ホイール保管時は、腐食を防ぐために
汚れを落とし、湿気の少ない場所へ保
管してください。
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● 掃除機などでほこりを取り除き、
水またはぬるま湯を含ませた布で
ふき取る

● 汚れが落ちない場合は、中性洗剤
を水で約 1％に薄めてやわらかい
布に含ませふき取る
水を浸した布を固くしぼり、表面
に残った洗剤・水分をふき取る

知識

■カーペットの洗浄について

カーペットは常に乾いた状態を保つこと
をおすすめします。洗浄には、市販の泡タ
イプクリーナーがご利用になれます。
スポンジまたはブラシを使用して泡を
カーペットに広げ、円を描くように塗り込
んでください。直接水をかけたりせず、ふ
き取ってから乾燥させてください。

■シートベルトの取り扱いについて

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布やスポ
ンジを使って洗ってください。
シートベルトのすり切れ・ほつれ・傷など
を定期的に点検してください。

■グローブボックス・コンソールボックス
などの植毛部分を掃除する場合

粘着力の強いテープを使用すると植毛が
はがれるおそれがあります。

■カーボン部品について

スカッフプレートにカーボンを使用して
います。手入れをするときは、湿らせたや
わらかい布または合成セーム皮で汚れを
ふき取った後、乾いたやわらかい布で表面

注意

■ランプの清掃

●注意して洗ってください。有機溶剤や
硬いブラシは使用しないでください。
ランプを損傷させるおそれがありま
す。

●ランプにワックスがけを行わないで
ください。
レンズを損傷するおそれがあります。

■自動洗車機を使用するとき

ワイパースイッチを OFF にしてくださ
い。（ P.170）
AUTO モードになっていると、不意にワ
イパーが作動してワイパーブレードな
どを損傷するおそれがあります。

■高圧洗浄機を使用するときは

●洗浄時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺、およびドアハンドル内部に直
接水を当てないでください。
高い水圧により衝撃が加わり、装置が
正常に作動しなくなるおそれがあり
ます。

●ノズルの先端を、下記部品の結合部や
ブーツ類（ゴムまたは樹脂製のカ
バー）、コネクタ類に近付けすぎない
でください。
高い水圧がかかることにより、部品が
損傷するおそれがあります。

･ 駆動系部品

･ ステアリング部品

･ サスペンション部品

･ ブレーキ部品

●LC500h：高圧洗浄機で車両の下まわ
りを洗浄しないでください。

内装の手入れ

お手入れは、部位や素材に合った適
切な方法で実施してください。

室内の手入れをするには
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に残った水分をふき取ってください。

警告

■車両への水の浸入

●LC500：車内に水をかけたり液体を
こぼしたりしないでください。電気部
品などに水がかかると、故障や車両火
災につながるおそれがあり危険です。
LC500h：床・リヤ席・トランク内・
駆動用電池冷却用吸入口など、車内に
水をかけたり液体をこぼしたりしな
いでください。（ P.58）
駆動用電池や電気部品などに水がか
かると、故障や車両火災につながるお
それがあり危険です。

●SRS エアバッグの構成部品や電気配
線 を ぬ ら さ な い で く だ さ い。
（ P.29）
電気の不具合により、SRS エアバッ
グが作動したり、正常に機能しなくな
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

■内装の手入れをするときは（特にイン
ストルメントパネル）

艶出しワックスや艶出しクリーナーを
使用しないでください。インストルメン
トパネルがフロントウインドウガラス
へ映り込み、運転者の視界をさまたげ思
わぬ事故につながり、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

注意

■清掃するとき使用する溶剤について

●変色・しみ・塗装はがれの原因になる
ため、次の溶剤は使用しないでくださ
い。

･ シート以外の部分：ベンジン・ガソリ
ンなどの有機溶剤や酸性またはアル
カリ性の溶剤・染色剤・漂白剤

･ シート部分：シンナー・ベンジン・ア
ルコール、その他の酸性やアルカリ性
の溶剤

●艶出しワックスや艶出しクリーナー
を使用しないでください。
インストルメントパネルやその他内
装の塗装のはがれ・溶解・変形の原因
になるおそれがあります。

■革の傷みを避けるために

皮革の表面の劣化や損傷を避けるため
に、次のことをお守りください。

●革に付着したほこりや砂はすぐに取
り除く

●直射日光に長時間さらさないように
する
特に夏場は日陰で車を保管する

●ビニール製・プラスチック製・ワック
ス含有のものは、車内が高温になると
革に張り付くおそれがあるため、革張
りの上に置かない

■床に水がかかると

水で洗わないでください。
オーディオやフロアカーペット下にあ
る電気部品に水がかかると、車の故障の
原因となったり、ボデーが錆びるおそれ
があります。
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駆動用電池冷却用吸入口／フィル
ターにほこりなどがたまったり、目づ
まりしたりしないように、次の要領で
清掃してください。

駆動用電池冷却用吸入口のグリルの裏側
には、フィルターが取り付けられていま
す。

■ 冷却用吸入口／フィルターの清掃

掃除機などを使用して吸入口／フィ

ルターのほこりを取り除く

左右両側ともに、吸入口の清掃を実施して
ください。

■ フィルターの清掃

マルチインフォメーションディスプ
レイに「駆動用電池の冷却部品のメン
テナンス必要　取扱書を確認」が表示
されたときは、レクサス販売店にご相
談いただくか、リヤシート下部にある
駆動用電池冷却用吸入口のグリルを
取りはずして、フィルターを清掃して
ください。

1 グリルを取りはずす

注意

■フロントウインドウガラスの内側を
掃除するときは

カメラセンサーのレンズに、ガラスク
リーナーが付着しないようにしてくだ
さい。
また、レンズにはふれないでください。
（ P.177）

■リヤウインドウガラスの内側を掃除
するときは

●熱線やアンテナを損傷するおそれが
あるため、ガラスクリーナーなどを使
わず、熱線やアンテナにそって水また
はぬるま湯を含ませた布で軽くふい
てください。

●熱線やアンテナを引っかいたり、損傷
させないように気を付けてください。

駆動用電池冷却用吸入口／フィ
ルターの清掃（LC500h）



266 6-1. お手入れのしかた

2 フィルターを取りはずす

3 掃除機などでほこりを吸い込み、
フィルターを清掃する

フィルターの清掃と併せて、グリルにた
まったほこりも掃除機などで清掃してく
ださい。

4 フィルターをもと通りに取り付
け、グリルを取り付ける

5 ハイブリッドシステムを始動し、
マルチインフォメーションディス
プレイの警告メッセージが消えた
ことを確認する

ハイブリッドシステムの始動後、警告メッ
セージが消えるまでに数分間かかる場合
があります。

知識

■駆動用電池冷却用吸入口／フィルター
の清掃について

●冷却用吸入口／フィルターが汚れてい
ると、駆動用電池の冷却に悪影響をおよ
ぼし、燃費の悪化につながります。駆動

用電池冷却用吸入口にほこりなどがた
まらないよう、定期的に清掃してくださ
い。

●冷却用吸入口／フィルターが目づまり
し、マルチインフォメーションディスプ
レイに「駆動用電池の冷却部品のメンテ
ナンス必要　取扱書を確認」が表示され
ている状態で走行を続けると、駆動用電
池の入出力に制限がかかり、出力低下や
故障の原因になります。警告メッセージ
が表示されたときは、レクサス販売店に
ご相談いただくか、すみやかに清掃して
ください。

●誤った取り扱いをすると、グリルまたは
フィルターが損傷するおそれがありま
す。ご自身でのフィルターの清掃に不安
がある場合は、レクサス販売店にご相談
ください。

●フィルターを清掃してもマルチイン
フォメーションディスプレイの表示が
消えないときは、レクサス販売店で点検
を受けてください。

●フィルターの清掃が必要な時期は、車両
の使用環境により異なります。

注意

■駆動用電池冷却用吸入口／フィル
ターを清掃するとき

次のことをお守りください。お守りいた
だかないと、車両故障の原因となるおそ
れがあります。

●駆動用電池冷却用吸入口のグリルを
取りはずすときは、必ずパワースイッ
チを OFF にしてハイブリッドシステ
ムを停止する

●水や液体などで吸入口／フィルター
を清掃しない

●グリルを取りはずしたときは、駆動用
電池冷却用吸入口に水や異物などが
入らないように注意する
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● 水で湿らせたやわらかい布または
合成セーム皮で汚れをふき取る

● 乾いたやわらかい布で表面に残っ
た水分を完全にふき取る

知識

■サテン仕上げ金属コーティング部分の
お手入れについて

表面に本物の金属層を使用していますの
で、普段のお手入れが大切です。汚れたま
ま長い間放置すると、汚れが落ちにくくな
ります。

● 掃除機などでほこりや砂を取り除
く

● 薄めた洗剤をやわらかい布に含ま
せ、汚れをふき取る

ウール用の中性洗剤を水で約 5% に薄め
て使用してください。

● 水を浸した布を固くしぼり、表面
に残った洗剤をふき取る

● 乾いたやわらかい布で表面の水分
をふき取り、風通しのよい日陰で
乾燥させる

知識

■本革部分のお手入れの目安

品質を長く保つため、年に 2回程度の定期
的なお手入れをおすすめします。

● 掃除機などでほこりを取り除く

● 中性洗剤を水で約 1％に薄めてや
わらかい布に含ませふき取る

● 水を浸した布を固くしぼり、表面
に残った洗剤・水分をふき取る

● やわらかいブラシで表面をふく

損傷するおそれがあるため強くこすらな
いでください。

● 水またはぬるま湯を含ませたやわ
らかい布を固くしぼり、汚れを拭
き取る

● 風通しのよい日陰で乾燥させる
※“ アルカンターラ ®” は Alcantara
S.p.A. の商標です

注意

●取りはずしたフィルターは損傷しな
いよう、慎重に取り扱う
フィルターが損傷した場合は、
レクサス販売店で新しいフィルター
に交換してください。

●清掃後は、必ずフィルターとグリルを
もとどおりに取り付ける

●この車両用のフィルター以外のもの
を吸気口に取り付けたり、フィルター
を取りはずした状態で車を使用した
りしない

サテン仕上げ金属コーティング
部分の手入れをするには

本革部分の手入れをするには

合成皮革部分の手入れをするに
は

人工皮革（アルカンターラ ®※）
部分の手入れをするには
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1 ボンネット解除レバーを引く

ボンネットが少し浮き上がります。

2 レバーを引き上げて、ボンネット
を開ける

知識

■補機バッテリーについて

この車両の補機バッテリーはトランクの
ラゲージマット内にあり、エンジンルーム
には搭載されていません。

補機バッテリーがあがってしまったとき
は、エンジンルーム内にある救援用端子を
使用して、処置を行います。（ P.326）

ボンネット

ボンネットを開けるには

警告

■走行前の確認

ボンネットがしっかりロックされてい
ることを確認してください。
ロックせずに走行すると、走行中にボン
ネットが突然開いて、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

■エンジンルーム点検後の確認

エンジンルーム内に工具や布を置き忘
れていないことを確認してください。
点検や清掃に使用した工具や布などを
エンジンルーム内に置き忘れていると、
故障の原因になったり、また、エンジン
ルーム内は高温になるため車両火災に
つながるおそれがあり危険です。

■ボンネットを閉めるとき

手などを挟まないように注意してくだ
さい。
重大な傷害を受けるおそれがあり危険
です。

■補機バッテリーの取り扱いについて

P.331
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■ フロント側

注意

■ボンネットやダンパーステーへの損
傷を防ぐために

●ボンネットを閉めるときは、体重をか
けるなどして強く押さないでくださ
い。
ボンネットがへこむおそれがありま
す。

●ボンネットには、ボンネットを支える
ためのダンパーステーが取り付けら
れています。ダンパーステーの損傷や
作動不良を防ぐため、次のことをお守
りください。

･ ビニール片・ステッカー・粘着材など
の異物をステーのロッド部（棒部）に
付着させない

･ ロッド部を軍手などでふれない

･ ボンネットにレクサス純正品以外の
アクセサリー用品を付けない

･ ステーに手をかけたり、横方向に力を
かけたりしない

ガレージジャッキ

ガレージジャッキを使用するとき
は、ガレージジャッキに付属の取扱
説明書に従って、安全に作業してく
ださい。

ガレージジャッキを使用して車両
を持ち上げるときは、正しい位置に
ガレージジャッキをセットしてく
ださい。
正しい位置にセットしないと、車両
が損傷したり、けがをするおそれが
あります。

ジャッキポイントの位置を確認
する
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■ リヤ側

ウォッシャー液が出なかったり、マル
チインフォメーションディスプレイ
に“ウォッシャー液を補充してくだ
さい”と表示されたら、ウォッシャー
液を補充する

LC500

LC500h

ウォッシャー液の補充

補充をするには
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タイヤは次の項目を点検してくださ
い。
点検方法は別冊「メンテナンスノー
ト」を参照してください。

● タイヤ空気圧

空気圧の点検は、タイヤが冷えているとき
に行ってください。

● タイヤの亀裂・損傷の有無

● タイヤの溝の深さ

● タイヤの異常摩耗（極端にタイヤ
の片側のみが摩耗していたり、摩
耗程度が他のタイヤと著しく異な
るなど）の有無

知識

■タイヤ空気圧の数値

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ
空気圧ラベルで確認することができます。
※タイヤが冷えているときの空気圧

警告

■ウォッシャー液を補充するとき

エンジン＜ハイブリッドシステム＞が
熱いときやエンジンがかかっている＜
ハイブリッドシステムが作動している
＞ときは、ウォッシャー液を補充しない
でください。
ウォッシャー液にはアルコール成分が
含まれているため、エンジン＜ハイブ
リッドシステム＞などにかかると出火
するおそれがあり危険です。

注意

■ウォッシャー液について

ウォッシャー液のかわりに、せっけん水
やエンジン不凍液などを入れないでく
ださい。塗装にしみが付くことや、ポン
プが故障してウォッシャー液が出なく
なるおそれがあります。

■ウォッシャー液のうすめ方

必要に応じて水でうすめてください。水
とウォッシャー液の割合は、ウォッ
シャー液の容器に表示してある凍結温
度を参考にしてください。

タイヤについて

タイヤの点検は、法律で義務付けら
れています。日常点検として必ずタ
イヤを点検してください。
タイヤの摩耗を均等にし寿命をの
ばすために、タイヤローテーション
（タイヤ位置交換）を 10,000km
ごとに行ってください。

タイヤの点検項目

空気圧※　kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

230（2.3）
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■タイヤ関連の部品を交換するとき

タイヤ・ディスクホイール・ホイール取り
付けナットを交換するときは、レクサス販
売店にご相談ください。

■低偏平タイヤについて（21 インチタイ
ヤ装着車）

低偏平タイヤは、走行性能を優先したタイ
ヤです。特に空気圧は定期的に点検してく
ださい。2週間に 1回（最低でも 1ヶ月に
1回）、または長距離ドライブの前には、必
ず空気圧を点検してください。

また、雪道や凍結路では、普通のタイヤと
くらべてグリップ力が低下します。冬用タ
イヤを使用し、道路状態に応じた速度で注
意深く運転するようにしてください。

警告

■点検・交換時の警告

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の損
傷や不安定な操縦特性により、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

●タイヤはすべて同一メーカー・同一銘
柄・同一トレッドパターンで、摩耗差
のないタイヤを使用する

●メーカー指定サイズ以外のタイヤや
ホイールを使用しない

●ラジアルタイヤ・バイアスベルテッド
タイヤ・バイアスプライタイヤを混在
使用しない

●サマータイヤ・オールシーズンタイ
ヤ・冬用タイヤを混在使用しない

■異常があるタイヤの使用禁止

異常があるタイヤをそのまま装着して
いると、走行時にハンドルをとられた
り、異常な振動を感じることがありま
す。また、次のような事態になり、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。

●破裂などの修理できない損傷を与え
る

●車両が横すべりする

●車両の本来の性能（燃費・車両の安定
性・制動距離など）が発揮されない

注意

■低偏平タイヤについて（21 インチタ
イヤ装着車）

低偏平タイヤのホイールは、路面から衝
撃を受けたとき、ホイールに通常より大
きなダメージを与えることがあります。
そのため次のことにご注意ください。

●適切なタイヤ空気圧で使用する
空気圧が低すぎると簡単に損傷する
ことがあります。

●段差や凹凸のある路面、路上にあいた
穴、平らでない舗道・縁石や他の障害
物を避ける
タイヤおよびホイールがひどく損傷
することがあります。

■走行中に空気もれが起こったら

走行を続けないでください。
タイヤまたはホイールが損傷すること
があります。
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図で示すようにタイヤのローテー
ションを行います。

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿命を
のばすために、レクサスは定期点検ご
とのタイヤローテーションをおすす
めします。

タイヤローテーション後は、タイヤ空
気圧警報システムの初期化を確実に
行ってください。

知識

■タイヤローテーションを行うとき

必ずエンジンスイッチ＜パワースイッチ
＞が OFF の状態で行ってください。イグ
ニッションONモード＜ONモード＞のま
まタイヤローテーションを行うと、タイヤ
位置情報が更新されません。

誤ってそのような状態になってしまった

ときは、エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞をいったん OFF にしてから再度イグ
ニッションONモード＜ONモード＞にす
るか、タイヤ空気圧が正しく調整されてい
ることを確認した上で、初期化操作を行っ
てください。

ランフラットタイヤを装着している
場合は、タイヤがパンクしても
80km/h をこえない速度で、約
160km まで走行することが可能で
す。（ただし、気候や走行状況などに
よっては 80km/h までスピードを出
せないこともあります）

ランフラットタイヤには、タイヤの側

壁に マークが付いています。

160km 近くまで走行してしまう前に、必
ずタイヤを交換してください。また、修理
されたタイヤを使用しないでください。

知識

■ランフラットタイヤの取り扱いについ
て

●ランフラットタイヤはこの車専用のた
め、他の車には使用しないでください。

●ランフラットタイヤと標準タイヤを混
ぜて使用しないでください。

●レクサス指定の純正以外のホイールを
使用した場合、ランフラットタイヤの高

注意

■悪路走行に対する注意

段差や凹凸のある路上を走行するとき
は注意してください。
タイヤの空気が抜けて、タイヤのクッ
ション作用が低下します。また、タイ
ヤ・ホイール・車体などの部品も損傷す
るおそれがあります。

タイヤローテーションをするに
は

ランフラットタイヤ
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い機能性が発揮されないおそれがあり
ます。

ディスクホイールに装着された空気
圧バルブ、および送信機が一定周期ご
とに各輪のタイヤ空気圧を監視し、タ
イヤの空気圧の低下を早期に知らせ
るタイヤ空気圧警報システムが付い
ています。

● 空気圧が一定値をこえて低下して
いる場合、画面表示と警告灯で警
報します。（ P.309, 312）

● タイヤ空気圧警報システムが検知
した空気圧をマルチインフォメー
ションディスプレイに表示できま
す。（ P.76）

図の画面表示は、使用状況や車両の仕様に
より実際の表示と異なる場合があります。

知識

■タイヤ空気圧警報システムについて

タイヤ空気圧警報システムは、日常点検の
代用ではありません。
日常点検として必ずタイヤを点検してく
ださい。
タイヤの点検方法は、別冊「メンテナンス
ノート」を参照してください。

■タイヤ空気圧警報システムが正常に働
かないおそれのある状況

●次の場合は、タイヤ空気圧警報システム
が正しく作動しない場合があります。

･ 純正ホイール以外を使用したとき
･ 純正装着タイヤ以外に交換したとき
･ 指定サイズ以外のタイヤに交換したと
き

･ タイヤチェーンなどを装着していると
き

･ 中子式ランフラットタイヤを装着して
いるとき

･ 電波を遮断するフィルムがウインドウ
に貼り付けられているとき

･ 車両（特にホイール・ホイールハウスの
周辺）に多くの雪や氷などが付着してい
るとき

･ タイヤ空気圧が指定空気圧より極端に
高いとき

･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機を搭
載していないホイールを使用している
とき

･ タイヤ空気圧警報バルブ／送信機の ID
がタイヤ空気圧警報コンピューターに
登録されていないとき

●次の場合は正しい性能が確保できない
場合があります。

･ 近くにテレビ塔や発電所・ガソリンスタ
ンド・放送局・大型ディスプレイ・空港
など、強い電波やノイズの発生する場所
にいるとき

･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話な
どの無線通信機器が車両付近にあると
き

電波状況によってタイヤ位置情報が正し
く表示されない場合は、走行して電波状況
がかわることで正しく表示されることが
あります。

●停車時は警報開始・警報解除までの時間
が長くなる場合があります。

●タイヤが破裂（バースト）したときなど、
空気圧が急激に低下したときは、警報で

タイヤ空気圧警報システム
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きない場合があります。

■タイヤ空気圧警報システムの警報作動
について

タイヤ空気圧警報システムの警報は走行
状況によってかわります。このため、タイ
ヤ空気圧が低いレベルに達していないと
きや、初期化したときのタイヤ空気圧より
高いときでも、警報することがあります。

タイヤやホイールを交換するときは、
付けかえたホイールにも空気圧バル
ブ／送信機を装着してください。

新しいバルブ／送信機を装着する場合は
専用の ID コードをコンピューターに登録
する必要があります。（ P.277）

知識

■ホイールごとタイヤを交換するとき

タイヤ空気圧バルブ／送信機の ID コード
が登録されていないと、タイヤ空気圧警報
システムは正しく作動しません。その場
合、約 10分走行したあとシステム異常と
なり、タイヤ空気圧警告灯が約 1 分間点
滅、その後点灯します。

■ 初期化が必要なとき

● タイヤローテーションを実施した
とき

● タイヤサイズの変更などにより、
タイヤの指定空気圧が変更になっ
たとき（指定空気圧が複数ある場
合）

● ID コードの登録を実施したとき
（ P.277）

システムを初期化すると、現在のタイヤの
空気圧が標準値として記憶されます。

■ 初期化のしかた

1 車を安全な場所に駐車し、エンジ
ン＜ハイブリッドシステム＞を停
止する

車両が動いているときは、初期化できませ
ん。

空気圧バルブ／送信機の装着に
ついて

注意

■タイヤ・ホイール・空気圧バルブ／送
信機・バルブキャップの修理・交換

●タイヤをホイールから脱着する際は、
空気圧バルブ／送信機が損傷しない
よう注意してください。脱着手順の詳
細は、レクサス販売店へご相談くださ
い。

●レクサス指定の純正ホイールを使用
してください。
レクサス指定の純正ホイール以外を
使用すると、空気圧警報システムが正
しく作動しないおそれがあります。

●ホイールを交換したときは、空気圧バ
ルブ／送信機を装着してください。空
気圧バルブ／送信機が装着されてい
ないと、タイヤ空気圧警告灯が消灯し
ません。

●バルブキャップを必ず取り付けてく
ださい。バルブキャップをはずしてい
ると、水が浸入してバルブが固着する
場合があります。

●バルブキャップを交換するときは、指
定以外のバルブキャップを使用しな
いでください。バルブキャップが固着
するおそれがあります。

タイヤ空気圧警報システムを初
期化するには
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2 タイヤの空気圧を指定の数値に調
整する

タイヤ空気圧の調整はタイヤが冷えた状
態で行ってください。タイヤ空気圧警報シ
ステムは、この空気圧を基準として作動し
ます。

3 エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞をイグニッションON モード
＜ONモード＞にする

4 メーター操作スイッチの  ま

たは  を押して  を選択す

る

5 メーター操作スイッチの  ま

たは  を押し、“ 車両設定 ”

を選択して“OK”を押す

6 メーター操作スイッチの  ま

たは  を押し、“TPWS”を選

択して“OK”を押す

7 メーター操作スイッチの  ま

たは  を押し、“初期化”を

選択し、タイヤ空気圧警告灯が点
滅を開始するまで “OK” を押し
続ける

マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されます。また、タイ
ヤ空気圧表示が “--” になり、タイヤの
位置判定を開始します。

8 約 40km/h 以上で約 10～ 30 分
走行すると、タイヤの空気圧がマ
ルチインフォメーションディスプ
レイに表示され、初期化は終了し
ます。

車両状態や走行条件、走行環境によって
は、初期化に約 1 時間かかる場合があり
ます。

知識

■初期化操作について

●必ず指定空気圧に調整した上で初期化
してください。
なお、空気圧の調整および初期化操作
は、タイヤが冷えた状態で行ってくださ
い。

●初期化中にエンジンスイッチ＜パワー
スイッチ＞を OFF にしてしまった場合
は、次回イグニッション ON モード＜
ON モード＞にしたとき、自動的に初期
化処理が再開されるため、あらためて初
期化操作をやり直す必要はありません。

●初期化の必要がない状態で誤って初期
化操作をしてしまったときは、タイヤが
冷えている状態で指定空気圧に調整し、
再度初期化操作を行ってください。

●タイヤ位置判定中にタイヤ空気圧が表
示されない場合でも、空気圧低下時はタ
イヤ空気圧警告灯が点灯します。

■タイヤ空気圧警報システムの初期化が
うまくいかないとき

未舗装の場所では初期化に時間がかかる
場合があるため、できるだけ舗装された場
所を走行してください。走行環境やタイヤ
の状態によりますが、通常約 10 ～ 30 分
で終了します。約 10 ～ 30 分走行しても
終了しない場合は、しばらく走行を続けて
ください。約 1時間走行し続けてもタイヤ
空気圧が表示されない場合は、次の方法で
走行してください。
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●安全な場所に約 20 分間停車したあと、
約40km/h以上で適度に右左折や直進を
しながら約 10～ 30分走行する。

ただし、次の場合は、初期化されておらず
システムが適切に働かないおそれがあり
ますので、初期化し直してください。

●初期化操作時に警告灯が3回点滅しない
場合（走行中は初期化を受け付けませ
ん）

●初期化してから約 20 分走行したあと、
タイヤ空気圧警告灯が約1分間点滅後点
灯した場合

上記の方法でうまくいかないときは、
レクサス販売店にご相談ください。

■ ID コードの登録をするときは

● ID 登録をしたあとに初期化を行ってく
ださい。ID登録前に初期化すると、初期
化が無効になります。

● ID 登録をしたあとは、走行によりタイヤ
が熱くなっているためタイヤが十分に
冷えたあとで初期化操作を行ってくだ
さい。

タイヤ空気圧バルブ／送信機には固
有の ID コードが設定されており、タ
イヤ空気圧バルブ／送信機の交換時
は、車両のコンピューターに ID コー
ドを登録する必要があります。

ID登録をするときは、次の手順で行っ
てください。

1 エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞をイグニッションON モード
＜ONモード＞にする

2 メーター操作スイッチの  ま

たは  を押して  を選択す

る

3 メーター操作スイッチの  ま

たは  を押し、“ 車両設定 ”
を選択して“OK”を押す

4 メーター操作スイッチの  ま

たは  を押し、“TPWS”を選

択して“OK”を押す

5 メーター操作スイッチの  ま

たは  を押し、“センサー登録
”を選択して“OK”をタイヤ空
気圧警告灯が点滅を開始するまで
押し続ける

センサー登録モードになり、ID コードの
登録が開始されます。

マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示され、タイヤ空気圧表
示が“--” になります。

その後、タイヤ空気圧警告灯が約 1 分間
点滅後点灯します。

警告

■タイヤ空気圧警報システムを初期化
するとき

必ず指定空気圧に調整してから初期化
操作をしてください。
お守りいただかないと、タイヤ空気圧が
低下してもタイヤ空気圧警告灯が点灯
しない、または適切な空気圧でもタイヤ
空気圧警告灯が点灯してしまうことが
あります。

ID コードを登録するには
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6 40km/h 以上で約 10 ～ 30 分走
行する

登録が完了すると、タイヤ空気圧警告灯が
消灯し、マルチインフォメーションディス
プレイにタイヤ空気圧が表示されます。

走行時間は、走行条件や走行環境によって
変化します。

知識

■センサー登録モードの解除について

●センサー登録モードにしたあと、走行前
にエンジンスイッチ＜パワースイッチ
＞を OFF にするとセンサー登録モード
が解除されます。

●センサー登録モードにしたあと走行を
開始すると、それ以降はセンサー登録
モードを解除できません。解除したいと
きは、再度、ID 登録の手順を行い、走行
する前にエンジンスイッチ＜パワース
イッチ＞を OFF にしてください。

●センサー登録モードを解除した場合、す
でに登録されている ID で通信を開始し
ます。通信が完了するとタイヤ空気圧警
告灯が消灯します。

■ ID 登録がうまくいかないとき

●登録中に車を後退させないでください。
登録がやり直しになり、通常よりも時間
がかかる場合があります。

●渋滞等で他車が併走する場合、自車のセ
ンサーの判定に時間がかかる場合があ
ります。

●空気圧バルブ／送信機が車内にあると、
ID コードが登録できない場合がありま
す。

登録に時間がかかる場合は、約 20分間停
車したあと、再度、ID登録の手順を行って
ください。

上記の方法でも ID コードが登録できない
場合はレクサス販売店にご依頼ください。
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● 地面が固く平らな場所に移動する

● パーキングブレーキをかける

● シフトポジションをPにする

● 侵入センサーをOFFにする
（ P.62）

● エンジン＜ハイブリッドシステム
＞を停止する

ドライバー

ホイールナットレンチ

ジャッキ

ジャッキハンドル

けん引フック

タイヤの交換

ジャッキを使用してお車を持ち上
げるときは、正しい位置にジャッキ
を取り付けてください。

正しい位置に取り付けないと、車両
が破損したり、けがをするおそれが
あります。

ご自身でのタイヤの交換に不安が
ある場合は、レクサス販売店にご相
談ください。

ジャッキで車体を持ち上げる前
に

工具とジャッキの位置

A

B

C

D

E
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1 ストラップを持って、ラゲージ
マットを取りはずす

2 ジャッキを取り出す

先にジャッキハンドルを取り出してから、
ジャッキを取り出してください。

1 輪止め※をする
※輪止めは、レクサス販売店で購入するこ
とができます。

警告

■ジャッキの使用について

次のことをお守りください。
ジャッキの取り扱いを誤ると、車が落下
して重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●ジャッキはタイヤ交換以外の目的で
使用しない

●備え付けのジャッキは、お客様の車に
しか使うことができないため、他の車
に使ったり他の車のジャッキをお客
様の車に使用したりしない

●ジャッキはジャッキセット位置に正
しくかける

●ジャッキで支えられている車の下に
体を入れない

●車がジャッキで支えられている状態
で、エンジン＜ハイブリッドシステム
＞を始動したり車を走らせない

●車内に人を乗せたまま車を持ち上げ
ない

●車を持ち上げるときは、ジャッキの上
または下にものを置かない

●車を持ち上げるときは、タイヤ交換で
きる高さ以上に上げない

●車の下にもぐり込んで作業する場合
は、ジャッキスタンドを使用する

●車を下げるときは、周囲に人がいない
ことを確認し、人がいるときは声をか
けてから下げる

ジャッキの取り出し方

タイヤの取りはずし
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2 ナットを少し（約1回転）ゆるめる

3 ジャッキの 部を手でまわして、

ジャッキ溝をジャッキセット位置
にしっかりかける

4 タイヤが地面から少し離れるま
で、車体を上げる

5 ナットすべてを取りはずし、タイ
ヤを取りはずす

タイヤを直接地面に置くときは、ホイール
の表面に傷が付かないよう表面を上にし
ます。

1 ホイール接触面の汚れをふき取る

ホイール接触面が汚れていると、走行中に
ナットがゆるみ、タイヤがはずれるおそれ
があります。

交換するタイヤ 輪止めの位置

左側前輪 右側後輪うしろ

右側前輪 左側後輪うしろ

左側後輪 右側前輪前

右側後輪 左側前輪前

A

警告

■タイヤ交換について

走行直後、ディスクホイールやブレーキ
まわりなどにはふれないでください。
走行直後のディスクホイールやブレー
キまわりは高温になっているためタイ
ヤ交換などで手や足などがふれると、や
けどをするおそれがあります。

タイヤの取り付け
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2 タイヤを取り付け、タイヤががた
つかない程度まで手でナットを仮
締めする

ナットの座金がホイールにあたるまでま
わす

ホイール

座金

3 車体を下げる

4 図の番号順でナットを2、3度しっ
かり締め付ける

締め付けトルク：
140N・m（1428kgf・cm）

5 すべての工具・ジャッキを収納す
る

A

B

警告

■タイヤを取り付けるときは

次のことをお守りいただかないとナッ
トがゆるみ、ホイールがはずれ落ち、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

●ねじ部にオイルやグリースを塗らな
い
ナットを締めるときに必要以上に締
め付けられ、ボルトが破損したり、
ディスクホイールが損傷するおそれ
があります。またナットがゆるみホ
イールが落下するおそれがあります。
オイルやグリースがねじ部に付いて
いる場合はふき取ってください。

●ホイールの交換後は、すぐに 140N・
m（1428kgf・cm）の力でナットを
締める

●タイヤの取り付けには、使用している
ホイール専用のナットを使用する

●ボルトやナットのねじ部や、ホイール
のボルト穴につぶれや亀裂などの異
常がある場合は、レクサス販売店で点
検を受ける

■ジャッキや工具を使用したあとは

走行前に正しい位置に格納されている
か確認してください。正しく格納されて
いないと、事故や急ブレーキの際、重大
な傷害につながるおそれがあり危険で
す。

注意

■タイヤ・ホイール・バルブ／送信機・
バルブキャップの修理・交換

P.275
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知識

■タイヤ空気圧が適正でない場合

適切に調整されていないタイヤ空気圧で
走行すると、次のようなことが起こる場合
があります。

●燃費の悪化

●乗り心地や操縦安定性の低下

●摩耗によるタイヤ寿命の低下

●安全性の低下

ひんぱんにタイヤ空気圧が低下する場合
は、レクサス販売店でタイヤの点検を受け
てください。

■タイヤ空気圧の点検のしかた

タイヤ空気圧の点検の際は、次のことをお
守りください。

●タイヤが冷えているときに点検する

●タイヤ空気圧ゲージを必ず使用する
タイヤの外観だけでは空気圧が適正か
どうか判断できません。

●走行後はタイヤの発熱により空気圧が
高くなります。異常ではありませんので
減圧しないでください。

●荷物を積んだり、多人数で乗車するとき
は荷重を不均等にかけないようにする

タイヤ空気圧について

タイヤの空気圧を適正に維持する
ために、タイヤの空気圧点検を月に
1回以上実施してください。低偏平
タイヤの場合、2 週間に 1 回、ま
たは長距離ドライブの前には必ず
空気圧を点検してください。

警告

■タイヤの性能を発揮するために

適正なタイヤ空気圧を維持してくださ
い。
タイヤ空気圧が適正に保たれていない
と、次のようなことが起こるおそれがあ
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

●過度の摩耗

●偏摩耗

●操縦安定性の低下

●タイヤの過熱による破裂

●タイヤとホイールのあいだからの空
気もれ

●ホイールの変形、タイヤの損傷

●走行時にタイヤが損傷する可能性の
増大
（路上障害物、道路のつなぎ目や段差
など）

注意

■タイヤ空気圧の点検・調整をしたあと
は

タイヤのバルブキャップを確実に取り
付けてください。

バルブキャップをはずしていると、ほこ
りや水分がバルブに入り空気がもれ、タ
イヤがパンクした状態になるおそれが
あります。
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1 エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞をOFF にする

2 グローブボックスを開ける
3 パネルを取りはずす

4 フィルターカバーのロックをはず

し（ ）、ツメからフィルターカ

バーを抜き（ ）、フィルターカ
バーを取りはずす

5 フィルターケースを取りはずす

6 フィルターケースからフィルター
を取りはずし、新しいフィルター
と交換する

「↑ UP」マークの矢印が上を向くように
取り付けます。

知識

■エアコンフィルターの交換について

エアコンフィルターは下記の時期を目安
に交換してください。

15000km[7500km※1] ごと、ただし

12ヶ月をこえないこと※2

※1大都市や寒冷地など、交通量や粉じん
の多い地区

※2芳香剤などの使用により脱臭寿命が著
しく低下する場合があります。エアコン
の臭いが気になりだしたらフィルター
を交換してください。

■エアコンの風量が減少したときは

フィルターの目詰まりが考えられますの

エアコンフィルターの交換

エアコンを快適にお使いいただく
ために、エアコンフィルターを定期
的に交換してください。

交換するには

A

B
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で、フィルターを交換してください。

知識

■電子キーの電池が消耗していると

次のような状態になります。

●スマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレス機能が作動しない

●作動距離が短くなる

電池交換をするには、次のものを準備
してください。

● マイナスドライバー

● 小さいマイナスドライバー

● リチウム電池CR2032

知識

■リチウム電池 CR2032 の入手

電池はレクサス販売店・時計店およびカメ
ラ店などで購入できます。

1 メカニカルキーを抜く

2 カバーをはずす

注意

■エアコンを使用するときの注意

●フィルターを装着せずにエアコンを
使用すると、故障の原因になることが
あります。必ずフィルターを装着して
ください。

●フィルターは、交換するタイプです。
水洗いやエアブローによる清掃はし
ないでください。

■フィルターカバーの破損を防ぐため
に

フィルターカバーのロックをはずすと
きに、フィルターカバーを矢印の方向に
動かす際は、ツメに無理な力がかからな
いように注意してください。ツメが破損
するおそれがあります。

電子キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新しい
電池に交換してください。

事前に準備するもの

電池を交換するには
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傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端にテープなどを巻いて保護し
てください。

3 消耗した電池を取り出す

新しい電池は、＋極を上にして取り付けま
す。

警告

■取りはずした電池と部品について

お子さまにさわらせないでください。
部品が小さいため、誤って飲み込むと、
のどなどにつまらせ重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

注意

■電池を交換するときは

適切なサイズのマイナスドライバーを
使用してください。無理な力がかかる
と、カバーが変形したり破損したりする
おそれがあります。

■交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

●ぬれた手で電池を交換しない
錆の原因になります。

●電池以外の部品に、ふれたり動かした
りしない

●電極を曲げない
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1 エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞をOFF にする

2 ヒューズボックスを開ける

エンジンルーム（1）（LC500）

ツメを押しながら、カバーを持ち上げる

エンジンルーム（2）（LC500h）

ツメを押しながら、カバーを持ち上げる

エンジンルーム（3）（LC500h）

ツメを押しながら、カバーを持ち上げる

助手席足元

足元のカバーを取りはずし、足元照明のコ
ネクターを取りはずす

ツメを押しながら、ヒューズボックスカ
バーを取りはずす

取りはずすときや、取り付けるときはツメ
を押してください。

ヒューズの点検・交換

ランプがつかないときや電気系統
の装置が働かないときは、ヒューズ
切れが考えられます。ヒューズの点
検を行ってください。

ヒューズの点検・交換をするに
は
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運転席足元

ツメを押しながら、カバーを取りはずす

取りはずすときや、取り付けるときはツメ
を押してください。

トランク

ラゲージマットを取りはずす

ツメを押しながら、カバーを持ち上げる

3 ヒューズを引き抜く

ヒューズはずしでヒューズを引き抜くこ
とができます。

LC500

LC500h
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4 ヒューズが切れていないか点検す
る

正常

ヒューズ切れ

ヒューズボックスの表示に従い、規定容量
のヒューズに交換します。

知識

■ヒューズを交換したあとは

カバーを取り付けるときは、ツメをしっか
り取り付けてください。

●交換してもランプ類が点灯しないとき
は、電 球 を 交 換 し て く だ さ い。
（ P.290）

●交換しても再度ヒューズが切れる場合
は、レクサス販売店で点検を受けてくだ
さい。

■補機バッテリーからの回路に過剰な負
荷がかかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れ
るように設計されています。

■電球（バルブ）を交換するとき

この車両に指定されているレクサス純正
品のご使用をおすすめします。一部の電球
は過電流を防止する専用回路に接続され
ているため、この車両指定のレクサス純正
品以外は使用できない場合があります。

A

B

警告

■車の故障や、車両火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、車の故障や火
災、けがをするおそれがあります。

●規定容量以外のヒューズ、または
ヒューズ以外のものを使用しないで
ください。

●必ずレクサス純正ヒューズか同等品
を使用してください。

●ヒューズやヒューズボックスを改造
しないでください。

注意

■ヒューズを交換する前に

ヒューズが切れた原因が電気の過剰負
荷だと判明したときは、レクサス販売店
で点検を受けてください。
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リヤフォグランプ★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■ レクサス販売店で交換が必要な電
球

次のランプが切れたときは、レクサス
販売店で交換してください。

● ヘッドランプ（前照灯）

● 車幅灯／ LEDデイライト

● フロント方向指示灯／非常点滅灯

● コーナリングランプ

● サイド方向指示灯／非常点滅灯

● 尾灯

● 制動灯

● リヤ方向指示灯／非常点滅灯

● 後退灯

● ハイマウントストップランプ

● 番号灯

知識

■LED ランプについて

リヤフォグランプ★以外のランプは、数個
の LEDで構成されています。もし LEDが
ひとつでも点灯しないときは、レクサス販
売店で交換してください。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

■レンズ内の水滴と曇り

レンズ内の一時的な曇りは、機能上問題あ
りません。ただし、次のようなときは、
レクサス販売店にご相談ください。

●レンズ内側に大粒の水滴が付いている

●ランプ内に水がたまっている

■電球（バルブ）を交換するとき

P.289

■ リヤフォグランプ★

1 コネクターを取りはずす

電球（バルブ）の交換

次に記載する電球は、ご自身で交換
できます。交換する前に、切れた電
球の W（ワット）数を確認してく
ださい。部品が破損するおそれがあ
るので、レクサス販売店で交換する
ことをおすすめします。

電球の位置

A

電球交換をするには
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2 ソケットを左にまわして取りはず
す

3 電球を取りはずす

4 新しい電球を取り付け、ソケット
をランプ本体に挿し込み右にまわ
して取り付ける

5 コネクターを取り付ける

取り付けたあとはリヤフォグランプ★を
点灯させ、ソケットの取り付け部からラン
プの光がもれていないことを目視確認し

てください。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

警告

■電球を交換するとき

●ランプは消灯してください。消灯直後
は高温になっているため、交換しない
でください。やけどをすることがあり
ます。

●電球のガラス部を素手でふれないで
ください。
やむを得ずガラス部を持つ場合は、電
球に油脂や水分を付着させないため
に、乾いた清潔な布などを介して持っ
てください。また、電球を傷付けた
り、落下させたりすると球切れや破裂
することがあります。

●電球や電球を固定するための部品は
しっかり取り付けてください。取り付
けが不十分な場合、発熱や発火、また
は内部への浸水による故障や、レンズ
内に曇りが発生することがあります。

■お車の故障や火災を防ぐために

電球が正しい位置にしっかりと取り付
けられていることを確認してください。
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7-1. まず初めに

● 非常点滅灯（ P.295）を点滅さ
せながら、車を路肩に寄せ停車す
る

非常点滅灯は、故障などでやむを得ず路上
駐車する場合、他車に知らせるため使用し
ます。

● 高速道路や自動車専用道路では、
次のことに従う

1 同乗者を避難させる

2 車両の50m以上後方（ ）に発
炎筒（ P.295）と停止表示板を
置くか、停止表示灯を使用する

･ 見通しが悪い場合はさらに後方に
置いてください。

･ 発炎筒は、燃料もれの際やトンネ
ル内では使用しないでください。

3 その後、ガードレールの外側など
に避難する

知識

■停止表示板・停止表示灯について

●高速道路や自動車専用道路でやむを得
ず駐停車する場合は、停止表示板または
停止表示灯の表示が、法律で義務付けら
れています。

●停止表示板・停止表示灯のご購入につい
ては、レクサス販売店にお問い合わせく
ださい。

停止表示板

停止表示灯

故障したときは

故障のときはすみやかに次の指示
に従ってください。

対処のしかた

A

A

B
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スイッチを押す

すべての方向指示灯が点滅します。

もう一度押すと消灯します。

知識

■非常点滅灯について

LC500：エンジン停止中に、非常点滅灯
を長時間使用すると、補機バッテリーがあ
がるおそれがあります。

LC500h：ハイブリッドシステム停止中
（READYインジケーターが点灯していない
とき）に、非常点滅灯を長時間使用すると、
補機バッテリーがあがるおそれがありま
す。

1 助手席足元の発炎筒を取り出す

2 本体をまわしながら抜き、本体を
逆さにして挿し込む

3 先端のフタを取り、すり薬 で発
炎筒の先端をこすり、着火させる

必ず車外で使用してください。
着火させる際は、筒先を顔や体に向けない

非常点滅灯（ハザードラン
プ）

事故などでやむを得ず路上駐車す
る場合、他車に知らせるために使用
してください。

点滅させるには

発炎筒

高速道路や踏切などでの故障・事故
時に非常信号用として使用します。
（トンネル内や可燃物の近くでは使
用しないでください）
発炎時間は約 5 分です。非常点滅
灯と併用してください。

発炎筒を使うには

A
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でください。

知識

■発炎筒の交換について

本体に表示してある有効期限が切れる前
に、レクサス販売店でお求めください。有
効期限が切れると、着火しなかったり、炎
が小さくなる場合があります。

1 ブレーキペダルを両足でしっかり
と踏み続ける

ブレーキペダルをくり返し踏まないでく
ださい。通常より強い力が必要となり、制
動距離も長くなります。

2 シフトポジションをNにする

シフトポジションが N になった場
合

3 減速後、車を安全な道路脇に停め
る

4 エンジン＜ハイブリッドシステム
＞を停止する

シフトポジションが N にならない
場合

3 ブレーキペダルを両足で踏み続
け、可能な限り減速させる

4 エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞を2秒以上押し続けるか、素
早く3回以上連続で押してエンジ
ン＜ハイブリッドシステム＞を停
止する

警告

■発炎筒を使用してはいけない場所

次の場所では、発炎筒を使用しないでく
ださい。
煙で視界が悪くなったり、引火するおそ
れがあるため危険です。

●トンネル内

●ガソリンなど可燃物の近く

■発炎筒の取り扱いについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を受
けるおそれがあり危険です。

●使用中は、発炎筒を顔や体に向けた
り、近付けたりしない

●発炎筒は、お子さまにさわらせない

車両を緊急停止するには

万一、車が止まらなくなったときの
非常時のみ、手順に従って車を停止
させてください。

車を停止するには
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5 車を安全な道路脇に停める

警告

■走行中にやむを得ずエンジン＜ハイ
ブリッドシステム＞を停止するとき

ハンドル操作が重くなるため、車のコン
トロールがしにくくなり危険です。エン
ジン＜ハイブリッドシステム＞を停止
する前に、十分に減速するようにしてく
ださい。
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7-2. 緊急時の対処法

けん引について

けん引は、できるだけレクサス販売
店または専門業者にご依頼くださ
い。

その場合は、レッカー車または、車
両運搬車を使用することをおすす
めします。

やむを得ず他車にロープでけん引
してもらう場合は、車両積載車まで
の移動など、できるだけ短距離にと
どめてください。

警告

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

■レッカー車でけん引するとき

LC500：必ず 4 輪とも持ち上げた状態
で運搬してください。タイヤが地面に着
いた状態でけん引すると、駆動系部品が
破損したり、車の向きがかわり事故につ
ながったりするおそれがあります。

LC500h：必ず 4輪とも持ち上げた状態
で運搬してください。タイヤが地面に着
いた状態でけん引すると、駆動系部品が
破損したり、車の向きがかわり事故につ
ながったりするおそれがあります。ま
た、モーターが回転して発電し、故障や
破損の状態によっては火災が発生する
おそれがあります。

■他車にけん引してもらうときの運転
について

●けん引フックやロープに過剰な負荷
をかける急発進などを避けてくださ
い。
けん引フックやロープが破損し、その
破片が周囲の人などにあたり、重大な
傷害を与えるおそれがあります。
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次の場合は、パーキングロックにより
後輪が固定されている可能性がある
ため、他車にロープでけん引してもら
うことはできません。レクサス販売店
または専門業者にご依頼ください。

● シフト制御システムに異常がある
とき（ P.139, 144, 315）

● エンジンイモビライザーシステム
＜イモビライザーシステム＞に異
常があるとき（ P.59）

● スマートエントリー& スタートシ
ス テ ム に 異 常 が あ る と き
（ P.323）

● 補機バッテリーがあがったとき
（ P.326）

次の場合は、駆動系の故障が考えられ
るため、レクサス販売店または専門業
者へご連絡ください。

警告

●エンジンスイッチ＜パワースイッチ
＞を OFF にしないでください。
ハンドルがロックされハンドル操作
ができなくなるおそれがあります。ま
た、パーキングロックにより、後輪が
固定され思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

■けん引フックを車両に取り付けると
き

指定の位置にしっかりと取り付けてく
ださい。
指定の位置にしっかり取り付けていな
いとけん引時にフックがはずれるおそ
れがあります。

注意

■車両の損傷を防ぐために

●他車にけん引してもらうときは次の
ことを必ずお守りください。

･ ワイヤーロープは使用しない

･ 速度 30km/h 以下、距離は車両積載
車までの移動など、できるだけ短距離
にとどめる

･ 前進方向でけん引する

･ サスペンション部などにロープをか
けない

●この車両で他車やボート（トレー
ラー）などをけん引しないでくださ
い。

■長い下り坂でけん引するときは

レッカー車で4輪とも持ち上げた状態で
けん引してください。
レッカー車でけん引しないと、ブレーキ
が過熱し効きが悪くなるおそれがあり
ます。

■輸送用フックについて

輸送用フックで他車に引っ張り出して
もらったり、他車をけん引したりしない
でください。装置の変形や車両の損傷な
どにつながるおそれがあります。

■緊急用フックについて

次のことを必ずお守りください。お守り
いただかないと、装置の変形や車両の損
傷などにつながるおそれがあります。

●やむを得ない場合以外は使用しない
でください。

●緊急用フックで他車をけん引しない
でください。

他車によるけん引が不可能な状
況

けん引の前に販売店への連絡が
必要な状況
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● LC500：エンジンはかかるが車が
動かない
LC500h：ハイブリッドシステム
の異常を示す警告メッセージが表
示され、車が動かない

● 異常な音がする

前向きにけん引するときは

台車を使用して後輪を持ち上げる

うしろ向きにけん引するときは

台車を使用して前輪を持ち上げる

車両運搬車で輸送するときは、図の場
所で固縛する

鎖やケーブルなどを使用して車両を
固縛する場合は図に黒く示す角度が
45°になるように固縛する

レッカー車でけん引するには

注意

■レッカー車でけん引するとき

車両の損傷を防ぐために図のような
レッカー車ではけん引しないでくださ
い。

車両運搬車を使用するには
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他車にけん引してもらうときは、けん
引フックを取り付ける必要がありま
す。手順に従って取り付けてくださ
い。

1 トランク内のけん引フックを取り
出す

2 マイナスドライバーを使ってフタ
をはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 けん引フックを穴に挿し込んでま
わし、軽く締める

4 ホイールナットレンチや金属の固
い棒などを使い確実に取り付ける

5 車体に傷が付かないようにロープ
をけん引フックにかける

車体に傷が付かないように注意してくだ
さい。また、前進方向でけん引してくださ
い。

6 ロープの中央に白い布を付ける

布の大きさ：
0.3m 平方（30cm 30cm）以上

25m以内

5m以内

白い布

けん引方向

7 運転者はけん引される車両に乗
り、エンジン＜ハイブリッドシス
テム＞を始動する

エンジン＜ハイブリッドシステム＞が始
動しないときは、エンジンスイッチ＜パ
ワースイッチ＞をイグニッション ON

注意

■車両運搬車に車を固縛するとき

ケーブル等を過度に締め付けすぎない
でください。車両の損傷につながるおそ
れがあります。

他車にけん引してもらうには

A

B

C

D



302 7-2. 緊急時の対処法

モード＜ONモード＞にしてください。

8 けん引される車両のシフトポジ
ションをNにしてから、パーキン
グブレーキを解除する

けん引中は、ロープがたるまないよう、減
速時なども前の車の速度に合わせてくだ
さい。

知識

■けん引フックの使用目的

けん引フックはけん引してもらうときに
使うものであり、他車をけん引するための
ものではありません。

■他車にけん引してもらうときに

エンジン＜ハイブリッドシステム＞が停
止しているとブレーキの効きが悪くなっ
たり、ハンドル操作が通常より重くなった
りします。

■ホイールナットレンチについて

トランク内に搭載されています。

■輸送用フックについて

このフックは船舶固縛で車両を輸送する
ときに固定するためのものです。他車に
引っ張り出してもらったり、他車をけん引
したりすることはできません。

輸送用フック

■緊急用フックについて

雪の吹きだまりなどでスタックして走行
できなくなったとき、やむを得ず他車に
引っ張り出してもらうために使用するこ
とができます。他車をけん引することはで

きません。

緊急用フック

■リヤ側けん引フックを取り付けるには

輸送用フック、緊急用フックを取り付ける
ときは、手順に従って取り付けてくださ
い。

1 トランク内のけん引フックを取り出す

2 マイナスドライバーを使ってフタをは
ずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 けん引フックを穴に挿し込んでまわ
し、軽く締める

4 ホイールナットレンチや金属の固い棒
などを使い確実に取り付ける

A

A
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システムが作動したあと、エンジンを
始動するには、次の手順に従ってくだ
さい。

1 エンジンスイッチをアクセサリー
モードまたはOFFにする

2 エンジンを再始動する

フューエルポンプシャット
オフシステム（LC500）

エンジン停止時および SRS エア
バッグ作動時は、フューエルポンプ
シャットオフシステムが作動し、燃
料供給を停止し、燃料もれを最小限
に抑えます。

エンジンを始動するには

注意

■エンジンを始動する前に

車両下をよく確認してください。
地面に燃料もれを見つけた場合は、燃料
システムに損傷があり、修理する必要が
あります。その場合はエンジンを再始動
しないでください。
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■ ブレーキ警告灯（警告ブザー）

■ 充電警告灯※

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ 油圧警告灯（警告ブザー）※

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

警告灯がついたときは

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対処して
ください。なお、点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではありません。
ただし、同じ現象が再度発生した場合は、レクサス販売店で点検を受けてく
ださい。

警告灯・警告ブザーへの対応

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

（赤色）

●ブレーキ液の不足
●ブレーキ系統の異常

パーキングブレーキが解除されていないときも点灯します。解除後、
消灯すれば正常です。

→ ただちに安全な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡してくださ
い。走行を続けると危険です。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

充電系統の異常

→ ただちに安全な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡してくださ
い。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

エンジンオイルの圧力異常

→ ただちに安全な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡してくださ
い。
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■ エンジン警告灯（警告ブザー）

■ SRS エアバッグ／プリテンショナー警告灯

■ ABS ＆ブレーキアシスト警告灯（警告ブザー）

■ パワーステアリング警告灯（警告ブザー）

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

●エンジンの異常
●ハイブリッドシステムの異常（LC500h）
●エンジン電子制御システムの異常
●電子制御スロットルの異常
●トランスミッション電子制御システムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

●SRSエアバッグシステムの異常
●プリテンショナー付きシートベルトシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

●ABSの異常
●ブレーキアシストの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

（赤色）

（黄色）

EPS（エレクトリックパワーステアリング）の異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。
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■ PCS 警告灯

■ LKA表示灯※

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ スリップ表示灯

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

（黄色）

警告灯が点滅した場合（ブザーあり）：
プリクラッシュセーフティシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯が点滅した場合（ブザーなし）：
次の原因などによりプリクラッシュセーフティシステムが一時停止
している可能性があります。
●前方センサー周辺に汚れや付着物がある

→ 汚れや付着物を取り除いてください。（ P.177）
●前方センサーが作動条件範囲外（温度など）

→ 走行は可能です。（温度など）作動条件を満たせば、プリクラッ
シュセーフティシステムが利用可能になります。

警告灯が点灯した場合：
VSC（ビークルスタビリティコントロール）システムまたはプリク
ラッシュセーフティシステム、もしくは両方が OFF になっていま
す。

→ VSC システムとプリクラッシュセーフティシステムを ONにする
と、プリクラッシュセーフティシステムが利用可能になります。
（ P.182, 224）

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

（黄色）

LKA（レーンキーピングアシスト）の異常

→ マルチインフォメーションディスプレイに「LKA 現在利用できま
せん」が表示された場合は、いったん LKAを OFF にして、しば
らくしてから再度 LKAを ONにしてください。（ P.189）
それ以外のメッセージが表示された場合は、メッセージの指示に
従ってください。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

●VSC（ビークルスタビリティコントロール）システムの異常
●TRC（トラクションコントロール）システムの異常
●ヒルスタートアシストコントロールシステムの異常

VSC/TRC/ABS システム作動時は点滅します。

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。
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■ ブレーキオーバーライドシステム警告灯／ドライブスタートコントロール

警告灯（警告ブザー）※

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

■ ブレーキホールド作動表示灯

■ パーキングブレーキ表示灯

■ ブレーキパッド摩耗警告灯（警告ブザー）※

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

警告灯が点灯した場合（ブザーあり）：
ブレーキオーバーライドシステムまたはドライブスタートコント
ロールの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

アクセルペダルを踏みながらシフトポジションを切りかえ、ドライ
ブスタートコントロールが作動した

→ 一度アクセルペダルから足を離してください。

警告灯が点灯した場合（ブザーなし）：
アクセルペダルとブレーキペダルが同時に踏まれている

→ アクセルペダルから足を離し、ブレーキペダルを踏んでください。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

（点滅）

ブレーキホールドシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

（点滅）

パーキングブレーキシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

ブレーキパッドの摩耗

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。
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■ ブレーキ警告灯

■ 燃料残量警告灯

■ 運転席・助手席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー※）

※運転席・助手席シートベルト非着用警告ブザー：
運転席・助手席シートベルト非着用のまま車速が約 20km/h 以上になると警告ブザー
が 1回鳴ります。その後も運転席・助手席シートベルトを非着用のまま 24 秒を経過
すると、30秒間断続的に鳴り、さらにブザーの音がかわり 90 秒間鳴ります。

■ リヤ席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー※1）※2

※1リヤ席シートベルト非着用警告ブザー：
リヤ席シートベルト非着用のまま車速が約 20km/h 以上になると警告ブザーが 1 回
鳴ります。その後もリヤ席シートベルトを非着用のまま 24 秒を経過すると、30 秒
間断続的に鳴り、さらにブザーの音がかわり 90 秒間鳴ります。

※2センターパネルに表示されます。

■ マスターウォーニング（警告ブザー）

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

（黄色）

●電子制御ブレーキシステムの異常
●回生ブレーキシステムの異常（LC500h）
●パーキングブレーキシステムの異常

→ ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

燃料の残量が約 12.1L 以下になった

→ 燃料を補給する

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

運転席・助手席シートベルトの非着用

→ シートベルトを着用する助手席乗員がいるときは、助手席乗員も
シートベルトを着用してください。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

リヤ席シートベルトの非着用

→ シートベルトを着用してください。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

システムの異常時にブザーと共に点灯・点滅し、マルチインフォ
メーションディスプレイ上に警告メッセージを表示します。

→ P.312
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■ タイヤ空気圧警告灯

■ 高水温警告灯（警告ブザー）※

※マルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

知識

■シートベルト非着用警告灯の乗員検知センサーの作動について

●助手席に乗員がいなくても、シートに荷物などを置くと、センサーが重量を検知して
警告灯が点滅することがあります。

●助手席に座布団などを敷くと、センサーが乗員を検知せず警告灯が作動しないことが
あります。

■パワーステアリング警告灯／警告ブザーについて

補機バッテリーの充電が不十分な場合、または一時的に電圧が下がった場合に警告灯が
点灯し、警告ブザーが鳴ることがあります。

■タイヤ空気圧警告灯について

タイヤ空気圧警報システムに異常があるときは、警告灯が点滅します。ただし、警告灯
は 1 分間点滅したあと点灯したままになるため、警告灯の状態がわからない場合は、エ
ンジンスイッチ＜パワースイッチ＞をいったん OFF にしてから再度イグニッション ON
モード＜ONモード＞にして、警告灯が点滅するかどうか確認してください。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

警告灯が点灯した場合：
次のようなタイヤ空気圧の低下を表します。
●自然要因（ P.310）
●タイヤのパンク（ P.318）

→ 指定された空気圧に調整してください。調整して数分後に警告灯
が消灯します。数分経過しても警告灯が消灯しない場合は、タイ
ヤ空気圧が正しく調整されていることを確認した上で、初期化操
作を行ってください。（ P.275）
初期化を行っても警告灯が消灯しない場合は、レクサス販売店で
点検を受けてください。

警告灯が 1分間点滅したあとに点灯した場合：
タイヤ空気圧警報システムに異常があります。

→ レクサス販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告灯名・警告内容・対処方法

エンジン冷却水高温異常

水温の上昇にともない、点滅から点灯にかわります。

→ 車両を停車して点検してください。（ P.332, 335）
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■タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

タイヤが十分に冷えてから次の操作を行ってください。

●空気圧を確認し、適切な値に調整してください。

●数分たっても警告灯が消灯しない場合は、指定空気圧であることを確認し、タイヤ空
気圧警報システムの初期化を行ってください。

タイヤが十分に冷えていない状態で上記の操作を行うと、警告灯が再度点灯する場合が
あります。

■自然要因によるタイヤ空気圧警報について

自然な空気もれ、外気温による空気圧の変化など、自然要因によりタイヤ空気圧警告灯
が点灯することがあります。この場合、タイヤ空気圧を適切な値に調整してください。数
分後に警告灯が消灯します。

■タイヤ空気圧警報システムが正常に働かないおそれがある状況

P.274

■警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディオの音などにより、ブザー音が聞こえない場合
があります。

警告

■パワーステアリング警告灯が点灯したとき

黄色に点灯したときは操作力補助が制限され、赤色に点灯したときは操作力補助がな
くなるため、ハンドル操作が非常に重くなることがあります。
ハンドル操作が通常より重いときは、ハンドルをしっかりと持ち、通常より強く操作
してください。

■タイヤ空気圧警告灯が点灯した場合

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不安定な操縦特性により、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

●周囲の交通状況に合わせ、できるだけ速やかに減速し、60km/h をこえない速度で
走行してください。

●ただちにタイヤ空気圧を確認・調整してください。

●タイヤ空気圧を調整したあとも警告灯が点灯する場合はタイヤがパンクしている可
能性があります。最寄りのレクサス販売店でタイヤを交換してください。

●急ハンドル・急ブレーキを避けてください。
タイヤの状態が悪化すると、ハンドル操作やブレーキが効かなくなるおそれがあり
ます。
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警告

■タイヤの破裂、突然の空気もれが発生した場合

急激にタイヤ空気圧が低下した場合は、タイヤ空気圧警報システムによる警報ができ
ない場合があります。

注意

■タイヤ空気圧警報システムについての注意

●純正ホイール以外を使用した場合、バルブ／送信機から発信する電波の飛び方がか
わり、システムが正常に作動しないことがあります。

●構造・メーカー・銘柄・トレッドパターンが異なるタイヤを使用しないでください。
タイヤ空気圧警報システムが正常に作動しないことがあります。

●タイヤ空気圧警告灯の点灯および点滅は、初期化操作（ P.275）では解除できま
せん。
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警告メッセージが表示され
たときは

マルチインフォメーションディス
プレイには、システムの故障や誤っ
た操作をしたときの警告、メンテナ
ンスが必要であることをお知らせ
するメッセージが表示されます。
メッセージが表示されたときは、
メッセージの内容に従って対処し
てください。

メーターリングが中央にあるとき：

マスターウォーニング

マルチインフォメーションディスプレ
イに警告メッセージが表示されている
とき、点灯・点滅します。

マルチインフォメーションディ

スプレイ
マルチインフォメーションディスプレ
イのメッセージに従ってください。

処置後に再度メッセージが表示された
ときは、レクサス販売店へご連絡くだ
さい。

A

B

メーターリングが右側にあると
き：

マスターウォーニング

マルチインフォメーションディスプレ
イに警告メッセージが表示されている
とき、点灯・点滅します。

マルチインフォメーション

ディスプレイ
マルチインフォメーションディスプレ
イのメッセージに従ってください。

処置後に再度メッセージが表示された
ときは、レクサス販売店へご連絡くだ
さい。

A

B
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メッセージの内容によって警告灯や警告ブザーの作動が次のように切りかわ
ります。ディーラーで点検をするように表示されたときは、ただちにレクサス
販売店で点検を受けてください。

上記の点灯状況、ブザーの吹鳴状況と異なる場合があります。その際は表示さ
れた内容に従ってすみやかに対応してください。
※メッセージを最初に表示したときに作動します。

知識

■警告メッセージについて

文中の警告メッセージの表示は、使用状況や車両の仕様により実際の表示と異なる場合
があります。

■専用警告灯について

次の内容のメッセージが表示されたときは、マスターウォーニングが点灯・点滅しませ
ん。その場合は個別の専用警告灯表示を行います。

●ABS の異常

ABS ＆ブレーキアシスト警告灯が点灯します。（ P.305）

メッセージと警告作動

専用警告灯 警告ブザー※ 警告内容

点灯 点灯 あり 走行にかかわるシステムの故障や、
そのまま放置すると思わぬ危険を招
くおそれがあるなどの重要なメッ
セージを意味します。

点灯 あり

点灯または点
滅

あり
表示されたシステムに故障のおそれ
があるなどのメッセージを意味しま
す。

点滅 あり
車両への損傷や、思わぬ危険を招く
おそれがあるなどのメッセージを意
味します。

点灯 なし
電装品の故障や状態、メンテナンス
のお知らせなどのメッセージを意味
します。

点滅 なし
車両を正しく操作していない場合や、
操作方法のアドバイスなどを意味し
ます。
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●充電系統の異常

充電警告灯が点灯します。（ P.304）

●ブレーキ系統の異常

ブレーキ警告灯が点灯します。（ P.304）

●EPS（エレクトリックパワーステアリング）の異常

パワーステアリング警告灯が点灯します。（ P.305）

●タイヤ空気圧警報システムの異常

タイヤ空気圧警告灯が点灯します。（ P.309）

●燃料の残量が少なくなった

燃料残量警告灯が点灯します。（ P.308）

■“ハイブリッドシステム高温 出力制限中です”が表示されたときは（LC500h）

負荷の高い走行状況（例えば、長い上り坂を走行）のときにメッセージが表示される場
合があります。

対処方法 P.336

■“ 駆動用電池保護が必要 [N] レンジの使用を控えてください ” が表示されたときは
（LC500h）

駆動用電池の残量が低下したときにメッセージが表示されます。

シフトポジションが N では充電できないため、長時間停車するときはシフトポジション
を Pにしてください。

■“駆動用電池保護が必要 [P]レンジにして再始動してください”が表示されたときは
（LC500h）

長時間シフトポジションがNになっているため、駆動用電池の残量が低下したときにメッ
セージが表示されます。

車両を動かす場合は、ハイブリッドシステムを再始動してください。

■“駐車時は [P] レンジに入れてください”が表示されたときは

シフトポジションがP以外でエンジンスイッチ＜パワースイッチ＞をOFFにせずに運転
席ドアが開いたときにメッセージが表示されます。

駐車時はシフトポジションを Pにしてください。

■“Nレンジです アクセルを緩めて希望レンジに切りかえてください”が表示されたと
きは

シフトポジションがNで、アクセルペダルを踏んだときにメッセージが表示されます。

アクセルペダルから足を離し、シフトポジションを Dまたは Rにしてください。

■“停車時はブレーキを踏んでください”が表示されたときは（LC500h）

上り坂などでの停車時にアクセルペダルを踏んで車両を保持するとメッセージが表示さ
れる場合があります。
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そのままの状態を続けるとハイブリッドシステムが過熱するおそれがあります。アクセ
ルペダルから足を離し、ブレーキペダルを踏んでください。

■“シフトシステム故障 走行を継続できません”が表示されたときは

シフト制御システムが故障しています。ただちにレクサス販売店で点検を受けてくださ
い。

■“バッテリー保護のため自動で電源を Off しました”が表示されたときは

LC500：
自動電源OFF 機能が作動したときにメッセージが表示されます。次回エンジン始動時に
エンジン回転数を少し高めにして約 5 分間その回転数を保持し、補機バッテリーを充電
してください。

LC500h：
自動電源OFF 機能が作動したときにメッセージが表示されます。次回ハイブリッドシス
テム始動時に、約 5分間ハイブリッドシステムが作動した状態を保持し、補機バッテリー
を充電してください。

■シフト操作に関するメッセージが表示されたときは

誤ったシフトポジションの選択や、停車中の意図せぬ車両の動き出しなどを防止するた
め、自動的にシフトポジションが切りかわったり（ P.146, 152）、シフトレバーの操
作が指示されたりすることがあります。その場合は、画面の指示に従ってシフトポジショ
ンを変更してください。

■“前方カメラ一時使用不可 しばらくお待ちください”または“前方カメラ一時使用不
可 ガラスの汚れや曇りを取ってください”が表示されたときは

次のシステムが一時的もしくは対処を行うまで使用できなくなります。表示された画面
の指示に従ってください。

●PCS（プリクラッシュセーフティシステム）

●LKA（レーンキーピングアシスト）

●レーダークルーズコントロール（全車速追従機能付き）

●オートマチックハイビーム

■“エンジン停止のためハンドルが重くなります”（LC500）または“ハイブリッドシ
ステム停止のためハンドルが重くなります”（LC500h）が表示されたときは

ハンドル操作が非常に重くなることがあります。

ハンドル操作が通常より重いときは、ハンドルをしっかりと持ち、通常より強く操作し
てください。

■“暖機運転中 最高速度 110km/h” が表示されたときは（LC500h）

暖機運転中のため、最高速度が 110km/h に制限されているときにメッセージが表示さ
れます。暖機運転が終了するまでは110km/h 未満で走行してください。

■“安全に停車して Pレンジに入れてください”が表示されたときは（LC500h）

ハイブリッドシステムの異常、またはシフトポジションが長時間 N になっていることが



316 7-2. 緊急時の対処法

考えられます。ただちに安全な場所に停車し、表示が消えるまでシフトポジションを P
にしてください。表示が消えないときは、レクサス販売店で点検を受けてください。

■“エンジンオイル量不足 補充するか、交換してください”が表示されたときは

エンジンオイルが不足しているときにメッセージが表示されます。エンジンオイル量を
点検し、オイルを補給してください。

また、傾斜路などに停車したときに表示される場合があります。水平な路面に移動し、
メッセージが表示されるか確認してください。

■取扱書を確認するメッセージが表示されたときは

●次のメッセージが表示されたときは、対処方法に従ってください。
･ “エンジン冷却水高温”（ P.332, 335）
･ “バッテリ充電不足”（ P.326）
･ “AT オイル高温”（ P.147, 153）

●次のメッセージが表示されたときは、故障している可能性があります。ただちに
レクサス販売店で点検を受けてください。

･ “スマートエントリー＆スタートシステム故障”
･ “シフトシステム故障”
･ “[P] スイッチ故障”
･ “シフトシステム不作動”

●次のメッセージが表示されたときは、システムまたは部位が故障している可能性があ
ります。ただちにレクサス販売店で点検を受けてください。

･ “ハイブリッドシステム故障”（LC500h）
･ “エンジン系故障”
･ “バッテリー系故障”
･ “アクセル系故障”

●次のメッセージが表示されたときは、故障している可能性があります。ただちに安全
な場所に停車し、レクサス販売店へ連絡してください。走行を続けると危険です。

･ “故障のためブレーキ力が低下”
･ “充電システム故障”
･ “エンジン油圧不足”

●“補機バッテリー（始動用）充電不足”が表示されたときは、次の対処方法に従って
ください。（LC500h）

･ 数秒後※に表示が消えたときは
約 15 分以上、ハイブリッドシステムが作動した状態を保持し、補機バッテリーを充
電してください。

･ 表示が消えないときは
「補機バッテリーがあがったときは」（ P.326）の手順でハイブリッドシステムを始
動してください。

※約 6秒間表示されます。

●“バッテリー充電不足”が表示されたときは、補機バッテリーの充電が不足していま
す。補機バッテリーを充電、または交換してください。
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●“ 駆動用電池の冷却部品のメンテナンス必要 取扱書を確認 ” が表示されたときは、
フィルターが目づまりしている、冷却用の吸入口がふさがれている、またはダクトに
すき間があるなどが考えられますので、次の対処方法に従ってください。

･ 駆動用電池冷却用吸入口／フィルターが汚れている場合はP.265の要領で清掃してく
ださい。

･ 駆動用電池冷却用吸入口／フィルターが汚れていないのにメッセージが表示されたと
きは、レクサス販売店で点検を受けてください。

■“販売店で点検してください”が表示されたときは

警告メッセージで名称が表示されたシステム、または部位などに問題が発生しています。
すみやかにレクサス販売店で点検を受けてください。

■警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディオの音などにより、ブザー音が聞こえない場合
があります。

注意

■“電力消費が大きいため一部の空調・ヒータ作動を制限中です”がひんぱんに表示
されるときは

充電系の異常や補機バッテリーが劣化している可能性があります。レクサス販売店で
点検を受けてください。

■“補機バッテリー（始動用）充電不足 取扱書を確認してください”がひんぱんに表
示されるときは（LC500h）

補機バッテリーが劣化している可能性があります。その状態で放置しておくと、補機
バッテリーのバッテリーあがりを起こすおそれがあるため、レクサス販売店で補機
バッテリーの点検を受けてください。
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ランフラットタイヤがパンクしたと
きは、次の点に注意して走行し、最寄
りのレクサス販売店でタイヤを交換
してください。

● 80km/h 以下で走行する

● 急ハンドル・急ブレーキを避ける

● 160km以上走行しない

ランフラットタイヤには、タイヤの側壁に

マークが付いています。

知識

■高温時などは

160km まで走行できない場合がありま
す。

■ランフラットタイヤについて

P.273

パンクしたときは

ランフラットタイヤ装着車には、ス
ペアタイヤが搭載されていません。
ランフラットタイヤは、パンクした
場合でもしばらくは走行可能です。
パンクしたときは、なるべく速度を
落とし、慎重に運転してください。
（タイヤについての詳しい説明は
P.271を参照してください）

ランフラットタイヤ

注意

■タイヤを交換するときは

最寄りのレクサス販売店で交換してく
ださい。タイヤ交換の際、交換手順を誤
るとタイヤ空気圧警報用のバルブと送
信機が損傷するおそれがあります。

■段差を乗りこえるときは

タイヤがパンクしているときは、通常に
くらべ車高が低くなっているので、注意
してください。

■液体のパンク修理剤の使用禁止

お使いになると、空気圧バルブ／送信機
が損傷するおそれがあります。

■パンクしたタイヤの再利用禁止

パンクしたタイヤ補修して使用しない
でください。

■自動洗車機の使用禁止

タイヤがパンクした状態では、車が洗車
機に引っかかり、損傷するおそれがある
ため自動洗車機を使用しないでくださ
い。
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次の原因が考えられます。

● 電子キーが正常に働いていない可
能性があります。（ P.323）

● 燃料が入っていない可能性があり
ます。
給油してください。

● 燃料を吸い込みすぎている可能性
があります。
再度、正しい手順（ P.136）に
従って、エンジンをかけてくださ
い。

● エンジンイモビライザーシステム
に異常がある可能性があります。
（ P.59）

● シフト制御システムに異常がある

可能性があります。※（ P.139, 
315）

● ステアリングロックシステムに異
常がある可能性があります。

※シフトポジションを P から切りかえる
ことができない可能性があります。

次の原因が考えられます。

● 補機バッテリーあがりの可能性が
あります。（ P.326）

● 補機バッテリーのターミナルがゆ
るんでいる可能性があります。

電子キーの電池切れやヒューズ切れ
など、電気系統異常の可能性がありま
す。異常の種類によっては、エンジン
を一時的な処置でかけることができ
ます。

次の原因が考えられます。

● 補機バッテリーのターミナルがは
ずれている可能性があります。

● 補機バッテリーあがりの可能性が
あります。（ P.326）

● ステアリングロックシステムに異
常がある可能性があります。

対処の方法がわからないとき、あるいは対
処をしてもエンジンがかからないときは、
レクサス販売店にご連絡ください。

通常のエンジン始動操作でエンジン
が始動しないときは、次の手順でエン
ジンが始動する場合があります。
緊急時以外は、この方法で始動させな

エンジンがかからないとき
は（LC500）

正 し い エ ン ジ ン の か け 方
（ P.136）に従っても、エンジン
がかからないときは、次の状況の中
であてはまるものを確認し、適切に
対処してください。

スターターは正常にまわってい
るのにエンジンがかからない場
合

スターターがゆっくりまわる／
室内灯・ヘッドランプが暗い／
ホーンの音が小さい、または鳴
らない場合

スターターがまわらない場合

スターターがまわらない／室内
灯・ヘッドランプが点灯しない
／ホーンが鳴らない場合

緊急時の始動について



320 7-2. 緊急時の対処法

いでください。

1 パーキングブレーキがかかってい
ることを確認するため、パーキン
グブレーキスイッチを押す
（ P.159）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

2 エンジンスイッチをアクセサリー
モードにする

3 ブレーキペダルをしっかり踏んで
エンジンスイッチを約 15 秒以上
押し続ける

上記の方法でエンジンが始動しても、
システムの故障が考えられます。ただ
ちにレクサス販売店で点検を受けて
ください。

次の原因が考えられます。

● 電子キーが正常に働いていない可

能性があります。（ P.323）

● 燃料が入っていない可能性があり
ます。
給油してください。

● イモビライザーシステムに異常が

ある可能性があります。（ P.59）

● シフト制御システムに異常がある

可能性があります。※（ P.144, 
315）

● ステアリングロックシステムに異
常がある可能性があります。

● 電子キーの電池切れやヒューズ切
れなど、電気系統異常の可能性が
あります。異常の種類によっては、
ハイブリッドシステムを一時的な
処置でかけることができます。

※シフトポジションを P から切りかえる
ことができない可能性があります。

ハイブリッドシステムが始
動できないときは
（LC500h）

ハイブリッドシステムが始動でき
ない原因は状況によって異なりま
す。次の状況の中であてはまるもの
を確認し、適切に対処してくださ
い。

正しいハイブリッドシステムの
始動方法（ P.140）に従って
も始動できない
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次の原因が考えられます。

● 補機バッテリーあがりの可能性が
あります。（ P.326）

● 補機バッテリーのターミナルがゆ
るんでいる可能性があります。
（ P.268）

次の原因が考えられます。

● 補機バッテリーあがりの可能性が
あります。（ P.326）

● 補機バッテリーのターミナルがは
ずれている可能性があります。
（ P.268）

対処の方法がわからないとき、あるい
は対処をしてもハイブリッドシステ
ムが始動できないときは、レクサス販
売店にご連絡ください。

通常のハイブリッドシステム始動操
作でハイブリッドシステムが始動し
ないときは、次の手順でハイブリッド
システムが始動する場合があります。
緊急時以外は、この方法で始動させな
いでください。

1 パーキングブレーキがかかってい
ることを確認するため、パーキン
グブレーキスイッチを押す
（ P.159）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

2 パワースイッチをアクセサリー
モードにする

3 ブレーキペダルをしっかり踏んで
パワースイッチを約 15 秒以上押
し続ける

上記の方法でハイブリッドシステム
が始動しても、システムの故障が考え
られます。ただちにレクサス販売店で
点検を受けてください。

室内灯・ヘッドランプが暗い／
ホーンの音が小さい、または鳴
らない場合

室内灯・ヘッドランプが点灯し
ない／ホーンが鳴らない場合

緊急時の始動について
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1 リヤシート中央のカバーをはずす
（ P.326）

2 タブを取りはずし、引く

キーをなくしたときは

キーナンバープレートに打刻され
たキーナンバーと残りのメカニカ
ルキーから、レクサス販売店で
レクサス純正品の新しいメカニカ
ルキーを作ることができます。

キーナンバープレートは車の中以
外の安全な場所（財布の中など）に
保管してください。

注意

■電子キーを紛失したとき

電子キーを紛失した状態で放置すると、
盗難の危険性が極めて高くなります。車
両に付属している残りの電子キーをす
べてお持ちの上、ただちにレクサス販売
店にご相談ください。

給油扉が開かないときは

給油口オープナースイッチを押し
ても給油扉が開かないときは、次の
手順で給油扉を開けることができ
ます。

給油扉を開くには

警告

■給油扉を開けたあとは

はずしたリヤシート中央のカバーを
しっかりと取り付けた状態にしてくだ
さい。カバーがはずれていると、思わぬ
事故につながるおそれがあり危険です。

注意

■給油扉を開けたあとは

●タブをもとの位置にしっかり固定し
てください。
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知識

■電子キーが正常に働かないときは

●センターディスプレイまたはレクサス
販売店でスマートエントリー＆スター
トシステムの設定を確認し、非作動に
なっている場合には、作動可能に設定変
更してください。

●電子キーが節電モードに設定されてい
ないことを確認してください。
設定されている場合は解除してくださ
い。（ P.108）

メカニカルキー（ P.96）を使って
次の操作ができます。

注意

●タブを取り付けるときは、クリップ取

り付け口 と重ならないようにして

ください。クリップが破損し、カバー
が取り付けられなくなるおそれがあ
ります。

A

電子キーが正常に働かない
ときは

電子キーと車両間の通信がさまた
げられたり（ P.108）、電子キー
の電池が切れたときは、スマートエ
ントリー＆スタートシステムとワ
イヤレスリモコンが使用できなく
なります。このような場合、次の手
順でドアやトランクを開けたり、エ
ンジン＜ハイブリッドシステム＞
を始動したりすることができます。

注意

■スマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

車両にしているすべての電子キーをお
持ちください。

ドアの施錠・解錠、トランクの
解錠とキー連動操作



324 7-2. 緊急時の対処法

■ ドアの施錠・解錠

1 運転席側のドアハンドル前端のく
ぼみを押し込む

2 運転席側のドアハンドルを引いた
まま、メカニカルキーを挿し込む

3 次のようにキーをまわす

全ドア施錠

ドアガラスが閉まる（まわし続け

る）※

全ドア解錠

ドアガラスが開く（まわし続け

る）※

※レクサス販売店での設定が必要です。

■ トランクの解錠

ドアを解錠して、トランクオープナー
スイッチを押す

1 ブレーキペダルを踏む
2 電子キーのレクサスエンブレム面
で、エンジンスイッチ＜パワース
イッチ＞にふれる

電子キーを認識するとブザーが鳴り、イグ
ニッション ON モード＜ ON モード＞へ
切りかわります。

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムの設定が非作動に
なっているときは、アクセサリーモードへ

A

B

C

D

警告

■メカニカルキーを使ってドアガラス
を操作するとき

ドアガラスに人が挟まれるおそれがな
いことを確認してから操作してくださ
い。またお子さまには、メカニカルキー
による操作をさせないでください。お子
さまや他の人がドアガラスに挟まれた
り巻き込まれたりするおそれがありま
す。

エンジン＜ハイブリッドシステ
ム＞を始動するには
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切りかわります。

3 ブレーキペダルをしっかりと踏み
込んで、マルチインフォメーショ

ンディスプレイに が表示さ

れていることを確認する

4 エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞を押す

処置をしても作動しないときは、
レクサス販売店にご連絡ください。

知識

■エンジン＜ハイブリッドシステム＞の
停止方法

通常のエンジン＜ハイブリッドシステム
＞の停止方法と同様に、パーキングブレー
キをかけ、シフトポジションを Pにしてエ
ンジンスイッチ＜パワースイッチ＞を押
します。

■電子キーの電池交換

ここで説明しているエンジン＜ハイブ
リッドシステム＞の始動方法は一時的な
処置です。電池が切れたときは、ただちに
電池の交換をおすすめします。（ P.285）

■モードの切りかえ

エンジン＜ハイブリッドシステム＞始動
方法の手順 3で、ブレーキペダルから足を
離してエンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞を押すと、エンジン＜ハイブリッドシ
ステム＞が始動せず、スイッチを押すごと

にモードが切りかわります。（ P.138, 
143）
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メカニカルキー（ P.96）を使って
次の操作ができます。

■ ドアの施錠・解錠

P.323

■ トランクの解錠

1 リヤ席のシートベルトを外側にず
らす

2 マーク の位置に指を入れ、リヤ

シート中央のカバーを手前に引い
てはずす

3 キーシリンダーにメカニカルキー
を挿し込み、時計まわりにまわす

ドア解錠後に次の手順でグローブ
ボックスを開けることができます。

グローブボックスが施錠されている
場合、メカニカルキーを使って解錠し
てください。

1 マイナスドライバーを使ってカ
バーをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく

補機バッテリーがあがった
ときは

補機バッテリーがあがった場合、次
の手順でドアやトランクを開けた
り、グローブボックスを開けたり、
エンジン＜ハイブリッドシステム
＞を始動したりすることができま
す。

ドアの施錠／解錠、トランクの
解錠をするには

A

警告

■トランクの解錠をしたあとは

はずしたリヤシート中央のカバーを
しっかりと取り付けた状態にしてくだ
さい。カバーがはずれていると、思わぬ
事故につながるおそれがあり危険です。

注意

■リヤシート中央のカバーを取り付け
るとき

シートベルトを挟み込まないように注
意してください。カバー取り付けクリッ
プが破損し、カバーが取り付けられなく
なるおそれがあります。

グローブボックスを開けるには
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ださい。

2 図に示す部品をマイナスドライ
バーを使って押し込み、グローブ
ボックスを開ける

知識

■グローブボックスを開けたあとは

エンジン＜ハイブリッドシステム＞を再
始動したあと、グローブボックスを一度閉
めることで、通常通り開けることができま
す。

ブースターケーブルと 12V のバッテ
リー付き救援車があれば、手順に従っ
て、エンジン＜ハイブリッドシステム
＞を始動させることができます。

1 電子キーを携帯していることを確
認する

ブースターケーブル接続時、場合によって

は、オートアラームが作動し自動的にドア
が施錠されます。（ P.61）

2 ボンネットを開けて（ P.268）、
ヒューズボックスのカバーをはず
す

ツメを押しながらカバーを持ち上げる

LC500

LC500h

3 ヒューズボックス内の救援用端子
のカバーを開ける

エンジン＜ハイブリッドシステ
ム＞を再始動するには
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LC500 LC500h

4 赤色のブースターケーブルを自車の救援用端子 につなぎ、もう一方の端

を救援車の補機バッテリーの＋端子 につなぐ。その後、黒色のブース

ターケーブルを救援車の補機バッテリーの－端子 につなぎ、もう一方の

端を、未塗装の金属部 につなぐ

LC500

A

B

C

D
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LC500h

救援用端子（自車）

補機バッテリーの＋端子（救援車）

補機バッテリーの－端子（救援車）

未塗装の金属部（図に示すような固定された部分）

5 救援車のエンジンをかけ、回転を
少し高めにして、約5分間自車の
補機バッテリーを充電する

6 エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞がOFFの状態でいずれかのド
アを開閉する

7 救援車のエンジン回転を維持した
まま、エンジンスイッチ＜パワー
スイッチ＞をいったんイグニッ
ションONモード＜ ONモード＞
にしてからエンジン＜ハイブリッ
ドシステム＞を始動する

8 エンジン＜ハイブリッドシステム
＞が始動したら、ブースターケー
ブルをつないだときと逆の順では
ずす

9 救援用端子カバーを閉じ、ヒュー
ズボックスのカバーをもとどおり
に取り付ける

エンジン＜ハイブリッドシステム＞
が始動しても、早めにレクサス販売店
で点検を受けてください。

知識

■補機バッテリーあがり時の始動につい
て

この車両は、押しがけによる始動はできま
せん。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

●エンジン＜ハイブリッドシステム＞が
停止しているときは、ランプやオーディ
オの電源を切ってください。

●渋滞などで長時間止まっているときは、
不必要な電装品の電源を切ってくださ
い。

■補機バッテリーがあがってしまったと
きは

●コンピューターに記憶されている情報

A

B

C

D



330 7-2. 緊急時の対処法

が消去されます。補機バッテリーがあ
がったときはレクサス販売店で点検を
受けてください。

●初期設定が必要な機能があります。
（ P.359）

■補機バッテリー端子をはずすときは

補機バッテリー端子をはずすと、コン
ピューターに記憶されている情報が消去
されます。補機バッテリー端子をはずすと
きは、レクサス販売店にご相談ください。

■補機バッテリーの充電について

補機バッテリーの電力は、車両を使用して
いないあいだも、一部の電装品による消費
や自然放電のために、少しずつ消費されて
います。そのため、車両を長期間放置する
と、補機バッテリーがあがってエンジン＜
ハイブリッドシステム＞を始動できなく
なるおそれがあります。（補機バッテリー
は走行中に自動で充電されます）

■補機バッテリーあがり時や取りはずし
時など

●補機バッテリー脱着直後はスマートエ
ントリー＆スタートシステムによるド
アの解錠ができない場合があります。解
錠できなかった場合はワイヤレスリモ
コン、またはメカニカルキーで解錠・施
錠を実施してください。

●補機バッテリー脱着後、最初の始動操作
ではエンジン＜ハイブリッドシステム
＞が始動できないことがありますが異
常ではありません。再度始動操作を行っ
てください。

●車両は常に電源の状態を記憶していま
す。補機バッテリー脱着時、車両は補機
バッテリーをはずす前の状態に復帰し
ます。補機バッテリーを脱着する際は、
エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞
を OFF にしてから行ってください。
補機バッテリーがあがる前の状態が不
明の場合、補機バッテリー接続時は特に
注意してください。

●補機バッテリーがあがった場合は、Pか
ら他のポジションに切りかえることが
できない可能性があります。その場合
は、後輪が固定されているため、後輪を
持ち上げないと車両の移動ができませ
ん。

■補機バッテリーを交換するときは

●一括排気タイプの補機バッテリー（欧州
規格）を使用してください。

●LC500：交換前と同一のケースサイズ
（LN4）、20 時間率容量（20HR）が同
等（80Ah）以上、かつ性能基準値（CCA）
が同等（685A）以上の補機バッテリー
を使用してください。
LC500h：交換前と同一のケースサイズ
（LN3）、20 時間率容量（20HR）が同
等（70Ah）以上、かつ性能基準値（CCA）
が同等（600A）以上の補機バッテリー
を使用してください。

･ 大きさが異なると、補機バッテリーが正
しく固定されません。

･ 20 時間率容量が小さいと、車両を使用
していない時期が短い期間であっても
補機バッテリーがあがって、エンジン <
ハイブリッドシステム>の始動ができな
くなるおそれがあります。

●取っ手の付いている補機バッテリーを
使用してください。

取っ手が付いていない補機バッテリーを
使用すると、補機バッテリーを取り出しに
くくなります。

●交換後は、補機バッテリーの排気穴に次
のものを確実に取り付けてください。

･ 排気ホースは、交換前の補機バッテリー
に取り付けられているものを使用して
ください。

･ 排気穴栓は、交換した補機バッテリーに
付属のもの、または交換前の補機バッテ
リーに取り付けられているものを使用
してください。（交換する補機バッテ
リーによっては、排気穴がふさがれたも
のもあります）
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排気穴栓

排気穴

排気ホース

詳しくは、レクサス販売店にご相談くださ
い。

警告

■補機バッテリー端子をはずすときは

必ず－端子を先にはずしてください。＋
端子を先にはずすと、＋端子が周辺の金
属部分にふれた場合、火花が発生し火災
につながるおそれがあるほか、感電し重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

■補機バッテリーの引火または爆発を
防ぐために

補機バッテリーから発生する可燃性ガ
スに引火して爆発するおそれがあり危
険ですので、火や火花が発生しないよ
う、次のことをお守りください。

●ブースターケーブルは正しい端子以
外に接続しない

●＋端子に接続したブースターケーブ
ルの先を付近のブラケットや未塗装
の金属部に接触させない

A

B

C

●ブースターケーブルは＋側と－側の
端子を絶対に接触させない

●補機バッテリー付近では、喫煙したり
マッチやライターなどで火を起こさ
ない

■補機バッテリーの取り扱いについて

補機バッテリー内には有毒で腐食性の
ある酸性の電解液が入っており、また関
連部品には鉛または鉛の混合物を含ん
でいるので、取り扱いに関し、次のこと
を必ずお守りください。

●補機バッテリーを取り扱うときは保
護メガネを着用し、液（酸）が皮膚・
衣服・車体に付着しないようにする

●必要以上、顔や頭などを補機バッテ
リーに近付けない

●誤って補機バッテリー液が体に付着
したり目に入ったりした場合、ただち
に大量の水で洗い、すぐに医師の診察
を受ける
また、医師の診察を受けるまで、水を
含ませたスポンジや布を患部にあて
ておく

●誤って補機バッテリー液を飲み込ん
だ場合、多量の水を飲んで、すぐに医
師の診察を受ける

●補機バッテリーの支柱・ターミナル・
その他の関連部品の取り扱い後は手
を洗う

●お子さまを補機バッテリーに近付け
ない

■補機バッテリーあがりの処置をした
あと

早めにレクサス販売店で補機バッテ
リーの点検を受けてください。

補機バッテリーが劣化している場合、そ
のまま使い続けると補機バッテリーか
ら異臭ガスが発生し、乗員に健康障害を
およぼすおそれがあり危険です。
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1 安全な場所に停車し、エアコンを
OFFにしてから、エンジンを停止
する

2 蒸気が出ている場合：
蒸気が出なくなったことを確認し
てから、注意してボンネットを開
ける
蒸気が出ていない場合：
注意してボンネットを開ける

3 エンジンが十分に冷えてから、ラ
ジエーターコア部（放熱部）やホー

警告

■補機バッテリーを交換するときは

交換後は、交換した補機バッテリーの排
気穴に排気ホースと排気穴栓を確実に
取り付けてください。正しく取り付けら
れていないと、ガス（水素）が車内に侵
入したり、引火して爆発するおそれがあ
り危険です。

注意

■ブースターケーブルの取扱いについ
て

ブースターケーブルを接続したり、取り
はずすときは、冷却ファンやベルトに巻
き込まれないように十分注意してくだ
さい。

■救援用端子について

この車の救援用端子は、他の車から応急
的に補機バッテリーを充電するための
ものです。この救援用端子を使用して、
他の車のバッテリーあがりを救援する
ことはできません。

オーバーヒートしたときは
（LC500）

次のような場合は、オーバーヒート
の可能性があります。

● 水温計（ P.72）の表示がレッ
ドゾーンに入ったり、エンジン
出力が低下する（スピードが出
ないなど）

● マルチインフォメーションディ
スプレイに“エンジン冷却水高
温 安全な場所に停車して取扱書
を確認してください”が表示さ
れる

● エンジンルームから蒸気が出る

対処方法
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スなどからの冷却水もれを点検す
る

ラジエーター

ファン

多量の冷却水もれがある場合は、ただちに
レクサス販売店に連絡してください。

4 冷却水の量がリザーバータンクの
“F”（上限）と“L”（下限）の
あいだにあるかを点検する

リザーバータンク

“F”（上限）

“L”（下限）

冷却水注入口のキャップ

5 冷却水が不足している場合は、冷
却水を補給する

冷却水がない場合は、応急措置として水を
補給してください。

6 エンジンを始動し、エアコンを作
動させてラジエーター冷却用の
ファンが作動しているか、および
ラジエーターコアやホースなどか
ら冷却水もれがないことを再度確
認する

エンジンが冷えた状態での始動直後は、エ
アコンを ON にすることでファンが作動
します。ファンの音や風で確認してくださ
い。わかりにくいときは、エアコンの ON・
OFF をくり返してください。
（ただし、氷点下となる寒冷時はファンが
作動しないことがあります）

7 ファンが作動していない場合：
すぐにエンジンを停止し、
レクサス販売店に連絡する
ファンが作動している場合：
最寄りのレクサス販売店で点検を
受ける

知識

■冷却水を補給するとき

次の手順で冷却水を注入してください。

1 サービスカバーをはずす

A

B

A

B

C

D
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2 エンジンカバーをはずす

3 キャップ と を開ける

4 キャップ の注入口から“F”（上

限）ライン まで冷却水を注入し、

キャップ を取り付ける

5 キャップ の注入口が満水になるま

で冷却水を注入し、キャップ を取り

付ける

警告

■エンジンルームを点検しているとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、やけどなどの重
大な傷害を受けるおそれがあります。

●エンジンルームから蒸気が出ている
場合は、蒸気が出なくなるまでボン
ネットを開けないでください。エンジ
ンルーム内が高温になっています。

A B

A

C

A

B

B

●手や着衣（特にネクタイ・スカーフ・
マフラーなど）をファンやベルトから
離してください。手や着衣が巻き込ま
れ、重大な傷害を受けるおそれがあり
危険です。

●エンジンおよびラジエーターが熱い
場合は冷却水リザーバータンクの
キャップを開けないでください。
高温の蒸気や冷却水が圧力によって
噴き出すおそれがあります。

注意

■冷却水を入れるとき

エンジンが十分に冷えてからゆっくり
入れてください。
エンジンが熱いときに急に冷たい冷却
水を入れると、エンジンが損傷するおそ
れがあります。

■冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

●異物（砂やほこりなど）を冷却水に混
入させない

●冷却水用添加剤を使用しない
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水温計の表示がレッドゾーンに
入ったり、マルチインフォメー
ションディスプレイに“エンジン
冷却水高温　安全な場所に停車し
て取扱書を確認してください”が
表示されたとき

1 安全な場所に停車し、エアコンを
OFFにしてから、ハイブリッドシ
ステムを停止する

2 蒸気が出ている場合：
蒸気が出なくなったことを確認し
てから、注意してボンネットを開
ける
蒸気が出ていない場合：
注意してボンネットを開ける

3 ハイブリッドシステムが十分に冷
えてから、ラジエーターコア部（放

熱部）やホースなどからの冷却水
もれを点検する

ラジエーター

ファン

多量の冷却水もれがある場合は、ただちに
レクサス販売店に連絡してください。

4 冷却水の量がリザーバータンクの
“F”（上限）と“L”（下限）の
あいだにあるかを点検する

リザーバータンク

“F”（上限）

“L”（下限）

冷却水注入口のキャップ

5 冷却水が不足している場合は、冷
却水を補給する

冷却水がない場合は、応急措置として水を

オーバーヒートしたときは
（LC500h）

次のような場合は、オーバーヒート
の可能性があります。

● 水温計（ P.72）の表示がレッ
ドゾーンに入ったり、ハイブ
リッドシステムの出力が低下す
る（スピードが出ないなど）

● マルチインフォメーションディ
スプレイに“エンジン冷却水高
温　安全な場所に停車して取扱
書を確認してください”または
“ ハイブリッドシステム高温出
力制限中です”が表示される

● エンジンルームから蒸気が出る

対処方法

A

B

A

B

C

D
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補給してください。

6 ハイブリッドシステムを始動し、
エアコンを作動させてラジエー
ター冷却用のファンが作動してい
るか、およびラジエーターコアや
ホースなどから冷却水もれがない
ことを再度確認する

ハイブリッドシステムが冷えた状態での
始動直後は、エアコンを ON にすること
でファンが作動します。ファンの音や風で
確認してください。わかりにくいときは、
エアコンの ON・OFF をくり返してくだ
さい。
（ただし、氷点下となる寒冷時はファンが
作動しないことがあります）

7 ファンが作動していない場合：
すぐにハイブリッドシステムを停
止し、レクサス販売店に連絡する
ファンが作動している場合：
最寄りのレクサス販売店で点検を
受ける

マルチインフォメーションディス
プレイに“ハイブリッドシステム
高温出力制限中です”が表示され
たとき

1 安全な場所に停車する

2 ハイブリッドシステムを停止し、
注意してボンネットを開ける

3 ハイブリッドシステムが十分に冷
えてから、ラジエーターコア部（放
熱部）やホースなどからの冷却水
もれを点検する

ラジエーター

ファン

多量の冷却水もれがある場合は、ただちに
レクサス販売店に連絡してください。

4 冷却水の量がリザーバータンクの
“F”/“FULL”（上限）と“L”/
“LOW”（下限）のあいだにある
かを点検する

リザーバータンク

“F”/“FULL”（上限）

“L”/“LOW”（下限）

5 冷却水が不足している場合は、冷
却水を補給する

A

B

A

B

C
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冷却水がない場合は、応急措置として水を
補給してください。

6 ハイブリッドシステムを停止して
から5分以上経過したあとで、ハ
イブリッドシステムを始動し、マ
ルチインフォメーションディスプ
レイを確認する

表示が消えない場合：
ハイブリッドシステムを停止して
レクサス販売店に連絡する

表示が消えている場合：
ハイブリッドシステムの温度が低下した
ため、通常走行が可能です。ただし、その
あともひんぱんに表示される場合は、
レクサス販売店に連絡してください。

知識

■冷却水を補給するとき

次の手順で冷却水を注入してください。

1 サービスカバーをはずす

2 エンジンカバーをはずす

3 キャップ と を開ける

4 キャップ の注入口から “F”（上

限）ライン まで冷却水を注入し、

キャップ を取り付ける

5 キャップ の注入口が満水になるま

で冷却水を注入し、キャップ を取り

付ける

警告

■エンジンルームを点検しているとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、やけどなどの重
大な傷害を受けるおそれがあります。

●エンジンルームから蒸気が出ている
場合は、蒸気が出なくなるまでボン
ネットを開けないでください。エンジ
ンルーム内が高温になっています。

A B

B

C

B

A

A
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1 パーキングブレーキをかけシフト
ポジションを Pにして、エンジン
＜ハイブリッドシステム＞を停止
する

2 後輪周辺の土や雪などを取り除く
3 後輪の下に木や石などをあてがう
4 エンジン＜ハイブリッドシステム
＞を再始動する

5 シフトポジションを確実にDまた
は Rにし、パーキングブレーキを
解除して注意しながらアクセルペ
ダルを踏む

知識

■脱出しにくいとき

スイッチを押して TRC を OFF にし

てください。

警告

●ハイブリッドシステムの停止後は、パ
ワースイッチ上のインジケーターと
READY インジケーターが消灯してい
ることを確認してください。ハイブ
リッドシステムが作動していると、ガ
ソリンエンジンが自動的に動き出し
たり、ガソリンエンジンが停止してい
ても、冷却ファンが急にまわり出すこ
とがあります。ベルトやファンなどの
回転部分にふれたり、近付いたりする
と、手や衣服・工具などが巻き込まれ
たりして、重大な傷害を受けるおそれ
があり危険です。

■エンジンルームを点検しているとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、やけどなどの重
大な傷害を受けるおそれがあります。

●ハイブリッドシステムおよびラジ
エーター・冷却水リザーバータンクが
熱いうちは冷却水注入口のキャップ
や冷却水リザーバータンクのキャッ
プを開けないでください。
高温の蒸気や冷却水が噴き出すおそ
れがあります。

注意

■冷却水を入れるとき

ハイブリッドシステムが十分に冷えて
からゆっくり入れてください。
ハイブリッドシステムが熱いときに急
に冷たい冷却水を入れると、ハイブリッ
ドシステムが損傷するおそれがありま
す。

■冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

●異物（砂やほこりなど）を冷却水に混
入させない

●市販の冷却水用添加剤を使用しない

スタックしたときは

ぬかるみや砂地・雪道などでタイヤ
が空転したり埋まり込んで動けな
くなったときは次の方法を試みて
ください。

脱出するには
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警告

■脱出するとき

前進と後退をくり返してスタックから
脱出する場合、他の車・ものまたは人と
の衝突を避けるため周囲に何もないこ
とを確認してください。
スタックから脱出するとき、車が前方ま
たは後方に飛び出すおそれがあります
ので、特に注意してください。

■シフトレバーを操作するとき

アクセルペダルを踏み込んだまま操作
しないように気を付けてください。
車が急発進し、思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

注意

■トランスミッションやその他の部品
への損傷を避けるために

●後輪が空転するのを避け、必要以上に
アクセルペダルを踏まないでくださ
い。

●上記の方法で脱出できなかった場合、
けん引による救援が必要です。
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8-1. 仕様一覧

※エタノールの混合率 10%以下、または ETBE の混合率 22％以下のガソリン（酸素含
有率 3.7%以下）を使用することができます。

LC500

※1エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンを暖機
後に停止し、5分以上経過してからレベルゲージで行ってください。

※2省燃費性に優れるオイルです。

■ エンジンオイル推奨粘度

下記図に基づき、外気温に適した粘度
のものをご使用ください。

メンテナンスデータ（指定燃料・オイル量など）

使用するオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左右されます。

お車には、最も適した弊社純正オイル・液類（以下、「指定銘柄」といいま
す）のご使用をおすすめします。

指定銘柄以外を使用される場合は、指定銘柄に相当する品質のものをご使用
ください。

燃料

指定燃料 容量［L］（参考値）

･ 無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）

･ バイオ混合ガソリン（プレミアム）※
82

エンジンオイル

指定銘柄

容量［L］（参考値※1）

オイルのみ交
換

オイルとオイ
ルフィルター

交換

弊社純正モーターオイル SN 5W-30※2

API SN/RC, ILSAC GF-5, SAE 5W-30

弊社純正モーターオイル SN 10W-30
API SN/RC, ILSAC GF-5, SAE 10W-30

7.9 L 8.6 L
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オイル粘度について（例として 5W-
30で説明します）：
･ 5W-30の 5Wは、低温時のエンジ
ン始動特性を示しています。W の
前の数値が小さいほど冬場や寒冷
時のエンジン始動が容易になりま
す。

･ 5W-30の 30は、高温時の粘度特
性を示しています。
粘度の高い（数値が大きい）オイ
ルは、高速または高負荷走行に適
しています。

■ 指定エンジンオイル

API 規格 SN/RC、SM/EC か、ILSAC
規格に合致したオイルをご使用くだ
さい。

なお、ILSAC 規格合格油の缶には
ILSAC CERTIFICATION（イルサック
サーティフィケーション）マークが付
いています。

API マーク

ILSAC CERTIFICATION マーク

LC500h

※1エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンの暖機
後にハイブリッドシステムを停止し、5分以上経過してからレベルゲージで行ってく
ださい。

※20W-20 は上記表の指定銘柄の中では、最も省燃費性に優れるオイルです。

A

B

指定銘柄

容量［L］（参考値※1）

オイルのみ交
換

オイルとオイ
ルフィルター

交換

弊社純正モーターオイル SN 0W-20※2

API SN/RC, ILSAC GF-5, SAE 0W-20

弊社純正モーターオイル SN 5W-20
API SN/RC, ILSAC GF-5, SAE 5W-20

弊社純正モーターオイル SN 5W-30
API SN/RC, ILSAC GF-5, SAE 5W-30

弊社純正モーターオイル SN 10W-30
API SN/RC, ILSAC GF-5, SAE 10W-30

5.5 L 5.7 L
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■ エンジンオイル推奨粘度

下記表に基づき、外気温に適した粘度
のものをご使用ください。

※0W-20 は新車時に充填されており、上
記図に示す中では、最も省燃費性に優れ
るオイルです。

オイル粘度について（例として 0W-
20で説明します）：
･ 0W-20の 0Wは、低温時のエンジ
ン始動特性を示しています。W の
前の数値が小さいほど冬場や寒冷
時のエンジン始動が容易になりま
す。

･ 0W-20の 20は、高温時の粘度特

性を示しています。
粘度の高い（数値が大きい）オイ
ルは、高速または高負荷走行に適
しています。

■ 指定エンジンオイル

API 規格 SN/RC、SM/EC か、ILSAC
規格に合致したオイルをご使用くだ
さい。なお、ILSAC 規格合格油の缶
には ILSAC CERTIFICATION（イル
サックサーティフィケーション）マー
クが付いています。

API マーク

ILSAC CERTIFICATION マーク

A

B

ラジエーター

指定銘柄 車種

容量［L］（参考値）

ガソリンエ
ンジン

パワーコン
トロールユ
ニット

弊社純正スーパーロングライフクーラント

凍結保証温度

濃度 30％　　－ 12°C

濃度 50％　　－ 35°C

LC500 12.1

LC500h 10.9 2.3



345

8

8-1. 仕様一覧
車
両
情
報

※ 交換が必要な際はレクサス販売店にご相談ください

■ ブレーキフルード

■ ブレーキペダル※1

※1ブレーキペダルの点検に併せて、エンジン回転時に＜ハイブリッドシステムが作動し
ている状態のとき＞、ブレーキ警告灯（赤色）が点灯していないことも必ず確認して
ください。
（警告灯が点灯した場合の対処については、P.304 を参照してください）

※2エンジン回転時に＜ハイブリッドシステムが作動している状態で＞ 500N（51kgf）
の踏力をかけたときの床板とのすき間の最小値

■ ブレーキパッド

トランスミッション

指定銘柄 車種
容量［L］

（参考値※）

弊社純正オートフルードWS
LC500 8.8

LC500h 6.8

ディファレンシャル

オイルタイプ・推奨粘度 車種 容量［L］（参考値）

弊社純正ディファレンシャルギヤオイル LT
（API GL-5, SAE 75W-85）

LSD 非装着車 0.85

弊社純正ディファレンシャルギヤオイル LX
（API GL-5 SAE 75W-85）

LSD 装着車 0.85

ブレーキ

指定銘柄

弊社純正ブレーキフルード 2500H-A

項目 基準値［mm］

遊び 1～ 6

踏み込んだときの床板とのすき間※2 132

項目 使用限度値 [mm]

ブレーキパッドの厚み 1
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■ パーキングブレーキ

このとき、ブレーキ警告灯（黄色）が点灯していないことを確認してください。
（警告灯が点灯した場合の対処については、P.308を参照してください）

20インチタイヤ装着車

21インチタイヤ装着車

項目 パーキングブレーキ表示灯の状態

パーキングブレーキスイッチを 1秒以上 4
秒以内で押したとき

点灯

パーキングブレーキスイッチを 1秒以上 4
秒以内で引いたとき

消灯

ウォッシャータンク

容量［L］（参考値）

3.0

タイヤ・ホイール

タイヤサイズ ホイールサイズ

タイヤが冷えているときの空気圧

kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

245/45RF20（99Y） 20  8 1/2J 230（2.3）

275/40RF20
（102Y）

20  9 1/2J 230（2.3）

タイヤサイズ ホイールサイズ

タイヤが冷えているときの空気圧

kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

245/40RF21（96Y） 21  8 1/2J 230（2.3）

275/35RF21（99Y） 21  9 1/2J 230（2.3）
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※表に記載のないランプは LEDを採用しています。

電球（バルブ）※

電球 W（ワット）数

車外 リヤフォグランプ★ 21

車内 バニティランプ 2

車両仕様

名称 型式 エンジン 電動機型式 駆動方式

LC500 URZ100 2UR-GSE（5.0L ガソリン） FR（後輪駆動）

LC500h GWZ100 8GR-FXS（3.5L ガソリン） 2NM FR（後輪駆動）
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8-2. カスタマイズ機能

■ マルチインフォメーションディス
プレイで設定するには

1 メーター操作スイッチの また

は を押して を選択する

2 メーター操作スイッチの また

は を押して変更する項目を選

択し、“OK”を押す

3 メーター操作スイッチの また

は を押して設定したい項目を

選択し、“OK”を押す

前の画面にもどったり、設定を終了し

たりする場合は、 スイッチを押

します。

■ センターディスプレイで設定する
には

1 リモートタッチのMENUボタンを
押し、“設定・編集”を選択する

2 “設定・編集”画面の“車両”
を選択する

3 “ 車両カスタマイズ ”、“ ドラ
イブモードカスタマイズ ” また
は、“クリアランスソナー設定”
を選択する

4 “ 車両カスタマイズ ” を選択し
た場合、設定を変更したいカテゴ
リーを選択する

5 一覧表示された中から設定を変更
する項目を選択する

6 機能の作動内容を選択する

作動・非作動を変更できる機能では、“
する”（作動）・“しない”（非作動）を
選択します。

音量やセンサーの感度などを変更できる
機能では、“+”または“－”を選択し
てレベルを調整します。

リモートタッチについて詳しくは、別
冊「ナビゲーションシステム取扱説明
書」をご覧ください。

ユーザーカスタマイズ機能

お車に装備されている各種の機能
は、ご希望に合わせてレクサス販売
店で作動内容を変更することがで
きます。また、センターディスプレ
イ・マルチインフォメーションディ
スプレイの操作により、設定を変更
することができる機能もあります。

G-Link サービスご契約のお客様
は、G- カスタマイズ機能
（レクサスオーナーズサイトのご利
用またはレクサス販売店へのご依
頼）により、遠隔で設定変更ができ
ます。

遠隔での設定変更が可能な項目に
関してはレクサスオーナーズサイ
トでご確認ください。

設定を変更するには
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知識

■センターディスプレイでカスタマイズ
設定を行うとき

安全な場所に停車し、パーキングブレーキ
をかけ、シフトポジションを Pにしてくだ
さい。また、バッテリーあがり＜補機バッ
テリーあがり＞を防ぐため、エンジンがか
かっている＜ハイブリッドシステムが作
動している＞状態で操作を行ってくださ
い。

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。詳しくは
レクサス販売店へお問い合わせください。

 センターディスプレイの画面操作で設定変更可能

 マルチインフォメーションディスプレイで設定変更可能

 レクサス販売店で設定変更可能

■ メーター、マルチインフォメーションディスプレイ（ P.66, 72, 76）

警告

■センターディスプレイでカスタマイ
ズ設定を行うとき

エンジンがかかった状態＜ハイブリッ
ドシステムが作動している状態＞で操
作を行うため、車庫内など囲まれた場所
では、十分に換気をしてください。換気
をしないと、排気ガスが充満し、排気ガ
スに含まれる一酸化炭素（CO）により、
重大な健康障害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

車両カスタマイズ設定一覧

機能の内容※1 初期設定 変更後

言語 日本語 英語 ― ○ ―

単位 km/L L/100km ― ○ ―

エコドライブインジケーター※2 なし あり（自動点灯） ― ○ ―

EV インジケーター※3
あり（自動点

灯）
なし ― ○ ―

ドライブインフォ 1

瞬間燃費

※4 ― ○ ―リセット間

平均燃費

ドライブインフォ 2

航続可能距離

※4 ― ○ ―リセット間

平均車速

割り込み表示 あり なし ― ○ ―

リング位置の記憶 なし あり ― ○ ―

A

B

C

A B C
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※1機能についての詳しい説明は P.72, 80 を参照してください
※2LC500
※3LC500h
※4瞬間燃費、リセット間平均燃費、始動後平均燃費、給油後平均燃費、リセット間平均
車速、始動後平均車速、リセット間走行時間、始動後走行時間、航続可能距離、始動
後走行距離、ブランクから 2項目を選択

※5別冊「ナビゲーションシステム取扱説明書」を参照してください。

■ ヘッドアップディスプレイ★（ P.83）

テーマカラー カラー 1 カラー 2
○
※5 ○ ―

REV インジケーター なし あり ― ○ ―

REV インジケーター回転数設定
5000r/min.※2

4000r/min.※3

2000-7300

r/min.※2

2000-6600

r/min.※3

― ○ ―

REV ピーク なし あり ― ○ ―

時計の表示 12H 24H ― ○ ―

周囲の明るさにより、メーターの
照度を自動減光するためのセン
サーの感度調節

0 － 2～＋ 2 ― ― ○

周囲の明るさにより、減光した
メーターなどの照度をもとにもど
すためのセンサーの感度調節

0 － 2～＋ 2 ― ― ○

提案サービス あり

あり
（停車中のみ） ○ ― ○

なし

機能の内容 初期設定 変更後

タコメーター切替え タコメーター

エコドライブイン

ジケーター※1

― ○ ―
ハイブリッドシス
テムインジケー

ター※2

ブランク画面

機能の内容※1 初期設定 変更後 A B C

A B C
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車
両
情
報

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※1LC500
※2LC500h

■ LKA（レーンキーピングアシスト）（ P.187）

■ PCS（プリクラッシュセーフティシステム）（ P.180）

■ BSM（ブラインドスポットモニター）（ P.210）

ルート案内表示 あり なし ― ○ ―

レーン表示 あり なし ― ○ ―

運転支援表示 あり なし ― ○ ―

オーディオ表示 あり なし ― ○ ―

機能の内容 初期設定 変更後

車線維持支援機能
（センタートレース）

なし あり ― ○ ―

操舵支援機能 あり なし ― ○ ―

警報感度 普通 高 ― ○ ―

ふらつき検知機能 あり なし ― ○ ―

ふらつき検知機能の感度調節 普通
低

― ○ ―
高

機能の内容 初期設定 変更後

PCS（プリクラッシュセーフティ
システム）機能

あり なし ― ○ ―

警報タイミング 中間
遠い

― ○ ―
近い

機能の内容 初期設定 変更後

BSM（ブラインドスポットモニ
ター）機能

あり なし ― ○ ―

RCTA（リヤクロストラフィック
アラート）機能

あり なし ― ○ ―

ドアミラーインジケーターの明る
さ

明るい 暗い ― ○ ―

機能の内容 初期設定 変更後 A B C

A B C

A B C

A B C
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★：BSM 機能のみ

■ アクティブリヤウィング★（ P.220）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ ドアロック（ P.99, 103, 323）

接近車両を知らせるタイミング

（感度）★
（中間）

（早い）

― ○ ―

（遅い）

（死角領域のみ）

RCTA ブザー音量（RCTA 機能の
み）

レベル 2（中）
レベル 1（小）

― ○ ―
レベル 3（大）

機能の内容 初期設定 変更後

アクティブリヤウィングの作動 なし あり ― ○ ○

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキーによる解錠
1回で全ドア
解錠

1回で運転席ドア
解錠、連続 2回で
全ドア解錠

― ― ○

車速感応オートドアロック あり なし ○ ― ○

シフトポジションを P以外にした
ときの全ドア施錠（シフト操作連
動ドアロック）

なし あり ○ ― ○

シフトポジションを Pにしたとき
の全ドア解錠（シフト操作連動ア
ンロック）

あり なし ○ ― ○

運転席ドアを開けたときの全ドア
解錠（運転席ドア開連動アンロッ
ク）

なし あり ○ ― ○

機能の内容 初期設定 変更後 A B C

A B C

A B C
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8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

■ スマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤレスドアロック共通
（ P.97, 107）

■ スマートエントリー＆スタートシステム（ P.107）

■ ワイヤレスドアロック（ P.97）

全ドア解錠したときトランク解
錠、全ドア施錠したときトランク
施錠（ドアロック連動トランク）

あり なし ― ― ○

ドアロックインジケーターの消灯
までの時間

30秒

1分

― ― ○10 分

20 分

機能の内容 初期設定 変更後

作動の合図（ブザー音量調整） レベル 5
OFF

○ ― ○
レベル 1～ 7

作動の合図（非常点滅灯） あり なし ○ ― ○

解錠後、ドアを開けなかったとき
の自動施錠までの時間

30秒
60 秒

― ― ○
120 秒

半ドア警告ブザー あり なし ― ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

スマートエントリー＆スタートシ
ステム

あり なし ○ ― ○

解錠されるドアの選択 全席解錠 運転席のみ解錠 ○ ― ○

連続ロック操作の有効回数 2回 無制限 ― ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

ワイヤレス機能 あり なし ― ― ○

解錠時の操作
1回で全ドア
解錠

1回で運転席ドア
解錠、連続 2回で
全ドア解錠

○ ― ○

機能の内容 初期設定 変更後 A B C

A B C

A B C

A B C
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■ 運転席ポジションメモリー（ P.114）

■ ハンドル（ P.119）

■ ドアミラー（ P.121）

■ パワーウインドウ（ P.124）

トランク解錠時の操作
1回押し続け
る（短）

1回押し

― ― ○

2回押し

1回押し続ける
（長）

非作動

機能の内容 初期設定 変更後

メモリーコール機能と連動するド
アの選択

運転席ドア 全ドア ― ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

オートアウェイ＆オートリターン
機構

チルトのみ

テレスコピックの
み

○ ― ○チルト＆テレスコ
ピック

なし

機能の内容 初期設定 変更後

オート電動格納作動
ドアの施錠・
解錠と連動

OFF

― ― ○エンジンスイッチ
＜パワースイッチ

＞と連動

リバース連動作動 あり なし ― ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキー連動開閉機能 なし あり ― ― ○

ワイヤレスリモコン連動開閉機能 なし あり ― ― ○

ワイヤレスリモコン連動開閉作動
の合図（ブザー）

あり なし ― ― ○

機能の内容 初期設定 変更後 A B C

A B C

A B C

A B C

A B C
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8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

■ ランプ自動点灯・消灯システム（ P.164）

■ ランプ（ P.164）

■ エアコン（ P.240）

■ シートヒーター／シートベンチレーター（ P.248）

■ ステアリングヒーター★（ P.248）

機能の内容 初期設定 変更後

ライトセンサーの感度調整 標準 － 2～ 2 ○ ― ○

ランプを点灯するまでの時間 標準 長め ― ― ○

ワイパー連動ヘッドランプ点灯機
能

あり なし ― ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

LEDデイライト あり なし ― ― ○

おもてなし照明の制御 あり なし ― ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

AUTOスイッチが ONのとき、連
動して外気導入と内気循環を自動
的に切りかえる

する しない ○ ― ○

AUTOスイッチを ONにしたと
き、A/C（エアコン）スイッチが
連動して ONになる

する しない ○ ― ○

排ガスセンサー感度調節 標準 － 3～ 3 ○ ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

運転席シートヒーター＆ベンチ
レーター AUTOモード時の温度
または風量調整

標準
-2（涼しめ）～＋
2（暖かめ）

○ ― ○

助手席シートヒーター＆ベンチ
レーター AUTOモード時の温度
または風量調整

標準
-2（涼しめ）～＋
2（暖かめ）

○ ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

ステアリングヒーター AUTO
モード時の温度調整

標準
-2（低め）～＋ 2

（高め）
○ ― ○

A B C

A B C

A B C

A B C

A B C
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

■ イルミネーション（ P.250）

■ オートアラーム（ P.60）

■ 雨滴感知式ワイパー（ P.170）

■ 車外ドアハンドル（ P.99）

※エンジンスイッチ＜パワースイッチ＞ OFF 後

機能の内容 初期設定 変更後

室内灯の消灯までの時間 15秒

OFF

○ ― ○7.5 秒

30 秒

エンジン＜パワー＞スイッチ
OFF 後の照明の点灯

あり なし ― ― ○

解錠時の照明の点灯 あり なし ― ― ○

接近時の照明の点灯 あり なし ― ― ○

車室内足元照明の点灯 あり なし ― ― ○

ドアトリムオーナメント照明の点
灯

あり なし ― ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキーを使って解錠した
ときのアラーム解除

あり なし ― ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

ワイパースイッチを“AUTO”
にしたときの作動

雨滴感知
車速連動間欠作動
（間欠時間調節式）

― ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

車速連動の車外ドアハンドルの格
納速度

10km/h

5km/h

― ― ○15km/h

20km/h

車外ドアハンドルが自動で格納す
るまでの時間

60秒 20分※ ― ― ○

A B C

A B C

A B C

A B C
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8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

■ ハイブリッドシステム（LC500h）（ P.54）

■ クリアランスソナー（ P.205）

■ ドライブモードセレクトスイッチ（ P.203）

知識

■車両カスタマイズについて

●“車速感応オートドアロック”と“シ
フトポジションをP以外にしたときの全
ドア施錠（シフト操作連動ドアロッ
ク）” を両方とも “ あり ” にした場
合、次のように作動します。

･ シフトポジションをP以外にすると全ド
アが施錠されます。

･ 全ドアが施錠された状態で発進した場
合、車速感応式自動ドアロックは作動し
ません。

･ 発進前にいずれかのドアロックを解錠

してから発進した場合は、車速感応オー
トドアロックが作動します。

●“ スマートエントリー＆スタートシス
テム ” の設定が “ なし ” の場合、“
解錠されるドアの選択 ” の設定はでき
ません。

●解錠後、ドアを開けなかったときの自動
施錠が作動したときの合図は、“作動の
合図（非常点滅灯）”・“作動の合図音
量（ブザー音量調整）”の設定に依存し
ます。

●センターディスプレイ以外でもスイッ
チ操作などでカスタマイズ設定ができ

機能の内容 初期設定 変更後

車両接近通報装置
（通報音量調整）

レベル 1
レベル 2 ― ― ○

レベル 3 ― ― ○

機能の内容 初期設定 変更後

クリアランスソナー機能 ON OFF ― ○ ―

フロントセンターセンサーの検知
可能距離

遠い 近い ○ ― ○

リヤセンターセンサーの検知可能
距離

遠い 近い ○ ― ○

ブザー音量 レベル 2
レベル 1

○ ― ○
レベル 3

機能の内容 初期設定 変更後

パワートレーン制御 Normal
Power

○ ― ―
Eco

シャシー制御 Normal
Sport

○ ― ―
Comfort

エアコン制御 Normal Eco ○ ― ―

A B C

A B C

A B C
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る項目があります。スイッチ操作で設定
を変更した場合、エンジンスイッチ＜パ
ワースイッチ＞を OFF にし、再度エン
ジンスイッチ＜パワースイッチ＞をイ
グニッションONモード＜ONモード＞
にするまでセンターディスプレイには
反映されません。
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8-3. 初期設定
車
両
情
報

8-3. 初期設定

※別冊「ナビゲーションシステム取扱説明書」を参照してください。

初期設定が必要な項目

次の項目は補機バッテリーを再接続したり、メンテナンスを行ったあとなど
に、システムを正しく作動させるために初期設定が必要です。

初期設定が必要な項目

項目 初期設定が必要なとき 参照先

タイヤ空気圧警報システム

･ タイヤローテーションを実施し
たとき

･ タイヤサイズの変更などにより、
タイヤの指定空気圧が変更に
なったとき（指定空気圧が複数
ある場合）

･ ID コードの登録を実施したとき

P.275

パワーウインドウ ･ 正常に動かないとき P.124

バックガイドモニター

･ 補機バッテリーの脱着中にハン
ドル操作を行ったとき

･ 補機バッテリーの電圧が低下し
たとき

※
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こんなときは（症状別さくいん） 
...................................... 362

車から音が鳴ったときは（音さくい
ん） ................................ 364

アルファベット順さくいん .... 365
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362 こんなときは（症状別さくいん）

1-1. こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

● メカニカルキーをなくした場合、
レクサス販売店でレクサス純正の
新しいメカニカルキーを作ること
ができます。（ P.322）

● 電子キーをなくすと盗難の危険性
が極めて高くなるため、ただちに
レクサス販売店にご相談くださ
い。（ P.322）

● キーの電池が消耗、または電池が
切れていませんか？（ P.285）

● エンジンスイッチ＜パワースイッ
チ＞がイグニッション ON モード
＜ ON モード＞になっていません
か？
施錠するときは、エンジンスイッ
チ＜パワースイッチ＞をOFFにし
てください。（ P.138, 143）

● 電子キーを車内に置き忘れていま
せんか？
施錠するときは、電子キーを携帯
していることを確認してくださ
い。

● 電波状況により、機能が正常に働

いていない可能性があります。
（ P.108）

● キー閉じ込み防止機能が働き、通
常通りトランクを開けることがで
きます。キーを取り出してくださ
い。（ P.104）

● ブレーキペダルをしっかりと踏み
ながらエンジンスイッチ＜パワー
スイッチ＞を押していますか？
（ P.136, 140）

● シフトポジションは P になってい
ますか？（ P.146, 152）

● キーが車内の検知される場所にあ
りますか？（ P.107）

● ステアリングロックされていませ
んか？（ P.137, 141）

● キーの電池が消耗、または電池が
切れていませんか？
このときは、一時的な方法でエン
ジンをかける＜ハイブリッドシス
テムを始動する＞ことができま
す。（ P.321）

● 補機バッテリーがあがっていませ
んか？（ P.326）

お困りの際は、レクサス販売店にご
連絡いただく前にまず次のことを
確認してください。

施錠／解錠／ドアの開閉ができ
ない

キーをなくした

施錠・解錠できない

誤ってトランク内にキーを閉じ
込めた

故障かな？と思ったら

エンジン＜ハイブリッドシステ
ム＞がかからない
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● 盗難防止のため、自動的にロック
されます。（ P.137, 141）

● ウインドウロックスイッチが押さ
れていませんか？
ウインドウロックスイッチが押さ
れていると、助手席のパワーウイ
ンドウは操作できなくなります。
（ P.126）

● 一定時間アクセサリーモードまた
はイグニッションONモード＜ON
モード＞（エンジンがかかってい
ない状態）にしておくと、自動電
源 OFF 機能が作動します。
（ P.139, 143）

● 警告音が鳴りだしたときは、「車か
ら音が鳴ったときは（音さくい
ん）」（ P.364）をご確認くださ
い。

● 警告灯や警告メッセージが表示さ
れたときは、P.304、312 をご確

認ください。

● なるべく速度を落として慎重に運
転し、最寄りのレクサス販売店で
タイヤを交換してください。
（ P.318）

● ぬかるみ・砂地・雪道などで動け
なくなったときの脱出方法を試し
てください。（ P.338）

エンジン＜ハイブリッドシステ
ム＞を停止したあとにハンドル
がまわせなくなった

パワーウインドウスイッチを操
作してもドアガラスが開閉しな
い

エンジンスイッチ＜パワース
イッチ＞が自動的にOFFになっ
た

警告音・アラーム・ホーンが鳴り
だした

警告灯や警告メッセージが表示
されたとき

トラブルが発生した

タイヤがパンクした

立ち往生した
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1-3. 車から音が鳴ったときは（音さくいん）

車から音が鳴ったときは（音さくいん）

※ドアまたはトランクを解錠するか、エン
ジンスイッチ＜パワースイッチ＞をア

クセサリーモードまたはイグニッショ
ンONモード＜ONモード＞にするか、
エンジン＜ハイブリッドシステム＞を
始動すると、警報を解除することができ
ます。

※助手席に荷物を置いている場合にもブ
ザーが鳴ることがあります。

次の状況のとき、車の状態や誤操作
などをお知らせするために警告音
が鳴ります。

車に乗るとき／降りるとき

状況 原因 詳細

解錠したとき

盗難防止装置
（オートアラーム）

が作動した※
P.60

ドアを開閉し
たとき

シフトポジション
が P以外になっ
ている

P.314

窓が開いている
（エンジン停止中
のみ）

P.125

盗難防止装置
（オートアラーム）

が作動した※
P.60

トランクを閉
めたとき

電子キーをトラン
ク内に置き忘れて
いる

P.105

エンジンを停
止したとき
（LC500）

電子キーの電池残
量が少なくなって
いる

P.96

ハイブリッド
システムを停
止したとき
（LC500h）

電子キーの電池残
量が少なくなって
いる

P.96

施錠しようと
したとき（施
錠できないと
き）

いずれかのドアが
確実に閉まってい
ない

P.100

電子キーを車内に
置き忘れている

P.107

走行しているとき

状況 原因 詳細

走り出したと
き

いずれかのドア・
トランク・ボン
ネットが確実に閉
まっていない

P.102

パーキングブレー
キが解除されてい
ない

P.304

シートベルトを着

用していない※
P.308

シフトダウン
したとき

シフトダウン制限
をこえて操作した

P.151
, 157

先行車に接近
したとき

レーダークルーズ
コントロールを使
用している

P.200

前方の障害物
と衝突しそう
になったとき

PCS（プリク
ラッシュセーフ
ティシステム）が
作動した

P.180

車線から逸脱
しそうになっ
たとき

LKA（レーンキー
ピングアシスト）
を使用している

P.187



365アルファベット順さくいん

アルファベット順さくいん
A/C
（エアコン）......................... 240

ABS
（アンチロックブレーキシステム）
............................... 222, 305

AHB
（オートマチックハイビーム）.. 166

AI-AVS
（アーティフィカルインテリジェン
スアダプティブバリアブルサスペン
ションシステム）......... 223, 226

AI-SHIFT
（アーティフィカルインテリジェン
スシフト）.................. 147, 153

AVS
（アダプティブバリアブルサスペン
ションシステム）................. 223

BSM
（ブラインドスポットモニター）210

DRS
（ダイナミックリヤステアリング）
....................................... 223

EDR
（イベントデータレコーダー）...... 7

EPS
（エレクトリックパワーステアリン
グ）........................... 223, 305

EV ドライブモード .................. 144
FR
（フロントエンジンリヤドライブ）
....................................... 347

Harmonious Driving Navi. 画面. 88
ILSAC CERTIFICATION
（イルサックサーティフィケーショ
ン）................................... 343

ISOFIX
（アイソフィックス／イソフィック
ス）..................................... 39

LDH

（レクサスダイナミックハンドリン
グシステム）........................223

LED
（ライトエミッティングダイオード）
................................164, 290

LED デイライト ......................164
Lexus Safety System+...........176
LKA（レーンキーピングアシスト）
........................................187

PCS（プリクラッシュセーフティシ
ステム）..............................180

オートマチックハイビーム.....166

レーダークルーズコントロール194

LKA
（レーンキーピングアシスト）187, 
306

LSD
（リミテッドスリップディファレン
シャル）..............................345

PCS
（プリクラッシュセーフティシステ
ム）...................180, 306, 315

RCTA
（リヤクロストラフィックアラート）
........................................210

REV インジケーター ..................73
REV ピーク..............................74
SRS
（サプリメンタルレストレイントシ
ステム）........................29, 305

TRC
（トラクションコントロール）222, 
306, 338

VDIM
（ビークルダイナミクスインテグレ
イテッドマネージメント）......223

VGRS
（バリアブルギヤレシオステアリン
グ）...................................223
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VSC
（ビークルスタビリティコントロー
ル）........................... 222, 306
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五十音順さくいん

あ

アースポイント（バッテリーあがりの処

置）........................................ 326

アウターミラー（ドアミラー）....... 121
BSM（ブラインドスポットモニター）210

運転席ポジションメモリー.............. 114

格納のしかた ............................... 122

操作........................................... 121

ミラーヒーター ............................ 241

リバース連動機能 ......................... 121

アクセサリーソケット................. 256

アクセサリーモード............ 138, 143

アクティブリヤウィング .............. 220

足元照明 .................................. 250

アラーム
オートアラーム .............................. 60

音さくいん .................................. 364

警告ブザー .................................. 304

アンチロックブレーキシステム（ABS）

............................................ 222
ABS ＆ブレーキアシスト警告灯 ....... 305

アンテナ（スマートエントリー＆スタート

システム）............................... 107

い

イグニッションスイッチ（エンジンスイッ

チ）........................................ 136
エンジンのかけ方 ......................... 136

自動電源OFF 機能 ........................ 139

車両を緊急停止するには................. 296

モードの切りかえ ......................... 138

イグニッションスイッチ（パワースイッ

チ）........................................ 140
自動電源OFF 機能 ........................ 143

車両を緊急停止するには................. 296

ハイブリッドシステム始動のしかた .. 140

モードの切りかえ ......................... 143

位置交換（タイヤローテーション）..273

イベントデータレコーダー（EDR）.....7

イモビライザーシステム.................59

イルミネーテッドエントリーシステム

.............................................250

インジケーター（表示灯）
エコドライブインジケーター .............70

ハイブリッドシステムインジケーター..70

表示灯...........................................68

インストルメントパネル照度調整スイッ

チ............................................75

インテリアランプ .......................250

インナーミラー ..........................120

う

ウインカー（方向指示灯）
電球（バルブ）の交換 ....................290

方向指示レバー.............................158

ウインドウ
ウインドシールドデアイサー ...........244

ウォッシャー................................170

パワーウインドウ..........................124

リヤウインドウデフォッガー ...........241

ウインドウロックスイッチ............126

ウインドシールドデアイサー.........244

ウォーニングメッセージ...............312

ウォーニングランプ（警告灯）.......304

ウォッシャー .............................170
液の補給......................................270

スイッチ......................................170

タンク容量...................................346

冬の前の準備・点検 .......................230

動けなくなったときは（スタック）..338

雨滴感知式ワイパー ....................170

運転
雨の日の運転................................128

運転を補助する装置 .......................222

寒冷時の運転................................230
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正しい運転姿勢 .............................. 23

手順........................................... 128

ハイブリッド車運転のアドバイス ..... 228

運転席シートベルト非着用警告灯... 308

運転席ポジションメモリー ........... 114

え

エアコン .................................. 240
「ナノイー」.................................. 245

花粉除去機能 ............................... 245

曇り取り（フロントガラス）............ 241

フィルターの清掃 ......................... 284

エアコン・デフォッガー .............. 240

エアバッグ.................................. 29
SRS エアバッグ警告灯................... 305

改造・廃棄 .................................... 34

作動条件 ....................................... 30

正しい姿勢 .................................... 23

配置............................................. 29

エコドライブインジケーター .......... 70

エコドライブインジケーターランプ.. 68

エコドライブ表示......................... 70

ECO ランプ ................................ 68

エネルギーモニター...................... 88

エレクトリックパワーステアリング

（EPS）
機能........................................... 223

パワーステアリング警告灯.............. 305

エンジン
イグニッションスイッチ（エンジンスイッ

チ / パワースイッチ）........... 136, 140

イモビライザーシステム................... 59

エンジンイモビライザーシステム ....... 59

エンジン回転計（タコメーター）......... 72

エンジンがかからない（エンジンが始動で

きない）.................................... 319

エンジン警告灯 ............................ 305

エンジンスイッチ ......................... 136

エンジンの始動方法 .......................136

オーバーヒート.....................332, 335

緊急時の停止方法..........................296

ハイブリッドシステムが始動できない320

ハイブリッドシステムの始動方法......140

パワースイッチ（イグニッションスイッチ

／エンジンスイッチ）...........136, 140

フューエルポンプシャットオフシステム

...............................................303

ボンネット...................................268

エンジンイモビライザーシステム.....59

エンジンオイル ..........................342
警告灯.........................................304

警告メッセージ.............................316

冬の前の準備・点検 .......................230

メンテナンスデータ .......................342

油圧警告灯...................................304

油量警告メッセージ .......................316

容量 ...........................................342

エンジンスイッチ（パワースイッチ）

.....................................136, 140
エンジンのかけ方..................136, 140

自動電源OFF 機能.................139, 143

車両を緊急停止するには .................296

モードの切りかえ..................138, 143

エンジンフード（ボンネット）.......268
開け方.........................................268

警告メッセージ.....................102, 312

エンジン油温計 ............................72

エンジンルーム ..........................268
エンジンルームから蒸気が出ている.332, 

335

お

オイル（エンジンオイル）.............342

オートアウェイ＆オートリターン機構

.............................................119
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オートアラーム............................ 60

オートドアロック・アンロック機能 102

オートマチックトランスミッション
オートマチックトランスミッション .. 146

スノーモード ....................... 150, 156

オートマチックハイビーム ........... 166

オートレベリングシステム（ヘッドラン

プ）
作動........................................... 165

オーバーヒート.................. 332, 335

オープナー
給油扉........................................ 175

トランク ..................................... 104

ボンネット .................................. 268

お子さまを乗せるとき................... 38
ウインドウロックスイッチ.............. 126

お子さまの安全のために................... 38

キーの電池 .................................. 286

子供専用シート .............................. 39

シートベルトの着用................... 25, 26

ステアリングヒーター・シートヒーターに

関する警告................................ 248

チャイルドシートの取り付け............. 39

発炎筒の取り扱いに関する警告........ 296

バッテリーに関する警告................. 331

パワーウインドウに関する警告........ 125

オドメーター
機能............................................. 72

表示の切りかえ・リセットボタン ....... 75

か

カーテシランプ
装着位置 ..................................... 250

カーテンシールドエアバッグ .......... 29

カーペット
洗浄........................................... 263

フロアマットの取り付け方................ 22

外気温度表示 .........................72, 74

回生ブレーキ ...............................53

外装の電球（バルブ）...................290
交換要領......................................290

ワット数......................................347

買い物フック .............................254

ガス欠になったとき ......................55

カスタマイズ機能 .......................348

型式.........................................347

カップホルダー ..........................253

カメラ
カメラセンサー（PCS) ...................177

白線認識用カメラ（LKA）................187

ガラスの曇り取り（リヤウインドウデ

フォッガー）.............................241

ガレージジャッキ .......................269

冠水路走行 ................................134

寒冷時の運転 .............................230

き

キー...........................................96
エンジンが始動できない .................319

キーナンバープレート ......................96

キーの構成.....................................96

キーレスエントリー .................97, 107

キーをなくした.............................322

正常に働かない.............................323

施錠・解錠ができない ....................323

電子キー........................................96

電池が切れた................................285

ハイブリッドシステムが始動できない320

メカニカルキー...............................98

ワイヤレスリモコン .........................97

キーレスエントリー
スマートエントリー＆スタートシステム

...............................................107

ワイヤレスドアロック ......................97
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救急箱等固定用バンド................. 255

給油
給油口が開けられない.................... 322

給油のしかた ............................... 174

メンテナンスデータ....................... 342

給油後走行距離............................ 72

給油後平均燃費............................ 78

緊急時シートベルト固定機構 .......... 27

緊急始動機能（ハイブリッドシステム）

............................................ 321

緊急時の対処
エンジンが始動できない................. 319

オーバーヒートした............... 332, 335

キーの電池が切れた............... 285, 323

キーをなくした ............................ 322

警告灯がついた ............................ 304

警告メッセージが表示された........... 312

けん引........................................ 298

故障したときは ............................ 294

車両を緊急停止する....................... 296

スタックした ............................... 338

電子キーが正常に働かない.............. 323

ハイブリッドシステムが始動できない320

発炎筒........................................ 295

バッテリーがあがった.................... 326

パンクした .................................. 318

補機バッテリーがあがった.............. 326

緊急停止システム......................... 58

緊急ブレーキシグナル................. 223

く

空気圧（タイヤ）........................ 346
タイヤ空気圧警告灯....................... 309

タイヤ空気圧警報システム.............. 274

メンテナンスデータ....................... 346

区間距離計（トリップメーター）
機能............................................. 72

表示の切りかえ・リセットボタン ....... 75

駆動用電池 ..................................55
警告メッセージ.......................58, 312

充電について..................................53

搭載位置........................................55

冷却用吸入口..................................58

曇り取り
フロントガラス.............................241

ミラーヒーター.............................241

リヤウインドウデフォッガー ...........241

クラクション（ホーン）................119

クリアランスソナー ....................205
警告メッセージ.....................206, 312

操作 ...........................................205

クリアランスランプ（車幅灯）.......164
スイッチ......................................164

電球（バルブ）の交換 ....................290

クリップ
フロアマット..................................22

クルーズコントロール..................194
警告メッセージ.....................202, 312

レーダークルーズコントロール（全車速追

従機能付き）...............................194

グローブボックス .......................252

グローブボックスランプ...............252

け

警音器（ホーン）.........................119

計器類（メーター）........................72
照度調整........................................75

ヘッドアップディスプレイ ................83

マルチインフォメーションディスプレイ76

メーター........................................72

警告灯......................................304
ABS ＆ブレーキアシスト ................305

EPS............................................305

LKA（レーンキーピングアシスト）.....306

PCS（プリクラッシュセーフティシステム）

...............................................306
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SRS エアバッグ ........................... 305

エンジン ..................................... 305

シートベルト非着用....................... 308

充電........................................... 304

水温........................................... 309

スリップ表示灯 ............................ 306

タイヤ空気圧 ............................... 309

燃料残量 ..................................... 308

パーキングブレーキ表示灯.............. 307

パワーステアリング....................... 305

プリテンショナー ......................... 305

ブレーキ ............................. 304, 308

ブレーキオーバーライドシステム ..... 307

ブレーキパッド摩耗....................... 307

ブレーキホールド作動表示灯........... 307

マスターウォーニング.................... 308

油圧........................................... 304

警告ブザー
LKA ........................................... 187

シートベルト非着用....................... 308

シフトダウン制限 ................. 151, 157

接近警報（レーダークルーズコントロール）

.............................................. 200

手放し運転警告（LKA)................... 192

トランク開 .................................. 102

パーキングブレーキ未解除走行時 ..... 304

半ドア........................................ 100

半ドア走行時 ............................... 102

プリクラッシュブレーキ................. 180

ブレーキ ............................. 304, 308

ボンネット開 ............................... 102

窓開........................................... 125

リバース ............................. 147, 153

警告メッセージ.......................... 312

化粧ミラー（バニティミラー）....... 256

言語 ........................................ 349

こ

交換
キーの電池...................................285

タイヤ.........................................279

電球（バルブ）..............................290

ヒューズ......................................287

工具（ツール）............................279

航続可能距離 .........................78, 92

後退灯（バックアップランプ）
電球（バルブ）の交換 ....................290

高電圧部位 ..................................55

コーションラベル .........................55

コートフック .............................257

コーナリングランプ ....................165

子供専用シート ............................39
選択方法........................................39

取り付け方.....................................42

小物入れネット ..........................252

コンソールボックス ....................253

コンソールボックスランプ............253

コンライト（自動点灯・消灯装置）..164

さ

サービスプラグ ............................55

サイドエアバッグ .........................29

サイド方向指示灯 .......................158
電球（バルブ）の交換 ....................290

方向指示レバー.............................158

サイドミラー（ドアミラー）..........121
BSM（ブラインドスポットモニター）.210

運転席ポジションメモリー ..............114

格納のしかた................................122

操作 ...........................................121

ミラーヒーター.............................241

リバース連動機能..........................121

サスペンションコントロール（PCS）

.............................................180
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サンシェード............................. 257

サンバイザー............................. 256

し

シート ..................................... 112
運転席ポジションメモリー.............. 114

子供専用シート .............................. 39

正しい運転姿勢 .............................. 23

調整........................................... 112

手入れ........................................ 263

ヘッドレスト ............................... 117

メモリーコール機能....................... 115

シートヒーター.......................... 248

シートベルト............................... 25
お子さまの着用 ........................ 25, 26

緊急時シートベルト固定機構............. 27

シートベルトガイド......................... 27

シートベルト非着用警告灯.............. 308

正しく着用するには......................... 26

着け方・はずし方 ........................... 26

手入れ........................................ 263

妊娠中の方の着用 ........................... 25

シートベルトガイド...................... 27

シートベルト非着用警告灯 ........... 308

シートベルトプリテンショナー
機能............................................. 27

プリテンショナー警告灯................. 305

シートベンチレーター................. 248

シートポジションメモリー ........... 114

事故が発生したとき（ハイブリッドシステ

ムの注意）................................. 56

室内灯（インテリアランプ）.......... 250

始動のしかた..................... 136, 140

シフト照明................................ 250

シフトポジション............... 146, 152

シフトレバー..................... 146, 152
Pポジションスイッチ............ 149, 155

シフトポジションの切りかえ... 148, 154

シフトレンジの切りかえ .........150, 156

操作 ...................................146, 152

リバース警告ブザー ...............147, 153

締め付けトルク（ホイール）..........281

ジャッキ
ガレージジャッキ..........................269

車載ジャッキ................................279

ジャッキハンドル .......................279

車幅灯
電球（バルブ）の交換 ....................290

ランプスイッチ.............................164

車両型式...................................347

車両仕様（スペック）...................342

車両接近通知装置 .........................54

車両データの記録 .......................176

車両を緊急停止するには...............296

瞬間燃費...............................78, 92

仕様（車両仕様）.........................342

衝撃感知ドアロック解除システム...100

初期化......................................359
タイヤ空気圧警報システム ..............275

パワーウインドウ..........................124

初期設定...................................359

侵入センサー（オートアラーム）.......61

す

水温計........................................72

スイッチ
BSM...........................................211

EVドライブモード ........................144

LKA............................................189

PCS OFF.....................................182

TRC OFF.....................................224

VSC OFF.....................................224

アクティブリヤウィング .................220

イグニッション.....................136, 140

インストルメントパネル照度調整........75

ウインドウロック..........................126
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ウインドシールドデアイサー........... 244

ウォッシャー ............................... 170

運転席ポジションメモリー.............. 114

エンジンスイッチ ......................... 136

オートマチックハイビーム.............. 166

クリアランスソナー....................... 205

シート調整 .................................. 112

シートヒーター ............................ 248

シートベンチレーター.................... 248

シートポジションメモリー.............. 114

車間距離切りかえ（レーダークルーズコン

トロール）................................. 195

車両接近通報一時停止...................... 54

侵入センサーOFF........................... 62

ステアリングヒーター.................... 248

スノーモード ....................... 150, 156

タイヤ空気圧警報リセット.............. 275

ドアミラー .................................. 121

ドアロック .................................. 101

ドライブモードセレクト................. 203

トランクオープナー....................... 104

トランクオープナーメイン.............. 106

パーキングブレーキ....................... 159

ハザードランプ ............................ 295

パドルシフト ....................... 150, 156

パワーウインドウ ......................... 124

パワースイッチ ............................ 140

ハンドル位置調整 ......................... 119

非常点滅灯（ハザードランプ）......... 295

フォグランプ ............................... 169

ブレーキホールド ......................... 162

ヘッドアップディスプレイ................ 83

方向指示レバー ............................ 158

ホーン（警音器）........................... 119

メーター操作 ................................. 77

ランプ........................................ 164

リセット（タイヤ空気圧警報システム）

...................................... 275, 277

リヤウインドウデフォッガー ...........240

レーダークルーズコントロール.........194

ワイパー......................................170

スタック...................................338

ステアリングコントロール（PCS）..180

ステアリングヒーター..................248

ステアリングホイール（ハンドル）..119
位置調整......................................119

運転席ポジションメモリー ..............114

オートアウェイ＆オートリターン機構119

ステアリングヒーター ....................248

ステアリングロック ............137, 141
解除できないとき..................137, 141

警告メッセージ.....................137, 141

ストップランプ（制動灯）
緊急ブレーキシグナル ....................223

電球（バルブ）の交換 ....................290

スノータイヤ（冬用タイヤ）..........230

スピードメーター .........................72

スペック（車両仕様）...................342

スマートエントリー＆スタートシステム

.............................................107
アンテナの位置.............................107

エンジンの始動.....................136, 140

カスタマイズ設定..........................348

緊急始動機能........................319, 321

警告ブザー...................................304

警告メッセージ.............................312

作動範囲......................................107

正常に働かないとき .......................323

節電機能......................................108

電波がおよぼす影響について ...........110

ドアの解錠・施錠............................99

トランクの解錠.............................104

ハイブリッドシステムの始動 ...........140

スモールランプ（車幅灯）
電球（バルブ）の交換 ....................290

ランプスイッチ.............................164
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スリップ表示灯.................. 223, 306

せ

清掃 ................................ 260, 263
アルミホイール ............................ 261

外装........................................... 260

シートベルト ............................... 263

内装........................................... 263

レーダーセンサー ......................... 177

制動灯
緊急ブレーキシグナル.................... 223

電球（バルブ）の交換.................... 290

積算距離計（オドメーター）
機能............................................. 72

表示の切りかえ・リセットボタン ....... 75

セキュリティインジケーター .... 59, 60

接近警報（レーダークルーズコントロー

ル）........................................ 200

設定（メーター）.......................... 80

センサー
LKA ........................................... 187

インナーミラー ............................ 120

雨滴感知センサー ......................... 171

湿度センサー ............................... 246

侵入センサー ................................. 61

ライトセンサー ............................ 164

レーダーセンサー ......................... 177

洗車 ........................................ 260

前照灯（ヘッドランプ）................ 164
センターディスプレイ.................... 234

電球（バルブ）の交換.................... 290

ライトセンサー ............................ 164

ランプ消し忘れ防止機能................. 164

ランプスイッチ ............................ 164

センターディスプレイ................. 234

そ

走行時間.....................................78

走行モード（ドライブモード）.....150, 

156, 203

送信機（タイヤ空気圧警報システム）

.............................................274

速度計（スピードメーター）............72

た

ターンシグナルランプ（方向指示灯）

.............................................158
電球（バルブ）の交換 ....................290

方向指示レバー.............................158

ダイナミックリヤステアリング（DRS）

.............................................223

タイヤ......................................271
空気圧.................................283, 346

交換 ...........................................279

締め付けトルク.............................281

チェーン......................................230

低偏平タイヤ................................272

点検 ...........................................271

パンクしたときは..........................318

冬用タイヤ...................................230

ホイールサイズ.............................346

ランフラットタイヤ ...............273, 318

ローテーション（位置交換）.............273

タイヤが空まわりする（スタックした）

.............................................338

タイヤ空気圧警報システム
ID コードの登録・選択 ...................277

機能について................................274

空気圧バルブ／送信機について.........275

空気圧表示画面.............................274

警告画面......................................312

初期化.........................................275

タイヤ空気圧警告灯 .......................309
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タイヤチェーン.......................... 230

タコメーター（エンジン回転計）...... 72
可変レッドゾーン ........................... 74

ち

チェーン（タイヤチェーン）.......... 230

チャイルドシート......................... 39
ISOFIX バーでの取り付け ................. 47

シートベルトでの固定...................... 44

選択方法 ....................................... 39

駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）

............................................ 159
警告灯........................................ 307

警告メッセージ .................... 161, 312

操作........................................... 159

冬季の注意 .................................. 230

未解除走行時警告ブザー................. 161

メンテナンスデータ....................... 346

つ

ツール（工具）........................... 279

て

ディファレンシャル.................... 345

低偏平タイヤ............................. 272

手入れ ............................. 260, 263
アルミホイール ............................ 261

外装........................................... 260

シートベルト ............................... 263

内装........................................... 263

レーダーセンサー ......................... 177

テールランプ（尾灯）.................. 164
電球（バルブ）の交換.................... 290

ランプスイッチ ............................ 164

デフォッガー（リヤウインドウデフォッ

ガー）..................................... 241

電気モーター .........................52, 55

電球（バルブ）
交換要領（外装バルブ）...................290

ワット数......................................347

点検基準値（メンテナンスデータ）..342

電子キー.....................................96
作動範囲......................................107

正常に働かないとき .......................323

節電機能......................................108

電池が切れた................................323

電池交換......................................285

電池交換（キー）.........................285

と

ドア...........................................99
オートドアロック・アンロック機能...102

衝撃感知ドアロック解除システム......100

スマートエントリー＆スタートシステム

...............................................107

ドアガラス...................................124

ドアロックスイッチ .......................101

ワイヤレスリモコン .........................99

ドアカーテシランプ
位置 ...........................................250

ドアハンドル照明 .......................250

ドアポケット .............................252

ドアミラー ................................121
BSM（ブラインドスポットモニター）.210

運転席ポジションメモリー ..............114

格納のしかた................................122

操作 ...........................................121

ミラーヒーター.............................241

リバース連動機能..........................121

盗難防止装置
イモビライザーシステム ...................59

エンジンイモビライザーシステム........59

オートアラーム...............................60
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時計 ........................................ 256

トップテザーアンカー................... 50

ドライビングポジションメモリー
ポジションメモリー....................... 114

メモリーコール機能....................... 115

ドライブインフォメーション（マルチイン

フォメーションディスプレイ）....... 78

ドライブインフォ 1 ／

ドライブインフォ 2 .................... 78

ドライブスタートコントロール ..... 129

ドライブモードセレクトスイッチ... 203

トラクションコントロール（TRC）. 222

トランク .................................. 103
オープナー .................................. 104

キー閉じ込み防止機能.................... 105

警告メッセージ ............................ 102

電子キーが正常に働かないとき........ 323

トランクオープナーを使用できなくするに

は............................................ 106

トランク内の装備 ......................... 254

メインスイッチ ............................ 106

トランクランプ.......................... 105

トランスミッション............ 146, 152
オートマチックトランスミッション .. 146

シフトダウン制限警告ブザー... 151, 157

スノーモード ....................... 150, 156

操作................................... 148, 154

ハイブリッドトランスミッション ..... 152

パドルシフトスイッチ............ 150, 156

メンテナンスデータ....................... 345

トリップメーター
機能............................................. 72

表示の切りかえ・リセットボタン ....... 75

な

内装
収納装備 ..................................... 252

手入れ........................................ 263

「ナノイー」................................245

に

ニーエアバッグ ............................29

荷物
積むときの注意.............................135

トランク......................................103

トランク内装備.............................254

荷物固定用フック..........................254

ぬ

ぬかるみにはまった（スタック）.....338

ね

燃費
エネルギーモニター .........................88

給油後平均燃費.........................78, 92

瞬間燃費..................................78, 92

平均燃費............................78, 91, 92

燃料.........................................342
給油 ...........................................174

種類 ...........................................342

燃料残量警告灯.............................308

フューエルポンプシャットオフシステム

...............................................303

容量 ...........................................342

燃料計........................................72

は

パーキングブレーキ ....................159
警告メッセージ.....................161, 312

操作 ...........................................159

冬季の注意...................................230

ブレーキ警告灯.............................307

未解除走行時警告ブザー .................161

メンテナンスデータ .......................346
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排気ガス .................................... 37

ハイビーム（ヘッドランプ）.......... 164
オートマチックハイビーム.............. 166

電球（バルブ）の交換.................... 290

ランプスイッチ ............................ 164

ハイブリッドシステム................... 52
EV ドライブモード........................ 144

運転のアドバイス ......................... 228

エネルギーモニター......................... 88

オーバーヒート ............................ 335

回生ブレーキ ................................. 53

ガス欠になったとき......................... 55

緊急始動機能 ............................... 321

緊急時の停止方法 ......................... 296

緊急停止システム ........................... 58

駆動用電池冷却用吸入口................... 58

警告メッセージ ...................... 58, 312

高電圧部位 .................................... 55

サービスプラグ .............................. 55

事故が発生したとき......................... 56

始動できないときは....................... 320

始動方法 ..................................... 140

車両接近通報装置 ........................... 54

充電............................................. 53

注意............................................. 55

特徴............................................. 52

特有の音と振動 .............................. 53

パワー（イグニッション）スイッチ .. 140

補機バッテリーがあがった.............. 326

メンテナンス・修理・廃車するとき .... 54

ハイブリッドシステムインジケーター70

ハイマウントストップランプ
電球（バルブ）の交換.................... 290

ハザードランプ（非常点滅灯）....... 295
スイッチ ..................................... 295

電球（バルブ）の交換.................... 290

挟み込み防止機能
パワーウインドウ ......................... 124

フロントシート.............................113

発炎筒......................................295

バックアップランプ（後退灯）
電球（バルブ）の交換 ....................290

バッテリー（駆動用電池）
充電について..................................53

搭載位置........................................55

冷却用吸入口..................................58

バッテリー（補機バッテリー）
充電警告灯...................................304

搭載位置......................................268

補機バッテリーがあがった ..............326

補機バッテリーを交換するとき.........330

バッテリーがあがった..................326

パドルシフトスイッチ..........150, 156

バニティ（化粧用）ミラー............256

バニティミラーランプ
装備について................................256

ワット数......................................347

バリアブルギヤレシオステアリング

（VGRS）..................................223

バルブ（電球）
交換要領（外装のバルブ）................290

ワット数......................................347

パワーウインドウ .......................124
ウインドウロックスイッチ ..............126

閉めることができないときは ...........124

初期化.........................................124

操作 ...........................................124

ドアロック連動ドアガラス開閉機能...125

挟み込み防止機能..........................124

巻き込み防止................................124

パワーコントロールユニット...........55

パワースイッチ（イグニッションスイッチ

／エンジンスイッチ）.........136, 140

パワーステアリング ....................223
警告メッセージ.............................312

パワーステアリング警告灯 ..............305
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パンクした................................ 318
タイヤ空気圧警告灯....................... 309

番号灯（ライセンスプレートランプ）

............................................ 164
電球（バルブ）の交換.................... 290

ランプスイッチ ............................ 164

ハンドル（ステアリングホイール）. 119
位置調整 ..................................... 119

運転席ポジションメモリー.............. 114

オートアウェイ＆オートリターン機構119

ステアリングヒーター.................... 248

メーター操作スイッチ...................... 77

ひ

ビークルスタビリティコントロール

（VSC）................................... 222

ビークルダイナミクスインテグレイテッ

ドマネージメント（VDIM）......... 223

ヒーター
エアコン・デフォッガー................. 240

シートヒーター ............................ 248

ステアリングヒーター.................... 248

ミラーヒーター ............................ 241

非常点滅灯（ハザードランプ）....... 295
スイッチ ..................................... 295

電球（バルブ）の交換.................... 290

尾灯（テールランプ）.................. 164
電球（バルブ）の交換.................... 290

ランプスイッチ ............................ 164

ヒューズ .................................. 287

表示灯 ....................................... 68

日よけ（サンバイザー）................ 256

ヒルスタートアシストコントロール 223

ふ

ブースターケーブルのつなぎ方 ..... 327

フォグランプ............................. 169

スイッチ......................................169

電球（バルブ）の交換 ....................290

ワット数......................................347

ブザー
シートベルト非着用警告 .................308

シフトダウン制限警告 ............151, 157

接近警報（レーダークルーズコントロール）

...............................................200

手放し運転警告（LKA) ...................192

パーキングブレーキ未解除走行時警告161

半ドア走行時警告..........................102

ブレーキ警告................................304

窓開警告......................................125

リバース警告........................147, 153

フック
買い物フック................................254

けん引フック................................301

コートフック................................257

荷物固定用フック..........................254

フロアマット固定フック ...................22

フューエルポンプシャットオフシステム

.............................................303

フューエルメーター（燃料計）.........72

フューエルリッド（給油口）..........174
給油口が開かない..........................322

給油のしかた................................174

冬の前の準備（寒冷時の運転）.......230

冬用タイヤ ................................230

ブラインドスポットモニター（BSM）

.............................................210

プリクラッシュセーフティシステム

（PCS）
PCS OFF スイッチ........................182

PCS 警告灯..................................306

機能 ...........................................180

 警告メッセージ............................186

ブレーキ
回生ブレーキ..................................53
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緊急ブレーキシグナル.................... 223

警告ブザー .................................. 304

警告メッセージ ............................ 312

パーキングブレーキ....................... 159

ブレーキ警告灯 .................... 304, 308

ブレーキホールド ......................... 162

メンテナンスデータ....................... 345

ブレーキアシスト
ABS ＆ブレーキアシスト警告灯 ....... 305

機能........................................... 222

ブレーキフルード....................... 345

ブレーキホールド....................... 162

フロアマット............................... 22

フロントシート.......................... 112
運転席ポジションメモリー.............. 114

シートヒーター ............................ 248

シートベンチレーター.................... 248

シートポジションメモリー.............. 114

正しい運転姿勢 .............................. 23

調整........................................... 112

手入れ........................................ 263

挟み込み防止機能 ......................... 113

ヘッドレスト ............................... 117

メモリーコール機能....................... 115

フロント方向指示灯.................... 158
電球（バルブ）の交換.................... 290

方向指示レバー ............................ 158

へ

平均車速 .............................. 78, 92

平均燃費 ........................ 78, 91, 92

ヘッドアップディスプレイ ............. 83

ヘッドランプ............................. 164
クリーナー .................................. 170

電球（バルブ）の交換.................... 290

ライトセンサー ............................ 164

ランプ消し忘れ防止機能................. 164

ランプスイッチ ............................ 164

ヘッドランプオートレベリングシステム

.............................................165
警告メッセージ.............................312

ヘッドレスト .............................117

ベンチレーター（シートベンチレーター）

.............................................248

ほ

ホイール
交換（タイヤ）..............................279

メンテナンスデータ .......................346

ホイールナットレンチ..................279

方向指示灯 ................................158
電球（バルブ）の交換 ....................290

方向指示レバー.............................158

ホーン（警音器）.........................119

補機バッテリー
交換するとき................................330

搭載位置......................................268

補機バッテリーがあがった ..............326

保証.............................................8

ポップアップフード ......................35

ボンネット ................................268
開け方.........................................268

警告メッセージ.............................102

ポップアップフード .........................35

ま

マスターウォーニング..................308

マルチインフォメーションディスプレイ

...............................................76
G モニター ....................................78

エコドライブインジケーター .............70

エネルギーモニター .........................88

オーディオシステム連携 ...................80

ギヤ段表示.....................................78

警告メッセージ.............................312
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設定............................................. 80

タイヤ空気圧 ............................... 274

ドライブインフォメーション............. 78

ナビゲーションシステム連携............. 80

ハイブリッドシステムインジケーター . 70

メーター操作スイッチ...................... 77

モーターパワー表示......................... 71

リヤウイング状態 ........................... 80

レーダークルーズコントロール操作支援80

レーンキーピングアシスト（LKA）...... 80

み

ミラー
アウターミラー ............................ 121

インナーミラー ............................ 120

ドアミラー .................................. 121

バニティミラー ............................ 256

ミラーヒーター ............................ 241

め

メーター
計器類.......................................... 72

警告灯.......................................... 67

警告メッセージ ............................ 312

照度調整 ....................................... 75

設定............................................. 80

操作方法 ....................................... 77

表示灯.......................................... 68

表示の切りかえ .............................. 75

ヘッドアップディスプレイ................ 83

マルチインフォメーションディスプレイ76

メーター照度調整......................... 75

メーター操作スイッチ................... 77

メーターリング............................ 75

メカニカルキー............................ 98

メモリーコール機能.................... 115

メンテナンスデータ.................... 342

も

モーター（電気モーター）...............55

モーターでの走行（EV ドライブモード）

.............................................144

ゆ

ユーザーカスタマイズ機能............348

雪道ですべって動けない（スタックした）

.............................................338

油脂類......................................342

ら

ライセンスプレートランプ（番号灯）

.............................................164
電球（バルブ）の交換 ....................290

ランプスイッチ.............................164

ラゲージルーム（トランク）..103, 254

ラジエーター
オーバーヒート.....................332, 335

メンテナンスデータ .......................344

ランプ
室内灯.........................................250

電球（バルブ）の交換 ....................290

非常点滅灯（ハザードランプ）..........295

ヘッドランプ（前照灯）...................164

方向指示灯（ターンシグナルランプ／ウイ

ンカー）.....................................158

ライトセンサー.............................164

ランプ消し忘れ防止機能 .................164

リヤフォグランプ..........................169

ワット数......................................347

ランプ消し忘れ防止機能...............164

ランフラットタイヤ ............273, 318

り

リバース連動機能 .......................121
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リモートタッチ.......................... 234

リヤウィンドウデフォッガー ........ 241

リヤフォグランプ....................... 169
スイッチ ..................................... 169

電球（バルブ）の交換.................... 290

ワット数 ..................................... 347

リヤ方向指示灯.......................... 158
電球（バルブ）の交換.................... 290

方向指示レバー ............................ 158

リング（メーター）....................... 75

る

ルームミラー（インナーミラー）.... 120

れ

冷却水 ..................................... 344
水温計.......................................... 72

冬の前の準備 ............................... 230

メンテナンスデータ....................... 344

冷却装置（ラジエーター）............. 344
オーバーヒート .................... 332, 335

メンテナンスデータ....................... 344

レーダークルーズコントロール ..... 194
警告メッセージ ............................ 202

接近警報 ..................................... 200

レーダーセンサー ......................... 177

レーンキーピングアシスト（LKA）. 187
警告メッセージ ............................ 192

操作........................................... 189

レクサスクライメイトコンシェルジュ

............................................ 238

レクサスダイナミックハンドリングシス

テム（LDH）............................ 223

レバー
シフト................................ 146, 152

方向指示 ..................................... 158

ボンネット解除 ............................ 268

ロック（ドア）................................99

ろ

ロック
ウインドウロック..........................126

スマートエントリー＆スタートシステム

...............................................107

ドア .............................................99

ワイヤレスリモコン .........................97

わ

ワイパー & ウォッシャー..............170
ウォッシャー液の補充 ....................270

ワイパー停止位置の切りかえ.........172

ワイパーブレード（寒冷地用）.......231

ワイヤレスリモコン ......................97
作動の合図...................................100

操作 .............................................97

電池の交換...................................285

半ドア警告ブザー..........................100

ワックス...................................260

ワット数...................................347

割込表示.....................................80

次の装備は、別冊「ナビゲーションシス
テム取扱説明書」をお読みください。
･オーディオ

･バックガイドモニター

･ナビゲーションシステム

･音声操作システム

･ハンズフリー

･ G-Link

･ ETC2.0 システム
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ガソリンスタンドでの情報

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。

ボンネットフック（ P.268）

トランクオープナースイッチ（ P.104）

給油口（ P.175）

ボンネット解除レバー（ P.268）

タイヤ空気圧（ P.346）

燃料の容量（参考値） 82L

燃料の種類

･ 無鉛プレミアムガソリン（無鉛ハイオク）

･ バイオ混合ガソリン（プレミアム）※

※エタノールの混合率 10%以下、または ETBE の
混合率 22％以下のガソリン（酸素含有率 3.7%
以下）を使用することができます。

P.342

タイヤが冷えていると
きの空気圧

P.346

エンジンオイル容量
（参考値）

P.342

エンジンオイルの種類
弊社純正モーターオイル

P.342

A

B

C

D

E
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